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海外における情報産業の動向

昭 和45年5月

'一 一'＼ 財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー
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は じ め に

コンピ ュータが実用化 されて以来10年 が経過 し,そ の間ハー ドウ エアおよび

ソフ トウ ェア技術の急速 な発展は情報処理 の広域化 と高度化 を うなが し,こ れが

社会経済の高度成長 に大 き く寄与 してい ることは言 うまで もない。

現在 コン ピ ュー タを利用す る情報処理 は大 きな転換期に あると言われ てい る。

すなわ ち従来 の単純 業務の処理か ら,さ らに有機的な情報処理機能 を実現 す るた

め企業,官 公庁な どの事業体では経営情報 システムの確立を 目指 している。

言 いかえれば,こ れは産業の再編成や企業の体質変革を要求 しいわゆる情報革

命を現 出せん としてい ると も言 えよ う。

情報処理産業は この情報革命 を担 うもの として登場 して きた。すなわ ち情 報処

理装置 メー カーをは じめ,情 報処理サー ビス業,情 報 サー ビス業,ソ フ トウ エア

開発業を含 む この情報処理産業は,知 識先導型 とも言われ る明日の産 業構造 を リ

ー ドす るもの としで大 きな期 待がかけ られ てお'り
,通 産省産業構造審議会情報産

業部会に おい て も現在 「情報処理 および情報処理産業発展のための施策 」につい

て審議 を重ね てい る。

本書は当財団が情報処理関連の海外 トピ ックの速報誌 として発行 してい る 「情

報処理 ニ ュース 」を選別集成 し新たな資料 を加 えて総合 した 「スペ シ ャル ・レポ

ー ト」の第3号 で あ るが
,以 上の状況に鑑み今 回はそのテーマとして特に米国 お

よび欧州主要国な ど海外におけ る情報処理産業の動 向 をとりあげ,体 系的に と り

ま とめた もので ある。

広 く各位 の御参考 となれ ば幸 いであ る。

昭和45年5月

財 団法人 日本情報処 理開発 センタ ー

会長 難 波 捷
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情報処理 産業 のポ テ ンシ ャ リテ ィは非常 に大 き く,そ の 業種構成 を多 彩に拡 大 しつつ,

今 後20年 か ら30年 にわた って高い成長 を続 ける唯「の産 業 で あろ う。,、 、

1960年 代後半の コ ンヒ。ユ一 夕産業 は科 学技術 情報 は もちろん の こと,商 業な ど ビジ

ネス情報 の処 理 とか市民 行政 サービスといったアプリケーシ・ン分野 により大 きなマーケ ・トを開拓

しよ うとして きた。 そ して,コ ンピ ュータ利 用 は大企業か ら中 小傘 業へ とワク を ひろ げ,

乞∠ ムシ ェア リング方式 蘂 主 之ラ エ ∠∴ リーモ=.ト こプ 且且 ッシ 之 之へ の動 さが は っき り一_～ 一__!一

と強 ま って き た 。 ちな み に,1968年 現 在 ア メ リカで は,コ ミ ュニ ケ ー シ 。 ン ・シ ス テ

ム と連 結 し た コ ン ピ ュー タの 台 数 は全 設 置 コ ン ピ ュニ タの11%で あ るカ『,1970年 代

半 ば に は55～60%に な るだ ろ5 .と 推 定 され てい る。,

1968年 後 半 か ら69年 に か け て の情 報 処 理 産 業 の動 きは この 全 体 的傾 向 を裏 ず け て

い る。 各 種 周 辺 機 器 こ ζ に1) ,モ ー ト ・タ ー ミナ ルの 伸 び と これ に 対 す る 関心(?)高 ま りは69

年 に 入 っ て一 層 強 い もの とな っ た。 また ア プ リケー シ 。ン分 野 の 拡 大 に と、もな って ソ フ ト

ウ ェア投 資 が 増 大 し,こ の た め 単 一 マ ーケ ット形成 の 可 能 性 が 実 現 に 向 って 大 き く前 進 し た。

IBMの 価 格 分 離決 定 と か ソ フ トウ ェア特 許 系 争 の 進 展 な どが これ を あ らわ し てい る。

コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム も経 営 情 報 シ ス テ ム と か タ イ ム シ ェア リン グ ・シ ス テ ム建 設 の

動 きの 中 で 大型 機 に焦 点 が あ わ せ られ,一 方 コス ト ・パ フ ォー マ ンス と い う観 点 か ら性能

の 高 い安 価 な ミニ ・コ ン ビ ュ ー汐 の ブ ー ム をっ く りあ げ た 。

こ うい った コ ン ビ。ユ一 夕業 界 の 潮 流 の 中 で,各 企 業 の 競 争 は一 層 激 し さ を加 えて い る。

IBMに 対 す る4件 の独 禁 法 違 反 告 訴 を一 方 の極 とすれば,も う一 方 で は各 社 が あいついで 大

型 機 お よ び超小 型 機 の ニ ュ ー モ デ ル を近 年 に な い ほ ど多 数 発 表,市 場 制 は をね ら って は げ

し く動 い てい る。

1960年 代 は 主 と し て ア メ リカ で 情報 処 理 産 業 を構 成 す る各 種 の ビ ジ ネ スが 芽 を ふ き,'

69年 に は これ らの 種 類,数,内 容 が全 体 と して形 の とれ た もの とな って あ らわ れ て き た 。

た と えば,タ イ ム シ・エア リン グ ・サ ー ビスな どは社 歴4年 以上 の と こ ろが,tt第1コ ー ナ

ー"を ま わ っ て利 益 を生 み は じめ て い る
。 全 体 的 に み て,ま た,各 種 情 報 提 供 サ ー ビ ス と

か,フ ァシ.リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビ スと い った 新 興 ビ ジ ネ スに タ イ ム シ ェ ア リ ン

グ とか 計 算 セ ンタ ー を含 め た コ ン ビ。ユ一 夕 ・サ ー ビ ス産 業(ビ ジ ネ ス ウ イー ク誌 に よ る)

と 言 われ る業種 群 に大 き な 関心 が 寄 せ られ てい る。 こ れ ら 業 界 は 大 メ ー カー の 支 配 力 も

小 さ く,こ うい った と こ ろ が 繁 栄 す るに し たが い,コ ン ビ。ユ一 夕産 業 は ます ま、す 多 極 化 の

傾 向 を強 め て ゆ くで あ ろ う。
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ヨー ロ ッパ では コ ン ピュー タ ・ナ シ ・ナ リズ ムとで もい うべ き気運 の高 さがあ り,

Cll,ICL,Phillips,Siemensと い った各 国の代 表 的 コ ンピ ュー タ企 業がIBMを

筆頭 とす るアメ リカ ン ・コ ンビ。ユ一 夕に挑戦 す る姿勢 を一 層 強 めて い ス。 「国 産の コン ビ。

ユー タを持 た ず して コン ビ。ユ一 夕産業 を振興 す るこ とは,自 国 の水 を使 わず して工 業 を興

す よ うな もの だ。 」とは英 国科 学技術 省 の言 だが,各 国政府 はあ いついで コン ピュー タ 産

業 に対す る保護振 興政 策 を実施 し,各 メー カーは国産機 生 産の使 命 をおび て,次 々 と新機

種 を発表 して い る。

東欧 につ いて はコ ン ピュー タ技術 の立 ち遅 れ,特 に ソ連 の コ ン ピュー タ政策 の遅 れが指

適 され てい る。 この た め大 規 模 な振 興政策 が展 開 され よ うと して い るが,同 時 にこれ は西

側諸 国に と って有望 な マー ケ ッ トを提供す るこ とに もな ってい る。

設置 台数 は世界 中 で順調 に伸 びて お り,コ ンビ。ユ一 夕が1国 の産業 活動 に欠 か せない も

の とな りつつ あ る。 アメ リカは,い うまで もな く世界 最大 の利用 国だが西 欧,日 本な どが

近年 ハ イペ ースで これ を追 いあ げてい る。
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2.米 国 における情報処理産業の動向
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2.1 概 況

ぐ ・

V

米 国の 情報処理 産 業は,新 し く生 まれた独 自の産 業 としては比較的 わずかの年月 しか経

て いない。 しか し,そ の発展 は め ざま し く,質 量 と もに他産 業の追 随を許 さない もの が

あ る。図4は1969年 度 にお け るアメ リカの情報処理 産 業め構造 を示 した もの で あ るが,

全 体 として企 業数 は増加 の途 をたど ってい る。

■
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ソフトウエア関係
(1.158社)

ソフ エア'ロ

グラミンク勺一 ビス

1,489

プログラミング(238)451
サービズ

㌫ ションス(83)142

査(78)114

経済,市 場 調査分析46

システムエンジニアリング

ソフトウエアパッケージ(22)

シスーム・,分 析43

総 記 錨131

タイム・シェア ド・コンビ(62)

コーテ ィングつナービス131

そ の 他
(43社)

2,692

計算センター

(586社)

267

426

133

(43)

(11)

16

12

6

コンピューティング

サービス

リース ィングサーヒス

コンサルティング

サービス

金 融 サ ー ビス

939

(230)484

(51)112

(283)

(22)60

情 報 産 業

(4,790社)

8

ハ ー ドウエア関係

(2.727社)

教育(計 算)(122)256

システムメーカー

サ ニビス関係
(905社)

教 育

(458社 二)986

4,337

(プログラミング)(153)

(シ ス テム)(153)

通信教育(30)

その他

全国チェーンの

1,633

紙 テ ー プ パ ンチ

デ」タ ・コンバージョン

サー ビス

キ ー パ ンチ サ ー ビス

コ ン ピ ュ一 夕}こ よ ろ

郵 送 サ ー ビス

オ プ テ ィ カル ・

スキャニング ・サ7ビ ス

テ ー プ ・ク リー ニ ン グ26

コ ン ピ ュ ータ

ク イ ム ・ブ ロ ー カ ー8

タイプセ・;三 ㍑11

消 耗 品
(266社)

366

319

321

56

7

コンピュータスクール27

467

ア ナ ロ グ(33)30

デ ィ ジ タ ル(72)126

ハ イ ブ リッ ド(4)28

専 用(79)90

テ ス ト 用(41)60

卓 上 用(13)

力日 算 機(24)31

事 務 器(28)

積 分 機(24)
ソートおよび カウントコントロール37

部 品
580

電 子計算機部品(116)114

磁 気 コ ァ(49)28

磁 気 ヘ ッ ド(43)

回 路(49)61

制 御(30)43

リ レ ー(22)17

カ ウ ン タ ー(74)50

ジェネレーター(45)38

デ ータ処理部品(119)

パ ンチ機器部品(35)

磁気 テープリール(32)

そ の 他
175

そ の 他

(221社) 281

71

48

臼

旬

O

O

版

社会用

出

展

62HooOムテスシ庫在

入 力 367

関連機器2.915

磁 気カー ド(8)

磁 気テープ(50')

パ ンチ カー ド(31)43

紙 テープ(51)40

連続用紙(34)

ハ ンドリン グ用紙(16)

記録用紙(10)7

薄膜 フイルム(8)5

電力装 置&消 耗品(31)29

リボン(27)28

スセジネッ ト

デスクストレッヂ(20)
マカスティカル ・マシン(13)
パンチ ・カードストレッヂ(27)

ナーボン紙

MICA(14)

オプティカル・スキャンニング(16)

イロック7

リータL(オ プティカルキャラクタ)
33

〃(フ イルム)(9)

〃(磁 気 カード)(9)14

〃(磁 気 インク)(13)17

"(磁 気 テープ)(40)3 .3

〃(光 学 文字)(22)33

"(紙 テープ)(58)65

〃(光 電 子)(36)27

"(パ ンチカード)(45)58

カ メ ラ(5)7

マークセンス装置(20)28

光学走査 システム(32)43

、

出 力

(237
259

プ リン タ ー(高 速)

〃(キ ーボード)

〃(そ の 他)

プ ロ ッタ ー

デ一夕リダクション

ス キ ャ ナ ー

375

紙 テープ ファイ リン グシステム(19)

磁気 テープ ファイ リングシステム(13)

情報検索 システム(116)262

空調&室(14)14

フロアー(13)13

増巾器34

データ処理 アクセサ リー20

注:()内 は68年 の企業数

(42)58

(31)36

(55)34

(30)41

(37)47

(42)43

入 力

162 192

電子 タ イプ ライタ

キーボー ド

ディスプ レイ

覚入 出力

キャッシュレジスター

(23)29

(38)42

(50)79

(5D42

ス トレー ジ
317

磁気 カー ド(11)

磁気 コァ(33)39

磁 気 ドラム(21)27

磁 気デ ィスク(46)71

磁気 テープ(50)

紙 テー プ ・パ ンチ(43)

ストレージ:システム(35)76

通 信

ター ミナル(デ ィスプレイ)(73)124

(受 器)(64)104

(送 器)(53)104

(ト ランス ミッティング)(62)115

テ ィー チ ン グ(28)

電 送(11)

テ レ メ タ'リ ン グ(34)35

デLヲ ・コレクション お よび レコーディング(107)

フ ァ ク シ ミリ装 置(25)10

デ ー タ ・セ ッ ト(58)

12

708

信

アコスティックカプラー

446

(121)169

装 置(12)

(34)

(16)

(2D

(16)

(45)29

(46)

(51)

6

コ ンバ ー タ

626

そ の 他

(357社

(オ プティカル,テ 一二カぐンチテープカー ド
,ア ウ トプッ ト)

図3

データ記録装 置
複 写

データ処理補助装 置

連続 用紙 整理装 置

パンチカー ド機器

磁気 イ ンク押印器

タ イミン グ装…置

シ ミュ レータ

磁 気テープハ ンドラー(46)

機 械

ポッ ト

1969年,ア メ リカに おけ る情報処 理産 業の構造
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(ア ナロ グか らディ ジタル)88

(カ ー ドか ら磁気 テープ)61

(カ ー ドか ら紙 テー プ)56

(デ ィジタルか らアナログ)77'

(磁 気 テープか らカー ド)51

(磁 気 テープか ら紙 テープ)41

(磁 気 テープか らマイク ロフィルム)20

(オ プティカルか ら磁 気テープ)33

(オ プティカルか ら紙 テープ)21

(オ プテ ィカルか らカー ド)24

(紙 テープか ら力ニ ド)72

(紙 テープか ら磁気テー プ')59

(そ の 他)23

.
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2.2コ ン ピ ュ ー タ の 設 置 状 況

米 国 の コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 は,69年6月 現在 つ い に6万 台 を突 破 し た 。Diebold

GrouPの 調 査 に1よれ ば,6月30日 現 在 総 設 置 台 数 は 図、5の と お り6万1,977.台t.受

注 台 数 は1万6,600台 に 達 して い る。 最 近 の コ ン ピ ュー タ納 入 状 況 で 興 味 を ひか れ る こ

と は,コ ミ ュニ ケ ー シ 。ン ・ス ウ ィ ッチ ング や モ ニ タ リング お よ び?ン トロ7ル 用 に設 計

され た 小 型 機 と そ の メ ー カ ー が一 段 と躍 進 し てい るこ とで あ る。 これ に 対 し,IBM1401

と か360./30と い っ た中 型 機 は,伸 び悩 ん で い るか,減 少 し て い る。 この 傾 向 は,小 型 機

で も中 型 機 の 性 能 を発 揮 で き る新 ら しい タ ー ミナ ルの 開 発 に よ る もの と思 わ れ る。 事 実,

中 型 機 は 昨年12月 の18,004台 か ら今 年6月 には12,679台 に 減 少 し て い る。

70,000

it60 ,0'o

置

台

数

9SO,OO巳

40,00

30,00

20,00

10,00

1966196719681969

年

図4米 国 に お け る コ ン ビ。ユ一 夕設 置 台数 の 推 移(Diebold調 査)
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69年,6月30日 現 在 の コ ン ヒ。ユ一 夕設 置 状 況 を表2に 示 す が,本 調 査 の 分 類 基 準 は

次 の と お りで あ る。

主用 途 別 分 類 に っ い て

○汎用 コ ン ピ ュー タは 通 常 ビ ジネ ス ・ア プ リケ ー シ 。 ン もし くは科 学 計 算 用 に 使 用 され る

コ ン ビ。ユ一 夕。

○ モ ニ タ リ ング/コ ン トロ ー ル ・コ ン ピ ュー タ は 通常 イ ン タ フ ェ イ ス装 置 な ど を通 じて,

機 械,工 程 もし くは 他 の シ ステ ム と連 結 し て作 動 す る コ ン ピ ュ ー タ。

○ ひん ぱ ん に両 方 の 用 途 に使 う コ ン ピ ュ ー タは,両 方 の 用 途 に 使 うコ ン ピ ュー タ と して2'

つ の コ ン ピ ュー タの 分 類 と は別 に して総 台 数 を示 し た 。

〆

コ ンピ ュータ規 模分類基 準

小 型(S)

中 型(M)

大 型(L)

代 表的 月間 レ ンタル料

$5,000ま で

$5,000～40,000

$40,000以 」二

代 表 的 買 収 価 格

$150,000ま で

$150,000～$1,500,000

$1,500,000以 」二

'
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表t合 衆 国 コ ンtteユ 一 夕 ・セ ン サ ス

1969年6月30日 現 在

主 用 途

メ ー カ ー/機 種

汎用

Moni-

toring

Contro1

Size

Class

総 設置

台 数

受注総
台 数
(推定)

BurroughsCorp.205 X .S 4*

220 X M 13*
一 、;.1ヤ'B200S

eries
.

X SM 325*

B300 X M 80* 、

B2500 X S 630

B3500 X ・M 80
、

B5500 X M 210

B500 X S 150

B5500 X ML 0

B7500 X ML 0

B8500 X L 0

1,542 500 3

BusinessIhfOrmationBIT480,483
款

X S 150 120

Tec㎞010gy

ComputerAutomation208,808 X S 105

216,816 X S 35

140 430

マ

ControlDataCorp.G15 X S 210*

G20 X M 15*

1、PG-21 X S 130*

LPG-30 X S 200*

RPG-4000 X S 50*.

160,160A,160G X SM 420*

924,924A X M 25*
'

1604,1604A X L 50*

3200 X M 50*

3400 X M 12*

3600・ X L 30*

1700 X S 140

3100/3150 X M 150

3300 X M 150

3500 X M 50

3800 X L 35

6400/6500 X・ L 70

6600 X L 70
、

6700 X L 0

7600 X L 1

1,885 175

DataGeneralCorp.NOVA X S 69 800
》

,

DegitalEquipmentCorp.PDP-1 X S 54* 、〆 ,

PDP-4 X S 28*

'
-11二

.



合 衆 国 ゴ ン ピ ュ 一 夕 ・セ ンサ ス

1969年6月30日 現 在

主 用 途

メ ー カ ー/機 種

汎用
Moni-

toring
Size

総'設 置 受注総
台 数

・
Contro1

Class 台 数 (推 定)

PDP-5 X S

、'

93*

1

PDP-6・ X M 19*・

PDP-7 X S 86*

PDP-8'Series X S 3,834

PDP-9・Series X X S 342

PDP-10Series X SM 91

.・LINC-8 X S 148
'PDP-12

T

・・X S 12
'

"PDP -15 X S 0

4,707 900

ElectronicAssociates,Inc.8400 X M 30

.「 ・6400 X
、

S. 80'

PDS1020 X S
'

120*

230 5

' ■ ・ 、

EMRComputerDivision'ASI210 .X S 20*

、ASI2100 X S 7*

.Advance6020 X S 24'

Advance6040 X SM〔 10.・ ・

Advance6050 X M 17

－Advance6070
■

.

、X M 9
」

Advance6130 X S 65

、 152 12

-

GeneralAutomation.SPC8,12 X S 400

CA18/30
P.

X S 0

400 250

GeneralElectricCo.200-205,210, X
: SM 250

215,225,235,
≠

・245
,265,275

「

100-105,115 X .、 S 300

130

405,415.420/245 X M 350

430/435

615,625,635, X MI、' 80

645

GE/PAC4020 X S 65

、、GE/PAC4040 X S 45

GE/PAC4050 X M 20

.GE/PAC4060 X M 20 '

GE/PAC30Series X S 0

`

F

1,230 .・
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合 衆 国 コ ン ヒ。ユ ー タ ・セ ン サ ス

1969年6月30日 現 在

主 用 途

メ ー カ ニ/機 種 Moni一 総設置 受注総
汎用 toring

Size
台 数

P

Contro1
Class 台 数 (推 定)

Hewlett-PackardHP-214A,2115A, X S 400 100

.2116A,B 乍

Honeywe11,血c-EDPH-400 X M 55*

Division
・

,.

lH-800 X M 65*

H-1800 X L 20*

H-1400 X M
'

7*
'H200/110

,120,
125

X S 950

H200/200 X M 980

H200/1200,1250 X M 285

H200/2200 X M 110

H200/4200 X M 7

H200/3200 x M 6

H200/8200 X L 2

Honeywe11-ComputerDDP-24' X S 99*

Control .Division
・

DDP-116 X S 230

DDP-124 X S 90

DDP-224 L X S 60「
'ラDDP-516 X S 340

H316 X S 10

H324 X S 0
'DDP-416 』」・ X S 0

H-632 X S 9

3,210 600
'

噛 、

IhterdataMode12 X S 11

Mode13 X ・S 、95

Mode14,14 X S 89.

195 40

' ` ' ・.

血ternationalBusiness305 x S 75*

MachinesCorp.650 X . S 100*
'・1401

X SM 4,000*

1401-G・ X S 900*
'、1460

X M 700*

720 X M 1*
..

,7030 X L 7*

704 X M 20*

・705 X ML 30*
'7070

,2,4 X M 200*

・7080 X ㎡ L 75

;709 X ML 3*
'L

－13一
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合 衆 国 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ンサ ス

1969年6月30日 現 在

主 用 途

メ ー カ ー/機 種

汎用

Moni-

torj血9

Control

Size

Class

総 設置

台 数

受注総
台 数
(推定)

7090 X L 20*

1410 X M 480*

1440 X S 1,680*

16201.11 X S 900*

7010 X M 150*

7040 X M 70*

7044 X M 80*

7094 X L 100*

709411 X L 100*
,

360/20 X S 7,700
、

360/30・ X SM 7,000

360/40 X M 3,500

360/44 X M 320

360/50 X M 1,500

360/65 X L 450

360/67 X L 50

360/75 X L 45

360/90Series X L 10

360/25 X ㌔ SM「 1,200

360/85 X L 0

360/195 X L 0

1130 X X S 3,400

1401-H X S 395

1800 X SM 550

System3 X S 0

35,811 8,800

LockheedElectronicsCo.MAC-16 X S 50 250

MotorolaIhstrumentationMDP1000 X S 23 50

&Control,Inc.'

NationalCashRegisterCo.304 X M 20*

310 X S 10*

390 X S 400*

315 X M 500

315RMC X M 125

・500
.

X S 1,700

Century100 X S 175

Century200 X M 4

2,934 550

:
、

RCACorp.301 X M 430*

3301 X M 70*

501 X M 80*

、

一14一
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合 衆 国 コ ン ピ ュー タ ・セ ン サ ス

1969.年6月30日 現 在

.

主 用 途

メ ー カ ー/機 種

汎用
Moni-

toring

Control

Size

Class

総設置

台 数

受 注総
台 数
(推定)

601 X M 3

Spectra70/15 X S 175

Spectra70/25 X M 115

Spectra70/35 X M 160

Spectra70/45 X M 225

Spectra70/55 X M 25

Spectra70/46 X MI」 10

Spectra70/60 X M 0

Spectra70/61 X . L 0

1,293 180

RaytheonCorp.250 X S 130*

440 X S 17*
.

520 X S 23

703 X S 150

706 X S 8

328 100

RedcorCorp.Redcor70 X S 40 155

SeientificControlCorp.650,655 X X 125

660,670 X X 35

4700 X X 5

6700 X X 1

166 80

ScientificDataSystemsSDS-92 X. X S 85*

SDS-910 X X S 170*

SDS-920 X X S 140*

SDS-925 X X S 40*

'SDS -930 X . S 190*

SDS-9300 X M 30*

SDS-940 X M 60

Sigma2 X X S 210

Sigma5 X X SM 110「

Sigma7 X M 60

CE16 X S 0

CE16 X S 0

1,095 120

810 X S 244
1

840 X S 34
・

810A X S 137
」

840A X S 33

一15-一
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合 衆 国 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ンサ ス

1.969年6月30日 現 在

,

` 主 用 途

,・ メ.一 カ ー/機 種
「.

. 汎用

Moni-

toring
Size

Class

総設置 受注総
台 数

.

「
、 Contro1 台 数 (推 定)

「

.

840MP㎡ X S 20
.

810B ,X S 34

System86 ∀ X M 0

System88
.

.

X M 0

251 71

r

UnivacDivisionof1.11

.

X

馳

L 15*

SperryRandCorp. .

, .

111'幽 X
- L 45*

Fille X M 9一

SS80,90Stop X SM 120*

1101-1105 X M 8* 「

1107 X 1、 20*

1、ARC X
」 L 2*

1004 X S 1,900*
.

418 X M 145

490Series X ML 225
・1005

X S 995 L

1050 X, , M 260、
.

,1108 X L 175

92001.11 X, S 270
F ..

93001.11 X S 155
`

1106`
.

X ML 0

9400 X M 0

F 4,344 450
.

Varia皿DataMachines,620,620i' ㊨ ..、XF S 650

520i .X S 50

「 700 1,350
.-

〆
F

Westi㎎house .Prodac50, X S 210
～ '250

,500 、
一

P2000 ・X S 0
,

.、.

レF ・ .■ 210 12

..

OtherManufacturers・ X X SM 200 200

, 奄

Totalsallmanufacturers 47,783 9,547S-32.942 61,977 16,600

M吐2.679

Totalbycategory L-1.442
...

'

Tota1]ぬlticategory 4,697'SM-14,276
-

. Mレ298

,r

、 層

、■..s -、L^L. ..-

.
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2.3米 国 にお け るハ ー ドウ ェア の 動 向

●

、

まず,ハ ー ド ウエ ア に 関 し,設 置 金 額 シ ェア ーで み る と,総 額72億 ド ル(2兆5,920

億 円)の うち][BMの 市 場 占拠 率 は72,2%(52億 ドル)と 前 年 の72.9'・/。(43億 ド

ル)よ り低 下 した と はい え依 然 高 い もの で あ る。 この う ち太 き .く伸 び て い るの は ハ ネ ウ エ

ル で4・ ・%か6…%・ 金 額 ・・して1・ ・5eeド ル(378億 円1か ら1・7億 ド噂12

億 円)と な って い る。 二

喝

一17一



UNIVAC

5.3%

鴛

UNIVAC

も9。

%議
㌢ 。

DECO.5%

その他0.3%

SD

O、7%

DEC

O.4%

IBM

72.9%

(43億 ドノレ)

こ

『

図5米 国 コ ン ピ ュー タ市 場 の マ ー ケ ッ トシ ェア
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IBM

72.2%

(52億 ドル)

(単 位 〕00万 ドル)

＼ 1967年 1968年

IBM

ユ ニパ ック

ハ ネウ ェル

GE

CDC

RCA

NCR

ノマ ロ ー ス

SDS

DEC

そ の 他

4,300

340

320

240

200

175

140

105

53

26

11

5,200

380

340

280

305

225

170

170

75

35

20

合 計 5,910 7,200
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コ ンピ ュー タ業界に 大 き くそび え立 つIBMの 巨峰 。 これ を仰 ぎ見 て人 々は 自問す る。

" 一体IBMが 王 座 を譲 り渡す よ うな時 が くるだ ろ うか?"

1968年 後半 か ら1969年 中 頃に かけては,こ れ まで の業界の歴 史 に見 られ な か っ

た ほど重要 な問題 が続 出 したが,こ の うち特 にIBMを め ぐる一 連の ア ンチ ・トラ ス ト訴

訟 事件,ソ フ ト・ウ ェアとパー.ドウ ェアの価 格分 離問題 に終始 高い 関心 が 集 ま った。

IBMを 筆頭 とす る ピック8の 強 固な寡 占支配体 制 にっいては今 さ ら言 うまで もないが,

実際,コ ンヒ。ユ一夕産 業に っい ては,大 メーカ ーの ハー ド ・ソフ ト ・コ ン ピュー タ関連 ビ

ジネ ス全 般 にわ たる根 深い支 配力 は他の 業界 にみ られ ぬ特徴 とい って もよい。

と ころが 最近 コン ピュー タ業界 の流れ は,こ の業界独 自の体 質 を変 革 す るよ うな方 向 に

向 いつ つあ る。 ア ンチ ・ トラス ト訴訟事 件,価 格 分離 問題 は,そ の潮 流の 目 ざす方 向 を

示 す シ ンボ リックな 出来 ご とと言 ってよい だろ う。

また ハー ドウ ェアの中 で も周辺 機器 の比 重が高 くな り,リ モー ト・ター ミナルな ど各種

の装 置が 出 まわ るにつれ独 立周辺 機 器メ ー カーの存在 が クローズ ・ア ップ され てきた。 し

たが って,こ うい った ことか ら も1969年 は ピ ック8の 支配体制,こ とにIBM独 走体

制 に対す る造反運動 が活発 化 した年 とい え るので はないだ ろ うか。業界 の いずれの 予測 に

よ って もIBM支 配の体制 は崩 れ ぬ としな が らも,業 界 全体 にわた って変革 の可能 性の あ

ることを認め てい る。

コン ピュー タ産業 の競争原 理 コ ン ヒ。ユ一 夕産 業は他の産業 と違 って独 特 の競争原 理 を

持 ってい る。 それは コン ピュー タを売 るの で はな くて,機 能 を倍す のだ とい う'レ ンタル

制"を と ってい るこ とであ る。 この レ ンタル制 にっい ては,ほ とん どがIBMの 独 占体制

と結 びつ けて説明 され てい る。 すな わ ち,IBMは レ ンタル制 に よ って独 走体制 を維持 し

てい るのだ とい うもの であ るが,確 かにIBMの 収 入は ほ とん どが この コ ンピ ュータ ・レ

ンタル料 金で あ り,IBMが これ までに生 産 しユ ーザ ーに導入 され た全 設 置 コ ンピュータ

の台数 に比例 してい る。

この レンタ ル制は ユ ーザ ーに好 まれ る傾 向 があ る。 その理 由は,1っ は1年 間の固定契

約 で,3ヵ 月前 に通告 すれ ばいっで も解約 で きるとい う点 であ る。IBMの 場合,こ れは

ユ ーザ ーにと って技術 進歩 か らくる機械 の老朽 化 を防 ぐことがで きる点で 有利 で あ る。 ま

た機能 を貸 す とい う観 点か らIBMは 保 険契約 に まで いた る全 面保 守 サー ビスを行 な って

い るた め,ユ ーザーはいつ で もベ ス トの状 態 で シ ステ ムが使用 で き,な おか つ コ ンピ ュー

タ利 用経 験 の浅い ユ ーザ ーに と っては サ ポー ト ・サ ー ビスは教育効 果 にも つ なが るので あ

る。
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この よ うに ユ ー ザ ーが レ ン タル制 度 を好 む傾 向 が あ るの に 加 えて,IBMに と って こ た

え られ な い の は レ ン タ ル制 は 後 続 メ ー カ ー を引 き離 し シ ェア ー を維 持 す る力 を もつ こ とで

あ る。 す な わ ち,レ ン タ ル 制 度 の もとで は,収 入 は 総 設 置 台 数 か ら上 る レ ン タル 料 で あ り,

こ れ は キ ャ リアの 浅 い 企 業 が よ ほ ど短 期 間 に しか も大 量 に 量 産 しな けれ ば な らな い こ と を

意 味 す る。 し か し大 量 に 生 産 す れ ば 資 金 の 圧 迫 が あ り,技 術 革 新 の 危 険 性 を も含 め て きわ

め て リス キ ー な状 態 とな る。'

こ れ が レ ンタ ル を中 心 と す る コ ン ビ。ユ一 夕産 業 の 基 本 的 競 争 原 理 だ が,こ れ は エBMに

は 良 く好 都 合 で あ り,差 を つ け られ で い る他 の コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー に は 明 らか に 不 利

な 制 度 で あ る。 し た が っ て,一 各社 は こ うい った レ ン タ ル制 に 真 正 面 か ら挑 戦 せ ず,工BM

の 手 の っ け てい な い 弱 い 分 野 に進 出 す る とか様 々 な手 を打 つ こ とに な る。 た と えば,大 型

機 で はCDCが 直 売 方 式 を と って経 営 を伸 ば して きた が 、・ これ に し て も徐 々に レ ンタ ル販

売 が 多 くな り,資 金 繰 りに苦 し ん だ あ げ くCCC(CommercialCreditCo・,)を 合 併 して,

資 金 力 を手 に 入 れ る こ とに よ って解 決 を 計 った。CDCだ け で は な い 。 強 大 なIBMの 存

在 に 対 峙 し て各 社 は 独 自 の マ ーケ ッ ト ・キ ャ ラ ク タ ーLを持 つ こ とに な る。 た と えばDEC

は 低 価 格 の ミニ コ ン ヒ。ユー タ を武 器 と し1968年 は53%増 の 成 長 率 を見 せ,タ イ ム シ

ェア用PDPに な ど一 連 の 新 機 種 を発 表 し,75%と 言 わ れ る ミニ コ ン市 場 占 拠 率 を持 っ

た こ と か らXDSに 次 い で ピ ック10に 顔 を っ らね てい る。 この,XDS(XeroxDa.ta

Systems)は1968年 にXerox社 がSDSを 合 併 し,強 力 な.マ ー ケ ッ テ ィ ン グ能 力

と資 金 力 を得 た が,1969年 に は,Sigma5,Sigma7と 全 周 辺 機 器 の 年 間 リー ス料

金 の値 下 げ を発 表 す る と と もに,'科 学 用 ア プ リケ ー シ.ン ・マ ー ケ 久 トに 重点 を置 き大 学

な どを よい お と くい さ ん と し てい る。196'9年 は このDECとXDSの 存 在 を 太 き'く ク

ロー ズ ア ッ プす る年 で あ った。 ・"・

Burroughsの 生 き方 は,主 と し て中 型 ・大 型 機 に重 点 を 置 い て お りジ マ ル チ ・プ ログ

ラ ミング ・コ ン ピ ュ ー タ ・シ ステ ム に力 を 入 れ,全 体 と し て 高 度 な ユ ーザ ア を ね ら っ てい

る。 この た め業 種 別 ユ ー ザ ーで は銀 行,病 院 な ど 医 療 関 係,軍 な ど とな って い る。 ま た同

社 は1969年3月 い ちは や く小 型 コ ン ビ。ユ一 夕L2000で 価 格 分 離 を 発 表,あ る意 味 で

業 界 の 先 導 役 を は た し た 。 ・"皇

GEは タ イ ム シ ェ ア リン グ業 界 で は 第i位 の 地 位 に あ る が,コ ン ピ ュー タ利 用 に つ い て

は 米 国 内 よ り も成 長 率 の 大 き い'ヨ ー ロ ッパ を含 む 海 外 で タ イ ム シ ェ ア リング ・サ ー ビ ス を

拡 張 す る こ とで 収 益 を あげ よ う と し てい る。 も っ と も,海 外 とい っ て も ヨー ロ ッパ の コ ン

ビ。ユー タの 約 半 数 はIBMと 言 わ れ て お り,ハ ー ドウ ェ ア面 で 対 抗 す るの は 国 内 同 様 むず
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ピ

か し い の はGEがBullGEシ リ ー ズ50で 失 敗 し て い る こ とか ら も明 らか で あ る 。 ま た

69年GEは タ イ ム シ ェア リ ング に っ ぎ込 ん だ の と同 じ く らい の 情 熱 をCRTな ど タ ー ミ

ナ ル 装 置 の 生 産 に そ そ い で い る。 し か しGEの 悲 願 は な ん とい っ て も大 規 模 記 憶 容 量 を持

つ 高 性 能 超 大 型 機 で あ ろ う。

と こ ろでGEの こ うし た 例 をみ る とわ か る と お りハ ー ド ・ウ ェZ・ メ ー カー が一 般 に コ

ン ビ。ユ 一 夕 ・サ ー ビ ス産 業 と い わ れ る タ イ ム シーエア リン グ ・サ ー ビ・ス,計 算 サ ー ビ ス,デ

ー タ ・バ ンク を用 い た 各 種 情 報 提 供 サ ー ビス等 を行 な う と か
,さ らに 分 離 価 格 が 進 行 す れ

し

ば ソ フ ト ・ウ ェ ア ・サ ー ビ スに本 格 的 に 乗 り出 し て くる こ とが 一 つ の 傾 向 とな って い る。

この点 実 現 に は い た らな か っ た が,Honeywel1とAuerbchの 合 併 に よ る情 報 サ ー ビ ス会

社 設 立 の 動 きな ど は そ の よ い 例 で あ る。 もち ろ ん,ハ ー ドウ ェア 面 でIBMと の 競 争 に あ

き らめ た わ け で は な く,む し ろ こ うい っ た新 境 地 か ら大 きな 利 益 を あ げ,そ れ を優 れ た マ

シ ンの 開 発 と販 売 に あ て よ う とい う も くろ み が あ って の こ と で あ る。 事 実,GEは 全 機 種

に わ た ってIBMと 競 争 し て み せ る と意 気 込 ん で お り,こ れ は ま た コ ン ピ ュー タ ♂メ ー カ

ー各 社 の 夢 で もあ ろ う
。

1969年 は 第 四 世 代 の 噂 が 高 くな った年 で もあ った 。LSI(Large-Scale'lntegration)

使 用 の マ シ ンは い ぜ ん と して 水 平 線 の か な た に あ るが,各 社 は 新 世 代 機 を 呼 び 声 に超 大型

機 を 発 表 してい る。 、

ま た68年 か ら69年 に か け て は ミニ コ ン ピ ュー タの ブ ー ムで もあ っ た。 この 両 分 野 に

ゴ

競争 の主戦場 が求 め られ た こ とは,今 後 のオ ンライ ン,リ アルタ イム ・シ ステムの成 長 と

に らみ合せ て興 味 のあ る と ころで あ る。

●

q
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表2

■

1969年 に 発 表 され た 各社 の ニ ュー モ デ ル

小 型

、

、

主 用 途 価 格

サ イクル ・
メ ー カ ー 機 種 名

汎 血onitoring
メ モ リ

タ イ ム レ ンタ ル
備 考

用 contr61 買 取 り (月 間)

Ol6ビ ッ トの 小型

機(今 秋から本格的

に取 り組む予定)

PDP11 X ○有力筋によれば

12ビ ッ トのPDP

一8と 互 換性 はな し

o祥 細は不明

O化 学,通 信,生 医

DEC 4,096ワ ー ド 学,教 育,一 般 産 業

(Degital
Equipment

PDP15 X ～(16ビ ット) 800+1秒
16.500ド ル

(594万 円)
界,ハ イ ブ リッ ド計

Corp.) 131,072ワ ー ド 算用

○中 型 コ ンピ ュータ

08～32の タ ー ミ

ナルを同時に処理す

る能 力 を持 ち,

FORTRAN,PAI.-D.

DDT.Macrov11

再000秒
およびFCCALと

Time い っ た ソ フ ト ウ ェ ア

8hare-8
X 8K語 '

の利用可
10万 ドル

Oタ イ ム シ ェア リン

グ ・タ ー ミナ ル の 使

用料 金10ド ル ～

20ド ル(1時 間)

を2ド ル～3ド ルに

切 り下げる

Computer Model216 X 16K語 26μ 秒 1巧ooo防

Automation S

Inc. (1語16

ビフト)

r.

Mode120β X 16K語 26μ 秒
S

(1語8ビ

ッ ト)

、

■

.
,
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∀

●

「

4

主 用 途 価 格
サ イク ル ・

メ ー .力 一 機 種 名
汎

用

Inonitoring

contro1

メ モ リ
タ イ ム

買 取 り
レ ンタ ル

(月 間)

備 考

Mode1216 X
OSystem13で 拡

S

Mode1208
カ ー ド 大 す る ミニ ・コ ン 市

S シ ステ ム 場 に本格的進 出を計

945ド ル る 。

0360と 互 換 性 な ・

し

IBMS System/3 X X
8,192～ L52μ 秒 デ ィス ク ○ ノVイ ・ポ ー ラ集積

32,768 シ ス テ ム 回路技 術を全体 的に

バ イト 1,345ド ル 採 用,新 型 パ ンチ ・

カー ド使 用(従 来 の

1/3サ イズ,20%

多 くの 情 報 を ス トア)

8,192～

S 9200H X 32,768 1.2μ 秒
、

バイ ト

Univac (8ビ ット)

S 9300 X 600+1秒

○可 能 な ア プ リケ ー

8,192

シ ョ ン 生 医 学 お よ

65,536語 9.75+1秒 3万 ～ 2,300ド ル

び原子力研究

XDS
Sigma3 X

1語
()

25万 ドル 以下
シ ミ ュ レ ー シ 日 ン,

(XeroxData
16ビ ッ ト

通 信 プ ロセ シ ング

Systems)

S

il23一
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大 型

t

主 用 途 価 格
サ イク ル ・

メ ー カ ー 機 種 名 メ モ リ 備 考
汎 monitori㎎ タ イ ム レ ンタル

用 controI 買 取 り (月 間)

、F'・

RCA Spectra 50万 ～

「

月間 の レン 4亙♂ル 91BM36γ50

RadioCorp 7Q/61 100万 765+1秒 タル料 の50 1440万 円
36〔}/65と 同規模

of
'X

バイ ト
倍 ・ ～ Oバ ッチお よび

America L' 216万 円
. TSS用

OCDC7600の

競合機種,性 能は

36(〃85の27倍,

700万 ～ 特性大型機9L95

田M
最少400万
バ イ ト 1200万 ドル

1,200万 杉レ

25憶

をは るか に上 まわ る

L 36(レ/195 X

(増 設可能)
54+1秒

2.000万 円
O商 用,科 学用両方

～ で利用可能,全 国ネ
43億

2,000万 円
ッ トタ.イ ム シ ェ ア リ

ン グ,グ ロ ー バ ル な

気象観測などにも活

醒 す る力 を もつ

ス モ ー ル

コ ア メ モ リ
800万 ～

CDC 65語 ～ 275+1秒 2,000万 ドル
OCDC6600の

(c。ntro1 7600 X 512語 28億

DataCorp.}
(1語60ビ ット) ラ ー ジ コ ア

8,000万

～

約8倍 の処理速度

L メ モ リ
72億 円

1,760+1秒

65,536語

Univac

ML

1106 X
～

262,144語

(36ビ ッ ト)

1.5μ 秒'

、

78,304
(アクセス・タイ

5万 ～10
OTSS用

バ イ ト
ム)コア・メモリ

万 ドル O現 在15台 の 出荷

Burraughs

Corp.

B,6500 X ～

3,145,728

600+1秒

磁気 薄膜
(1,800～

計画完了

バ イ ト メ モ リ
3,600万

(今 年末迄に更に

300+1秒
円) 11台 生産予定)
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2.4コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー め 動 向

φ

,

2.4.1"概':'況 ・ttt㌧"㌧ 』

70年 代に ・剛 の強敵 支 配体制 が 大 き く崩 品 よ うな ことは まず輌 とll加 力さ・

.誰 もカ1指適す ると・ころで あ るrビ ・ク8,た とえばRCA'UNIVAC・GEは 絵 力で 飛

躍 す ・可 能が あ り・.H・n・yW・11・Burr・ugh・NCBは 大 きな飛躍 まな・端 白の分野 を

築 くだ5う ・ そ剛r・ 一カー として・DEC・XDS等 はそれぞれ の強烈な輌 を持
、・

て お り, 一ダ ー 穴 一 ・的 存 在 と な るの で は な ・・だ ろ.う か ・ ・ うい ・ た と ころ が ごく取

的1業 界 の 見 方 とVＬil-IZ・うrごPl・ ・ れ1・ つ ・・て糟 略 名 な ≡ 社A・ ・hmiD・'L'tt'e

とQuau-tUmScience社 が1972年 の 業 界 を予 測 し て い るの で これ を紹 介 しよ う。

表3コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー市場,状 況 予 測

φ

設 置 台 数 〔%) コンピュータ出荷 額{%)
一 吟.'

一 ビ ッ グ1D
「

1968 1972 1968
・

1972
1

InternationalBusinessMachinesCorp. 70.1 60」70 69.0 66.9
1

UniVacdivisionSperryRa旦dCorp.、

6.6 6～9 5.4 5.5

'
、

Honeywell,血c・ 5.5

"「

6～9
,一

3.8
1

4.3
A

、

ControlDataCorp. 4.9 3～4 5.1' 5・1

./ 元

GeneralElectricC6. "

`

3.2
'

4～6 3・o㍉賠 2.5

》 .

N・ti・n・1Ch・hR・gi・te「Col
、、

1.7 3～5 2.7
`

1ろ

3.2

、

RCACorp. 3.0 4～6 2.2 2.1

BurroμghsCorp・ 2.6 3㌻5 2.8 3.2
・

v
、ヤ

XCroxData ,SystemsIhc・
」

1↑2

、
'

1～2 1.4
、

1.7
'w'層

DigltalEquipmentCgエp. 0.5
)"、

0.5～1 0.6 0.8

Others

.

r

O.7 1～2 4.0 4.1
:.

1

今.

`
ArthurDLittle QuantuinSeiereeCorp.

・ 、

これをみ る.とIBMの 綴 置轡 と出礪1湘 対眺 多少低下警 傾向現 せてし'る・
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ArthurDLittleの 予 測 に よ る と,設 置 台 数 シ ェア ー が 低 下 す るの は,CDCぐ らい

の もの で,ほ とん どが 伸 び る とみ て い るの で,当 然 これ はIBMの 後 退 分 を 食 い合 う こ

とに な る と見 てい る。

一 方
,ソ フ トウ ェア会 社ApPliedDataReserch社,社 長RicherdC.Johnes氏(独

立 ソ フ トウ ェ ア協 会 会 長)は,「 ハ ー ドウ ェア の 面 で 飛 躍 が 見 られ そ うに もな い た めRCA

とGEに は 見 込 み が な い 。 特 にGEは 自社 む けに 大 量 の コンピ ュータ を生 産'し て お り,む

し ろ タ イ ム シ ェア リン グ用 コ ン ピ ュー タ と し て サ ー ビ ス面 に進 出 し て ゆ くの で は な か ろ

うか 。 また,海 外 マ ー ケ ッ トに 力 を入 れ て い るが,こ れ が 順 調 に 行 け ば 大 き な 力 とな

ろ う。 これ に 対 し,DECとBurroughsの 将 来 は 明 るい 。 ま た,CDCは 大 型 機 の 主

者 と し て依 然 君 臨 す るで あ ろ う。 しか し注 目 し な けれ ば な らない の はXDSだ 。 な ぜ な

らバ ックに あ るXeroxの 大 きな 力 が 今 後 物 を言 って くる〉だ ろ うか らだ 。 私 が 投 資 家 な

らDECに 投 資す る。 」 と述 べ て い る。

さ て,こ こで 最 近 の 各社 の 動 きを見 る こ とに す る。

■

∨

2.4.21BM

1968年 のIBMの 実 績は売 上,収 益 と もに好調 で売 上高68億9,000万 ドル(2

兆4,840億 円)と な った。設置 台数 シ ェアー率は72.2%(52億 ドル)で 昨年 の

72.9%(43億 ドル)を 少 し下 まわ る率 にな った とはい えその 占拠率 はゆ るぎない。

IBMの 歴 史は あ る意味で はその ま ま コ ンピュー タ業界 の歴 史で もあ って,い ま さ ら

言 うまで もない こ とだが業界 の 巨人IBMの 一 挙一動 は衆視 の中 にあ り,そ の影 響力 は

極 めて大 きい。

1968年 後半 か ら69年 にか けてのIBMの 動 きは近年 にない大 きな もので あ ったが,

その うちと りわけ重要 な もの は価格 分 離の決定 で あろ う。

もはや ソフ トウ ェアとハー ドウ ェアが別立 てで値段 が っけ られ て売 られ るべ きだ とい

う声 はIBMが 価格分 離に踏 み切 る前 に,コ ンヒ。ユ一夕業界 のあ ち こちで高 ま ってい た。

IBMを 揺 さぶ ってい る4っ の訴訟 事件 に して も,い ず れ もその一括 価格制 度の矛 盾 を

指適 す る もので あ り,中 で もADR(ApPliedDataResearch)は 新 興 ソフ トウ ェア会社

として,ソ フ トウ ェアをハ ー ドウ ェアの中 に含 め てお まけの よ うに して売 ってい る現状

がいかに ソフ トウェア会社 を圧迫 してい るかにつ いて口 を極 めて非難 して いた もの であ

る。

1968年 のSJCCで は 「メー カーか らソ フ トウ ェアを提供 され て も充分使 えないた
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め追加 コス トが か さむ6ま た新 らしい マ シンを発注 して もソフ トウ ェアが そろわ ないた

め引 き渡 しが遅れ る。 こん な ヒ とで ハ ー ドウェアとソ フ トウェアを一括 して お く意 義が

どこにあ るのか。 」とい うユ ーザ ーか らの発言 があ った。 また同年 秋,ICPク オータ

リーで 名高い,ICP社 が 主催 した ソフ トウェア ・パ ッケー ジ販売 会 議で も「メー カー

が サー ビスす るソフ トウェアには不信 の念が ひろが ってい る。 」とい う銀 行 ユーザーの

発 言 があ り,ソ フ トウ ェアは別立 に して良 い もの をユーザーに提供 すべ きで はな いか。

そ してユ ーザ ーはハ ー ドウ ェアと同 じよ うに ソフ トウ ェアを選択す べ きで はない か とい

う分離価格 への一般 世論 が形 成 されっっ あ った。

また価格 分離 に関.しては コ ン ピュー タ ・メ ーカー間での市場 競争 活動 が一 枚 かんで お

り,レ ンタル制 と一 括価格 制度 に守 られ たIBMの 強力 な マーケ ッ ト支配体 制 を切 り崩

そ うとい うこ とにね らいがあ る。CDCの 起 したア ンチ ・トラス ト告 訴 は一括 価格制 度

を含 めたIBMの マーケ ッテ ィング 政 策 全 体 をア ンチ ・トラス ト違 反に ひ っかけて

IBMを ゆ さぶ ろ うとい う意 図 に他 な らない。 一方,現 実 の問題 として ソ フ トウ ェア特 許

権 問題 が モー ビル石油裁判 の よ うな 形で表 われて お りソフ トウ ェア とハ ー ドウェアの 関

係 をは っき りさせ な けれ ばな らな い とい う要求 が ます ます 強 ま って きたこ と も大 きな力

とな ってい る。

IBMが 価格分 離制度 に踏 み切 る こ とを発 表 したの は1969年6月23日 で あ った。

その 内容 はサ ポー ト・サー ビ スだ け を抜 い た完 全分離 にむか っての予備 的 な もの だろ う

とい う大方の予想 を裏切 る思 い切 った もので あ った。(注:IBMの 価格分 離に っい て

は第 章IBMの 価 格分離 と ア ンチ ・トラス トを参照 され たい。)わ き上が った反響 は

大 き くその結果 は今 後 に待 たねばな らない が,あ る意味 ではIBMに 対 す る各人 各様 の

思 わ くがユ ーザー,ソ フ トウェア会社,コ ンヒ。ユータ ・メーカー,法 省な どの見解 と

な ってい るよ うに も見 える。

ソ フ トウ ェア投資 が ハー ドウ ェアの それ を上 まわ ろ うとい う現在,価 格 分離 ば時代 の
　
へ れ コ ベ

流 れ と も言 えよ うが,IBMが 自分 に有 利な方 向で ど うこれ を利用 しよ うと してい るの

かは,IBMに 続 いて価格 分離 を検討 中 の各 メーカーの動 き とともに注 目 され るところで

あ る。

新 機 種 の 発 表1968年 に 入 って予 想 ど お りIBMは2っ の 新 機 種 を発 表 し た。

IBM360/3と360./195で あ る。 シ ス テ ム3はIBM当 局 が 言 うと ころ の 本 格 的 な

ミニ ・コ ン ピ ュー ダ と し て,ま た195はIBMの ラ イ ンの 中 で 一 番 強 力 な 超 大 型 コ ン

ピ ュー タ と して,い ず れ もこ れ ま でIBMの ウ ィー ク ・ポ イ ン トで あ った と こ ろ を 強 化
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しよ プ とい う もの で あ る。 これ は ま た スパ ー ・スケ ー ル ・コ ン ピ ュー タ と ミニ ・コ ン,ヒ。

ゴ ータが今 後 の コ ン ピ ュー タの 動 向 と して 注 目 を集 め て い る こ と か ら も うなず ける こ と

で あ る。 ・'・'

360/195は 先 発 のCDC7600を 仮 想 敵 と して い る と言 わ れ る。 色 々 な 観 点 か ら

今 後 両者 は 比較 され るで あ ろ うが,ま ず195の 性 能 は発 表 に よ る と次 の と お りで あ る。

モ ノ リス ィ ック 回路 を使 い,高 性 能 バ ッフ ァー ・メ モ リー を持 ち,高 度 な 多 重 処 理 能

力 を発 揮 す'る 。(モ デ ル85の2.7倍 の 処 理 能 力)内 部 処 理 速 度 は360/85の 約2倍

で,大 量 フ ロー テ ィ ン グ ・ポ イ ン ト計 算 が 可 能 で あ る。'

' ・ 記 憶 容 量 互00万 バ イ ト':

・ 主 記 憶IC使 用32Kバ イ ト'+tt'・

t・ 処 理 速 度54ナ ノ セ カ ン ド

価 格700万 ドル(25億2,000万 円)～'1,200万 ドル(43億2,000万 円)

〔.195の こ の 値 段 は760'0の900万 ドル(32億4,000万 円)～1、soo万 ドル(54'億

二円ヲ 乏 比較 し て も分 か る よ うに,7600が こ れ か ら開 拓 し よ う と して い る マ ー ケ ッ ト

を 厨 じ よ うに め ざ して い る こ とに な る。,』195が7600と 競 争 で き るか ど うか に っ い

て は一 般 的 に は値 段 が 高 す ぎ るの で は な い か,せ い ぜ い400～500万 ドル ど ま り

だ どい⊥う声 も聞 か れ る。 一 方,195は 現 在 の360/65・ の ユ ーザ ー が レベ ル.・ ア ップ

す る場 合 を考 え て の こ とで,こ れ が 第1の ね らい だ とす る意 見 もあ り,事 実,航 空 会 社

で65の 大 ・口'ユ ー ザ:=一'10社 にrBMは す で に働 きか けて い る。 ぞ し て伝 え られ る と

ころ に よれ'ば:2社 が 発 注 を 内 定 し た とい う こ とで あ る。 ・ま た7600が 納 入 され た ロ ー

『
レ ンス放 射 線 研 究 所 も さ ら に195を 導 入 し よ う とし て い る こ とが 確 実 視 され て い る。

,・ま たIBM.ユ'一 ザ ー で か な らず し も65と か85と い っ た大 型 機 を使 って い ない と ご ろ

も,一 挙 に レベ ル ・ア ップす る場 合 もあ り得 るの で,広 大 な マ ー ケ ッ トシ ェア を 構 成 す

.る 工BM:}ご ば や は り強 い もの が あ る。

4360
i/3に つ い て は,ブ ー ムに わ く ミニ コ ン市 場 に 食 い 込 め るかゼ うか 。 ミニ'ジ ャ

ィ・ア ン トと.い わ れ るDECの01cen社 長 は 「IBM進 出 を歓 迎 す る。 」 と強 気 だ が,

ミニ コ ン市 場 各 社 は 値 下 げ を は じめ て い る。

ジ ス:;"・=1ム3に・つ い て は360シ ・'リーズ 以 来,・長 ら く待 た れ て い た新 機 種 の 発 表 で,あ っ

た・。 現 在,IBMが サ ー ビ ス・してい るパ ンチ カ ー ド分 野,3～60/20お よ び1・.13℃ の

ユ ーザ ー'を ね ら って い る と言 わ れ て い る。 もち ろん この ほ か 拡 大す る ミニ コ ン ピ ュー タ

・マ ーケ ッ トに 深 く'食い 込 も う・どい う意 図 であ る こ と は言 うま で もな い。 ㌧
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Sy・t・m/3は360と は互 眺 力ざな く・ ・れ までの 甲M
.シち ぐ とは.2つi点 嘩

った性能 を持 ってい る。1っ はIBMでMonolithicシ ステ ム技 術 と呼んでい る技術 を

広範 囲 に使用 してい る。 また中 型,小 型機 で バ イ ・ポー ラ集積 回路技術 を全体 に採用 し

たのぼ これが 最 初 であ る62つ 目は新型 パ ンチ ・力 ニ ドを使用 して い るζとで,こ れ は

従来 のパ ンチ ・カー ドの1/3の サ イズで しか も20%以 －tiも多 く情報 をプ トアで き る

もので あ る。
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2.4.3CDC(ControlDataCo.)

あ る意 味 でCDCは コ ン ピ ュー タ業 界 で 一 番 華 か な会 社 とい って もい い だ ろ う。 高 度

成 長 をとげ,超 大 型 コ ン ピ ュー タ専 門 の 会 社 で,IBM追 撃 に 闘 志 を燃 や して い る会社 と

し てCDCの イ メ ー ジ は個 性 的 で 強 い 。

特 に1968年 後 半 か ら69年 に か け て は 業 界 を"あ っ"と 言 わ せ る よ うな こ と を い

くつ か 成 し遂 げ てい る。 これ らの 主 な もの はCCC(CommercialCreditCo.)の 合 併 と,

IBM独 禁 法 違 反 告 訴,超 大 型 コ ン ヒ。ユ ー タ760 .0の 発 表,そ れ に全 国 ネ ッ トの タ イ

ム シ ェア リ ン グ ・サ ー ビ スCybernetの 発 表 な どで あ る。

キ ャ ッ チ ・ア ッ プ の長 い 道 コ ン ピ ュー タ業 界 で ゲ ー ム をす る には そ れ な りの 道 具 建

て が必 要 で あ る。 レ ン タル 制 を建 前 とす る以 上,巨 大 な 資 金 力 が い る こ と は勿 論,高 度

な 技 術 の 蓄 積,効 率 の よ い 優 れ た生 産 設 備,そ れ に コ ン ピ ュー タ と い う複 雑 高 度 な シ ス

テ ム を売 り込 む セ ー ル ス ・スタ ッ フ と独 創 的 な マー ケ ッテ ィン グ能 力,ど れ を と っ て も

こ の 新 ら しい 成 長 産 業 で生 き抜 く条 件 は 生 や さ しい もの で は な い 。

IBMの 堅 固 な 牙 城 にせま り,こ れ を崩 す に は こ うい った条 件 を充 実 す る こ と が必 要 で

あ る。CDC会 長WilliamNorris氏 は 他 社 を押 えIBMに 次 ぐ名 実 と もの ・ra2,さ ら

に はIBMの 主 勢 を奪 う とい う困 難 な ゲ ー ムに 打 ち勝 つ 決 意 を強 く固 め て い る よ うだ 。

CDCは1957年UNIVACの 中 堅 技 術 者WilliamNorris氏 と8人 の 仲 間 が 設 立

し た もの で,以 来,資 産 総 額39億 ドル(1兆4,040億 円)と 正SM,GEに 次 ぐ 巨大

会 社 に 成 長 した。1968年 の コ ン ピ ュー タ ・セ ー ル ス ・リー スサ ー ビ スの 収 入 は4億

3,800万 ドル(1,576億8,000万 円)に 達 し,利 益 は 前 年 よ り37%増 の1,960

万 ドル(70億5,600万 円)に の ぼ った。

CDCの 高 度 成長 を リー ドし た の は ワ ン マ ン と い わ れ るWilliamNorris氏 で あ るが

これ も彼 が強 力 な スタ ッフ を持 っ てい た か ら こ そ と言 え るの で あ る。Norris氏 の 右

腕 と も言 わ れ る ブ レイ ンは 副社 長 のSeynourCray氏 で 超 大 型 コ ン ピ ュー タ設 計 の第1

人 者 と して 世界 的 に認 め られ て い る。7600の プ ロ ジ ェ ク ・ト ・チ ー フ で あ るCray氏

が エ ン ジ ニ ア リング の責 任 者 とす れ ば,シ ステ ム分 析 は 副社 長JameS.E.Thomton

氏 が 守 りこれ に マ ー ケ ッテ ィン グ担 当 副 社 長RobertD.Schmidt氏,財 務 担 当 副 社 長
～

HavddH.Hammar氏 を 加 えた5人 の 呼 吸 が ヒ。ッタ リあ った チ ー ム ・ワ ー ク がCDC

を 引 っぱ って きた の で あ る。

IBMを 追 い抜 く第1の 条 件 は 優 秀 な 技 術 力 と生 産 力 とい う こ とでIBMに 次 ぐ と言
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われ る工場設備 を保有 し,超 大型機 開発用 に あて ると同時 に,周 辺機 器の 分野 に大 き く

肩入 れす ることとな った。研 究開発,特 に7600の 初 期投 資は ば く大 な もの とな り,

全 体 として1億2,000万 ドル(432億 円)か か った といわれ る。 この莫 大な投 資額

と,レ ンタル制維 持 につ いてCPUの 出荷 台数が多 くな るにつれ て(年30%増 の出荷)

レ ンタル収入 よ り も負債 と主 に労 務 コス トが大 き くな るばか りで あ ったこ とか ら67年

か ら68年 は じめ にか けてCDCの 最大の悩 み は資金 ぐ りであ った。

CCC(CommercialCreditCo.)と の合併 は こうい う状 況下で行 なわ れ たの で あ る

が,正 式 に合併 交渉 が まとま ったの は68年8月,CDCCCC合 わせ て現 金 資産 で5

億3,500万 ドル(1,920億 円),総 資産35億 ドル(1兆2,600億 円)と い う数

字 にな る。 これに よ ってCDCはIBMとGE社 のほぼ50億 ドル(1兆8,000億 円)

に次 いで第3位 の地位 を確保 す ること とな った。

巨大な開発投 資 と レ ンタル資金 の問題 は一 応 これで解 決 され るこ とに な ったが この間

の事 情 につ い てNorris社 長 は次 の よ うに語 ってい る。 「我 々の最 大の 問題 は金め 問題

で あ った。 これに よ って,獲 得で きかか った リー スの注文 も失 うこ と もあ った ため大 き

な損失 と もな った。金 が入れ ば良 い仕事 がで きるのは確 かであ り,あ れ ばあ るほ ど良 い。」

とにか く超大 型 コン ビ。ユー タ7600の 開発 と売 り出 しは この合併 が なか った ら実現

しな いの ではなか ったか と言 われ た ほ どで あ る。

と もか く・ こ う し て,CDCは 売 上 高 に し て 自分 の15倍 もあ る 巨人1BMの チ.7ツ チ

・ア ッ プの 長 い道 を適 進 し始 め た の で あ る。

大 規 模 コ ン ピ ュー タ ・コ ミュ ニ ケー シ ョ ン ・シ ス テ ムCDCの 誇 る技 術 を結 集 し て

つ く りあげ たの が7600で あ る と言 わ れ て い るが,CDCの 将 来 はNorris氏 に よれ

ば 大 規 模 コ ン ビ。ユ一 夕 ・コ ミ ュニ ケ ー シ ・ ン ・シ ス テ ムで あ る と言 う。7600は 当 然

こ の よ うな 要 求 を満 たす マ シ ンで あ ろ う。7600は6600の4倍 か ら5倍 の 総 合 力

を持 つ と言 わ れ てい る(ス ピ ー ドは8倍)が 両 機 種 の 性 能 の比 較 は 次 の と お りで あ る。

●
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表4CpC..6600と7600の 性 能 表

6600 7600

主記憶装置

、

記憶容量

32K語/65K語/131K語

・(1語60ビ ッ ト)一
、

SCM(ス モ「ル ・コア ・メモリ)

65K語(1語60ビ ッ ト.)

LCM(ラ 「 ジ ・コア ・メモリ)

512K語(1語6qビ ッ ト)

∨.9

-'

サ イ ク ル ・ タ イ ム

メ ジ ャ ー ・サ イ ク ル1US

マ イ ナ ニ ・ サ イ ク ル0.1US

SCM275秒 ∴CCML760秒

9、

;・

、'

デ ータ形式

数 字 固定及び浮動2進 固定長 固定及び浮動2:進 固定長

文 字 固 定1字6ビ ッ ト … 固 定 ユ字6ビ ヅ ト'

命 令 形 式

ア ン ドル ス方 式 3ア ド レ ス ー 3ア ド レ ス

命 令 数
'73 と

81

演算制御 ていずれもマイクロ秒単位) (い ずれ も+1秒 単位)

演

算

速

度

固定小数点加減算'
ご ・

浮動小数点加減算

浮動小数点乗算

浮動小数点除算

0.3

04

ψ

1.0

'

2.9
「

55

110

1,375

～

550

入力 チ ャネル数 12 120

◆

CDC7600の ミ ニ マA・ サ イ ズ は約800万 ドル(28億8 ,000万 円),マ ク

シ ャム ・サ イ ズは 約2,000万 ドル(720億 円)位 だ と予 想 され て い る。 納期 は 注 文

後 約2年 後 。

7600の 第1号 ユ ー ザ ー は ロー レ ンス放 射 線 研 究 所 と決 定,1号 機 の引 き渡 しが69

年2月 に行 な わ れ た。7600の 開 発 に あ た っ ては と くに ソ フ トウ ェ アに努 力 が傾 け ら

れ た。 と い うの は6600で は プ ログ ラ ミン グが 数 ヵ月 も遅 れ 手痛 い損 失 を こ うむ った

か らで あ る。

Norris社 長 は,「10年 前,私 の 下 し た大 型 機 を中 心 に 取 り組 む,と い う意 志 決 定

は今 日の 状 況 か らみ れ ば正 しい もの で あ った。 大 型 機 へ の 分 野 は他 の サ イズ の コ ン ピ ュ

ー タ よ り も大 きな 伸 び を示 し年30%ぐ らい の 割 合 い で成 長 して い る
。 」と述 べ て い る。

-32∴
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●

7600は 主 として大型 ユ7ザ ーむ けの もので あるがCDCと しては中少 ユ ーザ ー.を

放 棄 した わ け で は な い 。

CDCは 中 型, ,小 型 機 の 分 野 でIBMζ 真 こ う、か ら勝 負 し よ う とは し な い が・ρybe「net

と し'う タ イ ム ン エア リ ン グ ・サ ー ビ スを 通 じ て小 企 業 む け の コ ン ピ ュー タ'サ ー ビ ス を

し よ う と し て い る 。 ,、,て 、

Cybernetの 概要 . .Cyb§rnetサ ー ビスは当初 はバ ッチ処理 だ(±に限 られ る との こ

とで あ るが,同 時に このサ ー ビスに は高 連演算能 力 を持 ら660.og)長 所 を利 用す る点 、

が うた わ れ て い る。 、

CPCはCE]=Rを 合 併 し て現 在 タfム シ エア サ ー ビ ス を運 営 レ てい るが これ に使 わ れ

て い る コ ン ピ ュ ー タ2台 はCDC33Q
.qに 取 り替 え られ る予 定 で あ る・.・・,,I

Cybernet・ サ ー ビ ス に利 用 され る こ とに な って い るCDC6600コ ン ピ ュー タは ボ

ス トン,ワ シツ トン,ニ ュー ヨー ク,ヒ ュー ス ト ン,ロ スア ン ゼ ル ス,サ ン フ ラ ン シ ス

コお よ び ミネ ア ・ド リス に置 かれ て い る。 ま た3300の 方 は.シ カ ゴ,デ トロイ ト,シ ン

シ ナチ, .oリ ー ブ ラ ン ト,フ ィーラデ ル フ ・ア,ア トラ『ン タ,ダ ラ ス,サ ン ・ア ン トテ オ,

サ ンデ ィ エ ゴ,ラ スベ ガ ス,シ ャ トル,オ マ ハ の 各 セ ン タ ー に 設 置 され てい る。

1秒 間8S5,000キ ・ラクターの速 度で デー タを伝送 す 砿 帯域 回線は次の4つ の地

区 の ネ ッ トワ ー ク'で使 用 され る。 そ れ らは ボ ス ト ン,二,ユ'一 ヨー ク,フ ィラデ ル フ ィ ア,

ワ シ ン トン地 区㌧ シ カ ゴ,デ トrイ ・ト,ク リー ブ ラ ン ド,シ ン シナ チ 地 区,ヒ ・一・ス ト

ン,ダ ラ ス地 区,サ ン フ ラ ン シ ス コ,ロ スア ンゼ ル ス,サ ン デ ィ エゴ地 区 で あ る。 ミネ

ア ポ リスは高 速 回 線 に よ って ロ ス ア ン ゼ ル ス と シ カ ゴ の 両 地 区 に 接 続 され る。 ネ ッ トワ

ー クの 他 の 部 分 は音 声 回 線 に結 び つ け られ る。

CDC担 当 者 に よれ ば,ネ ッ トワ ー ク ぽ ジ.ブ ・ス ウ ィ・ッチ ジグ と ピー グ ・・ロr:'F"・:・::

レ ベ リ ング に よ り相 互 に接 続 され る。3309
.は多 量 演 算 用 多 重 プ ログ ラ ミング ・∈ 一

ドで運 営 され る予 定 で あ り,ま た高 速 演 算 用 と し て使 わ れ る6600の メ ッセ ー ジ ・コ

ンセ ン トレ ィ タ ー と し て .も活 躍 す る。

Cyb『rnetサ ・-4ビ4の 契 約 者 が 利 用 す る ター ミサ ル は 音 声 回 線 と広 帯域 回線 の両 方 に

接 続 可 能 で φ る9まtg各6 .600は 同 時 に30の ■ 一 ザ ニ を8,ば ・1〈.こど ゼで きるb,.∴ 一;s・

Cカernetは 現 在 約1・ooQ・9)ユTザ ー一 を持 っ て お りs.,こ の ユ ご ザ ーの 大 部分 はCDC

の デ ー タ セ ン タ ーの 顧 客 で あ る。 この サ ー ビ スの顧 客 は 普 通 の 計 算 セ ンタ ーの 利 用 形 態

を と る こ と もで き る しi
.CDρ の マT・ クNタ ニ ミナ ル を 使.っ て コ ン ピ ュー タに 直 接 ア ク

セ スす る こ と もで き る。 、 一 二

一33一



MarklVは 広 帯 域 回 線 を使 って デ ー タの 伝 送 と受 信 能 力 を持 つ 小 型 衛 星 コ ン ピ ュー タ

で あ る。

Cybernetの ユ ー ザ ー は 将 来 ほ と ん どがCDCMark皿 タ ー ミナ ル を使 うよ うに な る。

この タ ー ミナ ルは 現 在 フル生 産 に は 入 って い な い が 種 類CRTタ ー ミナ ル,分 当 り300

枚 の カ ー ド ・リー ダ,分 当 り300行 の うイ ン プ リン タ ー が あ る。

CDCで は ま たMa℃kIと い うテ レ タ イ プ装 置 とMarkHIと い うMarkIIに 似 た あ る

種 の プ ログ ラ ミング 能 力 と高 速 周 辺 装 置 を も提 供 して い る。

Cybe「netサ ー ビ スの 料 金 は6600が1時 間 あ た り800ド ル(288 ,000円)

か ら1,200ド ル(432,000円)で あ り3300は1時 間 あ た り180ド ル(64,800

円)か ら330ド ル(11,800円)で あ る。'

々

販 売

'レンタルおよび

サービス収 入
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図7CDC過 去10年 間 の営 業成績
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2.4.4DEC(DigitalEquipmentCorp.)

IBMが ミ ニ コ ン ピ ュー タ 部 門 進 出 を発 表 し
"tこそ の 日 に,DECは69年 の 業 績 を発

表 し た。

1969年6月30日 末,収 益 は 前 年 よ り37%増 の930万 ドル(33億4
,800

万 円),売 上 は な ん と53%増 の8,780万 ドル(315億800万 円)を 記 録 した。

KennethofOlsen社 長 は,tt私 が10年 前 この 会 社 を建 て た と き,成 長 率 は い い と こ

年10%そ こ そ こだ と思 って い た。 し か し我 々 は 自分 で も驚 くほ ど目 覚 しい 成 長 を と げ

てい る。"と 言 って い る。

こ うい ったOlsen社 長 の 自信 は 事 実 これ ま で のDECの 業 績 を見 て も明 らかで あ り
,

こ の 実 績 を背 景 に コ ン ピ ュー タ界 の ジ ャイ ア ン ト ・ 正}Mの ミ ニ コ ン進 出 に も充 分 な 余

一34一
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裕 を 持 っ て 応 え る と し て い る 。 「IBMが ミニ コ ン市場 に 乗 り出 す と発 表 した よ

うだ が,私 はIBMを 少 し も怖 れ な い 。 そ れ ど こ ろか,大 い に 歓 迎 で あ る。 我 々 は これ

ま で 教 育,科 学,産 業 の 各 部 で し っか りし た ア プ リケ ー シ 。ンの 経 験 を持 っ て お り,そ

れ に 比 べ た ら シ ス テ ム3な ぞ は 会 計 機 み た い な もの で あ る。」

KennethH.01sel1社 長 が 資本 金7万 ドル(AmericanKeserChandDevelopment・

社 の 出 資)でMIT時 代 のHahanE.Andersonと 組 ん で ミ'=コ ン ピ ュー タの 生 産 に 乗

り出 し た の は1957年 の こ とで あ った 。 今 日,ミ ニ,ジ ャ イ ア ン トと呼 ば れ 市 場 占拠

'

率 を 誇 るDECの 最 初 の 製 品 はPDP-1で 値 段 は12万 ドル(4,320万 円)で あ る が

,こ れ は 当 時 コ ン ピ ュー タ1台 の 値 段 が200万 ドル(3億6,000万 円)前 後 で あ っ

た こ と か らし て も,業 界 に 多 大 の シ.ッ ク を 与 えた もの で あ る。 そ の後1万8千 ドル(

648万 円)のPDP-8を1963年 に 発 表 し,そ の 後 これ を スケ ー ル'ダ ウ ン した ・

1万 ド ル コ ン ピ ュー タに まで い た って い る。 一 方,大 型 機 分 野 に もユ ニ ー クな設 計 思 想

で挑 み,タ イ ム シ.ア ・ ・グ用 ・ ン ピ 。一 タ と名 打 ・てPDP-12を 発 表 ・ そ の 性 能 と

価格 の 故 に,タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス会 社 の 間 にPDPフ ァ ン を獲 得 し た・とい わ

れ る。IBM何 す る もの ぞ とい う気 概 は 決 し て パ ッタ リで は な く,折 か らの ミニ コ ン

ブ ー ム に 乗 って,こ れ まで 一 貫 し て この 分 野 を ね ら って きた 実 績 が 言 わ せ る強 気 の 発 言

で あ ろ う。

な ぜ,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タに 目 を つ け た か に つ い て,01sen社 長 は ・ 「最 初 の 製 品 を

設 計 す るに あ た って まず 考 え た こ とは,す ぐ利 益 の あが る もの,と い う こ とで し た。 ま

た 主 と し て科 学 技 術 者 に 使 い 易 い 経 済 的 な コ ン ピ ュー タを 提供 す べ きだ とい うこ とで し

た。 当 時 は,ピ ック ・コ ン ピ ュー タで な けれ ば コ ン ピ ュー タで な い よ うな こ と を言 って

ま し た が ね,と に か く これ か ら も技 術 的 に 優 れ た経 済 的な 製 品 を 作 って ゆ きた い し,い

い もの を 作 れ ば 金 は 入 って く る と思 う。 」 と述 べ て い る。
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図8DEC売 上 高 推 移

2.4.5そ の 他

UNIVAC

UnivaC社 は,同 社 の 市 場 拡 大 の た め,大 型 機1108に 多 大 の期 待 を寄 せ て い る。

1108の 小 型 ヴ ァー ジ 。ンで あ る1106も 今 年 中 頃発 表 され た 。 これ も好 評 で,同

社 は1106が,よ り高 価 な1108の マ ー ケ ッ トに 悪 影 響 を与 え ぬ よ う細 心 の 注 意 を

払 っ て い る。

Univac社 の コ ン ピ ュー タ設 置 金 額 は,IBMに 次 い で2位 を確 保 し て お り(次 図 参

照)受 注額 の 規 模 を み て も,こ の 地 位 は 簡 単 に ゆ るが な い もの と見 られ て い る。

な お,1108よ りさ らに 大型 の 機 種 も近 々発 表 され る見 込 み で あ る。

●

日

◆
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図9米 国 主 要 ハ ー ド ・メ ー カ ー の コ ン ヒ.ユ ー汐 設 置 金 額 推 移

(EDP血dustryReport)

Honeywell

Honeywellは 今年 も多 くの新機種 を出荷 してい るが・出荷 ペースは昨年 よ りや

や 下 って い
.る 。,.、.,,..;

H-125,H-1250,H-2200と い 了た 小,中 型 機 は現 在 も多 数 出 荷 され て お り,

中 型 機H-4200の 生 産 も今 年 初 頭 か ら フ ル 回 転 に 入 った 。Honeywe11コ ン ビ'ユ

一 夕中 最 大 の 且8200は
.こ・れ 迄2台 納 入 さ.れ で い るが,好 調 に 出 荷 さ れ る'に は ま だ 問 題

が あ る。1.・.・

耳ρneywel1社 は,こ の1年'、 ・世 界 市 場 で の 飛 躍 を計 り,活 発 な 動 きを 見 せ た 。10

月 の 発 表 で は ・ ボ 入 ト.ン近 郊 にInternational・ComputerandCommunication部Fe・ を

新 設 し,世 界 的 な 業 務 拡 大 を ね ら って い く と い う。 同 部 門 は,米 本 国 以 外 で の マ ー ケ ッ

テ ィ・ン グ,製 造,サ ー ビ ス,製 造 計 画 お よび 開 発,
.ま た は 他 部 門 の統 括 等 手 広 い 業 務 を

行 な う。 こ・の ワ 〒 ル ド ・・ワ イ ドな 業 務 を遂 行 す る'た め,t伺 社 は 海 外1・7ケ 国 に52の 販
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売 お よ び サ ー ビス ・オ フ ィ ス を 設 立 し,ス コ ッ トラ ン ドの ニ ュー ハ ウ ス,ド イ ツ の ヘ ペ

ン ハ イ ム,カ ナ ダ の ボ ウ マ ン ヴ ィル お よ び オ ン タ リオ に は 工 場 を新 設 す る計 画 で あ る。

GE

GEは この 所 不 調 で,受 注 は大 巾 に減 少 して い る(図10参 照)。

先 頃 の事 業部 長,JohnHaanstra氏 の死 亡 は,同

社 に と って,大 きな 痛 手 で あ った 。 そ の後,世 界 各

国 か ら,同 社 の トップ ・エ グゼ クテ ィヴ を フ ロ リダ

州 に 集 め,今 後 の対 策 お よ び新 機種 の検 討 を急 い で
`

いた が,12月 に入 って 大型機GE655を 発 表 した。

今後 の 動 向 が注 目 され る。
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Burroughs

図10米 国 主要 ハ ー ド ・メー カーの

受注 額 推 移(EDPindustryReport)

Burroghs社 は順 調 で あ る。同社 のB500シ リーズ は新 規 の受 注 が増 加 し てい る。

比 較的 旧 式 な もの とな ったB5500で さえ,受 注 をの ば し てい る。

B500シ リー ズの うちB2500,B3500は,1こ こ1年 に 渡 り,好 調 な売 れ行

き を示 し てい る。 と くにB'3500は 米 国 空 軍 が 大 口iー ザ ー とな って い る。 また,69

年10月 に は 同社 最 大 の パ ワー を持 つB6500の デ モ ンス トレー シ ・ンが,カ リフ ォ

ル ニ ア州,パ サ デ ナで 行 な われ た 。B6500は タ イ ム シ ェア リン グ市場 む け,同 社 が

3年 に亘 うて 開発 して い た もの で あ る。 販 売 部 門 部長 のWillianiStewart氏 に よれ ば,

-38一
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・

B6500は す で に15台 の 出 荷 計 画 が完 了 して お り,69年 末 ま で に さ らに11台 を

生 産 す る。B500シ リー ズ 中 の 最 高 峰,B8500に っ い て は 今 の所 不 明 。

同 社 は 現 在,ボ ス トン と ピ.ッッ バ ー グ に デ ー タ ・セ ン タ ー を開 設 し て い るが,タ イ ム

シ ェ ア リン グ市 場 の拡 大 に伴 な い,今 年 中 に 幾 つ か の デ ー タ ・セ ン タ ー を増 設 す る計 画

で あ る。

RCA

RCAはSpectra70'シ リー ズ で タ イ ム シ ェア リング お よ び通 信 分 野 に 力 を 入 れ て

い る 。先 頃 は,タ イ ム シ ェ ア リン グ用 と して,同 社 最 大Spectra70/61を 発 表 し てい

る。

RCA情 報 シ ス テ ム部 門 の経 営 陣 は,ス ペ ク トラ ・シ リーズ の大 型 機 を,5～10台1

度 に 買 い 込 ん で くれ る よ うな 大 手 ユ ー ザ ー と契 約 し,利 益 を一 気 に 上 げ よ う と も く ろ ん

で い る。

NCR

NCRの 今年 前半 の出荷額 は,昨 年 同期 に比 し,40%ア ップ した。受注 も好調 に伸 び

てい る。Century200の 納入 は メ モ リ装 置製造 に問題が あ って,頭 初 の予定 よ り2ケ

月遅 れた 。 しか し,NCRに よれば,す ぐこの問題 を解 決 し,近 い うちに生 産台数 を1ケ

月 あた り100台 のペ ースにあ げた い とい う。

セ ンチ ュリー ・シ リーズは この ところ世 界各国 で好調 な受注 を記録 して お り,同 シ リ

ーズの新機種 も,恐 らくセ ンチ ュ リー300と 銘打 って近 々発表 され る模 様 であ る。
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t-2 .5.'急 速 に 拡 大 す る コ ン ピ ュ、一 タ 周 辺 機 器 市 場.∵ 、

2.5.1概 況

ア メ リカ の コ ン ピ ュー タ ・マ ー ケ ッ トで は全 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの売 上 げ に 占 め

る周 辺 機 器 の 割 合 が年 々 高 くな って い る。 ・

"周 辺 機 器 の 時 代 来 た る"ど い
って も過 言 で は な く,表 をみ れ ば ま さ に「 目瞭 然 で あ

るが,こ れ に よ る と1960年 に は全 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム の売 上 高 の うち,周 辺 機

器 は39%で あ った もの が,19.68年 に は61ttgに ま で 増 加,さ らに1978年 に は

これ が74%に 達 す るで あ ろ う とい う。

s

修

ユ9654Z2

年1250

2500'

＼

〉

機械振興協会経済研究所

(単位百万 ドル)米 国の電子工業需要予測より

全コンピュータ・システム(単位百万 ドル)

19,000

図11全 コ ンピ ュー タ ・システ ム売 上高 に占め る周辺 機器の 割合
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一 口に周辺 機器 とい って も実 に多 くの 種類 が あ る。 図11は こ うい った多様な周辺装

置 の種類 と個 々の 成長力 をグ ラフ化 した もの だが,こ れ を見 るとカ ー・ド ・パ ンチや プ リ

ンターとい った典型 的な入 出力 装 置 に比 べ て,遠 隔端 末機器(リ モー ト ・ター ミナ ル)

の伸 びが著 るしいの に気 が付 く。

も'っとも入出力 関係 とい って もOCRな ど高 い成長性が期 待で き る もの であ り,一 視

同 じん とい うわ けには ゆかな い。 個 々の装置別 に その成長力 をみ る と次 の よ うな ことに

な る。

表5個 々の装置別の成長力

成 長 率 周 辺 装 置'

カ ー ド読 取 機 お よ び パ ンチ装 置,イ ンパ ク ト ・ラ イ ン プ リン タ,

年8%以 下

磁 気 ドラ ム,磁 気(固 定)デ ィス ク

紙 テ ー プ読 取 り装置,紙 テー プ ・パ ンチ,

年8%～15% MICR(MagneticInkCharactorRecognition)

電 子 光 学 プ リ ン タ,プ ロ ッタ ー,磁 気 テ ー プ伝 送,磁 気 カー ド

OCR(OpticalCharactorRecognition)キ ー ・ デ ー タ ・ レ コ 一

年15%以 上 ダ ー,デ ス プ レ イ 装 置,マ イ ク ロ ・ フ ォ ー ム,デ ィ ス ク ・パ ッ ク

お よ び 駆 動 装 置,り 王 一 ト ・タ ー ミナル ・デ ー タ伝 送 装 置

∠
<

・

「

周 辺 機 器 隆 盛 の 原 因 は,や は り リモ ニ ト ・デ ー タ ・プ ロ セ ッ シ ン グ の 発 達 と,マ ン ・

マ シ ン ・イ ン ター ラ ク シ.ン の 開 発,大 量 情 報記 憶 に対 す る大 きな 要 求 が で て きた こ と

であろ う。

また,コ ンピュー タの仕 事 の種 類 も拡 大 して,プ ロ ッダーを使 った り,ブ ラウ ン管 を

使 った グ ラフ ィ ック表示 が必 要 とな った りしてきたため,各 種 の イ、ンプ ッ ト・ア ウ トプ

ット装置が 開発 され るよ うに な って きたので ある。 また集積 回路 な ど電子 部品ρ)コ ス ト

が さが って きたこ と も各種周 辺機 器 の開発 と生産の 支え とな つてい る。
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(機械 振興協会経済研究所 米国0)電 子工業需要予測)

1973 1978 (年)

図12周 辺機器種類別売上高の推移
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紙テープ装置 9 22 55 95 125

OCR 2 15 90 385 720

磁気インク読取 3 10 25 40 50
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図13

6819

酬
∨

1973

入 力 装 置

1978(年)

106%
% こ

入力装縦 位百万 ドル)(「 撒 協経済研究所
,蝸 の電子工業融 予測)

全コンピュータ ・システム(単位百万 トンレ)

図14'コ ン ピ ュー タ'■ シス テ ム総 売 上 高 に 占め る 入力 装 置 の 割 合...
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2.52各 種周辺 機器 展望

入力 装置 入 力装 置 を全体 と してみ る とパ ンチカー ドな ど,こ れ まで典型 的 な イ ンプ

ッ ト装置 であ った ものが頭 うちで,OCR,キ ー デー タ ・レコーダーな ど最近 にな って

脚光 を浴 び 出 した ものが急速 に伸 び てい る。 これ は コンビoユ一夕の利用 が普 及 す るに

したが って,入 力 装置 に工夫 がみ られ るよ うに な って きた現 われ だ と思 われ る。

今後 どん な入 力装置が ユ ーザ に喜 ばれ るのだ ろ うか?現 在 出回 ってい る各種装 置

の 欠点 と長 所 を なが め ることに よ って,展 望 の一 助 としたい。

表6各 種 装 置 の特 徴

入力装置の
種 類

短 所 長 所
カー ドリーダー及 びパ ンチ装置

を製造 してい る会社

カ ー ド ・ リ 入 力 ス ビ ー ドが 遅 い。 カ ー ド ・ リ ー ダ ー は IBM

一 ダ ー お よ 人 件費 が か さむ。 一般 に値 段 を安 くし Burroughs

び カ ー ド ・ (1968年 アメリカ で て ス ピ ー ドを ダ ウ ン GE

パ ンチ装置 キ ー パ ンチ ャ ー に支 させ る方向に努力が NCR

払 う給与 は30億 ドル む け られ て い る。 し RCA

(1兆800億 円)(カ ー ド' たがって今後経済的 SperryRand(Western

リーダ ー平 均500枚 に合 わな い よ うな小 Nuclearの 一 部)

～1 ,000枚/分) さ な コ ン ビ。ユ ー タ ・ Uptime

(カ ー ド ・パ ンチ 平 システ ムで は依然 使 Addressograph-Muligraph
L

均150枚 ～250枚/ わ れて ゆ くであ ろう。 ControlData

分) ScientificDataSystems
、

DigitalEquipment

MohawkDataScience

紙テープリーダー及びパンチ装置を製

遣している会社

紙 テ ー プ ・ エ ラーの修正 が困難 通信装置 と連動 した Teletype(WesternElectric

リ ー ダ ー お で あ り,不 連続処 理 オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ の一部門)

よび 紙 テ ー に不 便 であ る。 ム で使 い や す い 。 rBM

プ ・ パ ン チ 装 置 お よ び オペレーシ SperryRand

装置 。ンコス トがやすいこと。 Burroughs
・
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入力装置の

種 類
短 所 長 所

紙 テー プ リーダー及び パ ンチ装

置 を製造 してい る会社

MohawkDateSciences

ControlDate

Friden(Singe「 の 一 部 門)

Tally

Addressograph-Multigraph

Digitronics

WesternUnionTelegraph

'
OCRを 生 産 して い る会社

光 学的文字
"
読取 り装置

(OCR)

.

値段が 高 い。高度 に

規格化 され た文字 を

使 わ ねばな らな い。

,

'

入 力 ス ビー ドが速い。

(100～aoOO字/秒

キ ーパ ンチ約3字/

秒)

IBM

Farrington・

ControlData

Honeywell

Philco-Ford

NCR

RecognitionEquip1ment

Optica1'Scanning

ScanData

RCA

MICRの 生 産 会 社

磁気 イ ンク

読取'り装置

P

■

高価 であ る。磁 気 イ

ン クおよび特殊 な リ

ボ ンや カーボ ン紙 が

い る。

入 力 ス ビー ドが 速い。

、OCRよ りも,規 格

化 され た文字は正確
,

に 読 み と る。OCR
「

ほ ど汚 れ に影響 され

な い。

使用範 囲はせ まい。

「

Addrassograph-Multigraph

工BM,

Burroughs

GE
、

SperryRa,nd

Diebold

NCR

MooreBusinessForms

StandardRegister
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入力装置の

種 類
短 所 長 所

キ ー デ ー タ ・レ コー ダ ー を製 造

して い る会 社

キ ー デ ー タ ・
・
通信 システ ムと連動 MohawkDataSciences

レ コ ー ダ ー して効 果をあげ る。 Honeywell

.直接 磁気 テープまた SangamoElectlic

は コ ア ・ メ モ リ ー に POtterInStrUment

入 れ るた め,パ ンチ SanderAssociates

カー ドを使 わな くて 工BM

も よ い。 Tally

価 格 が安 い。 MAI

Communitype

' Computemachinery

そ の 他 その他の入力装置 としては手書 き文字読取装置,音 声入力装置 などがあ る。

両方 と も技 術的 に まだ色 々問題が あ り,商 業 ベ ース に乗 らないが,大 きな期

待が か け られ てい る。

出力装置 出力装置 はプ リンタ,プ ロ ッター,デ ィスプ レイな ど色 々な種類の装 置

が あるが,最 近,遠 隔処 理用の 出力装置 が大 き く伸 びてい る。 しか し ここで は,こ れ

以外 の出力装置 を対 象 とす る。

なん とい って も出力 機器 で一番 良 く知 られ て い るのは ライ ンプ リン ターで あるが,

最近 で は,ラ イ ンプ リンタその ものは頭打 ちの状 態で あ り,今 後大 きな需 要はつ かめ

そ うもない。

これ に対 して プロ ッター,デ ィスプ レイは着実 に伸 びてい る。 なお,今 の ところは

まだ たい した市場 を持 っていないが,将 来 の大物 と目 されて い るのが コン ピ ュータ ・

マイ クロ フ ォー ム装 置で あ る。
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デラ%

㌘
劇

置の%
%
出.の 売上げ(単 位百万 ドル)

コンピュータシステム売上 げ(単 位百万 ドル)

鴛

19,0'00'

図16コ ンteユ 一 夕 ・シ ス テ ムに 占 め る出力 装 置 の割 合

dこ で 各 装 置 の概 況 を1わ た りみ て み よ う。

ライ ン プ リン タ プ リン トチ ェー ン を使 っ た もの と ドラム プ リ ン タ の2種 類 が あ り,

出力機 器 としては最 も普及 してい る。現在 の ところ速度は平均2,000行/分 で,需 要は

頭 打 ち とな っ てい る。 今 後,ラ イ ン プ リン タで 伸 び そ うな の は リモ ー ト ・ア ク セス 用 の

もφ で,こ れ は 主 に タ イ ム シ ェ ア リ ン グの 発達 に よ って い る。

(ラ イン プ リ ンタ の主 な メ ー カ ー を付 記 した)リ モー ト ・ア クセ ス用 ラ イ ン プ リ ン タ を含

ん だ ラ イ ンプ リンタ全 体 の 売 上 高 推 移,お よ び予 想 売 上 高 は次 の とお りで あ る。

プ ロ ッ ター プ ロ ッタは 現 在,等 高 線 地 図 を作 り,等 方 デ ザ イ ンの 自動 設 計,自 動 製 図,

生 産 ア ー トワ ー ク,一 般 デ ー タの 分 析 な ど実 に広 範 囲 に使 わ れ て い る。 プ ロ ッタ に は大'

き く わけ て ア ナ ログ用,デ ィ ジタ ル ・ド ラフ ト用,デ ィ ジ タ ル ・イ ン ク レメ ンタル,

f
原
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■

の4種 類 が あ る。 プ ロ ン タは 最 初,ア ナ ログ用プロッター が 多 か った が,次 第 にディジタル・

:.ド.ラ フ トお よ.び イ ン ク レメ ン タル が出 ま わ る よ うに な り,ア ナ ログ用 は そ の影 を薄 くし

て い る。デ ィジタル ・ ドラフ トは ア ナ ログ ・プ ロ ッタの 使 え な い よ うな精 密 な ドう フ トに

使 用 以ビ デ ィ・ジタル・インク レ メ ンタ ル は ・ アナ ロ グ'プ ロッター が水 平 と垂 直 しか 描 け な い

.の に対 レで!360の 回 転 図 示 を可 能 とす る もの で,ア ナ ログ型 市 場 に大 き く食 い込 み っ

つ"あ る δ

プロ,ッ・タr業 界 で はCRTCALCOMP(CaliforniaComputerProducts)が 一 番 大 き く・

米 国 に お け'る マ ー ケ ッ トシ ェ アの80%を 占 め て い る。

そ の 他 プロ ジタ7を 生 産 し て い る会社 は 次 の 通 りで あ る。

El66tf。ni。AAs・ 、。ci。t。、,St・ 。mbergC・1・ ・nDi・i・i・n・fG・ner・lpyn・mics・G・iber

S。i。n雌 。1。,七rument,,B。n,。nL。hner,Milg・,U・iVersalDra仕i・g,・H・w1・tt－
ノ.

.pag』dlL・r・IEI・ ・t・・ni…D・t・Di・pl・y(C・nt・ ・1D・t・ の一 部 門)・C・bi・C・rp・ ・
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ディ ス プレイ装置 現在 一般 に使用 され てい る,ヴ ィジ ュアル ・デ ィスプ レイとい う

のは,コ ンピ ュー タ'で処理 され た デー タを表 示 す る もの で あ うて,作 動 に際 しては 問題.

が らの デ[ダ を表 わす数 字 を デ ィジタルか らア ナログに変換 し,電 圧の形 で表 わす と同

時 に,Jiナ ログ形 の 電圧 に よ って一 連 の点の位置 を 決定 調整 してCRTの 表面 に表 示 す

る ものであ る。 その他,キ ー ボー ドと小 型 のCRTを 組合せ た もの で小型TVセ ッ トに

似 た一種 のデ ィスプ レイ装置 があ り,こ れは コ ンピ ュータの メモ リー中 に貯 わえ られ て

いる 原 文や他 の事項 を表示 す る もの に使用 され る。 さ らに,非 常 に多 くの特殊表示 装 置'

が航空交 通制 御や他 の モニ ターや制御 作業 に使 われ て い る。 この ことか らも,マ ン ・マ

シン ・イ ンタ ラクシ.ン とい う観 点 か らデ ィスプ レイ装置 には 大 きな期待が かけ られ て

い る。

現 在,デ ィス、プ レイ装置分野 では新 しい会社 が入 って きた り,新 製品 の導 入 な どが ひ

んぱん にお こ って い るが,一 般 に,独 立周辺機器 メー カーは軍事 用や科学用,あ るい は

コ ンピュータ ・メ ーカーの生 産 ライ ンの ギ ャ ップの よ うな特殊 な市場 をね らって新製品

を開発す るこ どに よ り,大EDPシ ステ ム会社 との 直接 め競 争 を さけて きた。

リアル タイ ム ・システ ムの応用 の増加,新 しい応用 の開 発,低 価格,新 装置 め導 入 等

によ り・デ ィスプ レイ装置 は ますます急 速 な伸 び を示 す であ ろ う。な お,こ の市 場 で最 も・

大 ぎいのは り一 モー ト』・アプ リケー シ 。ン用 の もの であ る。

デ ィス プ レ イ装 置 の 専 門 業 者 は 次 の 通 り。

'
,,-49-
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Conrac・SandersAssociates,Raythcon,Philco-Ford,LaboratoryforElectro-

nics,ComputerCommunicationsInformationDisplay
,LittonIndustries,Adage.

タ イ プ ラ イ タ タ イ プ ラ イ タ は 出 力 装 置 と し て利 用 され る。 プ ロ グ ラ ム に よ りタ イ プ

ラ イ タ を コ ン トロー ル し,自 動 的 に プ リ ン トす るの で あ る。 バ ッフ ァ リ ング の 利 用 の 拡

大 や ラ ン ダム ・アクセ ス メ モ リー の コ ス ト低 下,ソ フ ト ウエ アの進 歩 に よ りEDPシ ス

テ ムの 中 で もあ る種 の ア プ リケ イ シ ョ ンに つ い て は タ イ プ ラ イタが 使 わ れ る よ うに な っ

て き た。

音 声 出 力装 置 この 装 置 は 答 え が あ らか じめ 予 想 され,す で に 記 録 され て い る もの の

中 か ら選 ぶ とい うよ うな 時 に使 わ れ る。 しか し その 単 語 数 は 著 る し く制 限 され て い る
。

長 期 的 にみ れ ば この 種 の 装 置 の将 来 は か な り明 るい が,た い て いの コ ン ピ ュー タは 出 力

と して 何 らか の 形 で の プ リン トコ ピー を 欲 して い る とい う点 が 問 題 で あ る。

な お,質 問 に 対 す る答 え と し て 自然 な 音 声 を コ ン ピ ュー タで 合 成 し よ う と い う新 技 術

が 研 究 され て い るが ・将 来 こ れ は 識 別 の た め の 声 紋 の 実用 化 へ とつ な が る で あ ろ う
。

さ らに,在 庫 や 生 産 計 画 の 状 況 を オ ー デ ィオの 形 で と り出 す 事 が 可 能 に な る だ ろ う
。

写 真 合 成 装 置 この 装 置 は 個 々 の 要 素 を写 真 感 光 フ ィル ムあ るい は紙 の 上 に投 影 して,

高 度 に良 質 の 原 型 を プ リン トす る もので あ る。 直 接 コ ン ピ ュー タに よ り コ ン トロー ル さ

れ る もの もあ れ ば,磁 気 テ ー プ に よ り コ ン トロー ル され る もの もあ る
。 コ ス トが 高 い た

め に そ の市 場 もあ ま り大 き くな りそ う もな い 。

マ イ ク ロフ ィル ム に よ る ア ウ トプ ッ ト マ イ ク ロ フ ィ ルム 関係 の技 術 は ,わ ず か こ こ

2,3年 の う ちに 長 足 の 進 歩 を とげ た 。

特 にCOM(ComputerOutputMicrofilming)と 呼 ば れ る,マ イ ク ロ フ ィ ル ム を コ ン

ピ ュ ー タ に結 合 し出力 速 度 をひ き上 げ る シス テ ムに注 目 が集 ま って い る
。

使 い方 は 色 々あ るが,Cく 最 近 の もの と して は 図16の よ うな シス テ ムが あ る。

マ イ ク ロフ ィル ム 関 係全 体 と し て近 年 登 場 して き た新 技 術 の 主 な もの を拾
ってみ ると,

○ あ らゆ る種 類 の マ イ ク ロ フ ィル ム に 対 す る精 巧 な 自動 情 報 検 索 シス テ ムが で きた
。

○ マ イ ク ロフ ィル ムを コ ン ピ ュー タ ・ア ウ トプ ッ トと し て利 用 す る諸 技 術 が 開 発 され

て い る。 た と えば ・磁 気 テ ー プ に 入 った デ ー タ を マ イ ク ロ フ ィル ムに 変 換 す る とい
っ

た もの で,将 来 は マ イ ク ロ フ ィル ム か らコ ン ピ ュー タに 直 接 読 み 込 む ま で に な る可 能

性 が あ る。

○ ウル トラ ・フ ィ ッチ 技 術 の 開 発(1枚 が4×6イ ンチの フ ィ ル ムに3
,200イ メ ー
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図17COMの 概 要

ジ を ス トア ーす る)

○ カ ラー ・マ イ ク ロ ・フ ィル ムの 開 発(投 映 機 か ら拡 大 装 置 を 使 って 白黒 フ ィル ムに

カ ラ ー を つ け る)

○ マ イ ク ロ ・フ イル ム と して ビデ オ ・テ ー プ を使 用 す る技 術

○ 通信 回 線 を使 って マ イ ク ロフ ィル ムの イ メ ー ジ を 送 る こ とが で き る よ うに な った。

マ イク ロ フ ィル ムの市 場 規 模 は 現 在,ご く控 え め に 見 積 って も3億5千 万 ドル(1,260

億 円)と み られ るが,毎 年10～20%で 増 加 す る コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 に よ り,COM

の マ ー ケ ッ トは1975年 ま で に現 在 の 約2倍 に増 大 す る と予 想 され て い る。

金 融 関 係 は 最 良 の マ ー ケ ッ ト 現 在 マ イ ク ロ フ ィル ムは どん な と ころ で 使 わ れ て い る

か 。 最 近BusinessAutomation誌 は 製 造 業,金 融,保 険,政 府 関 係 な ど229か 所 か

らア ン ケ ー トを と っ た。 ア ン ケー ト先 の 会 社 は い ず れ も ビジ ネ ス ・オー トメ イシ 。 ン ・

シ ス テ ム を持 っ て い る と こ ろ.に限 られ,従 業 員50人 ぐ らい か ら15万 人 の ビ ッ.ク ビ ジ

ネ ス に まで い た って い る。 ア ンケ ー トの 対 象 とな ら た 会社 の うち,マ イ ク ロフ ィル ムを

使 って い な か った と こ ろ は わ ず か6%で,使 用 数 が 一 番 多 い ビジ ネ スは 金 融 関 係 で あ る。

現 在 使 わ れ て い る最 もポ ピ ュラ ーな フ ィル ムの フ ォ ー ム は16ミ リ ・ロ ー ム ・フ ィル

ム で,こ の ほ か35ミ リ ・ロー ル ・フ ィル ム,カrド ・タ ク テ ッ ド ・フ ィ ル ム,マ イ ク

ロフ ィル ム,フ ィル ム ・ス トラ ップ,105ミ リ ロー ル ・フ ィル ム等 が あ る。.

次 に,マ イ ク ロ フ ィ ル ム に は どん な 種 類 の情 報 が ドキ ュメ ン トさ れ て い るか 。 ア ンケ

ー トの 回 答 か らそ の 種 類 と利 用 会 社 数 が 引 出 され た
。 これ に よ る と設 計 図,小 切 手 とい
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図18
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マ イ ク ロ フ ィル ムを 使 って い る産 業

っ た とこ ろ が 多 い が,そ の他 に は マー ク ・セ ンス ・カー ド,タ イ ム ・カ ー ドな どが 入 れ

られ て い る。

表7マ イ ク ロ フ ィル ムの利 用 状 況
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COMシ ス テ ムの メ ー カ ーIClil次 の よ うな と こ ろ が あ る 。 .

3M・IBM・ITEK・B・ ・i・es日P・ ・d・rt・ ・B・stmanRoolak・CDC・Bu「 「・ugh・ ・

磁 気 テー プ 伝送 現 在,磁 気 テ ー プ リー ルの 値 段 は た った4.50ド ル で あ り,比 較 的
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低価 格 で必 要 なだ けの デー タを保 存 出来 るの であ る。だ か ら磁気 テープ フ ァイルは ほ と

ん ど無 限のデ ー タを保存 出来 る。 しか し磁気 テー プ ファイル中の デ ータを選 び出す には

順 を お ってや らなけれ ばな らない。 これ は必 要な デー タを数秒 で と りだせ るデ ィスクパ

ックの よ うな ランダ ムアクセス ・メモ リー と比 べ るとかな りめん ど うな プロセ スで ある。

しかし,デ ィス クパ ックは磁気 テ ープ リール よ りず っと高 く各400ド ル か ら600ド

ル もす る。現在,磁 気 テープ上 のデ ータ埋込 み密度 も1イ ンチ当 り800ビ ッ トか ら1

イ ンチ当 り1,600ビ ッ ト以上 に増 えて い るし,将 来 さ らに改 善 され そ うであ る。最 近

4,5年 の間 に サーボ駆動 とシングルキ ャプ スタ ン駆動 の もの が多 くの事業 てと り入 れ て

い る。

大 きなデ ータ処 理設備 で は種 々のテ ープが用 い られ てお り・,あ る場 合 には25以 上 の

テー プが使 われ てい るためEDPシ ス テ ム1っ 当 りの テ ープ伝送装置 の数 は増加 しつ っ

あ る。 これ は処理 や保 存 を必要 とす るプ ログ ラムの数 とか,大 きな コン ピ ュータ システ

ムがふえた事,さ らに保 存すべ き利用情 報 の数 が ふ えた事等 に よる。 テープ伝 送 の コス ト

は着実 に減少 してお り,小 型 コ ン ピュー タには よ り低 価 なテ ープユ ニ ッ トが使 用 され て

い る。低価格 の もの は2,500ド ル(90万 円)位 で売 られてい るが,普 通は19,000

ドルか ら20,000ド ル位 であ る。磁 気 テ ープ伝送 の売上 げは1965年 に2億4,000万

ドル(964億 円),1968年 に は6億7,000万 ドル(2,412億 円)で あ った。設 備 の

数 が増加 し,保 存 デ ータが増加す るに従 って テ ープの売 上げ も伸 び るが,デ ィスクパ ッ

クや他 の記憶 装置 の導入 の故 に テー プ伝送 の伸 びは全周 辺機 器市場 の伸 び よ りはず っと

おそい が1973年 には その売上 げは10億7,000万 ドル(3,852億 円)に 達 す る もの

と思 われ る。

磁 気 テ ー プ 伝 送 の 装 置 を 作 っ て い る 会 社 は 次 の 各 社 で あ る 。

rBM,GE,SperryRand,Burroughs,ControlData,Honeywell,RCA,NCR,

ScientificDataSystems,PotterInstrument,Ampex,CaliforniaComputρr

・Products,DigitalEquipment,Tally,SangamoElectric,Hewlett-Packard・

PeripheralEquipmentCorp.
}
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図19磁 気 テ ー プ伝 送 売 上 の コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム

に 占 め る割 り合 い'

リ モー ト ・ター ミナ ル タ イ ム ・シ ェ ア リ ング な ど,オ ン ライ ン ・シ ス テ ムの 発 達 は,

リモ ー ト ・ター ミナ ル と呼 ばれ る一 群 の 周 辺 機 器 を 成 長 株 に仕 立 て あ げ て い る。

リモ ー ト ・タ ー ミナ ル に は テ レ タ イ プ ラ イ タ ー,CRTデ ス プ レ イ,小 型 端 末 コ ン ピ

ュー タな どが あ る。 こ の リモ ー ト ・タ ー ミナ ルの 出荷 は急 速 に伸 び て お り,1968年 の

出 荷 額 はDiebold社 の 調 査 に よれ ば6億 ドル(2,160億 円)で あ り,こ れ が,1975

年 に は5S億 ド ル(1兆9・800億 円)と な るだ ろ う と推 定 され る。 ま た・Predica .st社

の 調査 デ ー タは,68年5億 ドル(1,800億 円)と な って い る が,同 社 の 予 測 デ ー タ も

あ わせ て リモ ー ト ・タ ー ミナ ルの 全 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム に 占 め る割 り合 い を 図 、

に示 し た。

ま た,CRTタTミ ナル の 設 置 台 数 は1968年,約31,000台 で,こ れ は金 額 に して

3億5,000万 ドル(540億 円)相 当 とな る。31,000台 の うち,30,000台 が 汎 用,

グ ラ フ ィ ック用 が1,000台 と な ってい る『。

ま た,テ レ タ イ プ は40,000台 あ り,1973年 に は151,000台 の テ レ タ イ プ が設

イ

'
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置 され る よ うに な るだ ろ う とい う。

調 査 会 社 と し て有 名 なJohonDiebold社 は,こ の ほ ど1,800社 に お よ ぶ 米 国主 要 民

間企 業 お よ び 公共 団 体 を 対 象 に ター ミナ ル利 用 調 査 を 行 な っ た が,こ れ に よ る と 調査

先 の50%が 現 在 ター ミナ ル を使 って お り,残 り の う ち9%が こ こ5年 以 内 に タ ー ミ

ナ ル を使 うつ も りだ とい う。

現 在,各 ユ ー ザ が タ ー ミナル を どん な ア プ リケー シ.ン で 使 って い るか,第1図 は ユ

ーザ が タ ー ミナ ルを 使
って 行 な って い る コ ン ヒ。子一 夕 ・ア プ リケ ー シ ・ ンの 種 類 で あ るご

皿

擶

末機器の%

末機器売上げ(単 位百万 ドル)

コンピュータシステムの売上げ

(単位百万 ドル)

13.OOO

L

図20遠 隔端 末機器 の コンピ ュー タ ・シス テ ムに 占め る割 り合い
●
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(注:因 由の数は1が 使用度の最も高いもの。以下数字が大きくなるにつれて使用度は下るe)

図21タ ー ミナル 用 ア プ リケ イ シ.ン
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この表 を見 ると分 か るよ うに,在 庫 管理が 圧倒 的 に多 い。特殊 目的 としては,現 在 計

画 中 の ものが多 く,遠 隔テ キ ろ ト ・エデ ィテ ィング,写 真 合成 シス テムおよび印刷 ・出

版 業務,さ らには科学 技術情報 検索 シス テ ム計 画 とい った ものが ある。特 に ター ミナル

を使 った シス テ ムでは州 および地方 自治 体 が警 察,消 防,職 業紹介 な ど総合的 シス テ ム

の建設 を考 えて い る点 が注 目 され る。 、 、'1

ところで,タ ー ミナル を使 ってい るユーザは どんな と ころが多 いだろ うか,ま た,平

均何台 ぐらいの ター ミナル を使 ってい るだ ろ うか,業 種別 の ター ミナル使用状 況 を図 に

してみ ると次 の よ うに な る。

計 算 サ ー ビ ス

宇宙お よび 電子

電 気 機 器

印 刷 ・ 出 版

電

銀

力

行

その他の金融機関

輸 送

ガス ・水 道 な ど

公 共 サ ー ビ ス

政 府 機 関

教 育 機

図22

関

台数255075100125350375400

産 業 別 各 ユ ー ザ あ た り平 均 タ ー ミナ ル保 有 台 数
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これ に よ る と,金 融,輸 送 と い っ た と こ ろ が 以 外 に多 い が,こ れ と は 逆 に 以 外 に少 な

い の は 政 府 関 係機 関 で あ る。 な お 輸 送 関 係 に つ い ては,リ ザ ベ ー シ 。 ン ・シス テ ムの 普

及 な どで 一 応頭 打 ち とな って お り,今 後 そ ん な に は伸 び な い だ ろ う と い う予 測 が 強 い。

現 在,全 業種 平 均 で み る と,月1,500ド ル(54方 円)以 上 の 金 を タ ー ミナ ル にか け

て い る ユ ー ザ は45%と い う こ と に な って い るが,こ こ5年 以 内 に は この レベ ルが ア ッ

プ し,1,500ド ル 以上 支 払 うユ ー ザ は75%に な るだ ろ う し,ま た,'10万 ドル(3,600

万 円)以 上 の レベ ル の ユ ー ザ は 現 在35%と な って い るが,こ れ も5年 以 内 に は55%
ヲ

ぐ らい に な るだ ろ うと考 え られ て い る。

図22は ユ ー ザ が イ ン プ ッ ト,ア ウ トプ ッ ト装 置 と して何 を使 って い る か を調 査 した

'
L

■

タ ー ミナル 装 置

イ ソ ズ ッ ト

アル フ ァー,ニ コ ー

メ リック ・キ ーボ ード

オプティカル・キ ャラクター・

リータ ー

パ ンチ ・カー ド・リ一夕"一

タ ッチ ・トーン ・電 話器

CRT『 ・ラ イ ト ・ペシ

テ レ タ イ プ ラ イ タ ー

音 声 人 力 装 置

モニター・リング・システム

各 種 記 号 読み と り装 置

光 学 デ ー タ 収 集 装 置

ア ウ ト ・プ ッ ト

CRTデ ィ ス プ レ イ

ラ イ ン'プ リ ン タ ー

タ イ プ ラ イ タ ー

音 声 応 答 装 置

プ ロ ッ タ ー

大型 スクリーンげ ソスフレイ

CRTマ イクロフィノ[ム装 置

交

通

管

制

在

庫

管

理

注

文

処

理

金

融

そ

の

他

工

学

・

科

学

製

造

業

経

エ呂
情
報
シ
ス
テ
ム

声
控
弗
パ
が

土

入

イク

レ
ジ

ッ
ト

処

理

口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口
ノ

4

(注:図 南の数字は1が 最も使用度が高く,以 ド数字が大きくなるlrcつれ使用度は下る。)

図23ユ ー ザ用 タ ー ミナ ル と ア プ リケ ィ シ ・ン
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もの だ が,ア ウ トプ ッ ト機 器 と してCRTが 断 然 多 く利 用 され て い る。 これ に 対 して,

イ ン プ ッ ト機 器 に は キ ーボ ー ドが 圧 倒 的 に多 い が,キ ー ボ ー ドは 一 応 技 術 的 改 良 とい う

点 で 限 界 に達 し てお り,CRTデ ィ ス プ レ イは こ の点 で ま だ改 善 の 余 地 が 大 きい 。

CRTの 最 大 の 問 題 は コス トで あ ろ う。 一 般 的 に はCRTの コ ス トダ ウ ンは 現 在 の バ

ル キ ー,キ ャ ソ ッ ド ・レ イ ・チ ュ ー ブ に代 る新 しい デ ィ ス プ レイ方 式 を 開 発 す る こ とだ

と言 わ れ て い る。 さ らにCRTに つ い て は ハ ー ド ・コ ピー が安 く とれ る よ うに し て欲 し

芦
い とい う ユ ーザ の 声 が 大 き くDiebold社 の 調 査 で も回 答 者 の65%が これ を 望 ん で い

る。

さて 図22を 見 て もわ か る と お り,ひ と 口 に タ ー ミナ ル とい っ て も実 に色 々 な種 類 が

あ り,そ の うち どれ を選 ぶ か とい う こ とに な る とな か な か むず か し い。 活 用 範 囲 に 制 限

は あ るが,信 頼 性 と低 価 格 とい う こ とで,現 在 一 番 手 経 るに使 わ れ て い るの は テ レ タ イ

プ ・モ デ ル33で あ ろ う。 しか し原 則 と して は,タ ー ミナルの 選 択 は ア プ リケ ー シ 。ン

の種 類,す なわ ち,ど ん な仕 事 に タ ー ミナ ル を使 うの か を基 準 と して,そ の 仕 事 に ヒ。ッ

タ リす る装 置 を選 ぶ べ きで あ る。 こ こ で は,そ うい った 観 点 で5つ の 代 表 的 な ア プ リケ

ー シ
。ン分 野 を 対象 に,ど ん な タ ー ミナ ル を使 った らよ い か を 考 え て み た 。

① 各 種 問 い 合 わ せ シ ス テ ム

株 式 情 報 シ ス テ ム な どが代 表 的 な例 で あ るが,こ うい つた シ ステ ム で は ター ミナル

は 比 較 的 シ ン プ ル な キ ー ボ ー ド ・イ ンプ ッ ト装置 を持 ち,ア ウ トプ ッ トはCRTデ ィ

ス プ レ イ とい う構 成 を と る。

② 相 互 情 報 交 換 シ ス テ ム

ほ と ん ど が特 殊 目的 シ ス テ ムで(た と え ば 航 空 座席 予 約 な ど)タ ー ミナル の 条 件 は①

に似 て い るが,キ ー ボ ー ドの 数 が 多 くな る。

'③
オ ン ライ ン ・コ ン ト・一 ル ・シス テ ム

進 行 中 の プ ロセ ス で 発 生 す る種 々の 事 態 に 対 して,す ばや く,し か も効 果 的 に応 答

す る必 要 が あ る。 こ の 種 の タ ー ミナル は特 殊 な もの で,広 範 な機 能 が 要 求 され て い る。

④ タ イ ム シ ェア リン グ ・コ ン ピ ュー テ ィ ング ・シス テ ム

CRTは グ ラ フ ィ ック業 務 以 外 に は 使 わ れ ず,も っぱ らテ レ タ イ プ ラ イ ター な どが

使 わ れ る 。

⑤CAI(ComputerAssistedhnstraction)シ ス テ ム

生 徒 が タ ー ミナ ル に イ ン プ ッ トす るの に 応 え る コ ン ピ ュータ ・レス ポ ン ス は 柔 軟 性

の あ る もの で な くて は な らな い 。 タ ー ミナ ルは 教 育 内 容 に よ って極 度 に ス ペ シ ャ ラ イ
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ズ じた もの が 使 わ れ るだ ろ う。 今 の と こ ろ経 済 的 に み て もテ レ タ イ プが も っ と も多 い。

最 後 に,各 ユ ーザ が タ ー ミ ナ ルの どん な 点 を 問 題 に して い るか 。グラフ で示 す と図23

の よ う にな るが;や は りタ ー ミナ ル の コ ス トが一 番 の 問 題 に な って い るよ うだ 。

、 回 .答 数

タ ー ミ ナ ル コ ス ト

デ 〒 タ'ベ ー ス 開 発 の 問 題

回 線 費 用

メ

アズリケーシシ ソフトウ干研 足

機 器 お よ び 処 理 上 の 標 準 化

ユ ー ザ ー の 訓 練

ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 必 要 性

タ ー ミ ナ ル 構 造 上 の 欠 陥

利 用 者 の 不 満

.(P・・srm・lR・Si・tance)

タ ー ミナ ル ・パ フ ォ ー マ ン ス

タ ー ミナル に記 憶 装置 がな い こと

回
一 線 ・ 機 能

そ の 他

図24タ ー ミナルに おける制約条 件
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周 辺 記 憶 装 置 オ ン ラ イ ン シス テ ム化 の 傾 向 は1964年 か1965年 頃 か らは じ ま り
,

そ の た め,よ り効 果 的 な ラ ン ダ ム ア ク セ スの 保 存 メモ リーが必 要 とな って ぎ た 。

ラ ンダ ム ア ク セ ス の 周 辺 メモ リーの 売 上 げ は タ イ ム シ ェ ア リ ング市 場 の 拡 張 に 大 き く

依 存 して い る。 この た め,大 半 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーは こ の生 産 に力 を 入 れ
,独 立 会

社 に対 し て は か な りの 圧迫 が か か って い る6メ ー カ ーは 開 発 中 の 巨 大 高 速 コ ン ピ ュ ー タ

用 の 大 容 量 保 存 装 置 に 重 点 を置 い て い る;周 辺 メ モ リー め中 に ぱ 次 め よ うな もの が あ る。

デ ィス クパ ッ クお よ び ドライ ブ,磁 気 固 定 デ ィス ク,磁 気 ドラム ,磁 気 カ ー ド,そ の 他

の メ モ リー(コ ア,ブ レー ドワ イ ア,半 導 体 及 び光 学 的)等

各 周 辺 メ モ リー の売 上 実 績 と今 後 の 予 測 は 図24の ご と くで あ る が,デ ィス クパ ック

お よ び ドラ イ ブの 伸 びが 大 きい の が 注 目 され る
。

◎ デ ィス クパ ックお よ び ドラ イ ブ'

デ ィス クパ ック お よ び デ ィス クパ ッ ク ドラ イブ の 歴 史 は1962年IBMが1311

型 デ ィス クパ ック ド ライ ブ を稼 動 デ ィス クパ ック と と もに開 発 し た時 に は じ ま る
。

IBMは1966年 第 三 世 代 の コ ン ピ ュー タ モデ ル360の た め に第2の デ ィス ク ドラ

イ ブ2311を 開 発 し た。 デ ィ ス クパ ッ ク ドラ イ ブ とい うの は デ ィス ク パ
ッ クを 回転

させ,デ ィス クの 表 面 の デ ー タ を 読 取 っ た り記 録 し た りす るの に使 わ れ る
。

エBM2311は2400rpmで 回 転 し25,000ド ル(900万 円)で あ り,]BM2314

マ ル チ デ ィス ク ドラ イ ブは225
,000ド ル(9,208万8,000円)で あ る。

典 型 的 なControlDataの デ ス クパ ッ ク ドラ イ ブは,15,000ド ル(540万 円)か

ら23・OOOド ル(8
.28万 円)の 値 段 で 賃 貸 料 は 月315ド ル(11万3,400円)か ら

4γ0ド ル(169万2,000円)で あ る。 磁 気 テ ー プ ドライ ブ比 べ,デ ィス クパ ック ド

ライ ブの 大 きな利 点 は記 録 ヘ ッ ドが 表 面 に触 れ な い事 で 寿 命 が長 くな る。

デ ス クパ ック はMTと ち が って ラ ン ダ ム ア ク セ スが で き るの が 大 き な利 点 で あ る
。

こ の 他,デ ィス クパ ックの 利 点 と して は,磁 気 テ ー プ が呼 び 出 し に 数 分 か か るの に比

べ,約75ミ リセ カ ン ドと い う高 速 で あ る こ と
,衝 撃 に対 して も傷 が つ き に くい 事,

応 用 範 囲 が 広 く,又 交 換 可 能 で あ る事 等 が 挙 げ られ る。 さ ら に,デ ィ ス クパ ッ クは 信

頼 性 が 高 く,大 型 径 の デ ィス ク ・シ ス テ ム に あ りが ちな 動 的 コ ン トロ ー ル の 難 問 もな

い 。 個 々 の デ ィス ク ・パ ック は 給 与 名 簿 や 商 品 目録 そ の他 に使 わ れ る
。

rBMとControlDataが デ ィ ス ク パ ック ・ ドラ イブ製 造 業者 の 中 で最 大 で あ るが ,

そ の 他 で はHoneywel1,GE,.PotterInstrument ,NCR,ScientificDataSystems,

PeripheralSystemsMAI,LinnellElectronics等 が デ ィスク ・パ ック ・ドライブ を生
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1

冗

上

げ

(単 位:100万 ドル)

1960年 1965年 1968年 1973年 1978年

デ ィス ク パ ック
一 15 90 290 550

デ ィス ク パ ッ ク ドラ イ ブ 一 35 ・600 1,225 1,850

磁気固定 ディス ク 56 60 85 125 100

磁気 ドラム 18 52 105 125 141・

磁気 カー ド 4 22 40 75 110

デ ィスクパ ック
ドライブ

200

単

位
百

万

ノレ

各種 周辺 メ モ リー売 上 推 移 と予測

、
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産 してい る。

◎ 磁 気固定 デ ィス ク

デ ィス クフ ァイル は10年 程前IBMに よって開発 されたが,・IBMは1965年 デ

ィスク・パ ック ・ ド ライ ブを出荷 す るにい た ってそ の生 産 を中止 した。今日ではBurroughs

とLiorascopeだ けが デ ィス クフ ァイル を生 産 して い る。デ ィス クフ ァイルの利 点 は

記憶 容量 が数百万 デ ィジ ッ トと大 きい事,ラ ンダ ム アクセスで呼 び出 し時 間が充分 短

い事 であ る。 磁気 デ ィス クは カー ドよ りも呼 び出 しが速 く ドラムよ りも記憶 容量 が大

きい。

◎ 磁気 ドラム

ドラムは現在 デ ィスク シ ステ ξや他の ラ ンダ ムアクセ ス記 憶装置 との競争 に直面 し

てい る。 しか し最 近 の技術進歩 に よ り ドラムの将来 は かな り改善 され てい る。

◎ 磁気 カー ド

非常 に大 きな記 憶 容量 を も った ランダ ムア クセス装 置 で情報 当 りの コス トが低 い。

しか し,呼 び出 し時 間 は遅 く,保 持や信 頼 性に問題 が あ る。 そのため低価 格で あ るに

もかかわ らず デ ィス クパ ックに市場 を奪 われっ つあ るb読 取 り機 構 の信 頼性が改善 さ

れ れば磁気 テ ープ市 場 に切 り込 め るだ ろ う。

◎ そ の 他

その他 の ラ ンダ ムア クセ ス周辺'メ モ リーには,フ ェライ トコア ・メ ッキ ワイア ・半

導体 メモ リー回路,光 学 メモ リーな どがあ る。

デー タ伝送 装置 以上,各 種 の周辺機 器の ほか,周 辺 機器 の大 部分 を占め る もの にデ

ー タ通信 の分 野が あ る
。 これ はデ ータ伝送 装置 とデー タ受取 り装置 よ りな る。 リモー ト

ター ミナルを除 いた デ ータ通信 システ ムの売 上げ は1968年 には約5億 ドル(1,800

億 円)で あ った。 さらにA-D変 換 器やD-A変 換 器,ハ ーネス,ケ ー ブル,設 置 ケー

ス,バ ッフ ァ装 置,メ デ ィア変 換器,制 御 装置 その他様 々な装置 を含 む周辺 機器の 売上

げが2億 ドル(720億 円)で あ る。 デ ータ通信 装置 と種 々の周辺 機器 の売 上げ は1965

年 の1億8,200万 ドル(655億2,000万 円)か ら1968年 の7億 ドル(2,520億 円)

に 増 加 し,1973年 に は1億6,250万 ドル(585億 円)に 達 す る もの と予 想 され て いる。

1960年 に はわ ず か2%の コ ン ピ ュー タが 通 信 ネ ッ トワー ク に組 み 込 ま れ て い たのが,
1

1968年 に は全 コ ン ピ ュー タ の 内11%が 通 信 ネ ッ トワ ー ク と結 び つ い て い る。

デ ー タ受 取 り装 置,デ ー タ伝 送 装 置,A-D,D-A変 換 器 を含 め た デ ー タ通 信 装 置

の コ ン ビ。ユ一 夕 ・シ ス テ ム に 占 め る割 り合 い は 図25の よ うで あ る。
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そ して1970年 代半 ば には全 コ ン ピ ュー タの内55～60%が 通信 装 置 と連結 され る

だ ろ う とみ られ てい る。

この傾向 は データ通信 装置 の売 上 げ を・さ らに促進 す るだろ う。

13,000

、
◆

・図.26デ ー タ通信及 び他の周辺 機 器が コ ンビ㌧ 一夕 ・システ ムに 占め る割 り合 い

2.5.3周 辺 機器市 場の現状

現 在1種 類 以上 の 周 辺 機 器 を作 って い る メ ーil'一一:ぽ1,000社 以 上 に お よ ん で い る6

こ の 業 界 の 特 徴 は,一 握 りの 大 ヌ ー カ ー に 対 し て,弱 小 メ ー カ ー の数 が 圧 倒 的 に多 く,

し か も一 部 の 独 立 専 門 会 社 の大 手 ゴ ン ピ ュ一 夕 ・メ ー カ ー に よ って市 場 の90%以 上 が

占有 され て お り,『多 くの 会社 は 大 メ ー カ ー の下 請 を行 な って い る のが 実 情 で あ る。

コ ン ビS－ 夕 の ビ ッグ8は 全 部 が 自分 の と こ ろ で周 辺 機 器 を生 産 して お り ,こ の 他

XDS(XeroxD泣a$ystems'-Xerox'に 吸 収 され たSDS)
,DEC(DigitalEquipment

社)も 顔 を 出 して い る 。 独 立 周 辺 機 器 メ ー カ ー と して有 名 な と ころ は]UahowkData

Sciences,CalifotniaComputerProducts,Arripex社 な ど で あ る。
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周辺 機器 は大 きな将 来性 を約束 され た市 場 であ るが,こ の魅力 的 な市 場 で生 き抜 くに

は 大へん な努力 が い る。 ことに大 手 コ ンビュタ ・メ ーカーのよ うにCPUと セ ットで周

辺 機器 を生 産 している ところ とは異な り,こ れ 一本 で勝 負 してゆか ねば な らない独 立専

門機 器 メー カー にと っては特 に厳 しい。 ㍉

コ ン ピュー タ周辺 機器市 場 でか な りの 成功 を収 め るに は常 に最 先端 を行 く技 術開発 が

必 要で あ り,製 品開発 のね らいに して も充 分な利益 を見 込 む こ とが で き,し か も大手 コ

ン ビ。ユ一 夕 ・メーカ ーが大資本 と高 度な技 術 で追 い込んで こない フ ィール ドを見つ けね

ば な らないとい った こどが 挙 げられ る。なお,い ったん開発 した新製品 に して もあ っとい う

間 に他の メ ーカーに まね され る危険 があ るが,最 近市 場 規模が どん どん ひろが ってい る 、

リモー ト ・タ ー ミナ ルだけ は独立専 門 メーカーに と って風 向 きの有利 な分 野 であ ること

には違 い ない。

これは,リ モ ー ト・ター ミナルはCPUか ら遠 くはなれて設置 され るため,大 手 コン

ピュー タ ・メー カーの本体 とは関係 な く通信 回線 に接 続 す る装置 をつ くれ ばい い こ とか

らも言 え る。

型

8.1%

350

16.8%

一(⑳(竃

36.4%

1201955年
63.6%

2旦14

迎

注(聾
≧己

≡

図27周 辺機器市 場 にお け る独立 メーカーの売 上 げ状 況
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現在,コ ン ピュータ業界 では,周 辺 機器専 門 メー カーはだん だん数が少 な くな ってゆ

くだ ろ うとい う,独 立周 辺機器 メー カー消滅 論 が云 々 され てい る。実際 これ までの経過

をた どってみ ると1955年 には全 周辺機 器 の売上 げ の うち63.6%が 独立専 門 会社 の手

に な る もので あ ったが,1968年 には専 門 メー カ ーが供 給 したのは全体 の8.'1%に す ぎ

ない。 しか し,Predicaste社 の今後 の予測 に よれ ば1973年 には10.7%,1978年 に

は125%に まで盛 りか えす だろ うと見 通 して お り,そ の原 因 としてリモート・ター ミナル

市場 の拡 大 と新 らしい周 辺機器 を求め るよ うな コ ンピュータ ・アプ リケー シ 。ンの展 開

な どが あげ られ て い る。

図27は 独 立周辺 機器 メ ーカーが どん な ところを相手 に商売 してい るか を示 した もの

だが,こ れ に よると独立 専門 会社 の売 り込み 先 は大手 コン ビ。ユ一 夕 ・メー カーか らユー

ザ ーへ と比重 が変わ って きてい る。 これ は周辺 機器専 門 メーカーの下請 けが減 って い る

こ とを示 してお り,ま た逆 に言 えば大手 コンピ ュー タ ・メーカ ーが,こ の分野 に どん ど

ん進 出 して い るこ とを示 してい る。'

独 立周 辺 機器 メー カーの周辺機 器 売上げ状 況

,
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2.5.4主 な 周 辺 機 器 メ 三 カ ー の 概 要

AmpexCorp.401, .BroadwayRedwoodCity,Calif.

米 国最大 の周辺機器 メー カー として知 られてい る。1969年5月 決算 で同社は,

1,370万2,000ド ル(49億3,272万 円)の 利益 を計上,こ れ は これ までの 最高額 であ る。

また,1株 当 りに換算す る と1ド ル35セ ン トとな り昨年 の利益 約770万 ドル

(27億7,200万 円)1株 あ た り80セ ン トに比べ69%ア ップで あ る。売上 高は約2億

9,600万 ドル(345億6,000万 円)と なり,こ れ は昨年 同期 よ り27%の 上 昇 とな る。利益 額

に68年 と69年 ではか な りの差 が あ るが,こ れ は68年 の ス トライキの 影響 によ る も

の であ る。

同社 は電子 部品 か ら家庭 電気製 品,そ れ に デ ィス プレイな ど周 辺 機器 を生産 して い る

が,研 究 開発 には他社 以上 に力 を そそいで お り,こ れ が業界 の リーダー ・シップの源 と

な って い る。196,・9年 に投 入 したR&D資 金 は 総 額 約2400万 ド ル(86億4,000万 円)に

の ぼ る もの と され て い る。

Ampex社 の 製 品 は 多 種 多様 で あ り,代 表 的 な もの'と し て次 の よ うな 製 品 が あ る 。

ICな ど 各種 回路,キ ャ ビ ネ ッ ト,各 種 電 気部 品,通 信 機 器,テ レ ビ,レ コー ド,リ

モ ー ト ・タ ー ミナル を 含 む 各 種 周 辺 機 器 な ど。

社 長WilliamE.Roberts

表8AmpexCorpの 事業部

事 業 部 所 在 地 業 務 従業員

Audio/Video

Group

RedwoodCity,

Calif.

オーデオ,ビ デオ,テ ープ レ

コ ー ダ ー,レ コ ー ドお よ

び通 信 機 器 な ど を生 産

1,000名

以 上

ColoradSprings

Operation

ColoradSprings,

Calif.

オーデオ装置 お よび ビデ

オ装置 を生産

800名

ComputerProducts

Div.

'

CulverCity,

Cali£

オーデオ,テ ープレコーダーソ

ビデオ ・テープレコーダー

(産 業界,教 育 界 む け)

約

1,000名
、

111strumentation

Div.

RedwoodCity,

Calif.
磁気 テ ープな ど 1,000名
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事 業 部 所 在 地 業 務 従業員

Re8earch&

Advanced

Tec㎞010gy,div.

RedwoodCity,

Calif.

電子 ビー ム,テ ユーデ ィ

ング技術,テ ープ伝 送設

計 な どの研究 開発
.

150名

VidiofileInfor-

mationSystems

div.

Sしmyoale,

Cali£

ドクメ ン ト・フ ァイ リン

グお よび情 報検索 シス テ

ムの開発 に従事

300名

以上

子 会 社 所 在 地 業 務 従業員

Mandrel

Industries

Housten,Tex.

測定器 などの生産
1,000名

以 上

こ の ほ か ・ ベ ルギ ー ・ ブ ラ ジノレ・ カ ナ ダ,西 独,ホ ン コ ン,日 本 な ど海 外 に工 場 を持

っ て い る 。

」
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SandersAssociatesInc.

DanielWebsterHighwaySouthNashuaN.H

SandersAssociatesは 社 長 のRoydenC.Sonders;Jr.,の 名 前 を と っ て い る。

Sanders社 長 は,「1969年 に は わ が社 の 売 上 は2億 ドル(720億 円)を 軽 く オ ー バ

ー し て い る だ ろ う 」と言 って い るが ,彼 の 強 気 の 発 言 に は裏 ず け が あ る。 とい うの は,

1964年 か ら68年 に か け て 特 に66年 か らの3年 間 の 実績 は 売 上,利 益 と も鋭 角 度 の

上 昇 ぷ りを示 して い るか ら で あ る。

さ らに,Sanders社 長 は 今 後 この 成長 を一 層 持 続 させ 加 速 させ るた め と して,デ ー タ

通信 市 場 に 重 点 的 に力 を そ そ ぐ と と もに,1970年 代 の 国 防 要 求 に あ うよ うな 新 し い 電

子 シ ス テ ム,具 体 的 に は潜 水 艦,戦 闘 機 用 の 通 信 シ ス テ ムの開 発 に 努 力 す る と述 べ て い

る。

こ うい っ た新 しい シ ス テ ム を開 発 す る た めElectro-Sciences事 業 部 を新 設 した が,

こ こで は上 記 の国 防 シ ス テ ムの ほ か 主 に海 洋 開 発 ・病 癖 シ ス テ ムな ど新境 地 を め ざ して

い る。 ま た68年 に はDiftvaction社 を 買 収,光 学,レ ザ ー シス テ ム お よ び精 密 計 測 器

製 作 能 力 を 手 に 入 れ た 。

SandersAssociatesの 主 な 製 品 は コ ネ ク タ ー,各 種 ス ウ ィ ッチ,リ レ ー,回 路 な ど

の 部 品,通 信 機 器,デ ジ タル ・コ ン ピ ュー タ,コ ン トロー ル装 置,コ ア ー ・メ モ リー,

情 報 検索 シ ス テ ム,デ ー タ ・デ ィス プ レイ な ど で あ る。

Sandersの 組 織 は 次 の よ う に な って い る。

社 長RoydenC.Sanders,Jr,

表gSandersAssociates,ilc.事 業 部

事 業 部 業 務 従 業 員

MashuaN.H. 7028名

Rubar&Ordnancediv. 899名

Manchester,N.H.
回路,測 定器,航 空,制 装置 の生産 および
サ ー ビス

694名

Pluinview,N.Y. 地上通信施設,情 報検索機器 613名

Buffolo,N.Y. 研究開発に従事 45名

Sonobuoydiv. 273名

Bosten.Va. 大 規模 通信 システ ム 126名

子 会 社 業 務 従 業 員

Diffroction 精 密光学 システ ムの設 計 と製作 60名
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ElectronicAssociates,】hc

185MonmouthParkwayWestLongBranch,N.J.

EAIの 営 業 状 況 は,こ こ数 年 間浮 き沈 み の激 しい もの を み せ て い る。 売上 高 は66年

は 約4,600万 ド ル(55億6,000万 円)で あ った もの が,67年 は3 ,700万 ドル(133

億2,000万 円)に 落 ち,1968年 の 実績 は こ こか らは い あ が っ て66年 の 実績 に 近 い

4,400万 ド ル(158億4,000万 円)に た ど りつ い た。 一 方,利 益 の 方 は ,67年 は

170万 ド ル(6億1,200万 円)に 近 い赤 字 を計 上 し た が,68年 は な ん とか24万 ドル

(8,640万 円)ぐ らい の 黒 字 に こ ぎ つ け て い る。

赤 字 脱 出 の 経 過 を 同 社 の ス ポ ー ク ス マ ンは,次 の よ うに 語 って い る。 「これ ま で赤 字

の 主 な原 因 で あ った デ ィ ジ タル ・コン ピ ュー タが 逆 に利 益 を うみ 出 す よ う に な って き た

こ とが 大 き な 経営 の支 え とな って い る。 ま た製 品 の種 類 を 多 く した こ と と,コ ス ト ・コ

ン トロー ル な ど経 営 改 善 が だん だ ん 効 果 を現 わ して き た 。 」

EAIの 今 後 に っ い て は,受 注 残 が これ ま で に な い ほ ど大 きい こ とが 楽 観 的 な 材 料 とな

って い る。 ま たLcoydF.Christianson社 長 は 製 品 を多 様 化 す る こ と と,コ ン ピ ュー

タ ・ビ ジ ネ ス に努 力 を そ そ ぐ こ と に よ つてEAIの 成 長 を 計 る と語 って い る。・具 体 的 に

は近 く製 品 価 格 の ダ ウ ンを全 体 的 に実 施 す る こ と を検 討 中 で あ り,ま た コ ン ピ ュー タ に

つ い て は ハ イ ブ リ ッ ト ・シス テ ム に重 点 を置 く とい う こ とで あ る。

EAIの 主 な 製 品 に は 次 の よ うな ものが あ る。

テ ス トお よ び 計 測 機 器,コ ン トロー ル ・マ シ ン ・レ コー デ ィ ング お よ び デ ス プ レ イ装 置
,

デ ジ タ ル コ ン ピ ュー タ ・ア チ ロ グ ・コ ン ピ ュー タ な ど。

EAIの 組 織 に っ い て は 次 の と お り。

社 長LloydF,Christianson
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子 会 社

OOhnTronics社

紙 テ ー プ 装 置 な どの 生 産 。

OSorban社

カ ー ド ・パ ンチ お よ び カ ー ド ・ リー ダ ー な どの 周 辺 装 置 の 生 産p

な お,カ ナ ダ,.ス イ ス,西 独 な ど に オ フ ィ ス工 場 を持 つ 。、

EAI社,過 去4年 間 の 実 績 は 次 の と お り。

表10ElectronicAssociates,Inc.事 業 部

事 業 部 業 務

ComputerDiv. ア チ ロ グ,ハ イ ブ リ ッ ド㌧ デ ィ ジ タ ル ・コ ン ピ ュ 三 夕,

特 殊 コ ン ピ ュー タ,デ ー タ通 信 機 器 の 生 産

ComputerServicesdiv. 計 算 セ ン タ ー,ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビス,メ ンテ ナ ン

ス,教 育 訓 練 サ ー ビ ス な どの 実 施

Grophics&hlstrument

div.

デ ィ ジ タ ル ・プ ロ ッ ター,分 析 ・測 定 器,ア ナ ロ グ プ

ロ ッタ ー,デ ィ ジ タ ル ・ボ ル ト ・メ ー タ ー の 生 産

輻

,

▼

.
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MohawkDataSciencesCorp

PalisadeStreetHerkimerN.Y.

1968年 の 決 算 で,Mohawkは 前 年 に比 べ て約2倍 近 くの売 上 高 増 を記 録 した 。

(1968年 売 上 高4,450万 ドル(1 、60億2,000万 円)-1967年 売 上 高2,500万 ド

ル(90億 円)な お ・利 益 も・13σ 万 ドル(4億6,800万 円)か ら300万 ドル

(10億8,000万 円)へ と倍 増 の 伸 び を見 せ,68年 は 同 社 に と って ま さ に躍 進 の

年 で あ った とい え よ う。

社 長 のV.E,Johnsonは 好 況 の理 由 を 「デ ー ダ ・レ コー ダが あ った こ と,さ ら に プ

リ ン タ ーの 売 れ ゆ きが 良 か った こ とで あ る 」 と語 って い る。

Mohawkは 大 きな 成 長 力 を持 つ 会 社 と して 注 目 され て お り,主 な 製 品 には 通 信 機 器,

レ コー デ ィ ング お よび デ ィズ プ レ イ装 置,デ ー タ ・レ コ ー ダ な どの 周 辺 機 器 が あ る。

Mohawk社 の 組織 は 次 の とお り。

社 長 .V.E.Johnsbn

従 業 員 約4,000名

表 ゴ1MohawkLI)ata'SciencesCo】rp事 業 部'

事 業 部 業 務

HerkimerN.Y. 主力 工場 で もあ り,販 売 本部 で もあ る。

MDSResearchand
DevelopmentCenter 研 究,開 発

MarkSteelSlamp プ リンターおよび ドラムの生産
ノ

FranklinElectronics 高速 デ ジ タ ル ・プ リン タ ー の生 産

H.M.Stonms 特 殊 リボ ン,プ リ ン タ ー の生 産

子 会 社 業 務

O㎞Tronics
l

紙 テープ装置 な どの生産

Sorban カ ー ド ・パ ン チ お よ び カ ー ド ・ リー ダ ー な ど周 辺 装 置

の 生 産
・
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3MCo.

3MCenterst.Pul.Minn.

磁 気 テ ー プ,ビ デ オ ・テ ー プ,通 信 機 器,測 定 器 な どの メー カ ー と して 有 名 で あ る。

1968年3月 末 決 算 で は 売 上 高 約3億6,790万 ドル(1,3
、24億4,000万 円)を 計 上 し

た が,こ れ は 昨 年 同期 よ り12%の 増 加 で あ る。 ま た利 益 は約3,900万 ドル(140億

4,000万 円)で 昨 年 よ り,10.9%の 増 加 とな って い る。 な お1株 あ た り利 は1968年

で72セ ン トで あ る。

68年,3Mの 好 調 を支 えた の は海 外 む け 輸 出 が伸 び た こ とで あ る とい わ れ て い るが,

68年 の 活 動 で 目立 った こ とは 研 究 開 発 投 資 に力 を入 れ た こ とで1億 ドル(360億 円)

に 近 い 資 金 が つ ぎ こ まれ た と言 わ れ る。 ま た68年 で は グ ラ フ ィ ック ・デ ィス プ レ イに

新 境 地 を 開 拓 し よ う と した こ とが 注 目 され て お り,こ の た め グ ラ フ ィ ッ ク ・シス テ ムズ

事 業 部 を 新 設 し,、 デ ィ ス プ レ イお よ び カ ラー コ ピ ィ ング装 置 の 生 産 に乗 り出 して い る。

3Mの 主 な製 品 は 次 の と お り。

コ ンダ クテ ィ ブ,磁 気 テ ー プ,通 信 機 器,各 税 コ ン ト ロール 装 置.測 定 器,レ コ ー デ

ィ ング お よ び デ ィス プ レイ装 置 。

3Mの 組 織 は 次 の とお り。

会 長HaryHeltzer

表123MCo.事 業 部

事 業 部 業 務

Adhesives.Coating&
Sealersdiv.

Di-ElectronicMaterials&Systemsdiv. テ ー プtubing

Electro-Prod㎏ctsdiv. 電 子部 品,ケ ーブルシステムな どの生 産

Film&AlliedProductsdiv. 各 種 フ ィルム,工 業用 繊維 の生産

MagneticProductsdiv・ ビデオ ・テー プな どの生 産

Micomdiv. マ グ ネ ティック ・サ ウ ン ド・レ コ ー ダ ー,ビ デ オ ・テ
ー プ ・レ コー ダ ー

,エ レク ト ロ ン,ビ ー ム ・レ

コ ー ダ ー な ど の 生 産

子 会 社

AmericanLavaCorp.PrelderElectricalIrslationCo.

販 売 専 門 子 会 社 ミ シシ ッ ピ川 沿 岸14都 市 に オ フ ィ.スを持 つ 。

な お,ア ル ゼ ン チ ン,オ ー ス トラ リ'ア,ブ ラ ジリレ,カ ナダ,コ ロ ン ビア,フ フ ン ス♪

イ タ リー,日 本,メ キ シ コ,西 独 な ど15カ 国 に 工 場 オフ ィ ス を持 つ。

3M社 の 売 上,純 利 益 実 績 は 次 の と お り。
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MemorexCorp.

1180ShulmanAvenue

SantaClara,Calif.

磁 気 テ ー プ,デ ス ク ・パ ッ クな ど周 辺 記 憶 装 置 メー カ ー と して名 高 い 。1964年 か ら

68年12月 末 決 算 にか け て売 上 高,利 益 と も同 社 は 毎 年 倍 増 に近 い伸 びをみせ 安 定 成 長

の 好 ま し い パ タ ー ン,を示 して い.る 。

Memorexは 最 近 サ ン タ ・ク ラ ラの 本 社 近 くに54エ ー カ ーの 土 地 を買 い,新 社 屋 建

設 に と りか か った。 これ は,ImageProductsとPeripheralSystemsCorp.と い う

2つ の 子 会 社 の た め に建 設 され て い る もの で あ る。

Memorexの 主 な製 品 は 磁 気 テ ー プ,デ ィ ス ク ・パ ッ クな ど周 辺 メモ リー とデ ィ ジタ

ル ・コ ン ピ ュー タ,レ コ ーデ ィング お よ び デ ィス プ レ イ装 置 で あ る。

Memorexの 組 織 は 次 の とお り。

社 長LaurenceL.Spitters

、d

●

表13MemorexCo】 中.の 事 業 部

事 業 部 業 務 従 業 員

MemorexCorp.

SUPPliesdiv.
磁 気 テ ー プ計 測 器,TVレ コ ー ダー,マ

グ ネ テ ィ ッ ク ・デ ィス ク,レ コ ー デ ィ ング ・

テ.一 プ な ど を 生 産

1,483名

ComdataCo]叩. 精 密 金 属 お よ び プ ラス テ ィ ック ・リー ル

お よ び コ ン テ ナ製 造

130名

子 会 社 業 務 従 業 員

ImageProdμcts,Corp. COM装 置 の研究,開 発 42名

PeripheralSystemsCorp. マ グ ネ テ ィ ック ・デ ィ ス ク ・レ コー デ ィ

ング装 置 の生 産

236名

SubstrateCorp. ア ル ミ ニ ュ ウ ム ・サ ブ ス ト レ イ ト ・デ ィ

,
,㌔写、

ズ ク装置 の生 産 ,

45名

.
・

■

MemoreX社 の1964年 か ら1968年 にかけ ての営 業 成績 は次 の とお りで あ る。
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2.6コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業

2.6.1概 況

コ ン ピ ュー タ を使 った さ ま ざ まな サ ー ビス が,今 日,ア メ リカ で 雨 後 の タ ケ ノ コ の よ

うに 芽 を出 し て い る。

と りわ け ・ タfム ・シ ・7リ ン グ ・ ソ フ ・ウ エ ア ・サ ーrス 川 が 一ジ ・'ンゴ ー

ビス,サ ー ビス ・ビュウロウ,株 式情報 な ど各 種情報 提供 サー ビス とい?た ものにっ い

ては,ほ とん どが ほんの数年 まえに登場 したばか りであ りなが ら,成 長速 度 は年 間25

%の ハ イペー スで,1968年 に は全 体 で20億 ドル(7,200億 円)の 売上 げ を記録

した 。業界筋 では こ うい ったサ ー ビスは今後10年 間 でハー ドウエアが これ まで20年

かか って積 み あげた売 上 げ高 を達成 して しま うだろ うと期 待 してい る。

事 実,こ うした ビジネ スに対 す る需要 は限 りな くあ り,た と えば加速 的に ふ くれ あが

る情報 の洪水 はタ イム シェア リング ・サ ービスの力 を ますます必要 とす るで あろ うし,

雛 麟 システ ムの よ うにだん ぽ 離{rな つ9ゆ ・く.コ.ンピ ・一夕利用 のた めに は高 い .

能 力 を持 った ソ フ トウ エ ア会社 や,シ ン ク ・タ ン ク(頭 脳 集 団)o)ア シ ス トが 要 求 さ れ

る よ うに な って い る。

この 業 界 の 特 色 は ア イデ ア を生 か して 企 業化 す る こ と で あ り,チ ケ ッ ト ・リザ ベ ー シ

・ン,ク レ ジ ッ ト ・チ ェ ック ・サ ー ビス な どは 良 い例 で あ る。 ま たIBMな ど ハ ー ド ・

ウ エ ア ・マ ー ケ ッ トで70%近 く の シ ェ アを押 え ℃ い る会 社 が この マ ー ケ ッ トで は,た

か が10%で しか な い と い うの が 面 白 い 。

一 方 ⑳ この 業 界 で意 外 に 巾 を きか して い るの は 専 門 サ ー ビス 会社 の ほか 銀 行 とか コ ン

グ ロマ リ ッ トと い っアこ大 口 ユ ーザ ー で あ るが,大 体 は 群 小 の会 社 で 構 成 され,そ れ だ け

に,ア ワつ ぶ の よ うに,出 る の も激 しい が 消 え るの も早 い。

先 に あ げ た サ ー ビス は,ど れ を と って も有 望 株 と目 され て い るが,こ 、こで 個 々.の ビ ジ

ネ ス に っ い て どの く ら い の マ ーケ ッ ト ・サ イズ が あ るの か を見 て み よ う。

○ 計 算 サ ー ビス ・セ ン タ ー

普 通,サ ー ビ ス ・ビ ュウ ロ ウ とい わ れ る この セ ン タ ー は,1968年 の 売 上 は約

10億 ドル(3,600億 円)と み られ て い る。 年 間 成 長 率25%(ADAPSO調 べ)。
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○ ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビス

1968年 売 上 高7億 ドル(2,520億 円),こ の う ちに は コ ンサ ル タ ン トお よ び

委 託 計 算 業 務 の た め の 計 算 機 使 用 料 金 が 含 まれ て い る。

○ タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビ ス

1968年 売 上 高 は9,000万 ドル(324億 円),1969年 に は 倍 増 が 予 定

(ア ウ エ ルバ ッハ社 調 べ)。

○ 銀 行 が お こな って い るユ ーザ ー む け,コ ン ビ。ユー タ サ ー ビ ス

1968年1,000万 ドル(36億 円),給 与 計 算,各 種 会 計 処 理 な どが 含 まれ る

が,ADAPSOが 営 業 妨 害 だ と して地 方 裁 に 訴 え て い る 。

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス 産 業 の繁 栄 と メ ー カ ー の 動 き タ イ ム シ ェア リン グや オ ン ラ

イ ン ・コ ミニ ケ ー シ ・ン ・サ ー ビ スが 盛 ん に な るに っ れ,メ ー カー に 思 わ ぬ 影 響 が 出 て

き た 。 そ れ は,大 型 の シ ス テ ムを注 文 して い た ユ ー ザ ーが,リ モ ー ト ・コ ン ビ。ユー テ ィ

ング ・サ ー ビ ス を利 用 して 充 分 に 仕 事 が で き る こ とが わ か る と,と たん に キ ャン セ ル し

て く る こ とで あ る。

こん な こ とか ら メ ー カ ー は タ イ ム シ ェ ア リ ン グ用 シ ス テ ム と コ ミニ ケ ー シ ョン用 シ ス

テ ム を タ ーゲ ッ トして コ ミニ ケ ー シ ョ ンズ ・コ ン トロー ラ ーや,タ ー ミナ ル用 小 型 コ ン

ピ ュー タ に力 を入 れ ば じめ てい る。

また,メ ー カ ー 自身 こ の 種 の サ ー ビス ・ビ ジ ネ スに の り出 し て お り,昨 年 の各 社 の 実

績 は 次 の とお りで あ る。

○ 】〔BM(子 会 社SBC)

SBCを 通 じ て昨 年IBMは8,500万 ド ル(306億 円)か ら9,000万 ド～レ

(324億 円)の サ ー ビ ス し た も の と み られ てい る。

○'GE

1968年 タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・サ ー ビ ス2,800万 ドル(108億 円)

OUNrVAC

現 在28ヵ 所 で,サ ー ビス ・セ ン タ ー を運 営 し,ゆ くゆ くは 全 部 リモ ー ト ・コ ン ピ

ュー テ ィン グ ・サ ー ビス とす る予 定 。

ONCR

現 在 運 営 す る セ ン タ ー の数 は69。 銀 行 会 計 業 務 を主 に サ ー ビ ス 。'

OCDC

CE】=Rを 吸 収 ・ この 分 野 に 力 を 入 れ て い る。 大 型 コ ン ピ ュー タ6600を 使 って全
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国 組 織 の ネ ッ ト ワー ク を建 設 中 。

OHoneywel1

タ イ ム ・シ ェア リン グお よ び情 報 提 供 サ ー ビス に意 欲 を見 せ て い る。 こ こ2年 以 内

に12ヵ 所 の セ ン タ ー を設 置 す る予 定 。 さ きご ろ ア ウ エ ル バ ッハ 社 と合 併 して特 定 の

業界 に 対 す る情 報 提 供 サ ー ビ ス をは じめ る こと に す る と発 表 し た が,ま だ 実 現 に 到 っ

て は い な い 。

OXDS

タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー で は しに ぜ で,さ き ご ろXerox

社 と 合 併 し た 。 現在 情 報 提 供 サ ー ビス, 、教 育 サ ー ビス に 大 きな 計 画 を持 つ と伝 え られ

て い る 。

ORCA

従 来 か らの タ イム シ ェア リン グ ・サ ー ビス に続 い て1,100万 ドル(36億6,000

万 円)を 投 下 し て ニ ュー ヨ ー ク に 新 セ ン タ ー開 設

OBurroughs

タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス に 手 を染 め るとい っ た話 は い ま の と こ ろ 出 て いな

い 。 しか しバ ロ ー スの コ ン ピ ュー タは そ の力 が 充 分 に あ る。

あ らゆ る 業 種 が コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 産 業 へ こ こ2,3年,さ ま ざ ま な 業 界 か ら

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス事 業 に の り出 す 会 社 が 目立 って き て い る。 この 業 界 の 最 大 の特

色 は,あ らゆ る産 業 が,ソ フ トウエ ア と か,タ イ ム ・シ ェア リン グ お よ び各 種 情 報 提 供

サ ー ビス な どに 乗 り出 す 可 能 性 の あ るこ と で あ ろ う。

こ うい った会 社 は,銀 行,航 空 機 メー カ ー,食 品 会社 な どほ とん ど全 業種 に わ た って

お り,こ れ までEDP・ サ ー ビス と は ま った く無 関 係 な 分 野 で 活 躍 し て い た もの が 多 い 。

しか し大 規模 な シ ステ ム を運 営 し,コ ン ピ ュー タ利 用 で は深 い経 験 を 持 っ て い るた め,

駆 け 出 しの ソ フ トウエ ア会 社 よ りは るか に 高 度 な能 力 を持 って い る。 これ らの ほ とん ど

が コ ン ピ ュー タ利 用 で は 業 界 の草 わ け とい った と こ ろ で,こ れ まで 延 々 と蓄 積 し て きた

ソ フ トウ エ ア能 力 を外 部 に 売 り出 そ うと して い る 。

各 業種 ご と に主 な と ころ を ひ ろ って み る と表15の よ うに な る。

この ほ か 出 版,鉄 道,各 種 卸 売 業 者 な ど,ま た 表15に あ げ た業 種 に も著 名 な と こ ろが

ほ か に い くつ か あ り,そ の 総 数 は は っ き り しな い が,ど こにで もソ フ トウ エ ア は売 れ る し,

逆 に ど こで も需 要 が あ る と い う こ と を証 明 し て い る もの で あ る 。
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表14業 種別の主な会社名

業 種 会 社 名

航 空 機 McDomellDouglas社

保 険 業 Travelers社

繊 維i TextileMa皿factureBurlingtonIndustry社

食 品 Pillisbary社

化 学 LevevBros社

製 紙 Wyomissing社

コ ン グ ロ マ リ ッ ト Tracor社

Litton血dust]写 社
■

オ ン ライ ン ・サー ビ ス この 業 界 で は タ イム ・シ ェ ア リン グ,各 種 情 報 提 供 サ ー ビス

な どオンライン ・サ ー ビ スが1つ の 主 流 を な し てい るが,こ うい った ビ ジ ネ ス の現 状 と問

題 点 に っ き,以 下,述 べ る こ とに す る。

オ ン ラ イ ン ・サー ビ ス と ソ フ トウ エ ア 会 社 従 来,ソ フ トウエ ア専 門 会社 が 本 来 の ソ

フ トウ エ ア ・サ ー ビ スの ほ か に計 算 セ ン タ ー,EDPス ク ール の 運 営 な ど を行 な って い

る こ とは 周 知 の と お りで あ るが,最 近 で は オ ン ライ ン'コ ン ピ ュー テ ィ ング ・サ ー ビス

に の り出 して来 て い るの が 目立 って い る。UCC(UniversityColnputerCorp.),

,CSC(ComputerSciencesCorp.),ADP(AutomatiaDataProcessing)な ど は の

きな み に新 設 拡 張 計画 を発 零 し てい る。
.た とえ ば は1968年5,000万 ドル

(180億 円)の 売 上 高 を計 上 して い るが,こ の 年 間 売 上 高 と同 じ だ けの 金 額 を投 下 し

て全 国20カ 所 を 結 ぶ タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・ネ ッ トワー ク を建 設 す る こ とに な っ た。

ま た変 わ った とこ ろ で は 半 自動 地 上 迎 撃 システ ム(SAGE)の ソ フ トウ エ ア開発 で 名 高 い

SCD(ScientifieDevelopmentCorp.)は 政 府 機 関 む け に タ イ ム ・シ ェア リン グ ・サ

ー ビ ス を行 な って い る
。

問 題 とな る 通 信 会 社 の コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビ ス ・ コ ン ピ ュー タを 通信 回 線 で結 び つ け

て,だ れ で もま た ど こか ら で も コ ン ピ ュー タ ・サ ー ゼ ス を受 け られ る とい う コ ン ピ ュー

タ ・ユ ー テ ィ リ ィテ イに つ い て は,水 道,電 気1ガ ス な み に ひ ろが る この サ ー ビス事 業

を誰 が押 え るか と い う こ とが 現 在,話 題 とな って い る。

これ に は や は り通 信 回 線 を握 って い る通 信 会社 が 有 利 で あ ろ うが,コ ンピ ュー タ ・メ

ーカ ーな どが 強 い 抵 抗 を示 し
,連 邦 通 信 委 員 会(ECC)で は 通 信 会 社 の コ ン ピ ュー タ ・

サ ー ビ ス運 営 の 是 否 を検 討 中 で あ る。
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し か し,実 際 に はFCOの 決 定 を また ず,AT&Tを 除 く大 手 通 信 会 社 は 自社 の通 信

回 線 を 利 用 して どん どん オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス を行 な って い る の が 現 状 で あ る。

こ の う ち主 な と こ ろ の活 動 状 況 と して は

OGT&E(Genera1Telephone&Electronics)社

同 社 は子 会 社GT&EDataSerVice社 に よ って 銀 行 病 院,学 校 む け の サ ー ビ ス

を ね ら って 全 国50ヵ 所 を結 ぶ コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ・ワー ク を建 設 中 で あ り,現 在

4っ の セ ン タ ーが稼 動 して い る。

OUnitedUtilitie社

同 社 は,子 会 社UnitedComputingSystems社 を 設 立,全 国 組 織 の ネ ッ ト?一 ク

を 計 画,と りあ えず カ ンサ ス 市 に8台 のCDC6000シ リ ーズ を 入れ る準 備 を し て

い る。

OW.U(WesternUnionTelegraphCo.)

現 在,メ ッセ ー ジ,コ ン ピ ュ一 夕 イ ン グ ・サ ー ビス と し てSICOM,INFOCOM

と い うサ ー ビス を実 施 し て い る ほか フ ラ ン チ ャイズ 制 の デ ー タ ・セ ン ター を設 立 す る

計 画 で あ る。 ま たWUは69年9月,テ レプ ロセ ッ・シ ング ・ビジ ネ ス の た め に1970

年 ま で に 総額5億 ドル(1,800億 円)の コ ン ピ ュー タ投 資 をす る と発 表 した 。

2.6.2計 算 セ ンタ ー

現 在,ア メ リカ では 約870社 の 計 算 セ

ン タ ー が あ り,そ の 支 社1,400社 を 含 め

る と稼 動 計 算 セ ン タ ー の 数 は2,270社 に

お よ び,こ れ を昨 年 の800社(支 社1,2

00)と 比 べ る と約1割 以 上 の 増 加 と な る 。

(ADAPSO調 べ)

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
19661967 19681969

図41計 算 セ ンター本社 および支社数
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DSN(DataSystemsNews)で は この うち,169社 に つ い て 調 査 し たが,こ れ に よ

る と ソ フ トウ エ ア専 門 会 社 の経 営 す るバ ッチ処 理 計 算 セ ン タ ー は8%増 加 し た 。 一 方,

計 算 セ ン タ ーの タ イ ム ・シ ェア リン グ'サ ー ビス 経 営 は減 少 し て お り,利 益 は 大 体100

万 ドルか ら600万 ドル の 中 間 ぐら いで,こ れ まで で 最 も大 きな伸 び を示 し て い る。

計 算 サ ー ビ ス事 業 の マ ー ケ ヅ ト ・サ イ ズ は1969年 は15億 ドル(5,400億 円)

に 達 した 。 な お 昨年 は11億 ド ル(3,960億 円)で あ った。1966年 以 降 の推 移 は

次 の と お りで あ る。

%(回 答 数169社)(単位
100万 ドル)100

1,500

1,400

1200

1,000

800

600

500

1966196719681969

図42計 算 セ ン ター総 売 上 高

80

60

40

20

O

ABC

A-100万 ドル

B-100万 ドル 以 上600万 ドル 未 満

C-600万 ドル 以 上

図43計 算 セ ン タ ー売 上 高 別 分 類

計 算 セ ン ター を売 上 高 を規 模 別 に と ら え て み る と,年 間600万 ド ル(21億6,000

万 円)以 上 を売 りあ げ る ビ ッ グセ ン タ ーは1969年 で は全 体 の7%,100万 ドル

(3億6,000万 円)か ら600万 ドル ま での サ イズ の 会 社 は28%,100万 ドル 以

下 が65%ど な って い る。

これ を昨 年 と比 較 す れ ば

表15計 算 セ ン タ ー の 規模 別 売 上 高
亀

1968 1969

A 62% 65%

B 26% 28%

C 12% 7%
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とな ってお り,ビ ッグ ・セ ン ターの割 り合 いが減少,底 辺の100万 ドル以下 は増加 し

て い る。 これ は新 規参入企 業数 が急 に ふえた ことに よ る もの であ ろ う。

表16計 算 セ ンター関係 の人員数(計 約7万 人)表17要 員 の供給

プ ロ グ ラ マ ー 22%(昨 年 と同率)

シ ス テ ム ・ア ナ リスト 18%(〃 よ り7%]ゴ 曽)

オ ペ レ レ タ ー 34%

セ ー ル ス マ ン 5%

秘 書 ・アシスタント 12%

経 営 ス タ ッ フ 9%

コ ネ 34%

職業紹介機 関 29%

広 告 28%

新 規 大 学 卒 8%

テスト・競 技会参
加者 の ひ き抜 き

1%

要員訓 練 につ いては67%が 社 内教育 に た よ ってお り,な ん らか の形 で社 外 の教育機

関 を利用 す る ものが41%と な ってい る。

計算 セ ン ターはバ ッチ ・プ ロセ ス だけで な く ソフ トウエ ア,タ イム ・シ ェア リングな

ど各 種 のサ ー ビスを行 な ってい るが,こ うい った種類 の ビジ ネスに どの くらいの 会社が

手 を染 め てい るの だろ うか 。

表18計 算 セ ン ター のサ ー ビスの種類

サ ー ビ ス の 種 類 1968' 1969

ブ ロ ッ ク ・タ イ ム サ ー ビ ス 77% 86%

ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビス

(ソ フ トウエ ア作 成 請 負 い)9
84% 92%

タ イ ム ・ シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス 27% 25%

次 に,計 算 セ ン タ ー は どの メ ー カ ー の コ ン ピ ュ ー タ を多 く使 って い るか をな が め て み る 。

表19計 算 セ ン タ ーの 導 入 し て い る メー カ ー別 コ ン ピ ュー タ

メ ー カ ー 1968年 1969年 メ ー カ ー
.

1968年 1969年

.

rBM 55% 58% NCR 5%

Burroughs 1% 8% DDC 4%

Honeywell 11% GE 1.5%

Univac 4% DEC 3%
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また,米 国計算 セ ンターの数 を州別に示 す と次 ペ ー ジの ようにな る。

■

/

図44米 国 州別 計算 セ ンタ ー数

2.6.3タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス

商 用 タ イ ム シ ェア リ ング ・サ ー ビス の 第1号 は 今 か ら6年 前 の1963年,現 在 の

Keydata社 の 前 身AclamsAssociatesを も って 鳴 矢 ζす る。.

そ れ 以 後,今 日 まで の サ ー ビ ス会 社 の 増 加 ぶ り,マ ーケ ッ トの拡 大 ぶ りは"ド ル 箱 ビ

ズ ネ ス"と 呼 ぶ に ふ さ わ しい ものが あ る。

輻
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/タ イムシ・アリガ ・
/サ ービス会 社

設 立総 数

1965年 1966年

各年 度 の タイムシェア

リング ・サービス 会社

設 立数

1967年 1968年

図45タ イム シ ェ ア リング会社 設立 の経 緯(Auerbach社 調 べ)

"

●

こ の ほか1968年 末 か ら69年 に か け て,こ の マ'一 ケ ッ トに エ ン ト リー し よ う と して

い る会 社 に は 次 の よ うな と こ ろ が あ る。ComputerInformationProcessingCo.,

ComputerSciencesCo .,E.L.ICo.,ComputerTimeSharingCo.,Greyhound

ComputingCo・ ・RemoteComputingCo・ ・Time-ShareCo.,WestinghouseCo・

会社数 の増 加 に したが って売 上 げに表 わ され るマ ーケ ッ トは 大 き くな って くる。図43・

お よび図44は 商 用 タ イム シ ェ ア リング ・コン ピ ュー タ設置 台 数 の推 移 であ るが,い ず

れ も67年 後 半か ら68年 にかけて 急 上 昇 して お り,会 社設 立 の トレン ドと一 致 して い る。
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図46TSS用 コ ン ヒ.ユ 一 夕の 設 置 状 況
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図47タ ー ミナル設置 台数 の推移

また,マ ー ケ ッ ト ・サ イ ズ(売 上 高)に っ い て は,1968年7,000万 ドル(

252億 円)∴1968年1億4,000万 ドル(504億 円)(予 想)だ が,こ の ビ

ジネ スが3年 そ こそ こで,技 術 開 発 もサ ー ビス方 式 も流 動 的 で あ る こ と,ま た市 場 が 予

想 以 上 の 爆 発 的 な 伸 び を示 して い る こ とか ら,単 純 な 予 測 手 法 で は 測 れ ぬ と しな が ら も

1975年 ま で に
、は10億 ドル(3,700億 円)の マ ー ケ ッ ト ・サ イズ を記 録 す る こ と

に な る だ ろ う。(Auerbach調 べ)

こ の マ ー ケ ッ トの 競 争 構 造 は 図 に み る と明 らか な ご と くGEが40%で 圧 倒 的 強 さ を

誇 り,SBC(IBMの 子 会 社)19%に っ つ い て,独 立 タ イ ム シ ェア専 門 会 社 の
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Call-A-Computerが7%と 顔 を出 してい る。GEは 国内,海 外 と も巨大 な タイム シ ェ

ア リング投資 を敢 行 して お り,こ の地位 は容 易に崩 れ ることはな い とみ られてい るが,

シ ンク ・タン ク(頭 脳 集団)のSDCやCDCな ど実力 の あ るところが どん どん エ ン ト

リー して くるため この 業界 の将 来 の競 争構造 は ち ょっと予想がつ かな い。

Allen-

BabCock
General

Electric

40%

図48商 用 タ イム シ ェア リング市場 の勢力 分布

タイム シ ェア リング ・サ ー ビス各 社の代表 マーケ ット戦略 は次 のよ うな ものであ る。

(D宣 伝

コン ピュー タ ・サ ー ビス業界 に おけ る企 業の広告 ・宣伝 方法 は新聞発表 お よび適 当

な有 料広告 を用 い ることによ って確立 され る。

(2)マ ネ ージ メン ト・セ ミナー

有望な顧 客 の興 味 は マネー ジメ ン ト ・セ ミナーや普 通に行 なわれ る展示 会で引 きお

こされ る。時 と してセ ミナーや展示 会は特別な産 業 や関連す る応 用分野に 限定 して

(例 えば,銀 行 業務,製 造,あ るいは教 育等)行 な われ る。

(3)ダ イレク トメール によ るキ ャンペ ーン

ダ イ レク ト ・メール に よるキ ャンペ ー ンは通常,マ ーケ ッテ ィング を行 な う第1に

取 り上げ られ る着手 として使わ れ る。 これ らは特 定 の地 域 を対 象 とす る最初のPRと

して と くに役立 っ こ とがわか った。
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(4)直 接 セ ール ス活動

直接 セール ス活動 には バ ラエテ ィに とんだ活動が み られ る。潜在 的 な顧客 を開発 す

るには間接 的な勧誘 が一般的 に用 い られ,通 常 担 当員 に よる訪問 セ ール スの予 備 的活

動 と して電話 に よ る勧 誘 が用 い られ る。新 しいサー ビス業務 が開発 され るのは参考 資

料 を提供 した り,顧 客 の質 問に答 えた りして い る間に ヒン トを得 るのが圧倒 的に 多い。

(5)デ モ ス トレー シ ョン

な まのデ モス トレー シ ・ンは セ ールス活動 において重要な役割 りを果す 。電 話線 の

あ ると.ころな らどこで も使 え る音響 結合装置(ア クー ステ ィ ック ・カプ ラー)の 付 い

て いるポー タブル ・ター ミナル を用 い てユ ーザ ーの現地 で行 なわれ るデ モ ンス トレー

シ ・ンは タイム シェア リング ・サ ー'ビスを セール スす る ときには効果 のあ る方 法 であ

る。

(6)無 料 の試用

ポー タブル ・ター ミナ ルを用 いて無料 で使 用 して もらってみ る ことは そ うめ ず らし

い ことではない。 とくに小規模 の タイ ムシ ェア リング業者 の場 合に は。(し か しなが

ら,大 部 分の試 行者 はか え って意欲 を失 な うと申立 てて い る。)

(7)顧 客 に対 す るサー ビス(支 援 サ ー ビス)

マーケ ッテ ィングの重要な 要素 は顧客 に対 する技術 的 な支援 活動 であ る。有力 タイ

ムシ ェア リング ・サ ー ビス会社 で の一 般 的傾 向 はセ ール ス マンそれ ぞれ1名 の技 術サ

ポ ータをっけ るとい うや り方 をと って い る。

(8)顧 客へ の訓練 サー ビス

ユーザ ーへ の訓練 コースは マーケ ッテ ィングの中で 重要な 役割 りを占め る。 内容 は

だいた い プログラ ミング言語 に 関す る ものが中心 で(BASICの 場 合4時 間授 業)こ

れに訓練用 のユ ーザ ーズ ・マニ ュアルがつ く。

タ イムシ ェア リング ・ビジネスは若い 産業 だけに マーケ ット戦略 とい って も決 して

形に はま った もので はな い。 しか しエ ン トリーに際 しては最小 限必 要な条 件 と して,

Auerbachは 次 の ものを挙 げ てい る。

○ タ イムシ ェア リング ・システム ーGE-420タ イム シ ェア リン グ ・シス テム月額 レ

ンタル料17,000ド ル(612万 円)シ ステ

ム構 成 はGE-425CPUDATANET-30通 信制

御 用 コンピ ュータ磁気 デ ィスク,メ モ リー

(2000万 字)30の ター ミナル操作可能 。
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○ ス タ ッ フ ー 人 員 構 成 は10名(ジ ェネ ラル ・マネ7ジ ㌣ 一,マ ー ケ ッテ ィ

ング ・マ ネ ー ジ ャー,セ ー ル ス お よび カ ス トマ ー エ ン ジ ニ ア

(2名),オ ペ レ イ タ ー,プ 膓 グ ラマ ー( .2名)事 務 要 員2名)

、 人 件 費 平 均12・000ド ル'1 .1.

○ 建 物,通 信 費 な ど諸 経 費 一35,000ド ル

○ 本 シ ス テ ムの 能 力 は30ボ ー まで で あ るた め,100, ,の タ=1ナ ル を全 負 荷 状 態 で

もて る。 各 タ ー ミナ ル か らの収 入 を平 均 月額550ド ル(198,000円)と す る と理 論

的に はタ ー ミナル数 が全能力 の%し か負 荷 されな くて も回収 で き る。.

こ うい った条件 を備 えた後,注 意深 くタイ ムシ ェア リン グ ・サ ー ビスの商 品化計画 に

と りか か る ことにな る。た とえばBB&N(Boltbelanecand-NeWman)社 は建築協会 む

けに技 術計算 プログラ ムを タ イムシ ェアで売 り込んでお り.こ'う した ユーザ ーの的 を し

・ぼ ったや り方 は注 目 され る ところ であ る。){. .

ニ ューカ マーが市場 戦略 で苦 労す るのはあ た りまえの ことであ るヵ≦,大 手企 業の方 も

あれ これ と打つ手 を考 えて い る。 ユ ーザ ーの的 をしぼ るとい う点 で はPNIVACがZ.ド

ウ酒 の卸 売組合 を対 象に在庫 管理,会 計処 理 な どタイムシ ェア リング.2サ ー ビスをはじ

め たが,一 方ITTデ ータ ・サ ービス はCOBOL言 語に よ る財 務 デ ータ処 理 サ ービス{1

の り出 し ク レジ ット組 合な どをユーザ ーに全 国 ネ ットの建設に乗 り出 してい る。 その

他CDCのCYBANETは 小売 業者 を対象 とす る ものであ り,こ うい ったや り方 は.

3,400ヲ ドルの拡 張投 資 を し,国 内 ばか りで な く海外17ケ 国に69年 末 までに75

の シス テ・'、・サー ビス を持 ち商用 か ら科 学技術 計算 にい た るサ ー ビス をしよ う とい う

GEと の全面 競争 を避 け,特 定 マー ケ ッ トの開発 をね らった もの とい え る。

表20タ イ ム シ ェア リン グ用 と して 使 用 され て い る コ ン ビ。ユー タ

GE-265

'
42%

SDS←940 14%

、、

工BM360シ リー ス 13%

工BM7044 7%

GE-635シ リ ー ズ 4%

GE-420 遙%

B5500 4%

CDC2300,6400UNIVAC491 8%
|
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ユ ー ザ ー の立 場 か らみ た タ イ ム シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ム に つ い てDATAMATION

で は タ イ ム シ ェア ・サ ー ビ ス もし くは シ ス テ ム を使 用 して い るユ ーザ ー に は ど うい った

と こ ろが あ り,ど うい った 問 題 を抱 え て い るか を ユ ー ザ ー の観 点 か ら調 査 した 。 ア ンケ

ー トは各 分 野 の 産 業 界
,政 府 機 関 を対 象 に発 送 され た が,調 査 の ね らい は次 の5点 で あ

る。

(1)ど う い った 産 業 も し く は機 関 が タ イ ム シ ェ ア リ ング ・サ ー ビス で大 きな ユ ー ザ ー と

な って い るか 。

② タ イ ム シ ェア リン グ で は ど うい った 種 類 の アプ リケ ー シ ・ンが 多 いか 。

(3)タ イ ムシ ェ ア リン グ で の言 語 と して 何 が 多 く使 わ れ て い るか 。

(4)イ ン ハ ウ ス(社 内)で の タ イ ム シ ェ ア リン グ利 用 状 況 は ど うか 。

⑤ タ イ ム シ ェア リン グ ・シス テ ムの 普 及 レベ ル は どの 程 度 の ものか 。 これ を料 金 額,

使 用 タ ー ミナ ル台 数,タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス 業 者 の数 な ど に み る。

この 質 問 表 は3,780ヵ 所 の コ ン ビ。ユ一 夕部 門 の責 任 者 に送 られ,1,534通 の 回 答

が 寄 せ られ た 。 この うち497通,32.5%が タ イ ム シ ェ ア リン グ ・ユ ーザ ー で,残 り

1,037通,67.5%が タ イ ム シ ェ ア リ ン グ を利 用 せ ず,普 通 の バ ッチ ・シ ス テ ムか 計

算 セ ン ター の サ ー ビス を 利 用 して い る こ とが 分 った 。 さ て 調 査 の 分 析 作 業 は497通 に

つ い て集 中 され る こ とに な った が,こ の うち79ヵ 所,16%は 外 部 の タ イ ム シ ェ ア ・

サ ー ビス を利 用 せ ず,内 部 に設 備 を持 って い る。 しか し,71ヵ 所 は足 りな い分 を外 部

の タ イ ム シ ェア リン グ ・サ ー ビス で 補 な っ て い る。

さ て69.7%の ユ ー ザ ー は全 部 を外 部 の サ ー ビ ス会 社 に 依 存 し て お り,前 記 の 不 足 分

を外 に 求 め て い る分 を加 え る と,実 に84%が 外 部 の サ ー ビ ス会 社 を利 用 して い る こ と

に な る。

タ イ ム シ ェ ア リン グ ・ユ ー ザ ー の ラ ン ク どん な産 業 が タ イ ム シ ェ ア リン グの 大 きな

ユ ーザ ー で あ る の か 。 図46を み る とわ か る とお り,宇 宙 産 業 が 一 番 多 く,石 油,電 子

と続 くが,こ れ らは い ず れ も コ ン ビ。ユ一 夕の 大 口 ユ ー ザ ー で あ る。 こ うい った ピ ック ・

ユ ー ザ ー で タ イ ム シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ムの利 用 率 が 高 い の は,高 度 な ソ フ トウ エ ア能

力 を持 って い るか ら で あ ろ う。
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産 業 別%01020304050
、6070

宇 宙69.5

石 油62.0

電 子59.5

教 育52.0

化 学51.5

通 信50.O

建 設44.5

公 益 事 業44.0

金 属41.5

コン叶ナソじティンク"40.5

各 種 製 造 業39.0

運 輸333

鉱 業33.0

政 府29.0

医 療2&5

サ ー ビス 業26.6.

金 融25.0

食 品 飲 料13.8

出 版100

そ の 他2.3

図49タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ シ ス テ ム の ピ ッ ク ・ユ ー ザ ー

,

■

タイ ムシェア リング ・シ ステム の アプ リケー シ ョン どんな業務 で タ イム シ ェア リン

グが使 われて いるのだ ろ うか。 ほ とん どのユ ーザ ーが2件 か ら4件 の アプ リケー シ。ン

を報告 してい るが,寄 せ られ た 回答 に よ ると数学計算 が圧倒 的に多 い。数 学 計算は医療,

食品,金 融,教 育 の各 分野 をの ぞ いてほ とん どすべ て の産業 で タイム シ ェア リング ・ア

プ リケ ー シ。ンの対象 とな ってい る。統計 は医療,食 品,化 学 の各 分野 に多 く,財 務 計

算 は もち ろん金融 機関 の アプ リケ ーシ ・ンで あ る。(図47参 照)
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図50タ イ ム シ ェア リン グ ・シス テ"ムの ア プ リケ ー シ 。 ン

な お科 学 技 術,ビ ジ ネ ス統 計 の 主 な ア プ リケ ー シ ・ン ・プ ログ ラ ムに は 次 の よ うな も

の が あ る。

・ 回 路 網 解 析
.

・ 複 合 波 形 の 解 析
ノ 》

・ 電 気 炉 波 器 の 設 計

'ア ン テ ナ 設 計
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・ デ ィ ジタ ル ・シ ス テ ム の 論理 設 計

・ 状 態 変 数 の解 析 お よ び組 合 せ解 析

'機 械 設 計

・ レ ン ズ 設 計

・ 材 質 の 解 析

・ 冶 金 学 上 の 調 査

・ 化 学 処 理 過 程 の シ ミ
ュ レー シ ・ン

・ 流 体 シ ステ ムの 模 型 化

・ カ ッ ト ・ア ン ド ・フ ィル計 算

・ 応 力 解 析

・ 地 震 解 析

・ 原 子 力 研 究

・ 実 験 デ ー タの 集 約

・ 投 資 目録 解 析

・ 投 資 計 画 に お け る還 付

・ 資本 計 画 策 定

・ 財 政 比 計 算

・ 損 益 分 岐 点解 析

・ 在 庫 解 析

・ リ ー ス 計 算

・ 市 場 予 測

・ 経 営 ゲ ー ム

・ 保 険 統 計 研 究

・ リニ ァ ー ・プ ログ ラ ミン グ

・ 多 重 回 路 解 析

・ 相 関係 数 解 析

・ 分 散 図 の プ ロ ッ ト

・ 変 動 解 析

言 語 タ イ ム シ ェ ア リング で 一番 多 く使 わ れ て い る言 語 はFORTRANで,351

ヵ 所,39.6%の ユ ー ザ ー が い る。 これ に次 い で はBASICの276件 ,31%で あ る

が,そ の他 に はCOBOL68件,7.6%

-103一



CAL,JOSS,QUIKTRAN,TELCOMP,OSCAR,

BRUNIN,CAMP,GRAPH,LYRC,MUMS,RUSHな ど が あ る。(表22参 照)

表21タ イ ム シ ェ ア リン グ で使 わ れ て い る言 語

言 三五
口 口ロ 回 答 数 %

ALGOL 25 2.8

BASIC 276 31.0

COBOL 68 7.6

FORTRAN 351 39.6

1・L/1 62 7.0'

OTHER 110 12.0

892 100.0

■

■

タイム シェア リ ング ・システムの社 内利用 社 内 で タ イムシ ェア リング ・システ ムを

持 ってい るか もし くは設置 を計 画中 の と ころは497ヵ 所 の うち187ヵ 所 で,こ れは

全体 の38%に あた る。一 方 この うち15社 は将来利用 を計 画中 であ るが,い っ導 入す

るかは 未定 とな ってい る。

表23を み ると,こ れか ら導入 しよ う とい うユ ーザー はすでに大手 タ イム シェア リン

グ ・ユーザ ーで もあ る。 しか し この中 で も政 府,教 育 関係 が一層伸 び るとあ ろのは興 味

深 い。

回答 を寄せ た ユーザ ーの多 くは タイム シ ェア リングを礼 讃 して いるが,改 善 すべ き問

題点 も数多 く指適 され,そ の長所,短 所 にっ いて コメン トが っ け られ て きた 。 コ メン ト

の内容 は主 として装置 の利用,ス ピー ド,コ ス トに関 係す るもので,こ の うちお もな も

のを次に紹 介 してみよ う。

●

'
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表22社 内 で の タイムシェア リング ・システム設 置 を計 画 して い るユ ーザ ー

23

ユーザー

の 数 業 種1969'70'71'72'73'74'75'75以 降

57宇 宙5663111

312

522

7123

.4建i 設

コ ンサ ル221

テ ィ ング

18化 学1

61113信14通

25

 

269
本
目 877教

943子238電

725務21財

113 食品,飲 料

26

 

4611府559政

23

 

4147489製 造 工 業3

4112療10.医

業1鉱

3111属5金

8132油 216石

11'

 

版2出

82524サ ー ビ ス業1

3-

'

1送115輸

7
…

パ

141

1

15公 益 事 業1

7そ の 他2

、
87

「

1ぷ

.

7449 1535 58497
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○ 装 置 の利 用

ユ ー ザ ー に と って タ イ ム シ ェア リン グ ・シ ステ ムは 大 した 訓 練 を 受 け な い で も利 用

で き るの で 喜 こ ばれ て い る。 た と え ば,か な り年 配 の エ ン ジ ニ ア で もず ぐに使 え,科

学 者,エ ン ジニ ア,経 営 者 とい う各 層 の 人 々 が コ ン ビ。ユ ー タ を業 務 に 活用 で き る基 盤

をつ く りっ っ あ る。 しか し,タ イ ム シ ェ アの 利 用 が 普及 す るに つ れ 問 題 もか な りで て

きて い る。 た とえ ば 利 用 者 が卓 上 計 算 機 で も行 な え る よ うな ジ 。ブ を 行 な う こ とに よ

る無 駄 とか,誤 って使 用 す る こ とに よ る ロス 等 が 挙 げ られ る。 ユ ー ザ ーの う ち数 社 は
,

タ イム シ ェ ア リ ング の 利 用 を コ ン トロ ール す る こ とが 必 要 だ と し なが ら も,こ れ が な

か な か 手 の 焼 け る仕 事 だ と告 白 し て い る。

○ ス ピ ー ド

寄 せ られ た 回 答 の う ち,ス ヒ。一 ドに つ い て コ メ ン トを つ け た の は39通 あ る。 こ の

ほ とん どが タ イ ム シ ェア は タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イ ムが 長 い と言 って お り,4者 が

%に つい てな んとか しな けれ ばな らな い と述べ てい る.た とえ ば高校 の授 業 で使 う

タ イ ム シ ェ ア リ ング は処 理 が遅 い とい う苦 情 が あ り,宇 宙 産 業 の よ うな 大 きな プ ログ

ラ ムの デ ィパ ック ・プ ロ グ ラ ミン グ用 と して も遅 す ぎ る と言 わ れ て い る。'

タ ー ミナ ル,テ レ タ イ プ お よ び ア ウ トプ ッ トに つ い て は い くつ か の ユー ザ ー が苦 情

を述 べ て い る。 た と え ば,「 テ レタ イ プは ア ウ トプ ッ ト装 置 と し て あ まに も遅 す ぎる」

「 も っ と速 く,し か も騒 音 の な い ア ウ ト ・プ ッ トを1」 とい った 声 が 聞か れ る。

この他 自 分 の 必 要 な 時 間 に マ シ ンが 使 えな い とい う不 平 が あ る。 ま た タ イ ム シ ェア リ

'ン グ ・サ ー ビス 会 社 が ユ ーザ ー に オ ーバ ・セ ー ル す る とい う訴 え もあ る
。

タ イ ム シ ェ ア リン グ に ど の くらい 投 資 し て い るか 。

表23タ イ ム シ ェ ア ・サ ー ビスに 対 す る支 出 額

業 種 回答者数
月 額 平 均 .利 用 タイムシェアリ

1っ の ユ ーザ ーが最 大

何社 ぐらいの タ イム シ

出 費 ング会社平均数 エ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス

会社 を利用 しているか。

宇 宙 35 $11,300 1.72 7
/.-

建 設 4 975 1.75 2

コンサルテ ィン グ 19 5,350 1.67 4

化 学 12 8,200 1.75 3

通 信 10 8,940 2.70 6
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業 種 回答者数
月 額 平 均 利 用 タイムシェアリ

1つ の ユ ーザ ーが最 大

何 社 ぐ らい の タ イ ム シ

出 費 ング会社平均数 エ ア リ ン グ ・ サ ー ビ ス

会社 を利用 して いるカ㌔

教 育 37 $5,320 3.05 5

電 子 18 5,480 3.95 7

金 融 15 10800 2.34
㊨

8

食 品,飲 料 2 350 1.00 1

政 府 33 5,200 3.17 10

製 造 工 業 75 2,600 1.90 5

医 療 4 2,180 1.80 3

鉱 業 1 1,000 3.00 3

金 融 5 1,860 2.20 4

石 油 13 5500 2.15 4

出 版 2 325 1.50 2

サ ー ビ ス 業 18 2,260 1.76 4

輸 送 9 4,050 1.69 3

公 益 事 業 12 2570 1.73 3

そ の 他 4 7880 2.33 3

タ イム シ ェア リング1シ ス テム社内利用 計画 今度 どんな と ころが ,社 内で タ イムシ

ェア リングを設置 しよ うとしてい るか,計 画中 の もの をひろ って みる と ,政 府 関係,各

種 製造工 業・サ ー ビス業者 とい った と ころが多 く・ この 種 の分野 でタ イム シェア リン

グ
,'シ ス テムが伸 び 硯 観 であ る・ しか し・こ うい ・た御 用 タ イ・ シ・ア リング ・

システ ムが ・ タイ.ム シ ニア リング専門 会社 を圧迫 す るの ではな いか とい う点 にう いそは ,

社 内用 の ‥ ザ ーが タイ ムシ ・ア リング ・シス テ・を自設す るに は務 な鮪 業務 が あ
.

ること,有 能なEDPス タ ッフを必要 と して い るため,一 部 の大企業 を除 いては タ イム

シ ェア ・サ ー ビス は経 済 的 に 引 き合 うは ず だ と して い る
。
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表24タ イ ム シ ェ ア リン グ ・・シ ステ ム 社 内 導 入 の 計 画

業 種 回 答 数
タ イ ム シ ェ ア リ

ン グ 利 用 計 画
計画 なし 回答 な し

宇 宙 25 2 3 20

建 設 5 一 1 4

コ ン サ ルティング 32 7 2 23

化 学 15 2 2 11

通 信 14 4 2 8

教 育 71 26 10 35

電 子 26 1 6 19

金 融 63 8 10 45

食 品,飲 料 26 3 2 21

政 府 143 25 12 106

製 造 工 業 139 14, 28 97

医 療 25 5 2 18

鉱 業 2 一 一 2

金 融 7 2 一 5

石 油 10 2' 5 3

出 版 18 5 11 2

,「 守

サ ー ビ ス 業 67 5 8 54

輸 送
、

30 4 3 23

公 益 一事 業 19 4 2 13

そ の 他 300 4 5 291

1037 119、 114

■

●

◎

2.6.4コ ン ピ ュ ー タ ・ リ ー ス ・ サ ー ビ ス

ユ ーザ ー の側 か らみ て,コ ン ピ ュー タ ・ リー ス の利 点 は メ ー カ ー の レ ン タ ル料 よ りも

安 い料 金 で マ シン を借 りら れ る こ と で あ ろ う。 この デ ィス カ ウ ン トは リー ス会 社 が メ ー

カ ー の レ ン タル 費 用 回収 計 算 の 基 礎 と した 期 間 よ り も長 い償 却 計 算 を し て い るか らで あ

る 。(レ ン タ ルは 約5年,リ ー ス は10年)

ま た賃 貸 サ ー ビ ス方 式 も メ ー カ ー の そ れ よ り きめ細 か く,ペ イ ア ウ ト ・リー ス(8年

一10'8一
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か ら10年 の 最 大 期 限 の リー ス契 約)リ ス ク ・ リー ス(リ ー ス期 限 が1年 ～5年 の 間 で,

そ の 後 キ ャン セ ル が き く)と か メ ン テ ナ ン ス の有 無 に よ る フル ・サ ー ビス(全 面 的 な メ

ン テ ナ ンス,修 理 調 整 サ ー ビス を行 な う)ネ ッ トサ ー ビス(メ ンテ ナ ン ス ・修 理 サ ー ビ

ス を行 な わ な い)と い った 種 類 の もの で あ り,ユ ー ザ ーの コ ン ピ ュー タ利 用 能 力 の 高 低,

資 金 力 な どに 従 って メ ー カ ー よ り も柔 軟 な サ ー ビ スが で き る点 が 大 きな メ リ ッ トで あ る。

(詳 細 は 情 報 処 理 ニ ュ ー ス ・ス ペ シ ャル ・レ ポ ー ト第1号 「米 国 お よ び 欧 州 に お け る情

報 処 理 産 業 の 動 向 」参 照)

こ の ビ ジネ ス の 操 業 が 始 ま っ た の は パ ン チ カ ー ド,PCSな ど を取 扱 った 古 い と こ ろ

で1961年 ご ろ で あ るが,実 際 に 大 き く飛 躍 し た の は1967年 で あ る 。特 に67年

68年 は 参 入 企 業 数 も ぐん と増 加 し,現 在,400社 近 く,こ の う ち専 門 会 社112社

が 手 を 染 め て い る とい わ れ る 。 リース用 コ ン ピ ュー タ 購 入 金額 の 推 移 を み て も67年 か

ら68年 に か け て 伸 び て お り,さ らに 最 近 第3世 代 機 の登 場 に と もな い活 発 化 して い る。

しか し,リ ー ス 商 売 は 双 手 を あげ て.う ま味"を 味 わ え るほ ど単 純 な ビ ジ ネ ス で は な

い 。 あ る意 味 で は リス キ ー な ビ ジネ ス と も言 え る 。 こ うい った こ とか ら,リ ー ス 会社 の

経 営 の 問 題 を挙 げ る と 次 の よ うな もの が考 え られ よ う。 ま ず,費 用,利 益 回 収 期 限 が 長

い こ と,こ れ は ハ ー ド ウエ ア の 技 術 進 歩 か ら受 け る老 朽 化 の危 険 を も ろに か ぶ る こ とに

な る。た と え ば,1965年 か ら66年 に か けて の 第2世 代機 と第3世 代 機 の交 換 期 に

は 手持 ちの リース用 コ ン ピ ュー タ の価 値 が 半 減 した と い われ る。 また ユ ーザ ー の方 も新 機

種 出現 の 噂 を 聞 く と フ ル ペ イ ア ウ ト ・ リー ス を避 け る傾 向 に あ り,こ れ は リー ス会 社 の

一 番 の も うけ 口 だ け に 痛 い 。(Leasco社 の 発 表) .さ ら に ・ コ ンtlユ 一 夕 の

価 格 が 一 率 に 決 め られ な い こ と もあ って,過 当 競 争 に よ る値 下 げ競 争 に ま き込 まれ る こ

とが あ る。'

67年 か ら68年 に か け て リ ー ス業 界 で 問題 に な った の がttセ カ ン ド ・ユ ーザ ー"

の 取 扱 い で あ ろ う。 セ カ ン ド ・ユ ー ザ ー とい うの は 具 体 的 に は リー ス会 社 の お 客 の こ と

で あ るが,こ うい った ユ ーザ ーに 対 してIBMは メ ン テ ナ ンス ・サ ー ビ スを無 料 で 行 な

わ ぬ と発 表 し た 。結 局 ・ これ は 工βMが 決 定 を撤 回 し た こ と で け りが つ い た が ・工BM

は リー ス の 増 加 に よ っ て レン タ ル の うま 味 が 食 い込 ま れ る こ と をに が に が し く思 って お

り,360/25と85お よ び360/195,13な ど の 新 機 種 に つ い て 買 い 取 りに 対 す

る レ ンタ ル の 比 率 を下 げ て対 抗 策 に 出 た。 そ し て ・ こ うい った メ ーカ ー との 利 害 対 立 が .

リー ス 会 社 の 経 営 基 盤 を危 う く して い る。

リー ス会 社 の経 営 は こ の よ うに本 質 的 に さ ま ざ まな リス ク を内 蔵 し て い る とし て,リ

ー109一
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一ス業は これに どんな手 を打 って生 き抜 こうと して い るのか
。客観 的 に見 て,そ れ は リ

ース会社 に 多角化 の道 を歩 ませ てい るよ うであ る。た だ,一 口に多角 化 とい って もそ こ

に はおのず と方 向が あ り,こ こで は若 冠29才 の社長 によ って率 られ リー ス業界 で最 も

積 極的 会社 と目されている。LeascoDataProcessing社 の動 きを例に と って見 る ことに

よ り,リ ース ・ビジネスの特徴 と今 後 の生 き方 を考 えてみ よ う。

Leascoの 積極 経営 にみ る新 興 ビジ ネスの行 くえ コン ピュータ業界 で ケ タ違 いに大

きい成長 力 と活発 な合併 活動 で知 られ てい るLeascoが69年4月,ア メ リカの名 門銀

行Chemica1Bank(資 産90億 ドル(3兆2,400億 円)米 国第2位)の 合併 に失敗,

信 用 と評判 を大 いに落 した ことが あ った 。 リース業界 ではい く ら知 られ たLeascoと い

って も,資 産 は4億 ドル(1,440億 円)で あ るか ら,と んで もな い大物 食 いをね ら っ

た もの と言 え よ う。 おか げでLeascoは 厳 しくその実力 を評価 され るは め とな ったが,

Steinberg社 長は引 き続 きChemicalBank級 の銀 行 を物 色中 と伝 え られ意気な お盛 ん

であ る。

Leascoの 大物 食 いは今 に始 ま った ことではな い。 ハー ドウ ェア ・メーカ ーのダ ーク・

ホー ス.CDCと 同様;見 方 に よれ ば合併 で大 き くな って きたよ うな ものであ る。 この点

で面 白 いのはLeascoはIBMの 機 械 の取扱 いが少な く,CDCと の結 びつ きが 深い こ

とで あ る。 同社の創立 は5年 前 の196'5年 であ るが,1966年 に は売 上高710万

ドル(25億5,6f)0万 円)を 記録 した。

冒頭 にケ タ違 いの成 長力 と書 いた が 〉とれ を見 るとあなが ち誇張 で ない ことが判 る。

次 に,Leascoの 合併 の経 過 を図48に 示 し たが,こ の よ うな合併 実績 も同社の 成長力

が裏 付 け とな って い るこ とは言 うまで もない。

●

●
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図51Leascoの 合併 に 関 す る状 況
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図 をみ る と わか る と お り,Leascoは リ ー ス業 と と もに ソ フ トウ エ ア,タ イ ム シ ェ ア

リング とい った コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス を 目 ざ し て い る。 タ イ ム シ ェ ア リン グに つ い て

は1968年C-E-1-Rの 事 業 部 長 で あ ったWalterE.Sindonson博 士 を か つ ぎ だ し,

Sigma7,5シ リ ーズ に120万 ドル(4億3,200万 円)の 投 資 を発 表 して い る。

Reliance社 の 合 併 は こ う したr連 の 活 動 に 対 す る資 金 的 支 え とな る は ず で あ る。 ま た,

さ らにSteinbergが も っ と大 きな 資 金 源 を物 色中 とす れ ば,そ れ に ふ さわ しい計 画 が あ

って の こ とで あ る に 違 いな い 。 こ う し た多 角 化 の動 きは リー ス 業界 で は常 識 とい って よ

い。 この へ ん の理 由 を コ ン ピ ュー タ ・サ ブ ・マ ーケ ッ ト とい う言 葉 を使 ってDPF&Gの

HarueyGoodma早 氏 は 「 これ か らは コ ン ピ ュー タ ・サ ブ ・マ ーケ ッ トに魅 力 が で て く

る。特 に,価 格 分 離 が 進 行 す れ ば ユ ーザ ー は 自社 用 に 最 も適 し た装 置 とか ソ フ トウ 士 ア

を選 好 す るだ ろ う し,こ の た め 我 社 で は 周 辺 装 置 類 と ソ フ トウ エ アの リ ース に積 極 的 に

乗 り出 す つ .も りだ 。 」と語 って い る。

DPF&G 、はGoodman社 長 の 言 うと お りAMPEXと マ グ ネ テ ィ ック,テ ー プ ・ドラ イ

ブの 総販 売 契 約 を結 び ・ATC社(Atlantic
,TechnologyCo.)と は デ スペ レ イ ・汐 一 ミ

ナル 契 約 をす るな ど,周 辺 機 器 り一 ス に 乗 り出 し た。 →

また,一 プロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジの リー ス に 乗 り出 し た と ころ で はIhformation・

SystemsLeasing社 で,政 府 関係 機 関 をね ら って給 与 計 算,人 事 プ ロ グ ラ ムの り一ス

を行 な う と言 って い る。 こ う い った傾 向 は ほ とん ど各 リー ス会 社 に み られ るが,こ れ が

今 後 の リー ス ・ビ ジ ネ ス に 与 え る影 響 は,単 に リスク 回 避 投 資 というよりは,総 合 的 な コ ン

ピ ュー タ ・サ ー ビス会 社 を め ざす とい う積 極 的 な 方 向 に働 く もので あ る とい え る。

リー ス 用 コ ン ピュ ー タ の 購 入19'68年 に ピー ク1968年 に リー ス会 社 が 購 入 し

た コ ン ピー タ は,69年 に は 多 少 減 少 傾 向 .を 見 せ な が ら,67年 の3倍 の10億

ドル(3,600億 円)に お よ び,こ れ ま で の 最 高 を記 録 し た。

コ ン ピ ュー タ業界 に第4'世 代 機 の よ び声 が 高 い が,リ ー ス会 社 が 主 と してIBM360を

中 心 に 現 奪 め ヒ ッ ト ・ シ リー ズ を買 い に 出 た の は,今 す ぐに で も画 期 的 な新 製 品 の登 場

を恐 れ た とい う よ りは,む し ろ,リ ー ス 回収 か ら逆 算 して68年 が い わ ゆ る第3世 代 機

で も うけ る最 後 の年 と踏 ん だか らで あ ろ う。Greyho皿dComputer社 のJamesS.

Campbe11社 長 は これ に っ い て次 の よ うに語 って い る 。 「デ ー タ処 理 の エ ク スパ ー ト達

は,System360が 短 い コ ン ビ.ユー タの寿 命 の中 で 独 創 的 な マ シ ン で あ り,70年 代

の 中 頃 か ら後 半 に か け て も幅 広 く使 われ るだ ろ う とい う こと で 意 見 が 一 致 して い 親

ごの 理 由 とし て,System360は ハ ー ドウ エ ア お よ び ソ フ ト ウエ ア の設 計 で非 常 に 優

一112-一
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れ てお り,コ ン ピ ュー タの画 期 的 な新 世 代機 が 出 るよ り も,む し ろ現 在 あ る一連 の製 品

に新 らしい補 助 機能 が 開 発 され ることになるだろう。このSystem360の メリットを得 るため,

我社 は1966年 か ら購 入 の努 力 をつ づ け1968年 に は ピー ク とな った。 そ して現 在

システ ムの耐 久年 限 中 に 最 大 の 利益 を あげ るべ く,り 一 ス料金 の引 き上 げ な どを考 慮 中

で あ る。 」

表26お よ び図49は リース会 社の コ ン ピ ュータ購 入額 の推 移 と購 入機 種(IBM)で あ

るが,リ ース会 社 は大 量 購 入 に360/30あ た りをね ら って い る ことが わか る。

表25リ ース用 コン ピ ュー タ購 入金 額 の推移(推 定)

年 度
コン ピ ュータ購 入総 額

(100万 ドル)
前年度比増加率(%)、

1964 22 0

1965 27 23

1966 105 289

1967 360 243
,

,

1968 1,011 181

φ

い
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層NAMEOF
TOTALNUMBEROF IBIM[ THIRD GENERATION COMPUTER

LEASING SYSTEMSPURCHASEDBY 工、EASINGCOMPANIES AS OF

COMPANY MARCH30, 19691N U.S.

、

SYSTEMTYPES

1130 1800 360/20360/25360/30360/40360/50360/65360/67360/75
Greyho㎜d

Computer
一 一 3 一 183 51 26 3 一 1

Management

Assistance
一 一 13 一 21 3 一 一 一 －

BootheCom一

puterLeasing
一 一 一 〔 153 46 17

』

10 一 －

Computer

Lea6ing
一 一 一 一 13 3 6 2 一 －

Computer
一 一 ■ 一 一 5 1 一 一 －

Sciences

Leasing

DataProces一

si㎎Financial 25 5 23 一 99 42 31 22 1 3

&General

Granite

Equipment
一 ] 15 一 58 21 11 5 一 －

Transamrica

Computer
一 一 一 一 4 一 一 2 一 一

'

●

▼

図52リ ー ス 会 社 の コ ン ピ ュー タ購 入 状 況

リース会社の回収基 礎算定 に およ ぼす金利 の影 響 は表27の ごと くであ るが,

Greyhoundsや 各 リース会社 が リー ス料金 をあげるには,回 収期 限 をはやめ たい とい う

計算 が働 くの はよ くわか る。 さて,こ れ まで見て きた よ うに新世 代 機に対 す る期待 はあ

る もの のIBM360に 対 す る リース会社 の信頼 と期待 には未 だ大 きい ものが あ るとい えよ

う。

も

喝
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表26金 利 に よる リー ス料金

リー ス料(月 間) 金 利

(単 位;千 ドル) 0% 4% 6% 8% 12%

10

9.5

9

8.5

8

48

50

53

57

60

52

53

58

63

65

56

58

62

66

72

59

62

67

72

78

66

71

76

85

93

(金 利の下の数字は月数を示す)

2.6.5各 種 情 報 提 供 サ ー ビ ス の発 達 と新 ら し い コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス

こ こで述べ るコンピ ュー タ ・サー ビス ・ビ ジネ スは恐 らくコン ビ。ユ一 夕産 業の中 で も

・一番 アイデ アに富 んだ もの と言 えよ う。 ◎'ある種 の情報 ・"をコン ピ ュータで処理 す るこ

とによ って,ま ・た場 合に よ って は コン ピ ュータ と通信 回線 の組 み合せ に よ りオ ンライン・

システ ムで処 理 す ることに よ って商売 に な る ビジネス,そ れ が この分野 の面 白 さであ る。

"あ る種 の情報"を 見つ け る ことは ア イデ アであ る
。 コンピ ュータの大量 記憶 能力 と

高 速情報処 理 能力,そ れ に リアル タイムの コ ミュニケ ー シ ・ン能 力 を 利 用 し て,

需要 のあ る情報 というのは特定 の ものに 限 られ て くる。現在 の情報 サ ー ビスにつ いては

表28に 示 したが,各 種観光,娯 楽用 情報 サ ー ビスか ら株式 情報 まで種 々の サー ビスが

考 え られ る。 しか も.こ れ か らの サー ビスは ほ とん どが ここ2,3年 の うちに でて きた も

ので あ り,今 後 ど うい った種類 のサ ービスが でて くるか予想 もつか ない。 これは,情 報

その ものが加 工 しだいで別 の種 類 の情報価値 を生 む とい う連鎖反応 的性格 を持 ってい る

か らであ る。その良 い例が リザベ ー シ ・ン ・サ ービス であ って,航 空機 の座席 予約情報

はス ムーズに ホ テルの ルー ム ・リザベ ー シ ・ンにつな が る。 さらに,旅 行者 が レ ンタ ・

カー を借 りるこ とがあれ ばカ ー ・リザ ー ブ情報 と結 びつ いて全体 で1セ ッ トの情報 サ ー

ビスとな るはず であ る。 そ して,旅 行 者 が ク レジ ッ ト・カー ドの利 用者 であ れば,ク レ

ジ ット ・チ ェ ック情報 が結 びつ くことに な る。,

一 方 ,Dun&Bradstreetの よ うな個 々の企業の信用 調査情報 を持 ってい るところで

は,そ れ が数万件 の企 業情報 となる と地 域別 業種分類 とか,規 模別 比較 な ど様 々 の分 類

と組 み合 わせ で立派 なマーケ ッティング情報 にな り得 るわけで,コ ンピュータに と って こ うい う
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仕事 は う って っ けであ る。 この種 の ビジネスが全体 として どの くらいの マーケ ッ ト・サ

イズ にな るか は明確 な数字 が でて いないが,大 きな成 長性 を秘 めた マーケ ッ トであ る こ

とは確 かでDun&Bradstreetを ね らった][BMやAuerbachと 組 ん で情報 サ ー ビスに

乗 り出そ うとしたHoneywe11な どメ ーカ ーの動 きを みて も明 らか で ある。

さ らに,大 型 コ ン ピ ュータと多数 の ター ミナル 通信回線 という大規模 な仕組 みを要求 す

る この ビジ ネスに エン トリーす る企業 が絶 えな いのは先行 の明 るい見 通 し を裏 づけ るも
9

の と い え よ う 。

表27ア メ リカの情報 提供 サ ー ビス会社
o

運 営 会 社 名 サ ー ビス名 内 容

DataCorp

(litt・nTrolustワ

の 子 会 社 、

税金 と割戻 し計 算チ ェ ック
・

'

ComputaxCorp

(CSCの 子 会 社)

Computax

サ ー ビ ス

経 理士 を対象 とした税務 申告 な ど法人

の税金 業務 のチ ェ ック ・サー ビス。

GEIhformation

SystemsDiv・

MEDINET 病院 の患者 サ ー ビス,経 営管理 情報 を

含 む総合 システ ム,現 在 ニ ュー ヨーク

病 院 を含 む ニ ューイン グラン ド一帯 の

数 カ所 の病 院 で テス ト実施 中。

MediDataInc. 患者 サ ービス,医 療研究 用情報,病 院

管理 情 報サ ー ビス。

Travcom社

(保 険 会 社Traveler社 の

子 会 社)

Travcom

サ ー ビス

患者 フ ァイル とその治療 法 に関す る病

院情報 サー ビス,患 者 の個人統計,ベ

ッ ト数 レコー ド

Lockheedmisile

&Space社

医 療情報 サ ー ビ

ス

患者 会計,給 与計算,患 者 フ ァイ・ルな

ど,現 在 カ リフ ォル ニアの2っ の病 院

で実験中 。

NewYorkTimes社 ニ ュー ヨー ク タ

イ ム ズ 記 事 サ

ー ビ ス

政 府 関係,公 告 業,放 送 な どに蓄積 記

事 情報 の抄訳,サ ブセ ット,索 引サ ー

ビス,没 記事,速 報,各 種 出版,論

情報 サ ービ ス。 現在 テス ト中
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運 営 会社 名 サ ー ビ ス 名 , 内 容

UPI社 UPI通 信 サ ー コ ン ピ ュー タを 使 った 配 信 二 子 一 ス'

ビ ス サ ー ビス

salesFlowup社 セ ー ル ス ◆ プ ロ コ ン ピ ュー タに 乗 用 車 デ ィニ ラー とセ

一 ア ッ プ ・サ ー 一ル ス マ ン
,そ れ に その ユ ーザ ー を フ

ビ ス アイル し,各 種 自動 車 セ ール ス ・サ ー

ビ ス情 報,ダ イ レ ク トメ ー ル発 行 情 報

を提 供,自 動 車 セ ー ル ス の ア シ ス トを

行 な って い る。

TicketReservation チ ケ ッ ト ・ リ ザ 観 劇,ス ポ ー ツ,レ ス トラ ンな どの予

Systemshlc. ベ ー シ ョ ン 心サ 約 サ ー ビス

(CSCの 子 会社) 一 ビ ス

TelemaxCorp. 各種観光 この業界 の最古参 の会社 。 ホテル,モ

リザ ベ ニ シ ョン
一テル は60室 を処 理 で きる

。 航空機

は日本 航空,BOACな ど海 外航空 を含

む主要 大手 ほ とん どと契約 して い る。

また アメ リカン航空 のSABREと は コ

F
ン ピ ュ一 夕 ・シ ステ ム 同士 が 直 接 結 合

され るとい う初 の試 み を とった。

NARS 各種観光
「

今後5カ 年間 に1億 ドル(360億 円)
」

(National リザ ベ ー シ ョ ン を投 じて全米 ネ ッ トワー クを作 るとい

Accommodations う独立専 門 会社。 当初 ター ミナルは

Reservations TC500を600台,次 の3年 間・に

Service,Inc.) テ レタ イ プ な ど を含 む4,500台 を 導

入 しよ うと して い る。同社 も他社 のネ

ッ トとの結 合 を考 え て い る。

International リ ザ ベ ー シ ョ ン リザ ベ ー シ ョ ン ・ サ ー ビ ス に か か わ る,

ReservationCo. 』澱 運用代行 すべての業 務 を代 行す る特異な企業

(PRCの 子会 社) で,ヘ ワ ー ド ・ ジ ョ ン ソ ン お よ び タ ウ

ン ・ タ ウ ナ ー の 両 モ ー テ ル ・チ ェ ー ン

とすでに契 約 を結 ん でい る。

一117一



運 営 会 社 名 サ ー ビ ス名 内 容

ATARComputer 米国内航空路線 ATC(米 国航 空運 輸会議)の メンバ

System社 専 用 リザ ベ ー シ
一が加 入 して国内線 を中心 とした座 席

(AutomaticTrave1 ヨ ン

「

予約,と くに各 社 間乗 り継 ぎ予約 ので

AgencyReservation) きるのが 特徴 だがATARは このサ ー

ビス を請 け負 うこ とを 目的に設立 され

た。す でにaoOO社 加 入 で応 答時 間3

秒が 自慢 。

UniversalReservations 各種観光 CDCが この業界進 出 のため創立 した

Systems社 リザ ベ ー シ ・ ン 新 会 社 。 オ ム ニ バ ス式 の リザ ベ ー シ 。

(CDCSAFIR.シ ステム) ン 情 報 シ ス テ ム の 提 供 と他 ネ ッ トワー

ク との結合 サ ー ビスを重点 に置 くとい

う 。

ReservationsWorld ホ テ ル ・モ ー テ ク レ ジ ッ トで著 名 な ダ イナ ーズ ・ク ラ

(DinerlsClubInc.と ル予約 ブ と シ ス テ ムデ ザ イ ンを したLitton社

Litton社 の子会 社) に よ り運 用 され てい る。対象 は当面 ホ

テ ル ・モ ー テ ル の予 約 。

HolidexNetwork ホ テ ル ・ モ ー テ 全 米 最 大 の モ ー テ ル ・チ ェ ー ンの 予 約

(Holiday㎞ ↑sの 経 営) ル予約専用 を中心 に海外 の契約 ホテル も含む。

特徴 は 大 口ユ ーザーの企業 に ター ミナ
,

i

ル を持 ち .こむ サ ー ビス を取 りあ げ た こ

1

と で,す でに22社 が 参 加 。

ARIES' オ ン ラ イ ン ・ コ ソ フ トウ エ ア会社 。 同社 が オ ン ラ イン・

ン ピ ュ ー タ ・ ネ コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク の運 用 代

「

ッ トワー ク運 用 行 とい う ユ ニ ー ク な仕 事 を して い る。 1

代行 Telemax社 の サ ー ビス もこの ネ ッ トワ

一 クに 乗 って い る1つ で あ る
。

」

ARINC

¶;

,、

航空会社間

↓.

80の 航空 会社 を会員 と して持 ち,こ
19

(Aeronautica1' 無 線通信 ネ ット
〈

の各社 間に飛 びか う無線通信を3台 の

Radio,Inc.)
・

ワ ー ク コ リンズ社C-8500大 型機 で 自動交

・
9 摸 す る仕 事 を行 な って い る。 ・・
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運 営 会 社 名 サ ー ビス名 内 容

Institutional

Networks社
サ ー ビス

コン ピ ュータに よ るプ ロ ット ・トレー

ド(機 関投 資家 同志 の大 口証券売 買)

の処 理 および仲 介 サ ー ビス'

キ ーデ ー タが システ ムを設計

現在1,200の 銘柄 が利用可能

AutoExService社 オ ー ト エ ック ス ・

サ ー ビ ス

ブ ロ ック ・ト レー ドの 情 報 サ ー ビ ス。

ト レー ドの 全 面 的処 理 は 行 な わ ず 。

Banker-Ramo社 テ レク オ ー ト

皿,IV

株 式 相場 情 報 サ ー ビ ス。 同 社 製 テ レ フ

ァイル コ ン ピ ュ ー タ3台 を 中 心 に

14,000台 の タ ー ミナル が 稼 動 。

テ レク オ ー トの デ ー タ ・バ ン クに は 全

国16の 証 券 取 引 所 の&000銘 柄 が

収 録 。

UltronicSystems社

(通 信 会 社GT&Eに よ り設

立)

テ レク オ ー ト ・サ ー ビ ス と同 じで相 場

間 合 せ サ ー ビ ス。 全 米3000ヵ 所 に

タ ー ミ ナル を置 く。

ScatlinElectronics

(DowJonesと 合 併)

'

ク オ ー ト ロ ン

ダ ウ ビ ュ ー

サ ー ビ ス

株式市場 情報 サー ビス

TransLux社

(周 辺 機 器 メ ー カ ー

RecognitionEquipment社

)

TransLUXrJet

サ ー ビ ス

、一 ・1

二'

株 式 相 場 情 報 サ ー ビス

全 国5,000台 の リー モ トCRTタ .一

,ミサ ル を置 く。

:

CreditDataCorp.
,・::・ 消費者 の支払能力 を調査 し,1こ の情報

を銀 行 とガ ソ リ、ンス タン ドに売 る。

`1

Creditlnter_、
Communication社

1㎡ormationScience社 PICS

サ ー ビス

PICSはPersonelhlformation&

CommUnicationSyStemの 略 で 職 業

紹 介 情 報 サ ー ビス ・ い
,'
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運 営 会 社 名 サ ー ビ ス名 内 容

LawResearch

Service社

法 律 照 会 と問 合 せ サ ー ビス で通 信 会 社

WestemUnionのIhfo-Macを 利 用。

表27に 掲 載 さ れ て い る もの は すべ て オ ン ラ イ ンサ ー ビ ス で あ るが,こ の 他 に 通 信 回

線 シ ス テ ム に は よ らな いが,コ ン ピ ュー タの 大 量,高 速 情 報 処 理 機 能 を使 って サ ー ビス

して い る もの が あ る。 その 主 な もの に は 次 の よ うな もの が あ る。

ODun&Bradstreet社 に よ る －Dunsmarketサ ー ビスMarketing

Servic『sa皿dSystem事 業 部 を新 設 ・1969年 中 に合 衆 国 と カ ナ ダ の 製 造 業,

商 業 に 従 事 す る300万 の 企 業 の 基 本 的 な マ ー ケ ッ ト ・プ ロフ ィー ル を コ ン ピ ュー タ

化 す る予定 。情 報 の 内容 は1つ の企 業 に つ い て企 業 名,ア ドレ ス,ト ップ 人 事,企 業

規 模,営 業 成 績 な どの デ ー タ で構 成 され,利 用 者 に は パ ン チ カ ー ド,磁 気 テ ー プ,

リ ス ト ・シ ー ト,フ ァイ ル ノー トな どの フ ォー ムで提 供 され,サ ー ビス の 基 本 料 金 は

1,000企 業 の照 会 に っ き165ド ル(49,400円)の 予 定 。

OStandardandPoor社(総 合 出版 社McGraw-Hil1の 子 会 社)-Compustat

サ ー ビ ス

主 と して投 資 家 む け の財 務 分 析 情報 サ ー ビス で,米 国2,100社,カ ナ ダ350

社 の 主 要 会 社 の財 務 デ ー タ を収 録 。 こ れ ら収 録 会 社 は産 業 別 に 分 類 され,各 産 業 別 分

類 ブロ ックを 中 心 としてさらに アル フ ァベ テ ィカ ル に 配 列,こ れ にSTC(標 準 産 業 コ ー

ド)が つ け られ て い る。 これ らの デ ー タは マ ス タ ー ・テ ー プ に毎 日更 新 され,ユ ー ザ

イ

ー は1週 間 に 一 度
,最 新 の情 報 を磁 気 テ ー プ で 受 け と る仕 組 み で あ る。

な お,Compustatは 現 在 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス 化 を実 験 中 で あ る と伝 え られ て い

る。

ア イ デ ア で勝 負 す る コ ン ピュー タ ・ビ ジ ネ ス

○ コ ン ピ ュー タ ・フ ラ ン チ ャ イズ ・サ ー ビ ス

コ ン ピ ュー タ ・パ ワー を フ ラ ンチ ャ イズ 制 で販 売 し よ う とす る新 しい 試 み が 行 な わ

れ て い る。 フ ラン チ ャ イズ と い え ば 思 い起 す の が コ カ コー ラ で あ ろ う。'][BMと 並 ん

で 世 界 中 どこ に で もあ る とい われ るそ の 成 功 の秘 密 の1っ は,フ ラ ンチ ャイ ズ 制 に あ

る。 コ カ コー ラ特 定 の デ ィー ラー に 原 液 だ け を卸 し,ビ ン に つ め か え,販 売 す る権 利

ロ

「一 手 生 産 販売 権 」を 与 え る こ と に よ って伸 び て き た。 こ う い った フ ラン チ ャ イズ 制

の 利 点 は そ の土 地 の 事 情 に詳 し いデ ィー ラ ーが きめ の細 か い 販 売 を展 開 で き る こ とで

あ る。 この 他 ア イス ク リー ム な ど,フ ラ ンチ ャイズ 制 は一 般 大 衆 に結 びつ い て商 売 し
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な けれ ばな らな い食 品業界 な どでは有力なビジネス戦 術 として広 く採 り入れ られ てい る。

コ ン ピュー タ ・サ ー ビスを フラ ンチ ャイズ制 で行 なお うとす るね らいは ,中 小 企業

とか個人 で コン ピ ュータ を使 いた いユ ーザ ーに サー ビス しよ うとい うところにあ る。

こうい った小 口の ユーザ ーの需 要 を掘 り起すのは大変 であ る。 ユ ーザ ーは こまか い

さまざ まな業種 をか か え,し か も一定程度 数で こな され なけれ ばなち ない。

しか し,こ うい った さま ざまな種類 の仕事 を して いるユーザ ーの要求 をい ちい ち聞

い てサー ビスす るをとほ,困 難 であ るこ とか ら もフラ ンチ ャイズ制が 考 えち れ るので あ

る・ ∫ ・

多 種多様 の群 小 ユーザ ー とい って もおのつ と業種 は地域 分布 に し`たが ってい るだ ろ

うし,た とえそ うで な くと も同業者仲 間 どい うものが あ るだ ろ う。一定地域 とが,業

界 の事情に たけた人に コ ンピ ュー タ ・パ ワーの一手 生産販 売権 を与 えてサ ー ビスさせ

'れ ば よ
い 。 そ こで 具体 .的に は,フ ラン チ ャイズ の権 利 を 与 え て サ ー ビ ス させ れ ば よ い

わ け で あ る 。 フ ラン チ ャ イズ の権 利 を与 え る親 元 を仮 りに中 央 サ ー ビ スセ ン タ ー と し

よ う。

〆

中 央 セ ン タ ー ー サ ー ビス ・オ フ,ス

「一「

マーケッティング ・

バンクアップ
コ ン ビ

汎 用 アプリケーション ユー タ
パフケージ

オペ レイティング ・

ガイダ ンス

ll

川

州

ll

ll

‖

1
イ ン タll

llフ
ェイ スll

川

ll

ll

_[⊥

一 一 『 一 一 ー ー 一 一 　 『 『 一 ー ー ー ー|

デ ー タ ・

イ ン プ ッ ト
・1

一

フランチ ャイズ

地 区 ユーザー

キー ・

ツー

デ イタ

個 々 の ユ ー ザ ー

の 要 求 に あ った

サー ビス実 施

ソース・

ドキュメン ト

ノ

/

プリンタ

デ ー タ ・

リダ ク シ ョ ン

l
l
|

{
1

「

1

1

い

1

十

1

レポ ー ト

/

一販 売

デ ー タ ・

ア ウ ト プ ッ ト

______________」

図53フ ラ ンチ ャ イズ ・サ ー ビス の概 要

結 局 デ ィー ラ ーはEDPの 経 験 が 仮 に全 然 な くと も中 央 セ ンタ ー の バ ック ア ップを

受 け て ユ ーザ ー に ゆ き と'ど い た サ ー ビスが で き るの か ミソで あ る。

○ フ ラ ンチ ャ・イズ ・サ ー ビ ス第1号

と こ ろ で こ うい った ア イ デ ア を早 速 実 行 に 移 した 会 社 が あ る。そ の 名 もDataPower

社 といい,こ の種 の サー ビ ス会社第1号 で ⑳ る。 同社 の最初 のサ ービスは給与計算 で

あ るが,将 来は小規模 な ビジネス ・マンの ために 各種 の広範 な サ ービスを提供 する と
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意気 込 んで い る。

DataPower社 は,こ の ビ ジ ネ ス で成 功 す るた め に は,中 央 セ ン タ ー との各 地 の サ

ー ビ ス ・オ フ ィス の 強 い パ ー トナ ー ・シ ップお よ び中 央 セ ン タ ーか らの サ ー ビ ス ・オ

フ ィス に対 す る強 力 なバ ック ・ア ッ プ ・シス テ ムが 必 要 で あ る と強 調 して い る。 こ の

た め,Datapower社 は,ト レー ニ ン グ ・ス ク ール を設 け て各 地 の サ ー ビ ス'オ フ ィス

の指 導 にあ た って い る。

同 社 の め ざ す と ころ は全 国 的規 模 の ネ ッ トワー ク,フ ラ ン チ ャイズ ・サ ー ビ ス は ス

タ ー トした ばか りだ が,こ う した と こ ろが よ い業 務 成 績 を あ げ る と,コ ン ピ ュー タ ・

サ τ ビス業 界 に 大 き な 影 響 ・を 与 え る で あ ろ う。

デ ィラー に相 当す るの が 各 地 の サ ー ビス ・オ フ ィス で あ る。

サ ー ビ ス ・オ フ ィ スに は キ ーパ ンチ が あ り,タ ー ミナ ルが 置 か れ て い る。

こ の ター ミナ ルは 電 話 回 線 で中 央 セ ン タ ーの コ ン ピ ュ ー タ に結 び つ け られ て お り,

各 地 の サ ー ビ ス ・オ フ ィス は これ に よ って ク レ ジ ッ ト ・チ ェ ック とか,レ ポ ー トとか

計算結果 な どを受 け と りユーザー に手 わたす 。 こうい った一 連の流 れ を図50に 示 し

たが,こ こで 注 目 し な け れ ば な らな い の が 中 央 セ ン タ ー の 仕 事 で あ る。

セ ン タ ーに は,ttト ー タル ・パ ッケ ー ジ"と い う仕 組 み が あ って サ ー ビス ・オ フ ィ

ズめ経 営 指 導 か らユ ニザ ーの コ ンサ ル タ ン ト;さ らに は 完 全 に プ ロ グ ラム 化 され た パ

ッケ ー ジ ・プ ロ グ ラ ム を そ ろえ て計 算 セ ン タ ー が要 求 し て く る仕事 の種 類 に 応 じて 選

択,デ 三 夕 を処 理 す る もめ で あ る.大 体 以 上 力・フ ラ ンチ ・イ ズ 制 に よ る ・ ン ピ ・一 夕

サ ー ビ ス と い う考 え方 の あ ら ま し で あ るが,一 応 乙の シ ス テ ム の利 点 は次 の よ うに 要

約 で き よ う。

まず 特 定 地 区 の ユ ー ザ ー を対 象 とす るた め,小 口 ユ ー ザ ー に対 し て きめ の こ まか い

サ 「 ビスが で き る。 ま た',経 験 の あ る大規 模 な 計 算 セ ン タ ーの 高 度 な 経営 技 術,ソ フ

トウエ ア能 力 を入 れ,ユ ー.ザ ーが 利 用 で きる こ と。

○ フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト会 社 の 出現

一 コ ン ピ ュー タ ・スペ シ ャ リス ト貸 しま し ょ うと い う会 社 が現 わ る 一

ロら

現在 アメ リカ ではEDP総 支 出が年 間200億 ドル(7兆2,000億 円)に のぼ り・

年 間20%の 勢 いで拡 大 してい る とい う。 これ に対 して一番 大 きな問題 はEDP分 野

で働 く人材不足 であ る。

事実,コ ン ピ ュー タ 化 が進 むに っ れ,各 企 業 は,コ ン ピ ュー タ ・スペ シ ャ リス トの

,不 足 に 頭 を 痛 め て い る 。Prudentiallife'lnsuranceCo.ofAmericaと か,
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InternationalPaperCo.と い った 米 国 大 手 企 業 の 中 に は,コ ン・ピ ュ一 夕や そ の 要

員 まで 外 部 に まか せ て し ま って い る所 もあ る。 ス ペ シ ャ リス トの 不 足 は第3世 代 機 が

登 場 した 頃 か ら云 々 され て来 た が,こ うし た点 に鑑 み,最 近 は ス ペ シ ャ リス トを 貸 し

ま し ょ う と い う会 社 が 現 われ て い る。 ス ペ シ ャ リス ト不 足 に 頭 をか か えて い る 米 国 企

業 は,自 社 の コ ン ピ ュー タ を全 て彼 らに ま か せ て し ま う とい う動 きが起 っ て い る。 こ

れ は 「'Fapilitiesmanagement「,と い う新 語 で呼 ば れ,こ うい った 会社 は 将 来 の 大

きな 成 長 を期 待 され て い る 。 特 に 注 目 さ れ る会 社 と し て,ComputerTechnology社

とElectronicDataSystems社 が あ げ られ る。CT社 は 先 頃LTD,Aerospaee社 か

ら分 離 し たが,年 間1億 ドル(360億 円)の 売 上 げ を め ざ して, .フ ァ シ リテ ィ ・マ

ネ ー ジ メ ン トに取 り組 ん で い る。

EDS社 は,CT社 程 の規 模 は な い が,こ こ数 年100%の 成 長 を示 して お,り,年

間 売 上 げ も1,640万 ド ル(58億6,400万 円)に 達 して い る。

ComputerTechnology社 のJamesJ.Lin9は 同 社 の 能 力 向 上 を計 り,IBM

デ ー タ処 理 部 門 のG.W.Woemer氏 を 社 長 と し て迎 え た。

Woemer氏 は 優 秀 な 人 材 を積 極 的 に 集 め,次 の よ うに 語 って い る。 「 この 業 務 で

成功 す るに は,先 ず 規 模 を大 き くし な け れ ばな ら な い。 私 は で き るだ け大 き く,で き

る だ け優 秀 な チ ー ム を作 る よ う心 が け て い るが,,'FadilitiesmanagementiTニ コ

ン ビ ュー タの 運 用 を 外 部 に まか せ る こ と 二 に 疑 念 を持 って い る トップ を納 得 させ ね

ば な らな い。 」

この外,注 目 され る会 社 と して,NewYorkのBradfordComputers&1',i" ';}

Systems社 ま た,先 頃,商 業 ベ ース に 乗 って 話題 を呼 ん だSystemDev610Pment'

社,ソ フ ト ウエ ア会 社 のComPuterScience社,ComPuti㎎&Softwa
.retr、,C。mputご

erApPlications社 が あ る。 中 で も,ソ フ トウエ ア会 社 は これ まで も政 府 機 関 に ス

ペ シ ャ リス トを 提 供 して 来 て お り・ 今 後 あ らゆ る分 野 に各 社 の ス ペ シ ャ リス ト
,を提 供

す る傾 向 に あ る。

CAIのJohnA・Deuries社 長 は ・rr†Facilitiesmanagement"は 立 派 に 企 業 と

し て成 り立 つ。 これ ま で 政 府 機 関 にス ペ シ ャ リス トを提 供 して 成 果 を あげ た事 は,今

後 他 の 分 野 に提 供 し て も十 分 成 功 の余 地 が あ る と思 わ れ る。 」と述 べ;目 下 この問 題

と積 極 的 に 取 り組 ん で い る。

将 来,コ ン ピ ュー タ ・ス・ミシ ャリ ス トの不 足 は 益 々 深 刻 な もの に な う う。・そ れ に伴

な し㍉ ～プ ア シ リテ ィ:マ ネ ー ジメ'2ト 会 社 ぽ 益 々 成長 し で ゆ ぐ]こ違L9なL'X。tt『 〔 …'一`
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2.6.6」ADAPSOの ゴ ン ピュ 一 夕 ・サ ー ビス 会 社 分 析 調 査

コ ン ビ ュー三夕 ・サ ー ビ ス ・ビ ジネ ス とい え ば ソ フ トウ エ ア会 社,タ イ ム シ ェ ア リン グ

会 社,計 算 セ ン タ ー な どが 代 表 的 な もの で あ る が,ADAPSOで は これ ら会 社 の財 務 構

成 比 較,営 業 形 態 比 較 な どの デ ー タ に よ っ て各 サ ー ビス ・ビジ ネ ス の 特 性 を調 査 し た。

典 型 的 な ソ フ トウエ ア会 社,タ イ ム シ ェア リン グ会 社,サ ー ビス ・ビ ュウ ロ ウ と は ど

ん な もの か を知 る うえ で参 考 に な る と思 わ れ る1な お,こ の デ ー タ は1967年 の もめ

《"

で あ る。

表2'8はSン ピ ュ一夕 ・サ ー ビス ・ビジネスの3っ の分野(デ ー タ処理;ソ フ ドウエ

ァ,タ イ ム シ・エア リング)で 活 動 す る各 代表 的企業 の財 務構成 を要約 した もので あ る。

もちろん3つ の分 野 の企 業はそれ ぞれ他 の ビジネスに も手 を出 してお り,1社 にっ いて

の実際 の財務 構成 は も らと異な った もの とな る。

表28コ ン ピュー タ ・サ ー ビス産 業 の3っ の分野 の平均 的企業 像 とその 比較

コン ピ ュー タ ・サー ビス産 業の種類 ト単位1,000ド ル

収 ∴ 支
デ ー タ 処 理 ソ フ ト ウ エ ア タ イ ム シ ェア リング.

年 間総 収 入 $450100% $1.600100% $500100%

ト

`

オペ レイテンク費 用 34075 1.20075 60020

支 ・そ
の 他 の 支 出

出

税 金

7216

143

27517

503

17535

-一

才∨ ア

税 引 後 利 益 245 755 一 ・275-5畠5

バ ラジ ス シー ト

n'
ち

;「

流 動'資 産 10553 72585 30050

、 ・ 「 こ

固 定 資 産 8040 759 25042
ξ「 吟 ヤ

その 他 の 資 産 157 506 50'8

総 資 産 200100 850100 600100

「 も..

.II`

流 動 負 債 6030 35041 20033

長 期 負 債 4523 5b6 27546

そ の 他 9547 45053 12521

負 債 総 額 200100 850100 600100
〉
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収 入 源
デ ー タ 処 理 ソ フ ト ウ エ ア タ イ ム シ ェア リン グ

デ ー タ 処 理
「

プログラム&シ ステム

そ の 他

$35078%

6013

409
了

$1207%

1.40088

805

$20040%

17535

1

12525

ビ ジ ネ ス の タ イ プ

継 続 した 固 定 的
な 仕 事

非 固定 的 な 仕 事

35078

10022

60038

1.00062

25050

25050

資 産

流

固

勘

定

'そ'の 他

負 債

流 動

長 期

s

そ の 他

収入源

デ ー タ処 理

プ ロ グ ラ ム

&ノ ス テ ム

そ の 他

ビンネスの タ イプ

継続 した固

定的な付車

井固定的な

仕 事

データ処理
'ノ フ トウエ ァ タ イ ム ノ ェア

リノ グ,

53%

.'

1

`

85%

r歩

タ

50%

140%

T

42%

9%
、7%% －b% 、R(%〃i

78%
n

、づ

'〆'ん

¶

/

40%

88%

1

己

35%

13%

∨iiiii>、9当 一
w5%

78% `

)

38%

…

＼ …

50%

62%
50%

」22%

図54コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス会 社 の財 務 構 成

(資 産,負 債,収 入 源,ビ ジネ スの タ イ プ な ど)
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表29の デ ー タ処 理 業者の欄 のデ ータは約75企 業 をサ ンプルと してお り,大 規模企

業(売 上 年間1,000万 ドル以上)は 含 まず,小 規模 企 業が多 い。.

平均年 収450万 ドル と い う数 字 は1,966年 と同 じで あるが,税 引前平均利 益 は

1966年 の6%か ら8%に 増 加 してい る。

ソフ トウエ ア会社 は,回 答企 業 数が わず か6社 で,タ イムシ ェア リング ・サ ー ビス会社

のそれ はわず か6社 で あ ったが,そ れ ぞれ 回答 内容が し っか りして い るので,傾 向は読

み とれ よ う。 ただ し,タ イム シ ェア リング会社 にっい ては大抵 が操 業歴 が浅 いの で,

19'68か69年 には一般 的 な業界の トレンドをっか むデ ー タが得 られよ う。

ソフ トウエア会社 とデー タ処理 サー ビス会社 の比較 ソ フ トウエ ア会社 とデ ータ処理

サ ービス会社 の平均収入 を比較 す ると前者160万 ドルで サー ビス会社の4倍 弱。 両 者の

収益 源は と もに80%～90%が 本業 で,10%～20%が 関連 ビジネス とな って い る。

計算 サービス会社 の収入 の うち80%ま で が固定的 な もので・ソフトウエア会社のそれは40%

であ る。両 者の企 業規模 に は差 が あ るが,支 出,収 入の パターンは似 か よ ってい る。すなわ

ち,オ ペレイティング支 出が総 収入 のうち75%前 後 を示 し税 引前利 益はおよそ8%と なっている。

1967年 現在,ソ フ トウエ ア会社 の 資産 総額 は平均825,000ド ル(2億

9,700万 円)で,サ ー ビス会社 の約4倍 。 しか しソ フ トウエ ア会社 とサ ー ビス会社の

固定資産 は大体 同 じ。 これは ソフ トウエア会 社では総 資産 の約10%,計 算 サ ー ビス会

社 では40%と な る。 この差 は主 として,大 手 計算 サ ー ビス会社 は コン ピ ュー タを買 い

取 りで入手す るの に対 し,ソ フ トウエ ア会社 の大 部分 は レン タル,リ ースを利用 してい

ることに よる もの と思 われ る。

次に負債 は,長 期 負債 は両 者 の間に 明 らかな違 いが あ り,デ ータ処理 会社 の長期 負債

は負債総額 の2'3%に お よび ソラ トウエ ア会社 の それ は6%と な ってい る。

データ処理会社 とタイム シェア リング ・サー ビス会社 の比較1967年 に限 ってみ

れば,タ イムシ ェア リング ・サ ー ビス会社 の年 間売#高 は50万 ドル とデ ータ処理 会社

の45万 ドル を上廻 るが,今 後 タイ ムシ ェア リング会社 の伸長 が大 きい と予想 され るの

で,こ の差 は さらに拡大 し,一 方中小 タ イ ムシ ェア会社 は,逐 次淘汰 され ること も考 え

られ るの で,平 均 的企 業規 模は 当然 大 きくな ろ う。

タイ ムシ ェア リング会社 の主収入 源は ソフ トウエアおよ び プログラ ミング ・サ ー ビス

で35%,デ ー タ処理 ザー ビスが40%,そ の他25%で あ る。 なお,固 定 業務 は タ イ

ム シ ェア リング ・サー ビス会社 の場 合5d・/。 とな ってい る。

タ イムシ ェア リング ・サ ≒ ビス会社 の総 資産額 は,デ ー タ処理 会社 のそれ よ りやや多
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いが,50%が 流動 資産,40%が 固定 資産 とい う内訳 は平均 的 ソフ トウエ ア会社 の そ

れ とま るで違 ってい る。 タ イムシ ェア リング会社 の長期 負債 は負債 総額 の45%で,計

算 サー ビス会社 の23%,ソ フ トウエ ア会社 の6%よ り大 きい。

表29コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス ・ビ ジ ネ ス 各企 業 の特 性 比 較

企 業 サ ー ビ ス の 種 類
比 較 対 象

デ ー タ 処 理 ソ フ ト ウ エ ア タ イムシェア リング

平 均 社 歴 5年 3年 2年
、

1営 業所あた り平 均 顧 客 数 60 15 65

平 均 総 収 入 額 $300,000 $35qoOO $1,000,000

1営 業 所 あ た り平 均 収 入 $275,000 $200,000 $200,000

1顧 客 あ た り 平 均 収 入 $5,000 $15,000 $aoOO

収入に占める人件費の割 り合
い(平 均)

48% 50% 35%

暫 こ占める鑓 支牌 剴 25% 40%

平 均 従 業 員 数 20 20 50

従業員1人 あた り平均売上高 $13,750 $1aoOO $25000

デー タ処理企業 の性格 と企 業 の総収 入 の関係 表34は,デ ー タ処 理 サー ビス会社 に

っ いて企 業の特徴 と年 間売上 高で測 った企 業規 模 の 間の関 係 を要約 したものである。表29

でわか った ことは,ソ フ トウエ ア会社,デ ータ処理 サ ー ビス会社,タ イムシ ェア リング

会社 が それ ぞれ全 く違 ってい ることで ある。

企 業 の規模 につい ては,計 算 センター を2っ 以上経営 してい る会社 は,調 査 の対象 と

な った1つ だ けセ ンター を経営 してい るデータ処理 サー ビス会社 よ り も平均 して少 な くと

とも1.5倍 は大 きい。

また海外1カ 国以上 にサ ー ビス ・エ リアを持 ってい る会社は8社 あ る。 全米 の計算 セ

ンターの うち40%は 各州 の メ トロポ リタ ンに集中 してお り・約半 数 を少 し上 まわる数

のセ ンターが,そ の他の20の 大都 市 で活動 してい る。

デー タ処理サ ー ビス会社 のサー ビス種類 ほ とん どの会社が一般 的な ビジネス'・デ ー

タ処理 サ ー ビスを し て お り,1医 療 関係 とか リス トお よび フ ァイル とい った特殊 なサ ー

ビス をして い ると ころ は少 な い 。 しか し,全 体 の3%の 会社 は政 府 関係 に50%以 上

も仕事 を依存 してい る。
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表30デ ー タ処 理 サ ー ビス会 社 の サ ー ビ ス ・ア ブilケ ー シ ・ン

アプ リケ ー シ ョン の種 類 サ ー ビス企 業数

商業 用 デ ータ 処理 91

医 療 関 係 6
」

政 府 関 係 5

リス トおよびフ 。イル: 10

科 学 技 術 計 算 14

デー タ処理 サー ビス会社 の従業 員構 成 典 型的 なデ ータ処理 サ ー ビス会社 の従 業員構
う

成 は次 の よ うな もの とな る。

表31従 業 員 構 成

仕 事 の種 類 構成比率
,

経 営 幹 部 ‥ 6%

マ ネ ー ジ ャー ・監 督 者 9

セ ー ル ス ・ サ ポ ー ト 5
← 声

プ ロ グ ラ マ ー き11

シ ス
、テ ム ・フ㌃汰 り ス ト 7v

マ シ ン ・オ ペ レ イ タ ー 15
.

キーパ ンチ ャー ・事 務 員 .44

デ ー タ ・ 配 達 元 管 理 ,3

た だ し,経 営幹部(エ グゼ クテ ィブ)の6%に つ いては;実 際に は半数 ぐ らいの会 社

が1人 と答 えて い る。5人 以上 の エグゼ クテ ィブがい る ところ は極 めて少 ない。 マネ ー

ジ ャー,監 督 者の平均 数 は2名 で,5人 以上 のスーAo－ バ イザ ー を持づ 会社 は全体 の11

社にす ぎない。 も っと もこの11社 で全 雇用従 業員の60%を 占めて い る。 セール ス ・

マンを持 っていな い会 社 が全体 の40%と 多 い。
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デー タ処理サ ー ビス会社 の抱 え る諸 問題

業界 の諸 問題 の順位

表32業 界の 問題点 の ランキ ング

問 題 点 1966 1967

コ ン ピ ュー タ 導 入 問 題 1 、5
`1

過 当 競 争 2 3

人 事 3 1

老 巧 マ・シ ン の 維 持' 4 6

サ ー ビス料 金 の算定 問題 5

、

4

新 し い サ ー ビ ス考 案 6 2

コン ピ ュータ導 入問題 が66年 で は一番 大 きか ったのが,67年 には5番 目・に ラ ンク

され,こ れに比べ新 しい サ ー ビス を どうい う形 で打 ち出 してゆ くか とい う,い わゆ る製

品開発 の 問題が6位 か ら2位 に上が って い る。 また人 材面 の悩 みが 高 くな って お り,'全

体 としてみ る とこの一年 間で初歩 的 な悩 みか ら安定,拡 張型 の問題 に移 行 した感 が強い。

表33デ ー タ処理 サ ー ビス経 営歴 と各 種パ ラメ ータの関係

デ ー タ処理 ビ ジネ スの社歴(年)こ
パ ラ メ ー タ ー

0-3、
、

4 .-6 7-9 10以 上
←

企 業 数 24 24 16 16 、

顧 客 数
37:

(30-50)

75

(50-100)

110

(75-125≧

108

(70-130)

年 間 総 収 入

、

,

225

(165-291)

300

(200-500)

350

(262-900)・

450

(325-950)

顧客1人 あた り収入
5600

(3500-12000)

4000

(2iB3-7412)

4750

(3000-6500)

450σ

(3(カ7・-6667)
1

収入に占める人件費
47

(39-55)

49

(44-54)

48

(46-52)

50

(47-61)

収入に占める装置費 30 26

'

205 22.5

用の割合 (21-33) 1(20-31) (16-27) (145-25)

従 業 員 数
17

(12-26)

18
'(12 -40)

24

(20-62)'

37

(16-51)

従業員1人 あた り売 13,870 、・ 、13,950 14,218'、 12.650・

上 高(ド ル) (9524-17555) (11363-17555) (12㎜ 一161カ) (1(蹄 一15500)'

収入に占める税引前 .2.9 1.7 6.7 8.5

利益の割合い(%) (0-10) (0-8.3) (0一10) (3.5-15.7)

一129一

注(')内 は最 小㍗最大値 で あ る。



社歴 と年 間総売上高 に示 され る企業 規模 とは比例関係 に あ る。 た だ 成 長 率 は,社

歴7-9年 か ら10年 以上 にか けて急 速に な る。 しか し顧 客あた り売 上高 は逆に減少 傾

向 をた どるの は,こ の業界 で もマ スプ ロ ・マス セール スの原 則 が働 くのか もしれ ない。

また収入 に 占め る人件 費の割合 いは規模 が大 き くな るにっれ て多 くな るが,従 業員1人

あた りの売 上高 で みた労働 生産性 は7-9年 が ピークで10年 以上 は低 くな ってい る。

全体 的 にみ て社歴4-6年 とい うと ころが経 営的 に も一番 苦 しい時期 で あ る。

表34企 業規模 の大小 か らみたデ ータ処理 サ ー ビス ・ビジネ スの特徴

総 売 上 高(1)

$200,000以 下

企 業 数 24

社 歴 4.5

(2.2-6.5)

顧 客 数 47.5

(30-67.5)
《

1顧 客あたり売上高 3,250

(ド ル) (1,900-5,750)

装置 コス ト(%) 26.5

(18-39)

サ ラリーの割 り合い(ド ル) 48

(収 入 に対 す る%) (41-55)

ρ従 業 員 数
12

(9-15)

1従業員あたり売上高 12,350

(ド ル)
、 (8,800-16,600)

全従業員に対する平 5,500

均給与支払額 (4,400-7,200)

利 益 2.5

(%) (-0.3-9.2)

一130一
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総 売 上 高 ②

$500,000以 上

(

25

8.0

(4.2-10)

120

(90-300)

6,875

(5000-10500)

20

(16-25)

51

(45.5-56.5)、

65

(45-125)

14,0 .78

(11,000-17,500)

7,200

(5,200-8,100')

6.1

(2.2-13.9)

)内 は 最 小,最 大 値

,

⑱

w

》
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表35従 業員構 成 か らみ たデ ータ処理 サ ー ビス ・ビジネスの特徴

キ ーパ ンチ ャ(1)50%以 上 プ ログ ラ マ ー②20%以 上

プ ロ グ ラ マ ー20%以 下 キ ー パ ンチ ャー50%以 下

企 業 数 26 25

社 歴 8 5

(45-10) (3-7)

顧 客 数 80 60

(45-125) (30-100)

年 間 総 売 上 高 400 291

(190-700) (175-510)
、

1顧 客 あ た り売 上 高 5,000 5,867

(3300-6,700) (2,500-9750)

装 置 コ ス ト 47.5 47.5

(収 入に対 す る%) (44.5-525) (43.5-55)

従 業 員 数 32 20

(16-75) (13.5-33)

従業員1人 あた り売上高 11,200 15,100

(8,800-14,000) (1,300-2,100)

全従 業員に 支払 うサラリー 5,200 7,192

(平 均)ド ル (4700-7125) (5600-1α000)

税 引 前 利 益 5.5 3.3

(収 入 に 対 す る%) (2.0-1α0) (0-142)

注()内 は最 小,最 大 値

一般的 に は プ ログラマーが キーパ ンチ ャーよ りも多 い と ころは企業規模 も大 き く社歴

'も古
い と推定 され るが,社 歴は この構成パ ターンに関係 が ない よ うで,社 歴 の新 らしい

ところが意外 に もプ ログ ラマーな どの スペ シ ャ リス トを抱 え,人 件費 も多 く,従 業員 の

生 産性 も高 い。 しか し税引 前 の利益 は低 い。

企業規模 別装置 の種類 は,平 均1,000ド ル以下 の売 上 高を持 つ小 企業 はEAM装 置

しか持 っていない。 ところが売 上高70万 ドル ぐ らい の会社に.なる とEAM装 置 に コ ン

ピュータを持 って い る。 -131一



コ ン ビ 二一 タの所有権 は企業 規模 の大 小 とは さして関係 がない。 む しろ どこの メーカ

ー(D製 品 を使 うてい るか とい う点 が規模 の 大小 と強 い関係が あ る
。 パ

また ・会社 が個人所 有 で あるのか会社 組織 で あ るのか とい うことは,表 をみれ ば明 ら

か な とお り,規 模 が大 きい ほ ど会社 組織 を と って いる。 さ らに,そ の 会社 が何 ん らかの

団体 に属 してい るか とい うことにな ると,30万 ドル 以下 の弱 小企 業は ほ とん ど どこの

メンバ ー-T●シ ップで もな く・ADAPSOは だ いたい50万 ドル ぐらい,そ して65万 ド

ル以 上 となる とADAPSO以 外 の どこか の団体に 入 ってい る。

これは非常 に面 白い設 問 だ と思 うが,地 域 によ ってデー タ処理 サ ー ビス業者 の収入が

相当違 うので はないか とい うので あ る。確 かに売上 げ の平均 規模 は中西部,西 部,北 部

と高 くな って い る:

表36企 業規模別 にみ たデ ータ処理産 業 の特徴

平均年 間収入(単 位 千 ドル)

レ

爵

企業 規模

キャラクター
100 200 300400 500 600 700 800

オ ペ レイテ ィン グ規模 計算 セーター1ヵ 所 運営 計算 センター2ヵ 所 以上運 営

●

所 有 装 置 EAM装 置のみ コンピュータだけ コンピュータとEAM装 置

コ ンピ ュータの所 有権

有 無 非所有 所 有

UNIVAC BURROUGHSHONEYWEI工 IBM

コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ ー

経 営 形 態 個人所有 会社型態

何んらかの団体に加入 いかなる協会 ADAPSO どこかの団体
してい るか に も属 さず に 属 してい る

サ ー ビ ス エ リ ア 中南部 西 部 北東部
㌧1■ 」'

宙

)

、

《

・1 ,・' ψ.
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2.7ソ フ ト ウ エ ア ・マ ー ケ ッ ト

`

亀

2.7.1概 況

1969年,ソ フ トウ'エァ業界 の最大 の話題 は何ん とい って も価格 分離 で あろ う。

価格 分 離に っい ては,す でに前章 で述べ た ので ここでは省 くが,価 格 分離 は単独 の ソフ

トウエア ・マ ーケ ッ トの確立 にな ると と もに ソ フ トウ エ ア業界 間の企 業競争 を激 し くす

る可能性 もあ る。 また,こ の点 で巨大 な シンク タンクとして知 られ るsDcの 営利 企 業

転 進 も業界 の大 きな話 題の1っ と言 えよ う。

SDC営 利企 業転進 の理 由 にっいて は,同 社 の スポ ークス ・マ ンは株式の 公開 に よ り

資金 を潤沢に 得 ることが で き,事 業拡 張がで き ること,さ らに従業員 に対 す る利益 の配

分 と株 式分離 に よ り有 能な スペ ジ ャ リス トの脱 出を食い止 めること力唱 的で あ るとして

い る。 このSDCの 営 利企業 化の意 味 は大 きい。最大 の問題は もち ろん ソフ トウエア各

社 に与 え る競 争の脅威 だ が,こ の他に民 間企 業 で も単 な るソフ トウエアの請 負 い開発 業

か らPPBSやMISと い った総合的 システ ムの開発 に対す る需 要 が でて きた ことが う

かが われ るので あ る。 .'㌧

1969年 度のッ フ トウエア専門会社 に よる ソフ トウエア ・サ ー ビスの売 上 高は低 く

見積 って も3億 ◆ドル(1,08'O億 円)か'ら5億 ドル(1,800億 円)に な る もの とみ ら

れて お り,ま た これが 価格分 離の影響 で1970年 には12億 ドル(4,300億 円)に

もな ろ う と予 測 さ れ て い る。・MoodysComputerIndust]ryの ソ フ トウ エ ア調 査 に よれ ば

その トレ ン ドは 次 の よ うに な る とい う。

ワ

●
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単位100万 ドル

▲
嘉

1,00

500

3,000

レ

●

oL-一 ー 一 一 一一一
1968年1969年1970年1975年

図55ソ フトウエア会社の売上高推移

また,こ の 業 界 で注 目 され るの は ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジ で あ って,将 来 ソ フ トウ

エ ア会 社 の大 きな 主 力 商 品 にな る もの と期 待 され て い る。 事 実,専 門'メ ー カ ー は67年

の22社 か ら69年 に は426社 に ふ え て い る。(専 有 権 付 ソ フ トウ エ ア ・パ ッケ ー ジ

に っ い て は 情 報 処 理 ニ ュー ス ・ス ペ シ ャル ・レ ポ ー ト第2号 「米 国 に お け る ソ フ トウ エ

ア産 業 の 動 向 」お よ び 当 セ ン タ ー発 行 の 「ソ フ トウエ アの 流 通 とプ ロ タ ラム ・パ ッケ ー

ジ 」を参 照 され たい。)

ソ フ トウエ ア会社全体 の企 業数は現在2,000社 と もそれ以上 と もされ てい るが,そ

の成長 は量 的に も質 的に も高 い ものが あ り,こ れ は"ソ フ トウエ ア会社 ピック8"と い

わ れ る代表的 企業 の1966年 か ら68年 にか け ての成長 内容 をみて もわか る ことで あ

一134一

●

●



4'

`

●

●

る。 図53に は196

図 か ら も分 か る よ うに

出現 して い る。.

戸 利 益

[=コ 売上げ

IZZZZ1966年 から68年までの増加分

(230%)
$308

・

6年 度 に お け る ビ ッグ8と1968年 度 の ビ ッグ8を 示 した が,

,1966年 に は ビ ッグ8に 含 まれ な か った ソ フ トウ エ ア 会社 が

1

1968年

$528

(420%)増 力ロ

436

(358%)増 加
$43

$561

鵬115

(227%)
$136

Sl,700

$1,8ア7

$330

AppliedDataResearchFinc.

$1,256AriesCorp. 与

血f・rmatlgs,lhc・

$485ComputerUsageCo,,Ihc.

PlanningResearchCorp.

Computing&Sqftware,Ihc・

(s・・%)】 ε・1;3

$2L7

彪ZZZ増 加

1

$578香 §(3㌶1影 微 加・・ト69・%%%%%% ComputerApPlications,Inc,

ComputerSciencesCorp.

lI

3N_一 一 ざ
(66～69)Z-

`Il[ `

6,000

1

5,0004,0003,0002,000

-一 ー ー一一 利 益(千 ドル)

1.lIl

1,000

」

`

1ρ002,000

損 失

60504030

-_一 一一_売 上(百 万 ドル)

20 01

年6691

「
・

F

l

$1101

$5.91

$6・OI

$18呈脛

$6'遮
S12_

$121'

.

$345_

8244一

$749-$13
.4

$741一
71 」

$20.4
$̀1301　

1``1` `, ,``1 `1`1

1,000
-一 利益(千 ドル)

``II`` `[1

500

111`

400300200100'

1〔1`1`

2015

売上(百 万 ドル)

図56

10
.54321

AppliedDataResearch,lnc。

AriesCorp.

D・cum・nt・ti・n,lh・.

ComputerUsageCo.

ComputerApPlications,血c.

PlanningResearchCorp.

ComputerSciencesCorp.

C-E-1-R,血c.

ソ フ トウ エ ア会社 ビ ッグ8
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2.7.2プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジの 流 通 状 況

1968年 専用 権付 プログラム ・パ ッケ ー ジの販 売 は ソフ トウエ ア全支 出 の2%に あ

たる といわれ てお り,市 場 に出 まわ ってい るパ ッケ ージの種類 も1,000件 以上 を越 え

て い る。個 々の会社 につ いて も,今 後 全力投 球す るのは この専有権付 パ ッケ ージだ とす

るソ フ トウエ ア会社 もで て きてお り,例 えば独立 ソフ トウエ ア会社 で は トップに位 す る

CSC社 は・67年 のパ ッケ ニジの売上 げが200万 ドル(7・2億 円)に 達 し,こ れ を

4～5年 以 内には全売上 高 の半分以 上 を占め る ドル箱 に した いと してい る。(詳 しくは

情報 処理 ニ ュース,ス ペ シ ャル ・レポー ト第2号 「米国 にお ける ソフ トウエ ア産業 の動

向 」参 照)`"㌻.tSl'ご ∴

現 在市場 に 出まわ って い る代 表的 なパ～ ゲー ジには次 の よ うな ものが あ る。

,
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表37 ア メ リカ に お け る ソ フ トウエ ア 会社 の 代 表 的 プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ.

買 い取 り 売 り上げ

.社 名 プ ロ グ ラ ム名
'

用 途 リ ー ス 及 び リ ー

値 段 ス 本 数

ApPliedData Autoflow プ ロ グ ラ ム ・ ド ク メ. $4,200一 600

Research
ン テ イ シ ョ ン 13,600

(3年 リース)

BrandonApplied リ ソ ー ス1・ マ ネ ー

.s

EDP装 置,人 材の管理 $19,500一 3、
Systemshlc. ジ メ ン ト ・システ ム 計 画 ス ケ ジ ュー リング

Computer Testpak パ ッ ケ ー ジ ・ ソ フ ト $9,500-$285一 75

MethodsCorp. ウ エ ア の テ ス ト 11,050515/月 額

Computer
`

財務情報報告玖テム 一般元帳会計
$12,500$600/月 額

'

14
・

ResourcesCorp.
Audit-Thru レポ ー ト ・ジ ェネ レー ター

、
$9,000$300/月 額 30

Computer Testcube プ ログラム検査 $1,500一 2

ServicesCorp.
、

ComressInc. Scert コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス $17,000一 53
F

テ ム の シ ミ レー シ ョン 180,000
◆

年額

Consolidated Simscript シ ミ レ ー シ ョン用 プ $15,000$12.400/ 40

Analysis" ロ グ ラ ム ,(2年 リー ス)

CentersIhc.

QwickQwery データ検索および分析
'
$27,000$900/ 20

」
「 月額

. 、

Datasystem QuickData 小 企 業むけデータ記 $590以 」ノ' 2

Resear(ih& ,1 録管理 月額

Engineering
1■

Filemaster ・・大 企 業 む け お よ び科 $1,250 3

Services 学用記録管理 以上/月 額

'、 A「

DataUsage Documatic RP『Gの ド ク メ ン テ イ 機器構成 一 52

Corp. シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム
'

に よ る

DeltaData
∠ ～'

Genera1
.

一般元帳会計 $7,500一 3

Systems Ledger $15,000
System 、

、

Accounts 会計用 プログラム .∴上 に 同 じ 一
1

>

.Payable

.

- Accounts 〃 一ヒ に 同 じ 一 1
・Receivable ,

Payro11 〃 上 に 同 じ 一 2

RawMaterial 在庫/費 用管理 上 に 同 じ 一 2.

Inventory/Mfg

CostContro1

三
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買い取 り 売上本数
社 名 プ ロ グ ラ ム名 用 途 リ ー ス お よ び

値 段 リ ー ス

DeltaData Contra.ctCost コ ス ト ・コ ン トロ ール $15,000 一 1

Syste]ns Control $30,000

WholesaleGoods 在1車管理

「

上 に 同.じ
一 1

Inventory

Control

DNASystems Forflo フ ォ ー ト ラ ン $480 一 33

血C. フ ロ ー チ ャーテ ィ ン グ

. XDUP 1130デ ス ク操 作 $155 一 42

NSA オ ブ ジ ェ ク ト ・ コ ー $325 一 22
、9一

ド を アセ ン ブ ラ ー言

語 に 変 換 ・

-

CPY デ ス ク ・コ ピ ー イ ン $50 一 24

グ ・プ ロ グ ラ ム

SLDR DM-2プ ロ グ ラ ム を $100 一 18

オ ブ ジ ェ ク ト ・デ ッ

クに変換

PRNTZ& 最大 速度で1132プ 1個150ド ル 一 16

PRNT-1 リ ン タ ー を ド ラ イ ブ 2個 で200

す る。 ドル

XREF ア セ ン ブ ラー ・ク ロス ー $275 一 3

レフ ァレ ン ス ・プ ログ ラム

(noname) 1800コ ミ ュ ニ ケ ー $4,000 一 3

シ ョ ン ・サ ポ ー ト 6,000

(noname) FORTRANダ ブ ル ・ $1,000 一 4

イ ン チ ジ ャ ー ・ コ ンパ

イ ラ ー

FourPilnc. Calctran ASR33タ ー ミナルもし く $6,000 一 .3

は卓上計算機から

IBM360を 使 用

Philip Generalized 連 邦 政府,民 間会社 $20,000 一 48

Hankinshlc. PayrollSystem で利 用できる給与計

算 プログラム

MoneyMinder 勘 定 口座 よ り収入, 多段階 一 12

支 出 を レポ ー ト

hlformatics MarkIV
、

フ ァ イ ル ・ マ 不 一 ジ $30,000 一 190

(64bytes) メ ン ト 35,000

Instant Ihstant-Cobo1 COBOLプ ログ ラ ム $3,500 一 12

SoftwareIhc. 作成
1
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買 い取 り 売・ヒ本数
社 名 プ ロ グ ラ ム 名 用 途 リ ー ス お よ び

値 段 り 一 ス

Isaacs-Dobbs On-1ineBilling 料率および固定料金 交渉に よ 一 1

SystemsInc. System 計算 り決定
、

Random-Access インクワイア リーお よ び $5,000 一 1

Method メンテナ ンス 用 デ ス ク ・

フ ァイ ル ・アクセ ス

Lutter& Keypunch キ ーーパ ン チ 部 門 お よ 一 $3,000 4

HelstromInc. Performa皿ce び 個 人 キ ー ・パ ンチ (一 括 支払)

System 量の測定

DataProject プ ロ ジ ェ ク ト・シス テ ム 一 $4,800 4

Management

System

およびプログラムの進捗

状況.把握 (一 括支払)

NationalCom一 QuickDraw ド ク メ ン テ イ シ ョ ン $4,200一 一 130

puterAnalysis

bc.

識別 5,700

F

NationalData Insurance 保 険 証 券 マ ス タ ー ・ 一

$300一 8
Processing 工・ogisticsAuto一 フ ァ イル 維 持 お よ び 800/
Corp. matedSystem 報告機能 月額

(ILA)

NodenDiv.
, GPSS/360一 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン $15,000 一 5

UnitedAir Norden

CraftCorp.
ComputerAided 命令 に従 って作図 $856 一 5

Designof】h一

tegralCircuits

(CADIC)

Programming Score 情報検索および報告 $7,500 一 56

Methods血c.

Programming SystemsSupPort
、

チ ャ ン不ル ・イ ンタ フ ェ $7,500 $200/ 8

SciencesCorp. TestPackage イス と周辺機器用 方 週額

(SSTPAC) ン ライン ・システム検 査

Worldwide Cornrnunications ハ ー ドウ ェ アお よ び $20,000 $5,000 1

Computer Evaluator ソ フ ト ウ エ ア の 評 価 以下
ServicesInc. (COMVAL) $1,000/・

月 額

TelephoneNet一 最 適 の ネ ッ ト ワ ー ク $9,000 一
1.、

workEvaluator システム決定
.

(TELNETE)
1

;
' 'ブ

'

、 ・ r

ConsoleInterface ソ フ トウ エ アめ 誤 り $1,000 一`
ト 3

Program(crp) を テ ス トし発 見 す る。

XiOXInter一 Cartificateof 預 金,貸 付 プ ロ グ ラ $7,500一
一 17

nationalInc. Depositand ムの検証 9,000

SavingsProgram
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、、 ・ ,"・ ∨
この よ うな パ ッケ ー ジの 価 格 は

(1)開 発 コス ト

② マ ー ケ ッ トの大 き さ

(3)そ の 使 用 可 能 年 限 、,

(4)期 待 利 益

とい った 点 か ら決 め られ る。

各 種 の プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジが 出 ま わ るに つ れ て,パ ッケ,一 ジの プ ロ〔 カ ー と か紹

介 機 関,そ れ に 各 ソ フ トウ エ ア会 社 の専 属 販売 ス タ ッフ な どの機 能 が クー ロズ ・ア ァプ

さ,れ そ きた 。 ボ ス トン ・グ ル ー プICP(InternationalComputerPrograms)の

NASAのCOSMIC(C・mput・ ・S・ftwareM・ng・ment・ ・dl・f・rm・ti・nC・nter)

な,どが有 名 で あ るが ・ 乙 こに 登 録 され て い る各 種 の パ ッケ ー ジ を分 析 す .るこ とiこclつ て ・

ソ フ トウ エ ア ・パ ッケ ー ジの 特徴 を紹 介 した い。

使 用 ・ン ピ ≡ ターと して は 甲Mを 対象 としtこゾフ
、K'9=・ア1パ ・ケ ≡が 多いの

が 目立つ 。
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已1969田 田 於ける畑 の・ンピ・プ 当 直軸

と 台 数)一 台 数. ,...

⊂=コ 掲 載 プ ロ グ ラ ム の メ ー カ ー 別

・迦 醐 と プ・ゲ弘 数)づ ・ グ ラム数 ,。

・ンビ;一 タ細 微 合計55・606台q巨 し69年Ul卿D)

掲載 プログラム数815
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各 メー カ ー別 に み た パ ッケ ー ジ
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ICP社 に掲 載 があ った プログラAの 使 用言 語
t

●

●

1

-

PL3

TGpssl
RPG 23

ぎ

AUTOCODER 67

ASSEMBI、ER,BAI、,NEAT,EAP,ALP,ACL,ALC,TAC,SPS,FAP,BPS,CTS,PCP
17

FORTRAN,BASIC 132
,一

COBOL
ト

156
こ

1、lII、11・ …II・ ・1・.

01020304050607080901001101201301401 .50160170180

(プ ロ グ ラ ム 数)

図'58使 一用 言 ∵語 ビ

留

金

、 、

2.7.3ソ フ トウ エ ア業 界 に 出現 し た 巨 人SDC

お よ そ シ ス テ ム開 発 に 関 心 の あ,る も の な らSpC($ystems.DevelqPmentqo・)の 名

前 を知 らぬ もの は あ る まい 。SDCは 今 か ら10年 ほ ど前 の1956年,世 界 最 大 の頭

脳 集 団(シ ン ク ・タ'ンク)と い わ.れ る:RANDか ら分 離 独 立 した もの で 主 に 軍 関 係 の シ

ス テ ム,特 にSAGE(北 米 防 空 シ ステ ム)な ど空 軍 の大 規 模 な戦 略 シス テ ム開発 を手

が け て きた 。 、燕 、 .ズ.・ 、.....≡

従 業員 数2,966名 の うち －s約80%に あ た る2,265名 の ス ペ シ.ヤ リ,ス トを持 ち,

年 間 売 上 高1968年5,300万 ドル(190億800万 円)は 、CSC(ComputerSc-

iencesCo.)の6,500万 ドル(234億 円)従 業 員 数3,500名 に 比 べ る と少 し劣 るが,

_,SDqに ・注 目 す る と ころ は そ(D高 度 な シス テ ム能 力 で,政 府 関 係 の 巨 大 な プpジ ェク ト

か ら得 て きた力 が 今 後 どん な 形 で 発 揮 され るか と い うJとこ ろ に あ る。 これ はSDCの 仕

事 の 内容 を見 て み れ ば わか る こ とで あ る。

OSDCの プ ロ ジ ェ1ク ト ∫ .'.'L

SDCの 組 織 に っ い て.は 後 述 す るが,仕 事 の 種 類 で 大 別 す る と軍 関係 シ ステ ム部 門
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と都市 開 発 な ど担 当 のPublicSystems部 門 それ にSDCが 営 利 企 業 と し て大 きな期

待 をか け て い るCommercialSystems部 門 が あ る。

○ 軍 関 係 シ ステ ム

1968年 は 有 名 なSAGE(北 米 防 空 一半 自動 迎 撃 シ ス テ ム)の 最 終 完 了 年 と な

った。SAGE司 令 セ ン タ ーにSAGEの オ ペ レシ ・ナ ル ・プ ロ グ ラ ムの 最後 の 納 入

が 行 な わ れ,SAGE空 軍 プ ログ ラ マ ー の教 育訓 練 ス ケ ジ ュー ル が 完 了 し たの で あ る。

しか し68年 の 最 大 の ハ イ ラ イ トは 何 ん とい って も軍 用 タイムシェアリングADEPT・ 一・

50の 完 成 で あ ろ う。ADEPT-50は ペ ンタ ゴ ン の国 防 司 令 シス テ ム で あ って,サ ポ ー

ト ・セ ン タ ー と空 軍 司 令 部 に 設置 され る もの で,主 に 司 令 将 校 が め ん ど うな プ ロ グ ラ

ミング な し で使 え る タ イ ム シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ム で あ る。 これ は68年 春 サ ン タ モ

ニ カ のSDC本 部 で 説 明 会 と デ モ ン ス トレ ー シ ・ンが 行 な わ れ た が,使 用 コ ン ピ ュー

タ ー はSDC本 部 のIBM360/50で あ った 。.

こ の他,68年,SDCの 手 が け る軍 関係 シ ステ ム と発 注 機 関 に は次 の よ うな もの

が あ る。

・SentinelManagementFutormotionSystem陸 軍(ABM網 用 経 営 情 報 シ ス テ ム ・

開 発 中)(AntiBallisticMissile網 用 経 営 情 報 シ ス テ ム,開 発 中)

・MORG-1シ ス テ ム ーペ ン タ ゴ ン(戦 略 意 志 決 定 用 シ ミ ュ レー シ ・ン ・シス テ ム

開 発 中)

・CmC(CentralInformationandResearchControl)シ ス テ ム 一 口ー マ空 軍

開 発 セ ン タ ー(科 学 技 術 情 報 検 索 シ ス テ ム,開 発 中)・ ・

・AdvancurdJointStaffDocumentHaundingSystem－ 国 防 省 コ ミ ュニケ ー シ ・

ン局(開 発 中
、)

・STADAN(SatelliteTrackingalldDataAcquisitionNetwork)用 プ ロ グ ラ ム

ニ'NASA(人 工 衛 星 追 跡 お よ び デ ー タ収 集 ネ ッ トワ ー クの スケ ジ 。一 リ ン グ ・オ ペ

㌃
レー シ ・ン用プ ロ グ ラ ム,開 発 中)鵡

OBUIC(iBack-upInterceptorControl)一 空 軍(迎 撃 機 コ ン トロ ール ・シス テ ム,

1965年 が らオ ペ レ イ ト して い るがSDCで は 現 在 この シ ス テ ムの 要 員 を 訓 練 中,

:ま だ
,・68年 か ぢ開 発 をは じめ たBUICII,BUICHIは こ の シス テ ムの ニ ュー一:一バ ー

ジ ョンで あ る。

・AWACS(AirlineWarningandControlSystem)-SDCと サ ブ コ ン トラク タ

ーのMcdonellDouglas'が 共 同 で契 約 交 渉 中
,す で にSDC・ の コン ピ ュー タ ・
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●

輻

身

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・・ モ デ ル はSDCが っ く っ て い る 。

OPublicSystem(現 在 進 行 中 めプ ロ ジ ェク ト)

・住 宅 都 市 開 発 庁 の プ ロ ジ ェク ト(MIS)

' ・ノ ー ス ・カ ロ ラ イナ州,チ ャ一 口 ッ ト市 の 都 市 開 発 情 報 シ ス テ ム(土 地 利 用 交 通

計 画 情 報 を含 む)

・PPBS(Plar皿ingProgrammingBudgetingSystem)の 費 用 対 効 果 測 定 ・連 邦 政

府 む け。

・USAIO/VietllamMission用 経 営 情 報 シ ス テ ム(物 資 輸 送 コ ン トロー ル'シ ス テ

ムな ど を含 む)

・ニ ュ ー ヨ ー ク州 お よ び ロ ス ア ンゼ ル ス市 との 契 約 に よ る司 法 情 報 シ ステ ム

・各 州 お よ び地 方 公 共 体 の 警 察 情 報 シ ス テ ム要 員 の訓 練

・職 業 紹 介 会 社 む け の マ ンパ ワー 情報 シス テ ム

.・米醐 洋資源委員 との契継 よる海洋科学 に関する麟 システム・

・NSF(国 家 科 学 財 団)と の契 約 に よ るCAI用 言 語PLANTの 開 発 。

OCommercialSystems

68年 新 設 の 部 門 で 専 有 権 っ き ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジの 開 発,シ ス テ ム分 析 お

よ び開 発,タ イ ム シ ェア リン グ ・サ ー ビス な どを民 間 企 業 む け に 売 りこ む とい う。

このCommercialSystemsサ ニ ビスに は今 後 色 ん な 意 味 で 注 目 が 集 ま る と思 わ れ る。

た と え ば68年 以 前 民 間企 業 の 仕 事 を ほ と ん ど行 な って いな か ったSDCは,68年

に入 って民 間契約 の割 り合い は全 体 の年 間契 約件 数 の うち約120/・ の位置 を占 め ・・こ

れ が69年 に は大巾 にふ え る と言 われ てい る。

116

1田

、

蹴

391

民 間 企 業1(∬民間企 業47

公共 事 業体

175
,

公共 事 業体

124

公共 事 業体

129

公共事業体

74
軍 関 係

'169

軍 関 係

173

軍'関 係

159

、

公共事業体 鵠

軍 関 係109

軍 関 係77

656667 6869

図59SDC契 約 プ ロ ジ ェ ク ト
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○ タ イ ム シ ェア リン グ ・サ ー ビス,Q-32お よ び 工BM360/67を 使 っている。サ ービス・

エ リアは次 の と お りで あ る。 ま た,使 用 言 語 はJOVIAL,.FORTRANCOBO]Lな ど

で,主 と し て これ ま で政 府,軍 関係 の ユ ーザ ーに サ ー ビ ス を行 な って い る。

ポー トランド オレゴン州

Q-32
サ ンタモニカ

カリフォル

ニア州

サ ンデ ィゴ

カリ・・ルニ・州 ＼

コ ペ ン ハ ー ゲ ン,
一"ン
マ ー ク

ヘ ル シ ンキ,

フィンラ ン ド

イ サ カ,ニ ュ ー ヨ ー ク 州

ロ ー ム,ニ ュ ー ヨ ー ク州

ミシガ ン州 ケ ン ブ リッ ジ,

マサチパ ツツ州

ニ ュ ー ヨ ー ク

デ イ ト ン,オ ハ イオ州

ベズ ー リ州一
サンアントニオ,

テ キサ ス 州

メ キ シ コ市

ビロ ク シ

ミシシ ッ ピ。一州 サ ン フ ァ ン,

プ エ ル ト リ コ

,～

θ

QL32お よ び360/67の サ ー ビ ス ・エ リア

専 有 権 っ き ソ フ ト ウ エ ア ・パ;ッ'ケ ー ジ .

す でに大鎌 卿 商用 ソフ トウロ'パ ・ケ ー-rと し蹴 の プ[1「グ ラムを1'E・た ・

シ ス テ ム分 析 と シス テ ム開 発二 電

導 入,運 営 の コ ンサ ル タ ン ドか ら各 種 数 学 モ デ ル の 開 発,4ソ フ トウエア請 負 い,開 発,

○ 教育訓練 まで,さ らに は特 殊 な システ ムの要求 に合 うプロ トタイプの ハ ー ドウエ ア開発

も行 な う
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●

◎

な お,CommercialSystemsと し て行 な:っ た・もの に はUNIVAC1108用 にJOVIAL

コ ン パ イ ラ ー作 成 な ど メー カ ーへ の ソ フ トウ;)Lア ・サ ー ビス。D㎜&Bradstreetの ユ

ン ピ ュ一 夕 ・オ ペ レ イ シ ョン ・サ ポ ー トと シ ス テ ム開 発 な どが あ る。

●.

;

社 長

.七

、
'

v

1秘書および
会計部門 「
口] 経 営管理 部「

縫纏縫び←
」 ・事 業計画部
「

1調 査 お よび1

特 別 企 業 部
技術 部重 役

1 1

1目
、A

lllll
Commercial

Sisもems'

事 業 部

航空事業部
宇宙 関係

事 業 部

軍事 関係

事 業 部

公共 事 業

事 業 部

図61SDC(∂ 組 織 図

上 記 の プ ロ ジ ェ ク トは 次 の よ うな組 織 に よ って 遂 行 さ れ て い る。 人 員 配 置 は新 設 の

CommercialSystems事 業 部 に約5%の ス タ ッフが む け られ,公 共 事 業 部 に15%,

残 りが 軍,宇 宙,航 空 関 係 で 働 い て い る。

ま た,2,265名 の ス ペ シ ャ:リス ・トの 内 わ け は 次 の 表 の とお りで あ る。
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さ らに この スペ シ ャ リス ト達 が どんな仕事 に従事 してい るかにっいてはスペ シャ リス ト

の仕事 の種類 は下記 の表 の ごと くな ってい る。

技 術関係

罐 菅(4.80/。愉)

135

ヒ ュー マ ン

7㌫5ズ ・・8・ データブ。セ。シング関係

(53.4%)1
,206

436

そ の 他

(17.7%)

図63SDCスAeシ ャ リス トの 仕 事 の種 類
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00ρ53
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過去10年 間 の収入額推移
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⑨

○ 施 設

ソ フ トウ エ ア業界 最 大 と言 われ るそ の コ ン ピ ュー テ ィン グ能 力 は サ ン タ モ ニ カの 本

部 に17台,支 社 に76台 と い う数 字 .に表 わ れ て い る。 な お,.そ の う ちわ け は 次opと

お り。

表38本 部 お よび支 社 の設 置 コン ピ ュータ

●

地 方 支 社 台 数 サ ンタモ ニカ本 部 台 数
－

BurroughsGSA-51 11 BurroughsAN/GSA二51 1

CDC1604 14 BurroughsAN/GSA-51A 1

qDC36001 5 CDC3800 2

CDC3200 1 CDC160-A 4

CDC160-A 30 IBM360/30 2

HoneywellH-200 2 IBM360/50 1

工BMAN/FSQ-7(2Pairs

duplexed)

4 BM360/67 1

IBM7094 2 工BMAN/FSQ-7(1Pair

duplexed)

2

工BMAN/FSQ-31V 3 工BMAN/FSQ-32V 1

IBM7090/94 1 PDP-1 1

IBM1004 1 UNIVAC818. 1

IBM7090 1

エBM360/30 1

Philco2000-212 5 .
`

Philco1000 5

■

OSDC過 去10年 間の業績

最後 にSDCの 収 入,利 益,研 究開発 費用 の推移 を紹 介 してその総合能 力評 価 の参

考 と した い。

一147一



3,soO

3,000

2,700

金

額

1,000

li2,7772・soi

1・23?'

郷
/

郷

。↑元
一 一 ⌒ ⌒ 扇 年

図65SDC過 去1・ 年間の研究醗 投離 移



●

●

■

2.8情 報処理産業における最近の動 き

z8.1ソ フ トウエア特許制 度樹頭 動 き`
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図66ソ フ トウエア特許 問題 に関す る論文の発表件 数増 加傾 向

(米 国 特 許 庁 資 料 に よ る)
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プ ロ グラ ムを保 護 す る手 段 ど しては,特 許 権 と著 作 権 法 が検 討 され て い るが,こ の二

つの 保護 手 段 の うち著 作権 に よ る保護 は実現 が早 く,1964年 か らプロ グ ラムの著 作

権 登録 が許 され て い る。 と ころが,「 ソ フ トウエ ア を特 許 に 」とい う声 に 押 され て,

1968年 に ソ フ トウ エ ア特 許第1号 が特 許庁 か ら交付 された。特 許 権法 に っ い て は,ソ

フ トウエ アが特 許 で果 して保 護 で き るか どうか と い う こ とで,こ の問題 は これか ら大 き

く論 議 され るに違 い な い 。

表40は68年 春 か ら69年 に かけ て起 った ソ フ トウ エ ア特許 問 題 に関 す るタ イ ム ・

デ ー ブル で あ る。 ソ フ トウエ アの特許 化問題 は特 に68年 に入 って激 し くな り,表 の ご

と く論 文 の件 数 も多 くな って い る。

q

弔

表39ソ フ トウエ ア特 許 問 題 の経 緯

ソ フ トウエ ア会社 特許庁,裁 判所議 会 コン ピ ュータ メー カー コ ン ビ。ユー タ ・ユ ー ザ ー

1968年

4月 SJCCで は ソ フ トウ 上院司法小委員会

エ ア特許 と価格分離が で プ ログ ラム特許

話題の中心 を検討

ADRソ フ トウ エ ア特

許第1号 取得(特 許公

告番号3380029)

10月 ACMが 主催 して第1 米国関税特許裁 所 モー ビル石 油 の ソ

回 ソフ トウエ ア権 年 次 がモービル石 油 のソ ワ トウ エ ア特許 申

大会開催 特許問題を フ トウエ アが 特許 請 を認め られ る

討議 になると判決

特許庁再審を要求

1969年

1月 ADPSOタ イ ム シ ェ

ア リング部門新設,特

許 問題な どに力 を入れ

る

◎
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ソ フ トウエ ア会社 特許庁,裁 判所議 会 コ ンピュータ メ ーカ ー コ ン ビ。ユ一 夕 ・ユ ー ザ ー

1969年

3月 関税控訴裁に公聴 ハ ネ ウエル と シカゴで特許法律

会 開催 の ア ピール IBMモ ー ビル 専門家が生 まれ る。

が寄 せ られ る。 メ 石油判決に反対 ユ ー ザ ー,ソ フ ト

ン パ ー は メ ー,カ ー, の声明 ウエア会社が集 ま

ソフ トウ エ ア会社, っ て ソ フ ト ウ エ ア

r

モー ビル石油 な ど 特 許 セ ミナー を開

催

6月 PRG(ソ フ トウ エ ア IBM,ソ フ ト

特許推進 グループ)が ウ エ ア と ハ ー ド

ソ フ トウエ ア保 護 に関 ウエアの価格分

する研究会を開催 4 離発表

9月 特 許庁,モ ー ビル

石油 公判 のケ'一 ス

を検討す ると発表,

ソフ トウエ ア特 許

'

の検討 にの り出す .

表40を み るとわか る とお り,こ の問 題 にっ いて の重 要 な事 件 はモービル石 油 裁判(い ちめい

PeterandWie裁 判 と も言 わ れ る)で,こ れ を通 じて ソフ トウエ ア特 許 に関 して具体 的

な議 論 が 沸 き起 こ った 。 問題 の焦 点 は ソ フ トウエ ア ・プ ロ グラ ムの 性格 の解 釈 で,こ の

対立 意 見 は 次 の とお りで あ る。

○ 特 許庁,コ ン ヒ。ユ一 夕 ・メ ーカ ーな どによ る 一 ソフ トウエ アは特許 化 で きな い と

い う意 見 。
.,

「コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラ ムは特許 制度 の対 象 とな らない 。な ぜ な らそ れ は一種 の

知 能 活動 で あ るか ら特 許 に よ る保護 はふ さわ し くな い」

○ ソフ トウエ ア会社,ユ ーザ ー,特 許 法律 家,控 訴裁 な どに よ る 一 ソフ トウ エ アは

特 許 の対 象 とな り得 ると い う意 見。

「 ソフ トウエ ア ・プ ログ ラ ムは コン ヒ。ユ一 夕の コ ン トロー ル ・メ カニズ ムであ り,
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コ ンピ ュー タは この指令 の もとにオ ペ レイ トされな ければ何 の実用 価値 もな い。 この

点 か らすれ ば,プ ログ ラムは明 らか に機械 装置 で,そ れ故,立 派 に 特許の対象 となる。」

しか し こうい った議 論 とは別 に実 際的 に特許 に よ る保護がな ければ 新興 ソフ トウエ ア

会社 な どは困 ることにな る。事 実,ソ フ止 ウ エ アの アイデ ア盗 用 の弊害 が あちこちで起

きて い る。 ソフ トウエ ア会社に すれ ば生活 がかか って いる とい うことで ・特許化 の旗 を

振 ってい るわ けだが,コ ン ピ ュータ ・メ喜 ガーや特 許庁が抵抗 す るの も・それな りの理

由が あ る。 とい うの は,メ ーカーは価格 分離 を したい とい って もハ ー ドと対で ソフ トウ
ぐ

エアを売 ろ うとしてい るし,こ れ が ゴっめ マーケ ッテ ィング戦 術 に もな って い る。 ま

た特許庁 にす れば,ソ フ トウエア特 許 の仕 事 を引 き受 けれ ば,そ の評 価 と処理 が大変 だ

し,今 の ままの ス タ ッフで も渋 滞 ぎみ の事務 が,行 き詰 ま るの は 目に見 えて い るとい っ

た と ころであ る。しか し,現 実 に何 ん らか の保 護手段が 必要 であ るこ と,そ してそのた

`めに特許 が一番注 目され てい る ことは事実で あ るし ,IBMが 発表 した ソフ トウエ アと

'
ハ ー ドウエアの分 離化 の動 き もこれに拍 しゃをか け ることに な って い る。 ソフ トウエ ア

特 許制 度を と もか く検討 す ると声明 した 特許 庁 の方針 もこのよ うな現 実 の動 きに影響 さ

.れ ての こ とであ ろ う。 そ して この問 題の結 着が どんな形 にな るにせ よ,ソ フ トウエ ア特

'許制 度は樹立 に むか
って試行錯誤 の道 を歩み は じめた と見て よ い。

鶴

2.8.2独 禁法訴 訟事件 と価格分 離 tt

lBMを め ぐる独 占禁止 法違反 訴訟 事件1968年 の12月12日,CDC

(controlbataco,)はIBMを 独禁 法違反 で告訴 した。告訴 の 内容 は34項 目にわ

だ る もので,IBMの 大 がか りな広 告 キ ャンペ≡ ン,同 社の セ ールス ・'マシに対 す る苛

酷なペ ナルテ ィな ど細蔀 にわた って市場 独 占行為 の実 例 をあげ,IBMを 非 難 している。

た とえば,

,(1)IBM、 は巧妙 な㌃ ㍗ テ ・ング噸 極 じて・ コンビ一夕暢 とそのサ ブ'マ
ーケ ッ トを わ が もの に し

,独 占体 制 を維 持 し て い る。

② た と えば 具 体 的 に は カ ス トマ ー確 保 の た め,ぺ ニパ ー ・.マシ ン と架 空 の コ ン ピ ュ

ー タ を売 りつ け て きた
。 この た めCDCは セ ール ス の チ ャン ス を失 な って い る。

(3)納 期 の確 信 が な い ま ま に販 売,リ ー ス,ソ フ トウエ アの 引 き渡 し を約 束 し て い る。

とい った もの で あ る。

CDCの 工BM提 訴 は コ ン ピ ュー タ業 界 を驚 か せ た。 と い うの は,ネ コの 首 に 鈴 で は

な いが,い っ,誰 が,IBM攻 撃 の 火 の 手 を あげ るか とい う こ と は秘 か に 業界 関 心 の 的
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●

θ

●

で あ った 。 しか し ま,さかCDCが 名 乗 りを あ げ よ う と は,と い った空 気 が 強 か った の は

事 実 で あ る。 しか し よ く考 え て み れば,こ れ はCDCに ピ ッタ リの 役 ど ころ で あ った の

か もしれ な い 。IBMの 手 薄 な 超 大 型 コ ン ピ ュー タ分 野 を ね ら って成 功,ソ フ トウ エ ア

会 社C-E-1-R,ア ナ ログ ・コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーAEI等 と一 連 の 華 々 しい 合 併 活

動 に み られ る個 性 的 な 企 業 戦 略 の手 は,米 国 独 立 金 融 業 第1位CCC(Commercial

Credit社)を 吸 収 す る こ とに よ って 強 力 な 資金 源 を得,そ の 後 翅 大 型 コ ン ピ ュー タ

CDC7600の 開 発,発 表,全 国 ネ ッ トの タ イム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビ ス ・サ イバネ ット・

サ ー ビス の 建 設 の 大 きな裏 付 け を与 え た 。 こ うい った こ とか らCDCは 王 者IBM追 撃

の一 番 手 と 目 され て い る の もな るほ ど と うな ず け る も のが あ る。

ttア ン チIBM"の 火 の 手 はCDCに と どま らず
,そ の 後 コ ン ピ ュ ータ ・ リー ス会 社

DPF&G(DataP「ocessingFinancial&General)
,司 法 省,ソ フ トウ エ ア会 社ADR

(AppliedDataResearch),お な じ くProgramtics社 と続 き,業 界 の 各 分 野 が 追 い落

し に加 わ った 感 が あ る。 さ らに この ほか 周 辺 機 器 メ ー カ ーが ど こか 加 わ るの で は な いか

と い った観 測 もあ る。IBM提 訴 一 番 手 のCDCを 除 く四番 手 ま での 告 訴 の 内容 は 次 の

と お り。

ODPF&G(1969年1月3日 提 訴)

IBMの 営 業 活 動 に よ って リー ス会 社 で あ るDPF&Gは 窩 洞 獲i得 の機 会 を妨 げ ら

れ て い る と し て,

(1)IBMは ハ ー ド ウエ ア ・ソ フ トウエ ア,関 係 サ ー ビス に 対 し で ひ と ま と めの 価 格

体 系 を と って い る。 これ は ハ ー ドウ エ ア,ソ フ トウ エ ア,保 守 サ ー ビス だけ を専 門

に行 な っ て い る企業 の妨 害 とな る もの で あ る。 特 に コ ン ピ ュー タ 据 えっ け ザ ー ビス

を コ ン ピ ュー タ価 格 の 中 に 折 り込 ん で い る。

(2)IBMの メ ンテ ナ ンス政 策 に よ って,DPF&Gの 営 業 活 動 は 不利 益 を こ うむ って

い る。

(3)IBM以 外 のメ ーカーの周辺 機器 を買 お うとしてい るユ ーザ ーに対 して保守 サ ー

ビス を打 ち切 る と脅 しをか けて い る。

○ 司法省(1969年1月17日 提 訴)

IBMに 対 す る司法省 の攻 撃 は,高 いマーケ ッ トシ ェアを背 景 としてその市場 力 を

乱用 し,他 企業 の市場 に おけ る正当な販売機会 を妨害 した という もの で,

(1)DPF&Gの 場 合 と同 じよ うに,ハ ー ド,ソ フ ト,関 連 サー ビスに対 す る一括 した

価格体 系 はIBMの 独 占体制 の原因 とな ってい る。
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(2)特 定 の三 ーザ ー,こ とに大学 な どに差 別価格 で セール ス して い る。

⑧ ハ ー ド,ソ フ トで蓄積 した高 い技術 力 を乱 用 してい る。

・ADR告 訴 の主な内容 さて こうい った前3っ の場合 に比べ て,ADRは ソフ トウエ

ア会社 の立場か らどんな訴 えを起 してい るのだ ろ うか。

まず,1956年 以来IBMは 人、を小 バ カに したよ うな言 い抜 けを しっづ け1956

年 の コ ンセ ン ト・デ グ リーを侵害 しっ づ けて きた。 これ はIBMが ハー ドと ソフ トを ま

とめて サー ビスす ることに よ り,甘 い汁 を吸 うためだ ったのだ とレて,

(1)][BMは360を 含む 各ハ ー ドウエ アのた めに提訴 さ.れたすべ ての ソフ トウエ ア ・

パ ッケー ジ を一 括 して,ブ ロ ックでユ ーザ ーに提 供 す るこ とに よ りIBMの パ ッケ ー

ジ と競争 しよ うと してい る ソフ トウエ ア会社 の効果的 競争 を妨 げて い る。

た とえばIBMは 単一 のパ ッケ ー ジに対 して値 段 をっ けよ うとしない ことで,ソ フ

トウエ ア会 社に不利 な体 制・を作 って い るので ある6

(2)IBMは ソフ・トウエ ア特許制 度 の樹立 を妨害 して い る。

(3)IBMは ソフ トウエ アの開発 と引 き渡 しの期 日 を不 当表示 してい る。 これはADR

の よ う'なソ フ トウエア ・パ ッケー ジ販売 会社に とっ て納 得で きない販売妨害 で あ る。

CDCを 始 め とす る これ ら一連の 訴訟 事件 は一体 何 を意 味す るのか。CDC,の 告 訴 に

っ いては,業 界 ではズバ リIBM追 い落 し政策 だ と言 う。か ねて メーカーの間 ではIBM

が ハー ドとソフ トを抱 き合 わせ に した価格制度 で他社 よ りも有利 に駒 をすす めてい ると

見て い た。事実CDCだ け でな くIBMを 告 訴 したDPF&G,,司 法省,ADRはIBM

の 市場 独 占の原 因 として ハ ー ドウエ アに ソフ トウエアを抱 き合わせに した一括 価格制 度

を重 く見 てお り,い ずれ も一 致 して この 点 を攻撃 の的 としてい る。

しか し告 訴の 内容 は,各 業界 の特 色 を反 映 してまち まちで,た とえばDPF&Gは リー

ス会社 の立場 か らIBMが セカ ン ド,・ユ ーザ ー(り 一 ス会社 のお客)に 対 して,メ ンテ

ナ ンスを無料 で行 なわ ない とか 。IBM以 外 の周辺機 器 を買 えば コ ンピ ュータの保守 サ

ー ビスを打 ち切 るとか ,脅 しをか けて い ると訴 えてい る。 また ソ フ トウエ ア会社ADR

は,IBMは ソフ トウエ ア特許 制度 の樹立 を妨 げて い ると言 ってお り・ こうい った こ と

を見 るにつ けて もIBMの コン ピ ュー タ業界全体 に占 め る力の大 きさをあ らためて思 い

知 らされ るのであ る。

しか し各原 告の中心的 ポ イン トは ソフ トお よびハ ー ドを含 めた一括 価格 制度 に あ ると

み られ る。一括 価格制 度 とは ユーザ ーが サ ー ビス を受 け るハー ドウエ アの値段 の中 に ソ

フ トウエアの価格 が含 まれ るこ とを言 う も・の で,IBMは この仕組 みの中 で大 きな利 益
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をあげ て きた。 しか し,こ れ は新 興 ビ ジネ スの ソフ トウエ ア会 社 か らみ れ ば大 きな営 業妨

害 で あ る。 とい うのは ハ ー ドの値 段 に ソ フ トウエ アの コス トを含 め る とい う ことは,ソ

フ トウエ ア自体 に値 段 が つ か な い とい う ことで あ り,こ れ は今 後 プ ログ ラム ・パ ッケ ー

ジで売 り出 してゆ こ うとい うソ フ トウエ ア専 門会 社 に と って は困 る こ とであ る。'

米 国第 一 の ソフ トウ エ ア会社CSCの 社長 ウ ィ リア ム ・R・ フーバ ーは語 る。

「ハー ドウエ ア と ソフ トウエ アの 価格 が それ ぞれ切 り離 され て,別 立 て に して売 られ る

よ うに な れ ば1975年 ま でに ソフ トウエ ア専門 会社 の売 り上 げは30億 ドル(1兆

8,000億 円)に な るだ ろ う。 」 これ は ずば りADRの 告訴 の背 景 で もあ るが ,ユ ー

ザ ー の一般 的意見,す な わ ち世論 とい った もの もこの方 向 に む い て い る。

IBMの 一 括価 格 制 度 に対 す る不 満 は単 に ソフ トウエ ア会社 だ けの もの で はな い。 コ

ン ピ ュー タ ・リー ス会社 もこれ に大 いに 非 を 鳴 らレて お り,DPF&Gの 告 訴 文 に もは っ

き りとハ ー ドウエ アに メ ンテ ナ ンス料 金 を含 め てい るIBMの 価格 政 策 を非 難 して い る。

もっと もこ ちらの場 合 は,ソ フ トウエ ア会社 と違 って価格 を別立 て に せ よ と い うの では

な く,メ ンテ ナ ンス をIBM自 身 の レン タルの ユーザ ー と同 じ よ うに,リ ー ス会社 の い

も

わ ゆ る セ カ ン ド ・ユ ーザ ーに も無料 で提 供 し ろ と言 ってい るの で あ る。 しか し反 面 ユ ー

ザ ーの側 か らは メ ンテ ナ ンス ・サ ー ビス に対 してむ しろ金 を払 って もよい か ら質 の高 い

サ ー ビス を受 けた い とい う声 もあ る。 い ず れ に せ よ こ う い っ たIBMの 一 括 価格

制度 に対 す る様 々 な批判 の 声 は コ ン ピ ュー タ産 業 全体 の成 長 と と もに,ハ ー ドウエ ア よ

り もソ フ トウ エ アへ と比 重 が か け られ るに従 い現 われ た もの で あ ろ う。 一 連 の エBM訴

訟 事 件 は この いわ ば時 代 の声 を代表 して い ると も言 え る し,CDC ,ADRと い った会

社 は こ うした世 論 を巧 み に も り上 げ,IBMを 中心 と して 回転 して い る コン ピ ュrタ 業

界 に ゆ さぶ りをか け よ うど して い るの だ。

lBMの 価 格分 離 発 表1969年6月23日,IBMは 全 世 界 の コ ン ピ ュータ業界

にむ け て ハー ドウエ アと ソフ ト ウエ アの価格 を分 離 す ると発表 した 。

この発 表 は予想 され て い た だ け に高 い 関心 が集 ま ってい たが ,そ の 内容 にっ いては賛

否 さ ま ざまな反 響 を呼 ん だ 。

今 度発 表 され た新価 格 制 度 は1970年1月 か ら・実施 され る もの で,そ の 内容 は ,従

来 無 料 で提 供 され てい た。

○ シス テ ム分 析 な どエ ン ジ ニ ア リング ・サ ー ビス
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○ 各 種 ア プ リケ ー シ ・・ ン ・プ ロ グ ラ ム含 む ソ フ ト ウ エ アの 大 部 分

○ ユ ー ザ ー む け の 要 員 トレ ニ ニ ン グ ・サ ー ビ スの 大 部 分

を 有 料 とす る ほ か,ハ ー ドウ エ アの 販 売 価 格 を直 売 ・ レ ン タ ル と もに 約3%引 き下 げ る

と い う もの で あ る 。

新 し い ビ ジ ネ ス の 方 式 新 価 格 体 制 の も と で,IBMは4っ の ビ ジ ネ ス を 行 な う こ と

に な った 。 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リン グ ・デ ー タ 処 理 教 育,プ ロ グ ラ ム製 作 ・ 顧 客 との

個 別 契 約(CustomContractSe「vices)が そ れ で あ る。 丁

各 ビ ジ ネ ス は 料 金 別 立 で で そ の 内 容 は 次 の よ うな もの に な る だ ろ う乏 い う。

○ シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リン グ 、

シス テ ム 分 析,設 計,フ ロ ー チ ャー テ ィ ン グ ・:ブ ロ ック'ダ イ ヤ グ ラ ミン グ お よ び

テ ス テ ィン グ,プ ロ グ ラ ム作 成 お よ び テ ス テ ィ ン グ と設.置 計 画

○ デ ー タ処 理 教 育 一

50の ク ラ ス ル ー ム ・コ ー ス と'40の プ ラ イ ベ イ ト ・ス タ デ ィ ・コ ー ス が あ る 。 ク

ラ ス ル ー ム ・コ ー ス は,シ ス テ ム360用 オ ペ レ イ テ ィ ン グ ・シ ス テ ム ・ ア ドバ ン ス

ド ・コ ー デ ィ ン グ を 含 ん で い る。

・180・0タ イ ム ・シ ェ ア ー ド ・エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・シ ス テ ムの 詳 細

・シ ス テ ム ・モ デ ル 用 の プ ロ グ ラ ム の シ リー ズ

・キ ー パ ン チ お よ び ユ ニ ッ ト ・レ コ ー ド ・コ ー ス が あ る。

この ほか ユ ー ザ ー む け 入 門 コ ー ス が あ るが,こ れ は 従 来 ど お り無 料 に な る と み られ

て い る 。

○ プ ロ グ ラ ミン グ 製 作

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラ ム,コ ン バ ー ジ ・ン用 プ ロ グ ラ ム,シ ス テ ム ・プ ロ グ

ラ ム,ラ ンゲ ー ジ ・プ ロ セ ヅサ ー 『

な お,IBMラ イ ブ ラ リー に あ る プPグ ラ ムは 従 来 ど お り利 用 され る だ ろ う。 ま た

コン ト ロー ル を 含 む シ ス テ ム'コ ン.ト ロ ー ル ・プ ロ グ ラ ミン グ は 無 料 で 引 き渡 さ

れるだろう。

○ 顧 客 との 鵬 喫 約(Cu・t・mC・ntra・tService・)・

これ は価 格 分離 の 実施 に あ た って で きた新 ら しい サ ー ビスで,ユ ーザ ー の要求 す る

特 殊 な 仕事 に対 す る シス テ ム分析,設 計,ア プ リケ ー シ ・ンお よび プ ログ ラ、ム開発,

-156一

9

`

●



9

ワ

■

,

シス テ ム導 入,評 価,ト レーニ ング とい った一 連 の サ ー ビス を行 な う もの で あ る。

反 響IBMが 発 表 した価 格 分 離 の反 響 は,米 国 だ けで な く世 界 の コン ピ ュー タ

業 界 の す み ず みか らわ きあ が った 。IBMの 圧 倒 的 支 配体 制 か ら考 え ると これ は当 然

の こ とで あ ろ う。

「3%ぐ らい の デ ス カ ウ ン トでは実 質的 に は値 上 げ も同然 で,結 局 はIBMだ けが 得

をす る 」とい うの か ら,「 いや 思 い切 った譲 歩 だ 」まで,反 応 の内 容 は さま ざまあ るが;

こ こで は価 格 分 離運 動 に一 貫 して熱心 だ った ソ フ トウ エ ア会社 と,IBMの 動 き を慎 重

に 分析 中 の コ ン ピ ュー タ メー カ ー,そ れ にIBMの 価 格 別 制度 の もと で生 きて い る リー

ス 会社 の 声 をひ ろ って み よ う。

○ ソフ トウ エ ア会 社

独 禁法 違 反 でIBMを 訴 え,独 立 ソ フ トウエ ア協 会 の会長 と して`賞 して価 格 分 離

を主 張 して きたADR(ApPliedDataResearch)の 社長,RichardC・Jonesは 「3

%と い うデ スカ ウン ト幅 は ち ょ っど うな ず け な い。 これ は別 立 とな った教 育 訓練 費 だ

けで食 われ て しま うはず で,ゴ ーザ ーの立場 に 立 ってみ る と恐 ら く25%ぐ らいの値

上 げに な る だろ う。 」と語 って い る。 さ らに 「ソフ トウ エア会社 と しては一応 歓 迎 で

あ る。 しか し他 の メ ーカ ーが どんな 反応 を見 せ るか,こ れが 出 る まで ば利 益 云 々 は言

えな い 。た だIBMは そ の うち き っとパ ッケ ー ジ ・プ ログラ ムに値 段 をつ け て くる に

ちが い ない 。 しか しわれ われ は充 分 に闘 か ってゆ け ると思 う。 」と述 べ て い る。

ソ フ トウ エ ア会 社 は 大方ADRと 同 じ見 方 を採 ってお り,価 格 分 離歓 迎 とい5た と

ころが多 い。

○ メー カ ー

メー カ ーは ど こ も公式 的 に は口 をつ ぐん で語 ろ う と しな い 。今 は む しろIBMの 発 ,

表 を慎 重 に 検討 し て い る とい った と ころで あ る。

しか し非 公式 に は,ユ ーザ ーに不利 な制 度 だ とい う声 が強 い。各 社 の反応 ぶ りをみ

る と,

Burroughs

L2000で ソフ トとハー ドの価格 分 離 を した 同社 で は,全 シス テ ムに 対 して分 離

を準 備 中 と語 る。詳 細 は不 明 。

CPC
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IBMの 発 表 を検討 中,CDCの 新 価格 体 系 発 表 の 時期 は不 明 。

HoneywellXeroxComputerCo.SDS

価 格 分 離 を検 討 中,計 画発 表 の 時期 は未 定

副 社長DanMcGurh氏 は 「価 格 分 離 につ い て の基 本 的考 え方 は良 い が,IBMの

今 度 の手 は効 果 があ る とは思 え な い 。 」と語 る。 なおUNIVACはIBMに っ いて ノー

、 コ メン ト。

○ リー ス会社

IBMの 価格 分離 発表 の直 後,リ ー ス会 社協 会 の メンバTとIBMの 幹 部3人 が 会

合 を持 ったが,分 離 問題 に関 して は直 接 何 んの話 も出 な か った と い う。Randlph

Computer社 で は,IBMの 今 度 の決 定 は リー ス会社 に有 利 にな る と見

て お り,大 方 の リー ス会社 も好感 を持 って い る。 そ して今 度 の発 表 に よ って,リ ース

会 社 は 『 ン ピ ュ一 夕 ・リー ス に か らん で,シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ や ト レ ー ニ ン

グ とい った サ ー ビス を提供 す る こ とに な り,新 しい仕 事が 増 えそ うだ とい う。 「結 局

お 客 は以 前 よ り10%は よ け いに 金 を落 す で し ょ う。 」と言 って い る。 リース会社 は

各 社 と もこ うい った サ ー ビス会社 を子 会社 に持?か もしれ な い。

lBMと コ ン ピ ュー タ業 界 の 力関 係IBMの 価格 分 離発 表 が 各方 面 に お よぼ す影 響

は 大 き い。 しか し逆 に ζれ まで の 経過 をみ て もわ か るとお り,IBMは コン ピ ュータ

業界,政 府 関係 お よ び司法 省 とい った 外 部 の動 きに も相 当影 響 を受 け てい る。 実際価格

分 離 その もの もこ うい った外 部 か らの圧 力に よ って生 まれた もの な の であ って,こ れ ま

で もIBMの 進路 に イ ンパ ク トし て きたの は 司法 省 を筆 頭 とす る外 部 の 力 な の で あ る。

言 い換 えれ ばIBMの 進 路 は]=B]M自 らが 決 定 す るの と同 様,外 部 の多 種 多様 な利害 関

係 に も大 き く左右 され て い る し,さ らに このIBMの 動 向 が コ ン ピ ュータ産業 の進 路決

定 に 極 め て大 きな力 を ふ る うこ とに な る。

そ こで は こ こで,IBMの 価格 分 離 が外 部 の フ ァク ターに どん な影 響 を与 えて い るか

を み るこ とに よ って,IBMと これ をめ ぐ るコ ン ピ ュータ業 界 各 関係 者 の力 関係 を明 ら

か に して みよ う。

IBMの 価格 分 離 の発 表 は,司 法省 をは じめ とす る一連 の訴 訟 事件 の ク ラ イマ ック ス

に な る もの だ とい う見方 が 出て きて い る。確 か に価 格 分 離 実現 の裏 に は,独 禁 法 抵 触問

題 とい う法 律 の力 が働 いて いた こ とは事 実 だが,そ の も う1っ 奥 には 工BMと これ をめ

ぐ る コン ヒ。ユー タ業界 の力 関係 の ダ イ ナ ミ ックな動 きが うか が え るの で あ る。
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IBMの コ ンピ ュー タ業界に おける地位 は,他 と比 べ よ うが ない ほ ど重い もので あ る

が,自 分の思 うが ままに振 るまえ るほ ど絶 対 的な存在 ではない 。いや む しろ コン ピ ュー

タ業界 を構 成 す るハー ドウエ ア ・メーカ ー,ソ フ トウエ ア会社,ユ ーザ ーな どの動 きを

無視 で きず,こ れに よ って強 い影 響 さえ受けて い る。言 いか えれば ・IBMは 多数 の コ

ンピ ュー タ関連 ブ ァクター との間に相互作 用 を持 ち,こ れが業界 のめ ま ぐる しい動 向 を

生 み出 すのであ る。次 の図は どんな ところがIBMに 対 して強 い影 響 を与え てい るか ・

また一方IBMか ら影響 を強 く受 けて い るのは どん なところかを明 らか に した もの だが ・

この力 関係 に よるとIBMの 動 きに対 して最 も強 い インパ ク トを持 つのは 司法省 をは じ

め とす る政府 関係 機 関で あ ることが わか る。またIBMに よ って その動 きが左右 され る

ところとして リース会社 が あげ られ てい るが,"コ ンセ ン ト ・デグ リー"以 来 これ らは

IBMの コ ンピュータ業界 におけ る独 占的立 場 を利 用 して伸 びて きただ け に当然 の こと

で あろ う。

●

に
よ

っ
て
影

響

を
受

け

る

も

の

影響度

i,Pt!}

や功ん

。 ソ フ トウエ ア

請け負 い会社

。ソフ トウエアパ ッケージ会 社

に対 して影響 を与 え る もの

図671BMを め ぐる力 関係

価格分離 と力関係 の マ トリ・ックス 今 回 の価格 分離 をこの力 関係 に ぶ っっ け る とどん

な反応の しか た をす る もの であ ろ うか。個 々の フ ァク ターに ついて考 察 してみよ う。
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○ ユ ー ザ ー

ユーザ ーの観点 に立 てば ,今 度 の発表 は値 上 げだ と言 われ る。 これ は充 分根拠 の あ

る もの と思 われ る・ とい うのは普通IBMの 価asne成1ま だい たい寺 が販売 サ ー ビス

醐 で利 益 および鯉 鄭 丁 ・ ソ フ ・ウエ アとパ ー ・ウエ アが それぞれ÷ とい われ て

い る.こ れ か らす ると 分 離後 の シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リン グ ,教 育 サ ー ビ ス,ア プ リ

ケ ー シ 。ン ・ソ フ トウ エ アに 対 して ユ ーザ ー が 負 担 しな けれ ば な ら な い費 用 は 高 くっ

くこ とに な る。 従 って,3%と い うハ ー ドの 値 下 げ は理 に 合 わ ぬ と い う声 が 高 い
。 ハ

ー ドの 値 下 げ とい う こ とに っ い て は
,別 の 見 方 で 問題 が あ る。

全体 的 に 見 て,今 後 コ ン ピ ュー タ市 場 は ます ます 大型 機 を 中 心 に 動 い て ゆ く とみ ら

れ て い る。1968年,大 型CPUの 出 荷 額 は全 コ ン ピ ュ ータ の う ち10%を 占 め て

い るが,こ れ が1975年 に は 出 荷 額 で25%に な る とみ られ て い る
。 こ うい った 大

型 機 の 普 及 の 中 で ハ ー ドウ エ ア ・シス テ ム に対 す る値 下 げは もは や初 期 の 段 階 ほ ど重

要 な セ ー ル ス ・ポ イ ン トに は な らな い 。 今 後 は む し ろ ソ フ トウ エ ア とか ト レーニング ・

サ ー ビス に重 点 が か け られ よ う。 ま た今 後 メ ンテ ナ ン ス ・シ ステ ム ・サ ポ ー ト ・サ ー

ビス が 分 離 され る よ うな こ と に な れ ば ,ユ ーザ ー,特 に 大 口 ユ ーザ ーは積 極 的 に 色 々

な選 択 に と り組 ん で ゆ くだ ろ う。

○ 教 育

コ ン ピ ュー タ.・ ス ク ー ル に と .って,今 回 の価 格 分離 は 複 雑 な 波 紋 を投 げ か け た
。 そ

れ は一 般 に コン ビ。ユー タ ・ス ク ー ル は 質 的 に 評 判 が よ くな い の で ,IBMに か け る期

待 は 大 き い もの が あ る。 発 表 され て い る値 段 の 点 で も コ ー ス料 は1日 に っ き50ド ル

か ら80ド ル で,こ れ は 中 堅 ど こ ろ の 教 育 専 門 会 社 の90ド ル に 比 べ て た しか に安 い
。

した が って,コ ン ビoユ 一 夕 ・ス ク ー ル に と って は今 回 の 発表 は ,コ ー ス料 の 再 検 討 を

要 求 され る こ とに な るが,い ず れ に せ よ 正 当 な 価格 環 境 に 配 慮 が 払 わ れ る よ うに な う

つo

○ ソ フ トウ エ ア会 社

ソ フ トウ エ ア専 門 会 社 は ド ラマ テ ィ ッ クな 成 長 ぶ りを み せ て い る。360用 ソ フ ト

ウ エ アが ユ ーザ ーの 失 望 を 買 った こ と は ま だ記 憶 に 新 ら しい が ,一 般 に ユ ーザ ー は メ

ー カ ー の ソ フ ト ウエ アに 不 信 感 を持
って お り,こ れ に反 し て ソ フ トウ エ ア会 社 へ の 信

頼 感 が 高 ま って い る。 事 実 ソ フ トウ エ ア 会 社 も,Informatics社 のMarkIVの よ う

な有 用 な ソ フ トウ エ ア を提 供 して い る し ,ま た マー ケ ッ ト ・サ ー ビス もゆ き と ど い た

もの に な って きた ・ ハ ー ドウ エ ア を購 入 す る際 ,こ れ ま で 以 上 に 値 段,品 質 に 気 を配
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るであ ろ う し,ソ フ トウエ ア会社 にはお 客 をふや すチ ャンスにあ る。 しか し一 方

と全面 的に競合 しな けれ ばな らな くな った。 長期 的観 点 に立 つ と,IBMは ソフ トウエ

ア ・サ ー ビス を別組織 に してや る ことにな るだ ろ う。

○ リー ス会社

リース会社 は コ ン ビ.ユ一 夕業界 で大 きな勢力 を築 きっっ あ り,IBMを 始 め メーカー

も次第 に これ を無視 で きな くな ってきた。価 格 分離後 メーカーは実質的 に ハー ドウエ

アの値上 げに向 ってい るが,リ ース会社 は この際 む しろ値下 げに出 るのではな いか と

見 られ てい る。価格 分離 に よ って リース会社 の商 売が ふ え るとみ られ てい るが,す で

にCPUと 同様周 辺機器 に も手 をひろげっっ あ る。 これ は ユーザ ーの心理 －CPU,

ソ フ ト,周 辺 機器 を別 々に買 いた いが,一 番 よい もの を ミックス したシステ ムを一 カ

所か らまとめて手 に入れ たい 一 とい う欲求 を先 ど りした もの とい えよ う。 この よ う

な活動 ぶ りか ら今後 リース会社は メ ーカー といわず あ らゆ るサー ビス会社 と も競 合す

る可能性 を持 って きた。

○ 政 府

政府 関係 は2っ の面 か らIBMに 強 く影 響 す る。1つ は司法 省 をは じめ とす る法律

的立場 で あ り,も う1っ は最 大の ユ ーザ ー といわ れ るコ ンピ ュー タ購 買力 であ る。 ア

ンチ ・トラス トの力はIBMに と って どの よ うな ものか は もはや1965年 の"コ ン

セ ン ト ・デ グ リー"そ れ に今後 の訴訟 で明 らか で あ る.意 外 と知 られていな いのが 大

口 ユーザ ー と して政 府 関係機 関がIBMに いか に圧 力 をか けてい るか とい うこ とで あ

る。

最 近GSA(GeneralServicesAdministration)は メ ン テ ナ ン スL・ サ ー ビ ス の分 離

と コ ン ピ ュ ー タ購 入 に 関 す る原 価 計 算 の 分 析 を行 な って お り,こ の 報 告 書 が 出 さ れ る

とIBMの 価 格 分 離 に 大 きな影 響 をお よ ぼ す もの とみ られ て い る。

2.8.3銀 行 のEDP市 場進 出 とその規制 をめ ぐる問題

キ ャッシュ レス社会 と よばれ る現 金 を必要 と しな い時 代 がや って来 よ うとして い る。

買物の 際,店 の主人 が お客 の コー ド番号 を各店 の ター ミナルに打 ち込 む と,お 客 の加 入

して い る銀行 か らク レジ ッ トの残 高が打 ち出 され て来 る。次に店 の主人 が取 引金額 を打

ち込 んでや る と銀 行 の ク レジ ッ トは その分 だ け自動的 に けず られ るよ うにな ってい る。

ζの よ うに して,現 金 の受 け渡 し,お つ りのや り取 りの必要 のな い社 会が近 い将来 や っ

て来 る。 すでに,米 国 のESBA(東 部銀 行協 会)は ニ ューヨーク市郊外 のLakeSuccess
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に 巨 額 の 資 金 をっ ぎ込 ん だ コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ー をつ く り,キ ャ ッシ ュ レ ス社 会 を め

ざ し て準 備 を進 めて い る。

・969年 ・ABA(ア ・ リカ銀 行協会)が ・4・800の 銀行 を対 象に行 な ・樋 査 の
ノ

結 果,33%が キ ャ ッシ ュ レス 社 会 は事 実 上 始 ま って い る と見 てお り,44%は 時 間 の

問 題 に す ぎな い と し,16%は 少 く と も10年 先 と見,そ して 大 規 模 な キ ャ ッシ ュレ ス

時 代 は あ り得 な い と見 て い るの は僅 か4%で あ った 。'.

こ の よ うな動 きに 対 し,各 銀 行 は 次 々 に コ ン ピ ュー タ を導 入 し,将 来 に対 処 しよ う と

し て い る。 そ し て,自 店 の コ ン ピ ュー タ を利 用 して,計 算 の 請 負等 各 種 コ ン ピ ュー タ ・

サ_ビ ス を実 施 し よ う とし て い る。 さ らに は豊 富 な 資金 に もの を言 わせ ・EDP企 業 を ど

ん どん 合 併 し,コ ング ロマ リ ッ ト的 活 動 を 見 せ て い る。 事 実,銀 行 持 株 会 社 の 数 は,

1955年 は わ ずか117だ っ た の に 対 し,現 在 で は783も の 多 くに な って い る。

そ して,デ ー タ処 理 等 の利 益 の 大 きい 分 野 に どん どん 侵 入 し続 け て い る。またABA(フ

メ リカ銀 行 協 会)の 調 査 に よれ ば,米 国 で コ ン ピ ュー タ を使 用 して い る銀 行 は,1963

年 に は 僅 か16%だ った の が,今 日 で は52%が コ ン ピ ュー タ を利 用 し てお り,そ の ほ

と ん どが 現在,も し くは近 い将 来 コ ン ピ ュー タ'・ サ ー ビ ス を実 施 す る と い う。 す で に 大

手銀行 の中 には,持 株会社 を通 して のEDPサ ー ビスは もとよ り,独 自で開発 レた プ ロ

グ ラムを販売 しよ うと米 国 のプ ログ ラム紹介 誌,ICPク ォータ リーに掲載 してい る所 も

あ る。(表41参 照)ICPに 掲載 を依頼 したメーカー,ソ フ トウエ ア会社 以外 の大手

ユ ーザ ー をみ ると,銀 行が 大いに進 出 してい るのが わか る。

表401CPに 掲 載 を依頼 して きた大手 ユーザ ー

順 位 大 手 ユ ー ザ ー
プログラム

掲 載 数

1 FirstNationalBank 24

2 EasternAirLines-ComputerSciences 19
一

3 ArlingtonTrustCompany 8

4 MidlandNationalBank 6

5 EqutableTrustCompany 6

6 CiligensTrustCompany 5

CityNationalBank&TrustCompany 5

NationalBankofCommerce 3
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米 国銀行 の うち,EDP装 置に年 間125万 ドル(4億5000万 円)以 上投 じてい る

のは1963年 の9銀 行 に比 し,'69年 には33銀 行 に増 加して い る。 また,ABAの 調

'
査 では42%の 銀行 が3年 以内 に,36%が3～5年 以 内 に現 在使用 中 の コ ンヒ。ユータ

を大型,高 性能 の コン ヒ。ユ一夕に切 り換 えよ うとして お り,銀 行 のEDP分 野へ の進 出

は益々 激 しい ものにな ろ う としてい る。

このよ うな銀 行 のEDP分 野へ の進 出は是 か非 か,目 下米国 で熱い議論が た たかわ さ

れ てい る。先 ず,米 国EDPサ ー ビス傘 業の協 会であ るADAPSO(TheAssociation

ofDataProcessingServiceOrganizations)は,銀 行 のEDP分 野 への進 出 を食 い

とめ るた め,議 会 に これ を規制 す る法案 をっ くるよ う要 請 してい る。ADAI)SOに は米

国EDPサ ー ビス企 業 の45%以 上 が参 加 してお り,'銀 行 のEDP市 場 参加 は既 存 の弱

小サ ー ビス会 社 をっぶ す恐 れが あ り,ま た銀行 は その資金 に もの をいわせ て,EDP分 野

に独 占的地位 を築 く可能 性 があ ると主 張 してい る。

一方 議 会で も銀 行の 幅広 い コング ロマ リッ ト的活動 に対 す る規制 が問題 とな ってお り,

下 院金 融流通 委員 会で は銀行持 株法案 に 関す る公聴会 を開 いて,関 係各 方面 の意見 を聴'

取 して い る。現 在 銀行 に対す る規制案 として,次 の3っ が論議 され てい る。

①Patman法 案

②Proxmire法 案

③Nixon法 案

Patman法 案 は下院金 融 流通 委員 会のWrightPatman議 長 が提出 した もので,銀 行

持株 会社 は5年 以 内に銀 行 業務 以外 の業務 をや め,銀 行 を銀行業務 にだ け閉 じ こめ よ う

とい う厳 しい立場 を と ってい る。ADAPSOを 代表 して,UnitedDataContersの

B.Goldste'in社 長 は ・同法 案 を強 く支持 して い る.今 年 の5月 に開か れ た公聴 会の後 で,

Patman氏 は彼の 法案 を是 が非 で も成立 させ,銀 行 に対 し強い態度 を打 ち出 したい と語

ってい る。

Proxmire法 案 は上院 金 融流通委員 会 のProxmire議 長が1956年 の銀行 持株法案

を一部修 正 して提 出 した もの で,ニ クソ ン法 案 と共 にPatman法 案程 厳 しい立 場 は と っ

ていな い。特 にニ ク ソン法案 は あ る期 日以前 に成立 した持 株会社は是認 しよ うとい うも

の で,Patman氏 は これ は銀行 に有利 で あ るとして反対 して い る。 なお,Proxmire法
ト

案 は,こ の程 上院金 融 流 通委 員会 で可決 され,上 院へ提 出 され ることに な った とい う。

最近 で は,下 院 で銀行 持株 法案 の修 正案が可 決 され,ほ ぼPatman法 案 に近 い厳 しい

規制案 とな ってい る。可 決 され た修 正案 は銀 行 に対 し,ペ イロールお よび コ ンビ。ユ一 夕
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余 剰 時間 の販売 以外の デー タ処 理 サ ー ビスを禁 じ,ま た1969年2月17日 以 前の銀

行 持 株会 社 は これ を是認 しよ うとい う原 案 を,1956年5月9日 以前に修 正 している。

1956年 には,計 算 セ ンター も数 少 か った し,ま たデ ータ処 理サ ービス を行 な ってい

た銀 行持 株 会社は ほ とん ど無か った点か らみて,こ の修正案 は米 国弱 小EDP企 業に と

っては十 分満足の 行 く ものであ ろ う。 さ らに銀行持 株 会社 規制 法案 はEDP企 業 だ けで

な く,持 株会社に 吸収 され る危 険に 直面 していた多 くの小 さな銀行 に も歓 迎 され てい る。

ADAPSOの エ グゼ クテ ィブ ・ディレ クターー一・,JerρmeL.Dreyer氏 は 「私 は この規制

案 に99%満 足 し てい る。 ただAeイ ロール の処理 サ ー ビス も規制 で きれ ば 申 し分な いの

だが。 また余剰時 間にっ いては,国 内のサ ービス ・ビ ュロ ウや タイ ムシ ェア リング ・サ

「 ビスの増加に よ って,銀 行か らデ ー タ処理 サ ー ビスを期 待 す る必要 は な くな って くる

の ではな いか 」と述べて い る。 この規制 案 は来 年1月 中に上院 を通過 すれ ば成立 す るが,

これが成立 すれ ば,現 在最 高裁 で争 われ て い るADAPSOと 米 国流 通検 査監 およ び

AmericanNationalBankandTr'ustCo.の 裁判 に も大 きな影 響 を与 え るとみ られ る。

さる6月,ADAPSOと ミネ アポ リスの サ ー ビス ・ビュロウ,DataSystems社 は,流

通 検査監 が銀行のEDPサ ービスを是認 した ことは,1956年 のNationalBankAct

に違反す る もの だ どして提訴 して いた もの で ある。

さて,こ のよ うなADAPSO議 会 の動 きに銀行側 は どんな見解 を示 して い るのだろ

うか 。銀行 側 を代 表 して,ABA(ア ・メ リカ銀行 協 会)の 副会長Nat.S.Rogers氏 の言

い分 を聞 いてみよ う。

「銀 行持株 会社の構想 は,拡 大 発 展す る経済機構 の中で,他 の金 融会社 と競争 す るた

め必 要 な もの であ る。銀 行 に対 す る規 制法 案 は経 済社会に サ ー ビス を行な う銀行 の役割

りを縮少 す るこ とにな り,慎 重な検 討 を望む 」Rogers氏 の言 い分 に も一理 あ る。既述

のABAの 調査 で明 らかな よ うに,ほ とん どの銀行 は,キ ャッシ ュレス社会 の準備 を進

め てい る。銀行 のEDPサ ー ビスは,こ こか ら必然 的に派 生 して来 る もので,ど こまで

銀行 業務 とみ るのか,ど の線 で規制 すれ ばい いのか 今後 もや っか いな問題 が生 じて こよ

う。 キ ャ ッシュ レス社会,デ ー タ通信 をめ ざす,コ ン ピ ュータ化 のす さまじい波 と,こ

の陰 で おびえ る弱小EDP企 業 の保 護 は,今 後 とも熱 い議論 を展 開 して行 くで あろう。

2.8.4ア ウ ト ・サ イ ダ ー(他 業 種 企 業)の コ ン ビ1ユ一 夕業 界 へ の進 出

いわゆ る情報処理産 業以外 の 業種 分 野,た と えば食品 とか繊維 とい ったよ うな稼業 で

活躍 してい る会社が,最 近EDPサ ー ビス ・ビジネスに進 出 す る傾 向 が 目立 って い る。
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こ うい った会社 は アウ ト ・サ イダ ー(.MoodyIndustryReportに よ る)と 呼ば れ注 目

され・は じめて い る。

こ う した一群 の会社 のEDP産 業へ の エン トリーが なぜ注 目 され てい るのか 。それ に

は,大 まか に言 って以下 に示 す2つ の観点 が あ るようだ。1つ は こうい った ア ウ ト ・サ

イダ ー(大 ユ ーザ ーで あ る)が 今 後,生 粋 のEDPビ ジネス会社 と競争 してゆ くので は

ない だろ うか?ま た生粋 のEDP企 業 に比 べ て どんな利点 を持 ってお り,ど こまで伸

びてゆ くだろ うか?で あ り,第2は,情 報 処理産 業 自体 の性 格 であ るが,こ れ まで の

原 材料 か ら生産,販 売 とい った タテ割 りの産業で な くて,シ ステ ムとか ソフ トウエアは

あ らゆ る産業 の活動 の需要 のあ る知 的生産 物で あ ることか ら,こ れ までにない特殊 な 性

格 を持 った産 業 で あるこ と。 また,ア ウ ト ・サ イダ ーの エン トリーは これ を裏付 け てい

るの ではない だろ うか?ま た,そ うだ とすれ ばソ フ トウエ ア能力 を持 った会社 はだれ

で もこの市場 に参加 す る可能 性 が あ るわ けで,今 後 どれ だけの会社 が どんな サー ビス を

提 供 す るよ うに な るだ ろ うか?

ア ウ ト ・サ イダーに関す るこ うい った関心 を もう少 し掘 り下 げ るた めに も,現 在 どの

く らいの他業種企 業がEDP産 業に進 出 して い るか,ま た,そ の サ ー ビスの種類 には ど

んな ものがあ るのか を見 てみよ う。

,

'
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表41 ア ウ ト ・サ イ ダー(他 産 業企 業)の 進 出

事 業 部 名
社 名 主 業 務

子会社 および関連会 社名
サービス活動の種類 備 考

航空宇宙産業 Maconee1 各種 製造 業者への タイム

Macdonmeel
航 空 宇宙 Automation シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス ,

Douglas
Conter (建 設中)都 市開発,大

規 模 ソ フ ト ウ エ ア,シ ス

テ ム 開発,コ ン ピ ュー タ

ス クー ル経 営

Loc㎞eedMissiles
〃

Inf6rmation カ リフ ォル ニ ア警 察 情報 ・

&SpaceCo. SystemsDiv. シス テ ム,CAI都 市 開

発 システムな ど大規模 な

システム開発,な お全 国

ネ ットの医療情 報TSS

サービスを建 設中
中

TRW 航空,宇 宙関係 TRWSystemsGrop ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビス

通 信 シ ステ ム ・ 経営情報 システムなど大

メ ー カ ー 規模 システ ム

EasternAirLines 航 空 宇宙 ComputerScienCes プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ

開発販売

食 品

GeneralMius
7

製 粉 コ ン ピ ュー タ製 造 失 敗

PillsburyOccident .各種加工食 Call-a-Computer タ イ ム シ ェア リ ング

品製造製粉 部門

CornProductsCo. 総合 食品 InformationScience, 人事 システ ム設計 大 株 主
血C.

InformationManage一 ビジネスお よび特殊 シス

mentInc. テ ム
〃

MIND,Inc. 教 育訓練 コンサルタン ト
二子 会 社

業

Daylin,Inc. ド ラ ッグ Systems サ ー ビ ス ・ビ ュ ロ ウ

ス トア ー

輸 送

1.auisville&Nash-

villeRailroad
鉄 道

Cybemetics&

Systems,111c.

コ ン ピ ュー タ ・コ ンサ ル

テ ィ ング ・プ ログ ラ ミン

グ ・ マ ネ ー ジ メ ン ト ・ イ

ン フ ォ メ ー シ ョン ・ シ ス
.

テ ム

Ea.stemRailroad

Industries,Inc.
〃

AlbanyData

ProcessingCorp. サ ー ビ ス ・ ビ ュ ロ ウ

コ ング ロマ リ ッ ト

nTAetnaFinance ITTDataService 遠 隔パ ッチ ITTの 子 会社

部門 タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ
一 ビ ス

TransamericaCorp. Transamerica

ComputerCo.
リー スお よ びサ ー ビ ス
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. 事 事 部 名
会 社 主 業 務 サービス活動の種類 備 考

子 会社および関連 会社名

金 融(1) 保.険
SSIComputer

リ ー ス
FundAmerican Corp.

Companies
.

Travelers Tra.vcom社 病 院 情 報 タ イ ム シ ェア リ
〃

RanSolphLeasingCo. ン グ ・サ ー ビ ス ・ リ ー ス
「

(合 併準備中)

」

MidlandCapitalCorp. 信 託 DataCentra1血c. サ ー ビ ス ・ビ ュ ロ ウ

F

ArlingtonTrust プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジ

Compa.ny 開発販売

EquatableTrust 信 託

'

〃

Company・
」

.

CiligensFrust
〃

Company
.

、

AmericanFinancia1 AmericanComputer コ ン ピ ュ ー タ ・ リ ー ス ・

..AFCに よ り設立

Corp. 金 融 業 Leasing社 サ ー ビス
・

InlandCreditCorp. 金 融 業 CelestronInc. シ ス テ ム設 計

プ ログ ラ ミン グ

Transcontinental

InvestingCorp.
金 融

ComputerProgram-

rningCenters,Inc.

EDPト レー ニ ン グ ・ス

ク ー ル

、

CoburnCorp. 消費者金融 CoburnMethodsCorp. シ ス テ ム設 計,プ ロ グ ラ

TimeShafingServices ミ ング,教 育 サ ー ビ ス

五1C. 主 に ソ フ トウ エ ア の開 発

Sunasco,Inc. 金融,保 険 NaelearAssociates 周辺機器製造
〔s

International工nC. ソ フ ト ウエ ア
「

ComputerDivision

ofGeoSpaceCorp.

MauchlyASsociates,
9

血C.

CityNationalBank・
&TrustCompany

銀 行 「-

プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ

開 発 販 売

φ

NationalBankof

Commerce
銀 行

〃

AmericanNationa1,

Bank&TrustCo.'
銀 行

'

サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ウ

F

プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ
FirstNationalBank

「

銀 行 .
の開発販売

Mi(nandNational
〃 〃

Bank

Lumbermens

MUtualInsurance
保 険

h式erstateBussess

ServicesInc.

コ ン.ピ ュ 一 夕 ・コ ン サ ル

テ ィ ン グ,プ ロ グ ラ ミ ン

社 長 に は,前 グ ロ ー

ヒル 社 イ ン フ ォメ ー

グ経営情報 システム シ 日 ン ・デ』ノ レ ク タ

－GaylordV
・

Wingate氏 が就 任

'

した 。
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事 業 部 名
社 名 主 業 務

子会社 および関連 会社名
サービス活動 の種類 備 考

LittonIndustry
コ ン グ ロ マ BusineSsEquipment 卓上計算機
リ ッ ト 事業部 EBS1230

.

.

高 速 プ リン タ ー

カ ー ドパ ンチ 装 置

そ の 他

PanoilCo. 石 油 血teractive リ ー ス

.
ComputingCorp.

National 石 油 ComputerTime ソ フ トウエ ア 完全子会社
Industries,Inc. 輸 送 Sha茸e,Inc.

清涼 飲料 ComputerResearch,

五1C.

科学技術計算

Lo㎎ines-Wittnauer 時 計 Computerhlvestors リ ー ス

WatchCo.,Ihc. Group,IhO. F

CrowellCollier 出 版 ButlerDataSystems 計 算 セ ン ター
andMcMillanInc.

ArCataNationa1 木 材.印 刷- Pandex,Inc. イ ン デ ック ス ・サ ー ビ ス

Corp. .

一

E.1・.1.1【ldustries, 繊 維 E.L.1.Computer ソ ラ ト ウエ ァ E.L.1に よ り

Ihc. Systems,血c.' 設立
Computer㎞ovation

Systems,h1C.
E.LI.Computer タ イ ム シ ェア リン グ ・サ

TimeSharing,Inc. 一 ビス

IndianHead,Inc. 繊,金 属,ガ InfOrmatiOnHan(Uing マ イ ク ロ フ ィ ル ム ・ シ ス 完全子会社
ラ ス Selvices,Inc. テ ム

JosephT.Ryerson 鋼材 卸 売 コ ン ピュ ー タ運 営 コ ンサ

&Son ル タ ン ト

Ozark-MahoningCo. 重 化 学 DataResearch タ イ ム シ ェア リン グお よ

び ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビ「

ス

KimeyNational レ ン タカ ー OmegaDataSystems サ ー ビ ス ・ビ ュ ロ ー

SelMces,Inc. ク リー ニ ン

グ,雑 誌,

葬 儀

、 ・

LeverBrothers 家庭 用 品 LeverDataProcessing サ ー ビ ス ・ビ ュ ロ ウ, 完全子会社
Co. Services,Inc. コ ンサ ル タ ン ト,ト レー

ニ ング,シ ス テ ム設計 ,

プ ロ グ ラ ミン グ
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こ の表 か らわか る こ と は,ま ず,ア ウ ト ・サ イ ダ ー と呼 ば れ る会 社 に は金 融,輸 送,

航 空,宇 宙,石 油,食 品 ま で実 に さ ま ざ ま な 業 種 に の ぼ る もの が あ る とい う こ とで あ る。

こ うい った 会 社 の 中 で もエ ン ト リー の仕 方 は2っ のパ タ ー ンに わか れ る よ うで,1っ

は コ ン ピ ュー タの 利 用 経 験 の 深 い ユ ー ザ ー で,食 品,銀 行,宇 宙 航 空,自 動 車 産 業 な ど

が あ げ られ る。 特 に宇 宙 航 空 会 社 は 巨 大 な プ ロ ジ ェク トを た くわ え た シス テ ム能 力 を広

く産 業 全 体 に 転 用 しよ うと して お り,こ れ ら を含 め て 自己 の 高 度 な コ ンピ ュー タ 利用 技

術 を販 売 し よ う と し て い る。

従 って,売 り もの は 主 と して ソフ トウ エ ア ・コ ン ピ ュテ ィシ ・ン ・サ ー ビ スに な るが,

計 算 セ ン タ ー を独 立 会 社 に したFord自 動 車 な ど は,別 会 社 組 織 に してEDPサ ー ビ ス

を始 めた 原 因 を っ ぎの よ うに語 って い る。 「コ ン ビ。ユ一 夕 ・オ ペ レ イ シ ・ン ・コ ス トが

厳 密 に どれ く らい か か るか をは っき り させ たか った 。 さ らに,EDP関 係 ス ペ シ ャ リス

トに対 し て,彼 らに ふ さわ し い ポ ジ シ ・ン を与 る こ と 。 今 後,EDPサ ー ビ ス ・ビ ジネ

ス は サ ブ ・ビ ジ ネ ス と し て良 い商 売 に な る と思 うの で,そ の 足 が か りが 欲 しか った
。

第2の パ タ ー ン は,Fqrd自 動 車 の 事 で は な いがEDP産 業 が 成 長 産 業 で あ る とみ て

エ ン ト リーす る もの で,こ うい った と こ ろ に は 主 と し て コ ン グ ロマ リ ・ ト
,多 角 経 営 指

向企 業,投 資 能 力 を持 つ金 融 会 社 な どが あ げ られ る。 これ らの 会 社 のEDPサ ー ビ ス は

多 様 な 型 を と って お り,コ ン ピ ュー タ ・ リー ス 業,コ ン ピ ュー タ ・ス ク ー ル経 営 か ら周

辺 機 器 な ど,ハ ー ドウ エ ア産 業,プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ の セ ー ル ス ま で 多 種 に わ た っ

て い る。 第2の パ タ ー ンの 会 社 が第1の そ れ と違 うの は 大方 が 企 業 吸 収 合 併 に よ って く

る こ とで,こ れ に 対 し て第1の パ ター ン の ア ウ ト ・サ イ ダー は,自 社 のEDP部 門 を独'

立 させ るか,も し くは 自社 のEDP部 門 を中 心 に弱 小 会 社,有 力 会 社 を吸収 合 併 し て ,

能 力 を拡 大 し て い る。

と こ ろ が,こ う い った ア ウ ト ・サ イダ ーめ 中 には す で にEDP産 業 の 中核 に深 く食 い

こん で い る もの もあ りPillisbury .社 の 経 営 す る タ イ ム シ ェア リン グ 会社Call-A-

Computerな ど は,マ ーケ ッ ト ・シ ェ ア7%を 占 め 業界 に 確 固 た る地 位 を築 い て い る。

さ らに キ ャ ッシ ュ レス ・ソサ イ アテ ィの旗 手 た る銀 行 は,総 合 ビ ジネ ス と して 情 報 処 理

シ ス テ ム を地 域 社 会へ 拡 大 しっ つ あ り,金 と コ ン ピ ュー タ利 用 能力 を持 って い る銀 行 の

EDPサ ー ビ ス進 出 と して業 界 に問 題 を投 げ か け て い る
。 この 他,航 空,宇 宙 シス テ ム

会社 は の きな みEDP産 業 で 大 き く飛 躍 す る計 画 を発 表 し て お り,先 ご ろ ソ フ ト ウエ ア

会 社 を設 立 し たTRWな ど は そ の 巨大 な シ ス テ ム能 力 を ど う生 か す か が 注 目 され て い る'。

こ う い った 会社 は ほ とん どが 単 に サ ブ ・ビジ ネ ス と してEDPサ ー ビス を 見 て い る わ
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け で は な く,そ れ ど こ ろ か本 業 に 匹敵 す る もの と さ え み て お り・TRWの 副 社 長 な どは

「都 市 開 発 シ ス テ ム ・マ ー ケ ッ トはGNPの10%に な る 」 と まで 言 って い る・ と こ ろ

で,話 題 の コ ン グ ロマ リ ッ トは ど うか と言 え ば,ITTの タ イ ム シ ェ ア リン グ,Litton

の 周 辺 機 器 な ど成 長EDPビ ジ ネ スに 焦 点 を合 わ せ 大 き く投 資 をす るか ま え で あ るが ・

.特 に そ の 他 の コン グ ロ マ リ ッ トが今 後 こ のEDP市 場 に ど う出 て く るか 注 目 され る と こ

ろ で あ る 。

さ て,こ う い った こ と を見 るに つ れ て もEDP産 業,特 に シ ス デ ムの ノ ウ ハ ウ と ソ フ

トウ エ ア ・'プロ グ ラ ムの キ ャラ ク タ ー が 生 み 出 す 全 く新 しい 産 業 の マー ケ ッ ト ・プ ロ フ

ィール は ど ん な もの に な るの か 興 味 の っ きな い もの が あ る。

c

じ

●
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3.ヨ ー ロ ッパ にお け る情報 処 理産 業 の 動 向
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3.1 概 況

、

1969年,ヨ ー ロ ッパ 主 要 各 国 の コ ン ピ ュー タ設 置 状 況 は,西 ドイ ツ5,250台,英

国4,150台,フ ラ ン ス3,650台,イ タ リア2,400台(い ず れ もFortUneの 調 査 に

よ る)と な って お り,設 置 台 数 の 伸 び は 図 の ご と くで あ る。

●

●
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ヨー ロ ッパ の コ ン ピ ュ ー タ の 半 数 以 上 が 米 国 製 だ と言 わ れ る。 さ らに ま た,ヨ ー ロ ッパ

の コ ン ピ ュー タの 約 半 数 がIBM製 品 だ と も言 わ れ る。 次 の 図 は この 一 般 説 を裏 づ け る も

の とい えよ う。'

西 ドイ ツ5,250台 イ ギ リ ス4,150台

ICL2.3%

ユ ニ バ 。ク8.3・/・ ハ ネ ウ ェ ル ユ ニバ ・ク

1.6%2・1で

NCR2.7

シーメ ンス

207%

NCR2%

,の 他 ・%GE;;き ・・%そ の他1…%G。3 .、%

IBM

30.4%

正;M

57ユ%

フ ラ ン ス3,650台

GE8.5%

バ ロー ズ2.2%

ハ ネ ウ エ ル5 .6%

43%

そ の 他18.5%

ユ ニパ ッ ク

1.7e/.

イ タ リア2,400台
IBM65.7%

ICL5.6%

ベネル ックス1,550台

そ の 他10.4%

ユニパ ック

13%

GE7.8%

IBM68.8%

そ の 他15.9%

ユ ニパ ック4.3%

シー メ ン ス1.9%

NCR3.8%

GE10%

ノs'ローズ2.3%

CDC1.9%

ICL5.5%

ハ ネ ウエ ル

2.6%

IBM51.8%

図68ヨ ー ロ ッパ の コ ン ピ ュー タに 占め る ア メ リカ 製 コ ン ピ ュー タの 割 り合 い

(主 要 メー カ ー の マ ー ケ ッ ト ・ジ ェア(コ ン ピ ュ ー タ据 付 台 数))
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ヨ ー ロ ッパ で は現 在,ア ヌ リカ企 業 の この 優 勢 に 対 して,コ ン ピ ュー タ ・ナ シ 。ナ リズ

ム と で も言 うべ き動 きが 興 りつ っ あ る。 政 府 筋,企 業 の トップ達 は情 報処 理 産 業 は 将 来 一

国 の 経 済 ・政 治 ・文 化 を左 右 す る中 枢 と な る もの とい う見 方 を強 め て い る。 実 際 コ ン ビ.ユ

一 夕の 性 能
,稼 動 台 数,利 用 技 術 は 今 や1国 の ス テ イタ ス ・シ ンボ ル と な りっ っ あ り,こ ,

の よ うな 意 味 か ら も各 国 政 府 は 国 産 の コ ン ピ ュ ー タ生 産,国 内市 場 の 奪 回 を 目標 に コ ン ピ

ュー タ対 策 を 強 く うち 出一しは じめ た 。 .

英 国 政 府 の 胆 入 りの 大 同 団 結 の 末 で きあ が っ たICL(InternationalComputerLtd・),

プ ラ ン ・カ リキ ュー ルの 援 護 の もと に あ るCII(CompagnieInternationalpour

Informatique)12億 ドル(4,320億 円)を 投 下 し た コ ン ピ ュー タ産 業 再 編 成5カ 年 計

画 を 実 施 す る西 ドイ ツ政 府 な どの 動 きに それ が うか が わ れ る。 ま た 業界 筋 に よれ ば,英 国

はEEC(欧 州 共 同 市 場)か ら,西 側 ヨー ロ ッパ 各 国 に よ る超 大型 コ ン ビ。ユ一 夕共 同 開 発

の 要 請 を受 け と った 。 今 回 の 要 請 はEEC6ケ 国 と英 国 の 外,他 の 西 側8ケ 国 も含 め,文

字 通 り ヨ ー ロ ッパ 各 国 の 総 力 を上 げ て共 同 開 発 に 専 念 し よ うと い う もの 。 この プ ロ ジ ェ ク

トに は テ レ ・コ ミ ュニ ケ ー シ.ン,デ ー タ処 理 等 も含 ま れ て い る。

ヨー ロ ッパ 各 国 間 に ま た が った イ ンタ ー ナ シ 。ナ ル な 企 業 の 設 立 も伝 え られ て い る。

ヨー ロ ッパ に 英,仏,独3カ 国 の共 同 出 資 に よ る コ ン ビ。ユー タ ・シ ステ ム お よ び サ ー ビ

スの た めの 新 会 社 「 シ ス テ ム ズ ・イ ンタ ー ナ シ 。 ナル 」が 設 立 され た。 これ は 英 国 の コ ン

グ ロ メ レー ト,ロ ー ル ス ・ロイ ス社 の バ ック ア ップ で 設 立 され た もの で,英 国 の二 銀 行 と

多 数 の 仏,独 企 業 が 参 加 し て い る。 新 会 社 は サ イ エ ン ス ・マ ネ ジ メ ン ト・ コ ン ビ。ユ一 夕

教 育,コ ン ピ ュ ー タの レ ンタ ル,ソ フ トウ ェ ア開 発,ア プ リケ ー シ ・ン ・パ ッケ ー ジの 販

売 な ど,ヨ ー ロ ッパ 各 国 間 に ま たが って 行 な わ れ る サ ー ビ スを 実 施 す る とい う。 この よ う

な サ ー ビ スは 年 間20%以 上 の 伸 び を続 け て お り,シ ス テ ム ズ ・イ ン ター ナ シ 。ナ ルは 各

国家 ご と に設 立 され る オ ペ レ ー シ 。ン会社 を 通 じ て シ ス テ ム開 発 サ ー ビ ス,コ ン ピ ュー タ

'
・サ ー ビ ス を実 施 しよ う とい う もの 。

ア メ リカ企 業 の 中 で も特 にGEは ヨ ー ロ ッパ に 対 して 大 きな 期 待 を持 って動 い て い るが,

同 社 の ス ポ ー ク ス ・マ ン に言 わ せ る と,GEが ヨ ー ロ ッパ をね ら うの は 潜 在 成 長 力 が ア メ

リカ よ り も高 い と い うこ とに っ き る との こ とで あ る。 実 際 年 々 ヨー ロ ッパ の コ ン ピ ュ「 タ

総 設 置 は 増 加 し て お り,米 国 ・西 欧 合 計 台 数 の う ち西 欧 の 対 米 比 率 は1969年 に は前 年

の47.3%か ら49.9%に 上 昇 す る もの とみ られ て い る。

コ ン ピ ュー タ に っ い て は 最 近 東 欧 諸 国 も高 い 関 心 を集 め てい る。 識 者 に言 わ せ れ ば,社

会 主 義 経 済 の 計 画 と運 営 に コ ン ピ ュー タは か か せ な い もの,と い うこ と で あ るが,経 済 面
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だけで な く科学技 術の発達 に も不可 欠で あ る。 ソ連 が月着陸 で アポ ロ計画 に水 を あけ られ

たの もコン ビ。ユータ技術 水準の低 さに原因 が あ るの では ない か とと りざた され る昨今 で も

あ る。宇宙 開発競 争 とコンピュータとの関係はともかくとしても,ソ連 当局 は西側 との コン ピ ュー

タ技 術(ソ フ ト,ハ ー ドと も)ギ ャ ップを認 めて お り,西 側 に追い つ くことを 目指 して

RJADプ ロジ ェク ト,ASVTプ ロジ ェク トを コメ コン体 制の もとで進 め てい る。

東 欧全体 の マーケ ッ ト・バ リューは近年 とみに高 くな ってお り,1968年 東 ドイツ産

業見本市 で も東 欧圏 のエ レク トロニ クス製 品に対す る潜在需 要の大 き さが あ らためて確 か

め られ た。東欧 市場 売 り込み につ いては対 共 産圏輸 出制 限や輸 出認 可 の遅 延 に悩 ま され る

ア メ リカに対 し 「西欧諸 国,特 に イギ リス は間 げ きをぬ って積極 的に動 い てい る。

t

、

⑱
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⑱

3.2西 欧 各 国 メ ーカ ーの 動 き

3.2.1イ ギ リ ス

1国 内 でIBMを 押 え て い る唯 一 の 企 業ICC(InternationalComputerLtd・)は 合

計8社 の 合 併 に よ り成 立 した もの だ。

現 在 の組 織 と社 名 は1968年,ICTとEECの 合 併 に よ っ て 出来 た の で あ る。

ICLは そ の 設 立 の 経 過 を見 て もわ か る とお り,英 国 政 府 の コ ン ピ ュー タ産 業 に対 す る執

念 の 成 果 の よ うな もの で,英 国 政 府 がPlessyVickersFerrantiと い った 大 株 主 に ま

じ って 株 式 を所 有 して お り,さ らに設 立 援 助 資金 と して840万 ド ル(30億2,400

万 円)と 研 究 開 発 費(4年 間)3,240万 ドル(116億6,400万 円)を 出 し て お り,

ICLに か け る期 待 が な み な み な らぬ こ と を示 し て い る。

1968年 のICLは 売 上 高2億2,100万 ド ル(795億6,000万 円)を 記 録,

こ の う ちほ ぼ30%が 輸 出 に よ る もの で あ った 。

ICLの 主 力 製 品 はSystem4とSeries,1900で あ るが,1900は こ れ ま で202

台 を 売 りあ げ,受 注 は848台 と 好 調 で あ る。 ま たSystem4(IBM360と 互 換 性 あ

り)は24台,受 注102台 と な っ て い る。(い ず れ も1969年7月 現 在)

ICLは ま た 英 国 初 の 大 型 機ATLASの20倍 の パO－ を持 つ と い われ る 超 大 機

1908Aの 開 発 に の り出 す と した 。

ね らい は リア ル タ イ ム ・シ ステ ム に あ り,新 ら しい プ ロセ ッサ ー や モ ジ ェ ラー概 念 の

採用 に 着 手 し て い る。 ま たICT1906Aで 開 発 さ れ た 多 層 プiJン ト板 技 術 と そ の 相 互

結 縁 システム を利 用,高 速 のIC回 路 と高 速 メ モ リー を 採 用 す る こ とに な っ て い る。

ICLに と って現 在 問題 とな って い るの は,同 社 が 種 々の 寄 合 的 性 格 を持 って い る こ

とで,こ れ が 会 社 の 経 営 を む ず か し く して い る。 た と え ば 大型 機 の 開 発 に し て も

系 の1908AとEE系 のSystem4が あ り,両 系 統 の 開 発 をす す め るな ど技 術 効 率 上

の 問 題 が あ る。 さ らに 現 在 会 社 は年20%の わ りで伸 び て い るの に む こ う2年 間 に10

%ぐ ら いの 従 業 員 を整 理 し な けれ ば な らな い と い う 問 題 もあ る。

ミニ コ ン市 場 に の り 出 す 英 国 メー カーICLな ど イ ギ リスの 会社 は,こ れ ま で ミニ

・コ ン ビ。ユ ー タに は 興 味 を 示 さず
,イ ギ リスで この マ ー ケ ッ況 に は も っぱ らア メ リカ企

業 のDEC,Howlett-Packard,Britain-Honeywellと い った と こ ろ が活 躍 して い た。
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し か し 最 近 こ の マ ー ケ ッ ト の 成 長 性 に 注 目 し は じ め た 英 国 メ ー カ ー 次 の3社 が 次 々 と

エ ン ト リ ー を し て き た 。

AutmaticElectronicsネ ー1:は英 国 政 府 よ り 援 助 を 受 け,18バ イ ト ワ ー ド ・ ス ト ア,

4ス トア ー で 値 段 は1万 ド ル 以 ト,最 低flHi格5,000ド ル と い う も の 。

EssexU・iversity・ngineeC・ 社 は8バ イ ト ・ マ シ ン で100デ ス ク ・ ス ト ア 値 段

12,000ド ノレ,第1}ゴ^機{まlf膓:/-1=1省(こ 糸V〕ノY]つ 》ヒ。

Micro-Consultants社,ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル ・ コ ン バ ー ジ.ン で 有 名 な 会 社 。

16バ イ ト ・ マ シ ン で プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル 川,値 段 は お よ そ7,000ド ル 。

夕

●

イ ギ リス情 報 処 理 サー ビス 産 業 の 尖 兵NDPS

NDPSと はNationalDataProcessingServicesの 略 で,・ その 名 の 示 す と 凸 り英 国

郵 政 省(Postoffice)の 胆 人 りでf!liら れ た 全 国規 模 の 計 算 サ ー ビ ス会 社 で あ る。NDPS

の 目 指 す と こ ろは,が 務 処 理 計 算 サ ー ビ'スか らク ィ ム シ ェ ア リ ング サ ー ビ ス,ソ フ トウ

・ ア,コ ン サ ル テ ィン グ'サ ーー ビ スな ど 巾広 い もの で,英 国 政 府 が 国 内の 情 報 処 理 サ ー
'

ビ ス産 業に 送 り込 む 尖 兵 で もあ る、,

現 在NDPSは 完 全 な 独 、ソ1機関・と'し て 商 業ベ ー スで サ ー ビ ス し て い るが,こ の 前身 は 英

国 郵 政 省 コ ン ヒ ュー ク局 と オ フ ィ ス ・サ ー ビ ス局 で 両 局 は と もにPostofficeの コ ン ピ

ュー タ ・マネ ー ジ メ ン トサ ー ビ ス ・コ ンサ ル テ ン グに 従 事 し て い た。

現 在 イギ リス郵 政 省 に は14台 の コ ン ヒ.ユ一 夕 が稼 動 して お り,将 来 は これ に12台

が 加 わ る とい う。1969年4月 公 社 組 織 と して 発 足 し た 郵 政 省 は オAOレ イ テ ィ ン グの

拡 大 を 計 っ て お ・り,NDPSは こ れ の た めのe－ ビ ス を 提 供 す る役 目 に あ る。 事 実 ・

NDPSの 第1番 目の お 客 は 郵 政 省 で,引 きつづ き コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム ・デ ザ イ ン(為

替 交 換 シ ス テ ム)な どの 大 プ ロジ ェ ク トを引 き受 け て い る。

現 在NDPSに は9台 の コ ン ピ ュー タが 稼 動 して お り,(ICLSystem-4な ど8台,

Spectra451台)プ ロ グ ラマ ー ・シ ス テ ム ・ア ナ リ ス トな ど ス 〈ミシ ャ リ ス トは

1,000名 で,こ れ は 英 国 で 最 大 の チ ー ムで あ る。

現 在 まで の 業績 と して は 計 算 サ ー ビ スで は す で に総 コ ン ピ ュー テ ィン グ時 間 の10%

を 外 部 に売 っ てお り,69年8月 に は小 売 店,fエ ー ン ・ス ト・ア ー む けの 計 算 業務 サ ー

ビス ・シ ス テ ムの デ モ ン ス トレ ー シ 。ンな どを 行 な い 業務 の 拡 張 に力 を入 れ ば じめ て い

る。

ソ フ トウ エア お よ び シ ス テ ム開 発 サ ー ビ ス と し て こ れ まで にNDPSが 行 な って い る主
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●

な プ ロ ジ ェク トは 次 の とお り。

○

○

○

○

○

○

○

○

ロ ン ドン空 港 の 航 空 機 管 理.シ ステ ム(現 在 進 行 中)'

GPO(英 国 郵 政 省)か ら為 替 交 換 を含 む プ ロ ジ ェク ト50件

NationalGiroお よ びSavingBankむ け の 銀 行 情 報処 理 シ ス テ ム

小 売 店,チ ェ ン ・ス トア ー 用 の 店 頭 デ ー タ収 集 装 置 開発

ネ ッ ト ・ワ ー ク分 析 調 査

PERTを 使 っだ ネ ッ ト ・ワ ー ク ・コ ン トロー ル ・シ ステ ム調 査

技 術 情 報 サ ー ビ ス(関 係 文 献5万 フ ァイ ル)

交 通 管 制 シ ス テ ム

給 与計 算 業 務 引 き受 け

とい った多彩な もので,GPO当 局 はNDPSは 民間 ベー スで サ ー ビスす るの で問題 は

ない としてい るが,情 報 サ ー ビス産 業にか け る英国政府 の気迫 が うかが われ る。

「

イギ リスの誇 る財務分析 情 報サー ビスSCAN

1963年 設 立 され たSCANはStockMarketComputerAnsweringNetworkの 略

称 で,イ ギ リスで 運 営 中 の 世 界 唯 一 の オ ン ラ イ ン財 務 分 析 情 報 サ ー ビ スで あ る。

SCANを 運 営 し て い るの はInternationalDataHighway社 で 収 録 企 業 デ ー タ を組 み

合 わ せ て顧 客 に 投 資 麟 を サ ー ビ ・ し よ う と・・う もの で あ る・ 収 録 デ ー タ数 ・ 機 器 構

成,サ ー ビ スの 種 類 な ど を次 に示 す 。

○ 収 録 デ ー タ数

ロ ン ドン証 券 取 引所 上 場 会 社 を含 む1万 以 上 の 英 国 企 業 。 北 米300社 ・EEC主

要50社,ま た全 体 で2,500社 に っ い て は 過 去5年 間の デ ー タ。

○ 機 器 構 成 『 ㌦

・使 用 コ ン ピ ュー タ ー ユ ニ バ ック4182台

.ユ ー ザ ー使 用 タ ー ミナ ル ーWESTREX33テ レ タ イ プ ・タ ー ミナ ル・ 回 線 は

GPO(英 国 郵 政 省)の 電 話 回線 利 用

.マ ス.ス ト_レ 。ジ.ユ ニ 。 ト ーFASTRANDラ ン ダ ム ・デ ク セ ス ・ ドラ ム装 置

2台,両 方 で 約2億6,200万 キ ャ ラ ク タ ーの ス トー レ ッジ能 力 を持 つ 。
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◇[日
テ レタイ プ

SCAN

ター ミナル

つ/'"

乙

β

,

注:タ ー ミ ナ ル は ロ ン ド ン,マ ン チ ェ ス タ ー,リ バ ー プ ー ル ,バ ー ミ ン ガ ム,エ

デ ィ ン バ ラ,グ ラ ス ゴ ー な ど で ヨ ー ロ ッ パ は チ ュ ー リ ッ ヒ に あ る 。

○ サ ー ビス内容

現在 実際 にサ ー ビスしてい るのは80社 で,20社 が回線 待 ちで あ る。 ユーザ ーは

銀行・証 券会社,機 関投 資 家,一 般 企業 な どで あ る。 ユ ーザ ーがSCANか らうけ るサ

ー ビスの種類 には株価情 報
,持 株 診断 サー ビスな ど投 資 情報分 析 サ ー ビスで あ る。

な お この 種の サ ー ビスは今後 世界的 にみ て も大 きな需要 が あ ると され てお り,SCAN

では,近 くアメ リカ進 出 も計 画中 との ことで ある。
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3.2.2フ ラ ン ス

プ ラ ン ・カ リキ ュー ル(PlanCalcul)の 中 核 に あ るCIIは68年5,600万 ド ル

(201億6,000万 円)の 売 上 げ を記 録 し,69年 に は これ が6,500万 ドル(234億 円)

が 見 込 ま れ て い る。

プ ラ ン ・カ リキ ュー ル は 例 の 原 爆 研 究 所 のCDC大 型 機 に 対 す る米 国 政 府 の 輸 出

禁止 処 置 に も見 られ るよ うに,フ ラ ン ス国 内 に 強力 な コ ン ピ ュー タ製 造 能 力 を持 た ね ば

な らな い とい う危 機 感 の 体 現 で あ る。 この た め フ ラ ン スの 電 子 工 業 関 係 企 業 を 合 併

に よ り1つ の 巨 大 な企 業 に 仕 立 て 上 げ,コ ン ヒ。ユ一 夕 お よ び 関 連 機 器 製造 能 力 を強 化 し

よ うと い う もの で あ る。

・CIIは 米 国SDS(Xeroxと 合 併 →XDS)と 技 術 提 携iし て お り,西 ドイ ツのSiemens,

と 同 様 同社 が こ れ まで 販 売 した コ ン ピ ュー タ の ほ とん どが 米 国 製 の を一 部 修 正 した もの

で あ る。

しか し68年 か ら69年 に か け て 同 社 はIRIS50,10,80と い う一 連 の 新 機 種

を発 表,フ ラ ン ス製 コ ン ヒ。ユー タの 念 願 を は た そ うと し てい る。

IRIS,80は ヨ ー ロ ッパ で 最 も強 力 な コ ン ビ。ユ ー タ とい うふ れ こみ で400万 バ イ ト

・マ シ ンで あ る
。80は,タ イ ム シ ェア リン グ機 能 を持 ち,IC使 用 の 本 格 的 第3世 代

機 で あ る。 サ イ ク ル タ イ ムは4バ イ ト ・ワー ドで650+1セ カ ン ド。C■ の スポ ー

ク ス ・マ ンに よ る と同 機 はUNIVAC1108,36()/85,B6500あ た りの ク ラ ス を ね ら

った もの と し て い る。

IRIS50(中 型 機)の 方 は す で に20台 を 販 売 し て お り,納 入 先 は 主 と し て フ ラ ン ス

政 府 関 係 で あ る。

CIIは 当 初 フ ラ ン ス ・マ ー ケ ッ トの20～30%は 押 え られ る とい う目 う み で あ っ

た が,こ の 計 画 は は ず れ て い る。 フ ラ ン ス国 内 で の 主 な 競 争 相 手 はIBM

Bull-GE,PhiliPsで あ る。 特 にPhillipsは 最 近 フ ラ ン ス市 場 に本 格 的 に食 い 込 も う

と して お り,1100で は す で に初 の ユ ーザ ー を獲 得 し た と伝 え られ る。 ま た 最 近 ソ

フ トウエ ア能 力 増 強 の た め ヨー ロ ッパ 最 大 の シ ンク ・タン クsema-metragroup

の 株 式 取 得 の 動 きに も出 て い る。

取 得 目標 額 は35%と い うことだがphillipsの ス ポ ー ク ス マ ンは,「 ヨー ロ ッパ 勢 の ア

メ リカ企 業 に 対 す る結 束 とい う意 味 で フ ラ ン ス政 府 も極 め て 好 意 的 だ 」と語 って い る。

な おMetraは ア メ リカのleaSCOに もね らわ れ て お り,フ ラン ス政 府 が こ れ に ス トッ
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プ を か け て い る と ころ で あ る。 消息 筋 で はphillipsがsemaと 手 を結 ぶ 可 能 性 は大 だ と

み て い る。 と い うの は 近 年GEが ヨ ー ロ ッパ 各 地 に 巨大 な タ イ ム シ ェア リン グ ・ネ ッ ト

ワ ー ク を建設 中 で あ り,sema-metraと し て も手 を こ ま ね い て 見 て い るわ け に

は ゆ か な くな って きた 。 事 実 同Metraは 仏 国 内 だ けで な く全 ヨー ロ ッパ 規 模 の

ネ ッ トワ ー ク を 計 画中 で あ り,乙 の た め 資 本 と技 術 が ど う し て も必 要 とな って き た。 こ

うい った こ とか ら ど こか 強 力 な ハ ー ドウ ェ ア ・メ ー カ と腕 を組 むの で は な い か と され て

い るの で あ る。

ρ

3.2.3西 ドイ ツ

Siemen8は 西 ドィ ッ国 産 会 社 と して 最 大 で,そ の 市 場 シ ェ ア は 子 会 社 を 含 め

る と13.5%と な り,IBMの65%に 次 ぐ。 第3位 はRebminator8%,Bul1/GE

5%,AEG/Telefunken1.5～2%と な って い る。

Siemensに は,国 産 機 種 開 発 の 使 命 が あ る。 この た め 同社 は 大 型 機 開 発 の 技 術契 約

をRCAと 結 ん だ 。 契 約 の1つ は 特 許 お よ び ノ ウハ ウの 交 換 で,も う1つ はRCA

Spectra70を 購 入 し,SimensSystem4004と 銘 打 って 再 販 売 す るの で あ る。

こ うい った こ と もあ って 同 社 の68年 売 上 げ の う ち2/3は 米 国 製 だ と言 わ れ る。

Siemensの1968年 ま で の コ ン ビ。ユ一 夕投 資 は,10億 マ ル クに 達 し,68年 か

ら69年4月 まで の 売 上 げ は 約4億 マ ル ク,コ ン ビ。ユ一夕 の 台 数 に して200台 以 上 と

Fっ た 。 な お69年 の 売 上 げ 目標 は5億 マ ル ク(25%の 成 長)と い う こ とで あ る6

SiemensTの コ ン ヒ。ユ一 夕 関係 従 事 員 は6,500人 と い う こ とで,研 究 開 発,営 業,

生 産 に1/3つ っ が従 事 し てい る。

O西 ドイ ツの タイムシ ェア リング会社DDG

西 ドイ ツ郵 政 省 は この ほ ど中 小 企 業 む け に タ イ ム シ ェア リン グ ・サ ー ビ ス を行 な うと

発 表 し た。 これ は1970年 中 頃 ス タ ー トを 目標 とす る もの で,6台 の コ ン ビ。ユ一 夕に

ドイ ツ郵 政 省 の 電 話 回 線 と テ レ プ リ ン タ ー 回 線 を使 用 す る もの で あ る。 この 計 画 に は

Siemens,AEGも1枚 か ん で お り,コ ン ピ ュー タ は これ らの 会社 の もの

が 使 用 さ れ る もよ うで あ る。

新 会社DDGは タ イAシ ェ ア リ ング ・サ ー ビス の ほか ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ イ ジ,プ

ログ ラ ミン グ ・シ ステ ム,オ ペ レ イ テ ィ ン グ ・コ ンサ ル テ ィン グ ・サ ー ビ ス
,タ ー'ミ ナ

ル用 周辺 機 器 の 生 産 開 発 もす ると い う
。
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3.2.4オ ラ ン ダ

総 合 電 気 メ ー カ ーPhillips社 のEDP部 門PhillipsComputerIndustriesは ・

と の ほ ど中 型 汎 用 機1000シ リ ー ズ,1970台 の 出 荷 を 記 録 し た。 同 社 の ヨー ロ ッ

パ 大 陸 に お け る シ ェア ー は5%か ら10%に 上 昇 して お り,ア メ リカ系 優 勢 の 中 で の 健

闘 を物 語 っ て い る。 ま た,今 秋 に はIBM360/20級 のP1100を 発 表 す る模 様 で,

360/40,50に 匹 敵 す るP1200,Pl400も1970年 ま で に は発 表 され る よ う

で あ る。'

Phillipsの 場 合,周 辺 機 器 の 供 給 はCDCを 中 心 とす る外 部 企 業 か ら仰 い で い るが ・

こ れ もいず れ 自家 生 産 す る よ うに な る だ ろ う。

この ほ か,1970年 の 初 め 頃 に はTSS用 コ ン ピ ュー タ9200の 設 計 が 完 成 され

る 。

7

3、2.5ス カ ン ジ ナ ビ ア

さ き ご ろ北 欧 鴇 で4,… 万 ドル(144億 円)の ・…O-Hタ'シ .ス テ ム契 縮

め ぐ っ て受 注 競 争 が 展 開 され た 。.こ の ゲ ー ム に は ヨー ロ ッパ,ア メ リカの15コ ン ピ ュ

ー タ会社 に ま じ って ス ウ ェー デ ンのSaabとFacitが 敢 闘,結 局Saab社 のDataSaab

C。mp。ter部Frが 主 契 約 を射 止 あ,サ ブ ・・ ン トラ ク ター に はF・citが 選 ば れ

た 。

4,。 。 。万,ル の契 約 の 内 容 は,・ ウ 。`一デ ン,デ ン ・ 一 ・,・ ・ ン ・ ン ・の 北 欧 三

国 に ま'た が る銀 行 情 報 ネ 。 トワ ー クの 建 設 で,北 欧 銀 行 協 会 が 結 成 したN・ 「disk

Sparcrataが 発 注 し た もの で あ る。

Saab社 は,ス ウ ェー デ ンの 航 空 機,自 動 車,電 子 機 器 の総 合 メ ー カ ー でNordisk

Sp。,ch。 ・,に は,同 社 の51・ ・ン ピ ・一 夕が 納 入 され る予 定 で あ る・510の 性

能 は ・バ イ … 一 …K語 ・i'… マ ・ ク ロセ カ ン ドで ・ す で に ス 些 ジ ナ ビ ア

各 国の銀行 に設 置 され てい る大型機 の中継 が役 目であ る。Saabの マネー ジ ャー

MileEowsky氏 は,「 この 受 注 の 意 味 は 大 きい,ス カ ン ジ ナ ビ ア企 業 がEDP産 業 に 進

出す る大 きな 足 が か りとな る だ ろ う。 」 と語 っ て い る。

期 待 さ れ る ス カ ン ジ ナ ビ ア のEDP市 場 現 在,、 ス カ ン ジ ナ ビ ア諸 国(ス ウ ェニ デ ン,

ノ'ル ウ ェー,デ ン マ ー ク)に は,ほ ぼ2,000台 の コ ン ピ ュ ー タが 設{さ れ'て い るが,

こ こ数 年 の 成 長 ぶ りか ら,1975年 ま で に は,3,760台 に 達 す る だ ろ う と い われ る。
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U・i・・c社 イ ン タ ー ナ シ ・ナ・レ綱 のD…1dD・wd六 レ ク ター は ス カ ン ジ ナ ビアma

に 大 きな 関 心 を寄 せ な が ら,次 の よ うに 語 って い る・。 「この 市場 は ,毎 年22%の 成 長

を み せ て い る。 こ の傾 向 は 今 後 少 な く と も2 ・3年 は 続 くだ ろ う。 同 市 場 は 各 メ_カ_

に と って,鍵 を握 る市場 とい って も過 言 で は あ る ま い
。 」。

ス カ ン ジナ ビ アで は,コ ン ピ ュータ ・ア プ リケ ー シ
・ン が 今 の と こ ろ教 育,製 鉄,造

艦 の 分 野 に 限 られ て い るが ・ しか し ・産 業 界 で は 国 際 競 争力 を増 す た めに も
,オ ー ト

メ シ 。ン 化 を指 向 し コン ヒ。ユ一 夕 ・リゼ ー シ
・ンが 急 速 に 進 ん で い る。 これ に と もな い ,

最 近,ス ペ シ ャ リス トの不 足 が 目立 って き て お り,そ の解 決 を迫 られ るよ うに な った
。

Dowd氏 は,「 我 社 や 他 の メ ー カ ーが 進 め て い る トレー ニ ング で
,75年 ま で に は 何 と

か 十 分 な 要 員 を そ ろ えた い 。否,そ う し な け れ ば な らぬ し
,こ れ は70年 代 に 挑 戦 す る

第 一 歩 だ 。 」と 語 って い る。

Univacの 他 ス カ ン ジ ナ・ビ アで 活 躍 し て い る メ ーカ ー は,IBMを 筆 頭 に ,Bull-GE,

ICL・Honeywell・CDC・ そ してNCRと コ ン ピ ュー タ界 の 強 者 が顔 を そ ろ え て い る
。

次 に 各 国 別 に その 高 度 成 長 ぶ りを見 て み よ う。

ス ウ ェ ー デ ン

ス カ ン ジ ナ ビ ア諸 国 の 中 で も ,ス ウ ェーデ ンは コ ン ピ ュータ 利用 ,特 に オ ン ・ライ ン,

リ ア ル タ イム ・ア プ リケ ー シ ・ ンで は ヨ 一 回 ッ・パ 随 一 を誇 って い る
。 ま た,テ レ プ ロ セ

シ ン グの 分 野 で は ・質 量 と も優 れ た もの を も って い る
。Univac社 のDowd氏 は 「ス ウ

ェー デ ンに は特 に 注 目 して い る
。我 社 の400お よ び110シ り一 ズ の リアル タ イム.

シ ス テ ムに と っ て,ス ウ ェー デ ンは 恰 好 の 市 場 だ
。 」 と大 きな期 待 を寄 せ て い る。 ス ウ

ェーデ ン は ス カ ン ジ ナ ビア に あ る2 ,000台 の コ ンピ ュー タ の半 分 以 上 を もち ,人 ロー

人 当 りの設 置 台 数 も,ス イ ス,西 独 に 次 い で ヨ ー ロ ッパ第 三 位 を誇
って い る。 同 国 が こ

れ ほ ど ま で コ ン ピ ュー タ に力 を入 れ るの は ,労 働 力 の 不 足,高 賃 金 等 を緩 和 す るた め と

い わ れ る 。 ス ウ ェー デ ンの コン ピ ュ ー タに 関 す る統 計 は 明 らか な もの が 手 に 入
って いな

い 。 し か し,各 種 装 置 の輸 入 は2
,900万 ドル(104億4,000万 円)に 達 して い る

と い われ て い る・ 輸 出 は 今 の と ころ小 規 模 で ,国 産 機 メ ー カ ーSaabも,同 国市 場 で は

まだ 小 さ な シ ェア ー しか も って い な い
。

米 国商 務 省 に よ れ ば,1975年 ま で に ,ス ウ ェー デ ンに は1,200台 の コ ン ピ ュー

タ婿 入 『れ るだろ うとい ・て い る・ まナ・・H'F年洞 国に おけ るEDP装 置 の売 上げ高

は1億 ドル(36・ 億円)}・ 達 し・ その7・%を 田M繊 頭 とす る米 国企 業が押 えナ,

といわれ る。
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ノル ウ ェー

ノ ル ウ ェ ーで は 小 型 コ ン 己 ユ一 夕へ の 関 心 が 高 ま って い る。 同 国 のEDP装 置 は 主 に・

教 育,政 府 機 関,保 険 会 社,電 力,造 船 と い った 分 野 で 利 用 され て い る。1967年 度

の コ ン ビ。ユ一 夕 お よ び 関連 機 器 の 輸 入 高 は830万 ドル(29億8,800万 円)で あ っ

た 。 ノ ル ウ ェーは 米 国 をEDP分 野 の リー ダー と仰 い でお り,従 って こ こで も,米 国企

業 お よび そ の子 会 社 が 同 市 場 の 大 半 を握 って い る。 最 近 で は,DetNorskeVeritas

Oslo(ノ ル ウ ェ ー造 船 協 会)がUnivac1108を 購 入 し,科 学 計 算 は もと よ り海 上 保安,

造 船 用 機 器 の コ ン トロ ー ル等 に利 用 す る計 画 で あ る。 又 同 協 会 で は1108で 電 話 回 線

を利 用 し た タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビ ス も検 討 して い る。

デ ン マ ー ク ・フ ィ ンラ ン ド

デ ンマ ー ク で は,労 働 力 不 足 や そ れ に伴 な う高 賃 金 の問 題 を解 決 す るた め,各 企 業 が

コン ピ ュー タ導 入 を急 い で い る。1967年 に お け る コ ン ピ ュ ー タ を 含 ん だ 事 務 機 器 の

輸 入 高 は4,170万 ドル(150億1,200万 円)に の ぼ った 。 これ は,同 機 器 の輸 出

額 の3倍 に もあ た る。

フ ィ ン ラ ン ドで も,EDPに 対 す る関心 は 急 激 に高 ま って い る。 ヘ ル シン キで 同 国 最

大 の 卸 売 業 を 営 ん で い るKeskoOy社 は,テ レ コ ミュニ ケ ー シ ・ン'ネ ッ トで ・ フ ィ ン

ラ ン ドに 散 ら ば って い る23の 支 社 を結 び,受 注 お よ び発 注,在 庫 管 理,売 上 び統 計 と

い った各 種 デ ー タの 流 れ を ス ム ー ズ に さば い て い る。 この 他 で は最 近 ス ト ックホ ル ムの

L.M.Ericsson電 話 会 社 は,フ ィン ラ ン ドの タ ル ク市 に あ る電 話 局 か ら,コ ン ピ ュー

タに よ る電 話 交 換 シ ス テ ムの 開 発 を 受 注 した 。 同 シ ステ ムは8,000に の ぼ る加 入 者 へ

の サ ー ビス を 目 的 と し,受 注 額 は240万 ドル(8億6,400万 円)。

ス ウ ェーデ ンを 旗 頭 に,ノ ル ウ ェー,デ ン マ ー ク,フ ィ ン ラ ン ドと い った ス カ ン ジ ナ

ビ ア諸 国 のEDP市 場 は 今 後 大 い に 期 待 が もて そ うで あ る。

3.2.6イ タ リー のEDP市 場

イ タ リーのEDP市 場 は,近 年急 速 な 発 展 を示 し,コ ン ピ ュー タ 設 置 台 数 も,今 年 中

に3,000台 を 突 破 す る と見 られ て い る。67年 末 の1,600台 に 比 し,現 在 イ タi)一

で は2,500台 の コ ン ピ ュー タ が 稼 動 し て お り,そ の 設 置 金 額 は8億 ドル(2,880億

円)と い わ れ る。

他 の ヨ ー ロ ッパ諸 国 同 様,イ タ リー で も米 国 企 業 が コ ン ピ ュ ー タ市 場 を 占 有 し て い る。

米 商 務 省 に よれ ば,67年 の マ ー ケ ッ ト ・シ ェア は69図 の と お り。
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図68イ タ リ ア の コ ン ピ ュ ー タ マ ー ケ ッ ト ・ シ ェ ア ー

イタ リァ市場 で活躍 してい る3大 メー カーに焦点 をあ て,各 社毎 に その活動 状況 を見

て み よ う 。

OGeneralElectricInformation .SystemsItalia

67年 初 頭,GE社 はOlivetti社 の エ レ ク ト ロ ニ ク ス 部 門 を 置 収 し,General

ElectricInformationSystemsItaliaを っ く っ た 。 こ こ でGE社 はGE100 .ラ イ ン を

殺 して い る・GEの ス ポ ー ク ス マ ンに よ れ ば ・G・neralElect・i・ISIは ・ 現 在 イタ リ

ー市場 の30%を 握 り,1位 のIBMを 急追 して い る。

「英 国 を除 けば,イ タ り一はIBMが1位 の地位 を譲 る可 能性■の あ る特異 な市場 だ。 」

と同 ス ポ ー ク ス マ ンは 述 べ て い る。'

GeneralElectricISI{ま ミ ラノ に 本 拠 を か ま え ,イ タ リア最 大 の コ ン ピ ュー タ.メ

ー カ ー ど いわ れ る
。 同 社 の 従 業 員 は3,500人,総 売 上 高 は 今 年5,000万 ドル(180

億 円)を 越 え る と予 想 さ れ て い る。OttorinoBeltrami常 務 取 締 役 に よ れ ば,同 社 は あ

らゆ るサ ー ビ ス を提 供 し て お り,特 に,小 型 お よび 中 型 シ ス テ ムあ るい は タ イ ム シ ェア

リン グ と い つた分 野 で も リTド ・オ ブ ・マ ンぶ りを発 揮 し て い る。'Beltrami氏 は:「我

々 は 現 在 確 固 た る2位 の 地 位 を 占 め て い るこ とに満 足 して い る。 今 後 が楽 し み だ。 」 と

これ か らの 同 社 の 発 展 を期 待 して い る。 同 氏 の 言 葉 を裏 づ
,cJ5か の よ うに,.66年 か ら、

69年 か け て,同 社 の年 間 生 産 高 は220%上 った 。 ま たGE100シ ス テ ム の設 置 お よ'

び 受 注 台 数 は既 に1・500台 を 突 破 して い る。Beltrami氏 は コ ンe'ユ 一 夕の 輸 出 に も

大 き な 関心 を持 って お り,今 後 は ・ の マ ーケ ッテ ィ ン グ網 を利 用 し,ワ ー ル ドブ イ ド

な活 動 を展 開 して 行 く と語 って い る。

OUniVaCItaly

ミ ラ ンに本 拠 をか ま え て い るUniV・:・ イ'タ リー のGerardM。r。 氏 に よ れ ば ,イ タ リ

ア市 場 は年 々25%の 成 長 を示 して お り,ま た 同社 の シ ェア ー は この5年 で3倍 に は ね
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上 って い る。 さ らに 同 氏 に よ れ ば,現 在 イタ リー に は,250台 に 及 ぶ 同 社 製 の コ ン ピ

ュー タが 活 躍 して い る。 同 氏 は,「 こ こ は ま だ 未 開 の 市 場 だ 。 手 を つ け て行 く余 地 が 幾

らで も残 って い る。 特 に,科 学 お よ び商 用 ア プ リケ ー シ ・ン用 の 大 型 コ ン ピ ュー タの 需

要 が 増 大 して い るの で,こ の 分 野 に 力 を注 い で行 きた い 。 」とい って い るが,一 方 要 員

不 足 に っ い て も指 摘 して い る。 「我 々 は イ タ リーの 大 学 卒 業生 を毎 年100人 づ っ 訓 練

して い る。 しか し,十 分 な 要 員 をそ ろ え るに は ど う して も時 々 米 国 へ 行 って見 つ け て来

な け れ ば な らな い 。 」

同 社 は,ロ ー マ大 学 に180万 ドル(6億4,800万 円)の1108コ ン ピ ュー タ、を

売 って お り,同 大 学 で は リモ ー トデ ー タ通 信 タ ー ミナ ル に よ って,11学 部65,000人

の 学 生 に利 用 させ て い る。

OIBM

IBMは21ケ 所 に デ ー タ ・プ ロ ダ ク ト ・オ フ ィス を開 設 して お り,イ タ リー全 国 に

5,681人 の 従 業 員 を持 って い る。 また,ミ ラ ノ近 郊 ヴ ィメ ル カ テ の 工場 で は,360/

20お よ び入 出力 装 置 等 を っ く って い る。 同 社 も トレー ニ ン グに 力 を注 い で お り,ヴ ェ

ロナ近 郊 の プ レ 。 シア と ミラ ノ に教 育 セ ン タ ー を開 い て い る。IBMWTC(World

TradeCorp.)の ス ポ ー ク ス マ ンに よれ ば ・ 毎 年2,000人 の 従 業 員 が ・ これ らの セ ン

タ ー で トレー ニ ン グ を受 け て い る こ と に な って い る。

主 都ローマでは,NationalResearchCouncil,NationalNuclearPowerCommittee・

MinistryofEducationと い った科 学,研 究,教 育 に た ず さ わ って い る政 府 機 関 で;'タ

イ ム シ ェ ア リン グ ・ベ ー ス で の コ ン ピ ュー タ利 用 が 可 能 に な っ て い る。 イ タ リー政 府 は,

同 国 産 業 界 の再 編 成 を 計 って い る政 府 機 関,】RIを 中 心 にEDP利 用 を急 速 に 押 し進 め

る計 画 で あ るが,こ れ は ま だ論 争 段 階 に あ り,今 の と こ ろ具 体 案 は 示 され て い な い。

政 府 機 関以 外 では 特 に 銀 行,輸 送,製 造 業,プ ロセ ス ・コ ン ト ロー ル とい った 分 野 で あ

る、 製 造 業,卸 小 売 業 で は特 に小 型 中 型 機 を利 用 し て お り,こ の へ ん は イ タ リー で も コ

ン ピ ュー タ化 が す す ん で い る と ころ で あ る。 イ タ リー の 人 口1人 あ た り台 数 は ま だ まだ

低 く,こ の 意 味 で 期 待 の もて るマ ー ケ ッ トで あ る。
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3.3ソ 連 お よ び 東欧

全 体 と し て東 西 貿 易 は,コ ン ピ ュー タに 関 す る限 り西 側 の 東 欧 圏 へ の 進 出 とい った 形

で 拡 大 し てゆ くだ ろ う。

東 欧 ブ ロ ック に対 す る売 り込 み は概 し て米 国 企 業 よ り も西 欧 企 業 の 方 が積 極 的 で,シ

ス テ ムそ の もの の 売 り込 み か ら技 術提 携 まで 巾広 い動 き をみ せ て い る。 マ ーケ ッテ ィン

グ に っ い て現 在 注 目 さ れ て い るの はICLがSystem4とSiereas1900の 大 量 売 り込

み を モ ス クワで 交 渉 中 で あ り,同 社 は す で に チ ェ コ,ポ ー ラ ン ド,東 独,ル ー マ ニ ア,

ハ ンガ リーな ど に進 出 を し て い る。

西側 企 業 の 進 出状 況 は 次 の と お り

ICL－ ソ 連(19台),ル ー マ ニ ア(5台),ポ ー ラ ン ド(11台),東 ド イ ツ

(4台),チ ェ コ(28台),主 と して1900,現 在 ソ連 とSystem4'

(大 型)Siereas1900の 売 り込 み 交 渉 中

CH－ プ ラ ン カ リキ ュー ル に よ りハ ン ガ リア政 府 との 間 に 技 術 提 携 協 定,両 国 間 の

取 引 高 は150万 ドル(5億4,000万 円)に の ぼ る とみ られ る。

Siemens－ チ ェ コ,ル ー マ ニ アに 各1台

Honeywe11一 ハ ンガ リー にH-2200(2台)出 荷

IBM－ 束 ドイ ツに360/40出 荷

CDC－ 束 ドイ ツ にCDC3200(1台)

NCR－ カ ルーマ ル ク ス 大 学 にNCR315(1台)

予 想 され てい る通 り,東 欧 圏 で 開 発 の よ り進 ん だ 国 は,今 後 需 要 の 高 くな るデ ー タ処

理 装 置 を国 内 で 生 産 す る こ と を考 え て い る。 し か し今 まで は 重 機 械 に主 力 を置 く こ とが

支 配 的 な 考 えで あ っ た た め,電 子 工 業 や 石 油 化 学 の重 要 性 を は っ き りと認 識 し は じ め た

の は ご く最 近 の こ とで あ る。 西 側 の 観 測 筋 は,東 欧 圏 の 電 子 工 業 分 野 は,現 在 の と こ ろ

西 欧 よ り5～7年 は 遅 れ て い る とみ て い る。 この 事 実 は 一 般 に デ ー タ処 理 分 野 に も言 え

る ことで ソ連 を 除 け ば,ポ ー ラ ン ド ・東 ドイ ツ の2カ 国 が 特 定 分 野 をね ら って コ ン ピ ュ

ー タの 開 発 に取 り組 ん で い る;

ポ ー ラ ン ドは,現 在 ま で に 約100台 の デ ィジ タ ル電 子 計 算 機 を生 産 し,そ の う ち ソ
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連 や東欧 諸国 にか な りの台数 を輸 出す るとい う先導的 な国で あ る。 ライプチ ッピの見 本

市 に最新型 の モデ ル,ZAM41を 発 表 したが,こ れは汎用の中 型電子計 算機 で,,タ イ

ムシ ェア リング能力 を持 ち,12,88・8語 の記 憶装置 を備 え,サ イクル ・タイムが10

μsで あ る。

また,シ リコン半導体 を使 った改良型 もすでに稼動 してお り,磁 気 テ ー プ記憶 装置 も

展示 され ていた。

中 型電子 計 算機の分野 では,ポ ー ラン ドが現 在 では先進的立場 に あ るわけ だが,将 来

東 ドィ ッが最 強の国 にな るだろ う とみ られ てい る。 とい うのは,中 型電 子計算機 の開発

の ため に技 術上,産 業上 の基礎 開発の突 貫生 産計画 が3カ 年 計画 で進 め られ てい るか ら

であ る。

東 ドイ ツが フ ァー ス ト・ランナーと して取 り組 んだ モデルはRobotron300で,

1970年 までに は数百 台に達 す ると業界 の幹 部 が言 ってい る。 現在ハ イブ リッ ドの薄

膜 回路 の研 究開 発が盛 んに行 なわれ てい るが,こ れは見 本市で うわ さされて いた通 り第

3世 代のRobotron400の ほとん どの もの に使 うよ う'になろ う。

多 くの西 欧の 会社 が東 欧の市場 に足掛 りをつか め るか ど うか は,ソ 連 が将 来EDP装

置 で演ず るだ ろ うと想 像 され るその動 きで決 って くる。 東 ドイ ツの高級幹部 は,ソ 連 は

現在 東 ドイツの 漸増 してい く要求 を取 受 けて くれ るので,将 来 は西欧か らの輸入 よ りも

ソ連 の ものが多 くなろ うと言 って い る。

東 欧に対 す るソ連 の 輸出の台数 を把握 す ることはで きな いが,東 欧圏側の 情報筋 によ

れ ば第2世 代 の電 子計算機Minsk22シ リーズ を約60台,そ れに高速性能 の

14シ リー ズを何 台か とそれ よ りも前の モデ ルの もの を東 欧圏諸 国に輸 出 してい る。

現在 ソ連 は,第2世 代 コ ンピ ュータの開発 をハ イス ピー ドで飛 ば し,Minsk22シ リ

ーズの新 バー ジ 。ンMinsk32の 製造 を開始 した。1970年 までに12台 が生 産 さ

れ る との こ とで あ る。Minsk32は これ まで の うち最 大,最 高速 の もので,こ れは

TSS用 に も使 われ る とい う。

ソ連 の コン ピ ュータ技術 のす う勢 は第3世 代 コ ンピュー タにむか ってい る。 現在,

RAJD(aRussianabbrcvotionLforJointDataProcessingProgram)と い うコン

ヒ。ユ一 夕共同 開発計画 が進行中 であ る。RAJDプ ロジェク トに は ソ連 のEDPプ ロ フ

ェ ッシ 。ナ ル8万 人(全 要員 の70%近 く)が 投入 され,東 欧6カ 国が これ に参加 して

い る。

RAJDフ ァ ミリーの最初 の モデルは,1971年 末に実現 す る とい う。 この シ リ一
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ズはrBM360と の 互 換 性 を設 計 のzド イ ン トと し て お り,・最 大 機 種 モ デ ル2000は

IBM360/65に 相 当 し,最 小 機 種 は360/20程 度 の もの に な る との こ とで あ る。

な お互 換 性 の ね らいは,共 産 圏 で 周 辺 機 器 が 自家 生 産 で き るまで 西 側 の もの を使 え る よ

うに とい う と こ ろ に あ る と言 われ て い る。

研 究 と生 産 に は,ア ル メ ニ ア の 研 究 所 と リ ス マ ニ ア のvienius工 場 が 使 わ

れ る。 東 欧 諸 国 で こ の プ ロ ジ ニ ク トに参 加 す るの は,チ ェ コ,東 独,ハ ン ガ リー・ ポ ー

ラン ド,ル ー マ ニ ア,ブ ルガ リアの6カ 国 で,チ ェコ と東 独 は 周 辺 機 器,1/0の 開 発

に あた る。 ハ ンガ リー は,ソ フ トウ ェア を 担 当,ポ ー ラ ン ドは メ モ リー,ブ ル ガ リア は

部 品 生 産 と い う こ とで,い ず れ もソ連 と共 同 で 設 計 に あた る との こ とで あ る。

RAJDプ ロ ジ ェク トの 意 味 す る とこ ろ は2つ あ る。1っ は社 会 主 義 諸 国 の オ ン ザ ・

ジ.ブ ・ トレー ニ ン グの 効 果 で あ る。 特 に 東 欧 圏 諸 国 に は この意 義 が 深 い 。 も う一 つ は

.欧 米 コ ン ピ ュー タを 目標 と した,追 い つ け 追 い こせ 運 動 で あ る。 コ ン ピ ュー タの 台 数 と

い う量 的 な もの の み な らず,質 の 向 上 を ね らい と し て い る。近 年 東 欧諸 国 の ビ ジ ネ ス,

生 産 の 自動 化 は 高 ま る一 方 で,今 度 の 共 同 開 発 に は コ メ コ ン諸 国全 体 の コ ン ピ ュー タ需

要 を ま か な お うと い う意 図 が うか が え る。

'
]
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3.4ヨ ー ロ ッ パ 製 コ ン ピ ュ ー タ ー 覧

世 界 の コン ピ ュータ設置 台数 は近 い将来10万 台 を突破 しよ うと して い る。 その ほ どん

どはIBMを 筆 頭 とす る米国 製 であ るが,ヨ ー ロ ッパ の各企 業 も追 いつ き追 い越せ を目tw:}(

努 力 を重ねて い る。 次表は ・一 ロ ッパ各社 の手 に な るコ ンピ ューター覧表 で あ る。

ゾ
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社 名 月間 レンタル料 1969年7月 現 在

(ア ル ファベ ッ ト順)

国 機 種
ド ル 円離 。)

初出荷
' 設置台数 受注台数

備 考.

ACEC ベ ル ギ ー 51.80 9

AEILtd. イ ギ リ ス 959-PC,1010,1040 2,800一 1,008一 157 21 X

BCD,Metrovick-950 12,500 4,500

BBC 西 ド イ ツ DP～100 12

CII/CAE フ ラ ン ス 510(TRW)

300/330(TRW),530 2,200 792 760 91 X

90-10(S-92) 1,800一 648

.90-40(S-930),90-80 6.,500 2,340 165
,2月 93 X SDS

10010,10020(S-2), 1,600一 576

10070(S-7) 8,600 3,096 167
,io月 SDS

/SEA 〃 500/600(CAB) 1,500一 540

1,850 666
162

85 X

.

1010,2020,3030,9010 49 X SAIT

3900,4000.5000 4,400一 1,584一

7,100 2,556 160 44 X CAB

DorothyII 12 X

/SETI 〃 Pallas 8,700 3,132 ,64
,6月 15 X

/CIT 〃 Citac-210B 1,550 558 161 7 X

.一■ ■
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社 名 月間 レンタル料 1969年7月 現 在

国 機 種
(ア ルフ ァベ ット順) ド ル 円儲 。)

初出荷

設置台数 受注台数

'備 考

L

DISA

ElectronicA/S デ ン マ ー ク DISADEK 2,400 864 161 X 4

Facit

ElectronicsAB ス ウ ェー デ ン EDB-3 6,100 2,196 ,57
6 X

Bull/
'卜

GeneralElectric フ ラ ン ス 10 1,800 648 6/63 1,165 X

30(R-301) 7,600 2,736 2/62 175 X Gamma1012は

30S 9,500 3,420 7/63 3 X 今で も500台

40(R-3301) 6,200 2,230 11/64 4 X 稼動中

55 1)100 396 12/66
、

264
F

60 41,500 14,940 160 14 X 目 下400シ リー

300MCT 1・350
'

486 162 40 X ズに努力を傾注

500(CAB-500) 1,725 621 ,62 X

M40 12 X

ET 33 X



ー

」

q⊃

N
ー

社 名 月間 レンタル料 1969年7月 現 在

国 機 種 初出荷 備 考

(ア ル ファベ ット順)
'

ド ル 円離 。) 設置台数 受注台数
一

GeneralElectric

Information イ タ リ ア 01ivettiE工 、EArange 2,700 972 ,58 103 X GE100シ リーズ は
二.「←・

》

Systems・Jtalia・
!

◆ 、105・...・. 司 ・. '、

卍

、 ピ 噛P

既 に1,600台 設 ・

SPA 115 3,150 1,134
1

165 131 置 および受注済
.

'

i 130 1
}

150
一

3,400
,..

1,224 ,60
15
、 ・

X
▼

GEC ,イ ギ リ ス

,「
.-

SDS-90,900,9000
'

1,300一 468一
亀

ぞ,

1

andSigma.series
1

9,600 3,456

.牟

,6/64 17
、

:

X
.

.

.

3

. :
A. , こ

/AEI イ ギ リ ス 130 12/64 2 X
、

;
.

330 3/64 9 X

'
畠

: CON-PAC4020 2β00
、

1,008

・

4/69 12

$

`'
』・.;

'

-

'

CON-PAC4040 2,300
.

828 1/64 9 X

cON-PAC4060 4,300

'

1,548 12/65 1

ICL イ ギ リ ス 2400(EMI) 23,000 8,280 ▼61 4 X

,rc∨

1100,1iO1,1200,1201, 1,550二

1

558一
.

;

:
1202,1300,1301,1500 10,700 3,852 ,55 518 ,X

'

」.

こ

1901
..

3,500, 1,260 9/66 375 X
'

'

・1902 5,000
、

1,800 7/65 283 X
/馳

・ .● 1903 6,900
'2
,484 7/65 152 X
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社 名 月間 レンタル料 1969年7月 現 在

国 機 種 初出荷 備 考

(ア ル フ,アベ ッ ト順) ド ル 円欄 。) 設 置台数 受注台数

ICL イ ギ リ ス 1904 11,200 4,032 5/65 123 X

1905 12, ,500 4・50q 1/65 64 X

1906 .. 23,000 8,280 12/66 6 X

〉
1907 27,000 9, ,720、

12/66 9 X 1900シ1】 一 ズ は

1909 5,500 1,980 8/65 21 1 既 に1,500台 以上

1901A 3 .,700 1,332 3/68 30 180 設置および受注済

1902A 6,000 2,160 3/69 46 175

1903A 10,600

、

3,816 9/67 10 60

1904A 18,600 6,696 4 15
'

±.

1904E/F 16,500 5,940 1/68 17 20
,」

1905E/F 17,000 6,120 1/68 8 10

1906A 54,000 19,440 2

1906E∠F 8

、

1907E/F 30,800 11,088 3/68 1 3

AtlasI,II 70,000一 25,200一
†62 9 X

125,000 45,000
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社 名 月間 レンタル料 1969年7月 現 在

機 種国 初出荷 備 考
(ア ルフ ァベ ット順) ド ル

.'

門(単 位LOOO) 設置台数 受注台数
一

Elliott一 401,402,403,502,

Automation イ ギ リ ス 503,802,803,900, 950-
一

342一

902,903,905,92q 10,500 3,780 154 713 X・

4120 3,900 1,404 4/65 104

4130 8,000 2,880 7/66 29

ARCHSeries

「

Industria,1 1,550 558 「63 60 X

.

English イ ギ リ ス System4/10 3,700 1,332 167 4 '

⊥ Electric "4/30 8,000 2,880 9/67 35 4

l q⊃

1ふ

|

"4/40' 12,000 4,320 5/69 2 6

"4/50 15,500 5,580 3/67 51 2

村4/70 31,000 11,160 2/68 17 8

1

"4/75 40,000 14,400'・ 9/68 2

A

. Deuce,MkI,MkII 2,800一 1,008一

'

3,400 1,224 4/55
㌔r'

28 X

KDF6/7/8/9, 1.250一 450一

w

l

KDP10,KDN2 25,000 9,000 9/61 99 X
.

1.EOI,II,III,326, 5,900一 2,124

360 16,500 5,940 153
「
95 X

L

マ ,～ 呪 、 ・
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社'名 月間 レンタル料 1969年7月 現 在

国 機 種 初出荷 備 考
(ア ル フ ァベ ット順) ド ル 円舗 。) 設置台数 受注台数 .

Ferranti イ ギ リ ス 1600 3 特に軍事,工 鉱業

ARGUS100 1,250 450 ,61 17 X ア プ リケーシ 。ン用

'`108 9 X

"200 1,250 450
.

!60 53 X
、.

亨`300 1,250 450 165 16

11400 1,050 378 11/66 44
〉

`↑500 1,450 522 10

Marconi イ ギ リ ス MyriadI 2,500 900 3/66 24 19 主 に軍事,政 府関

,,II 1,550 558 10/67 15 10 係 ア プ リケ ー シ.

TAC 620 223 2

・

X ンで使用

Plessey イ ギ リ ス XL9 18,000 6,480 5/67 14

A/SNorsk ノ ル ウ ェ ー Nord-1 1,200 432 8/68 12 8

Nofd-2 200 72 8/69 2. 2

01ympia 西 ド イ ツ 'Omega-203 2,800 1,008 162 X

NVPhilips オ ラ ン ダ P-1000 6/68 5

/
PR-8000 15

PR-9200 20

/Electrologica EL-X1,X2,X4,X8 1,700一 612一

「 10,300 3,708 †58 69 ×

ふ

'
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社 名 月間 レンタル料 1969年7月 現 在

(アルフパ ・上順)

国

イ、 「 ・ 」F

機 種

■、,.`令 、 祈 ■F

ド ル
丙L. 円儲 。)

初出荷

設置台数 受注台数

備 考

A/S
:k 、,

〆

、,

Regnecentralen デ ン マ ー ク Gier . 3,300 1,188 12/61 40

・
1

RC-4000 8,700 3,132 8/68 4 5

'

SAAB ス ウ ェー デ ン

P

D-21 6,200 2,232 12/62 32 2
,

'
'

;

■7 「 「

D-22 21,000 7,560 5/68 12 13

:
D-220 9,800 3,528

'4/69
2 7

::Serel
、 フ ラ ン ス 505 12,000 4,320 165 も

タ

、1001
・3
,'300 1,188 'β0 8 X

1010 3,100 1,116

s

,61
sL

Siemens&. 西 ド イ ツ 300Series 500一 180一

1 、

Halske 3,300 1,188 4/65 140 X

2002 10,000

・-

3,600 6/59 52 X

3003

、

10,200 3,672
'
12/63 45 'X

4004/15(RCA) 4,100 1,476 10/65 72

/16 4,400 1
.,584

10/69 " ,36

/25 6,900 2,484 1/66 42

/26 8,000 2,880 10/69 " 8

/35 11,300 4,068 2/67 86 61
'

』◆ 一ピ
A

.、
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社 名 月間 レンタル料 1969年7月 現 在

1

初出荷 備 考国 機 種

(ア ルフ ァベ ッ ト順) ド ル 円離 。) 設置台数 受注台数

4004/45 17,000 6,120 7/66 74 40
、

/46 34,000 12,240 4/69 1

/55(RCA)
、

23,000 8,280 12/66 10 4

/ZUSE 西 ド イ ツ 11,22,23,25,
.

26,31,32,64, 620一 223一

'

80,400 3,700 1,332 †59 284

StandardElectrik 西 ド イ ツ DB-10
†60 2 X

Lorenz DB-40 3,100 1,116 '61 1 X

ER-56,ES-92, 2,500一 900一

KA-21(Zebra) 3,100 1,116 156 12 X

Standard イ ギ リ ス SpecialSystems 2,500一 900一
'

Telephones& 20,000 7,200
,62 23 X

Cables ZebraI,H 1,750 630 †58 32 X

TELEFUNKEN 西 ド イ ツ TR-4 18,000 6,480 12/62 28 X

■

1†5 9,400 3,384 †62 X

1110 9,300 3,348 ,64 8 X

"84 2,100 756 8/68

.

日86 4,300 1,548 8/68 7

,1440 55,000 19,800 12/68 5
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図
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図

図 表 索 引

各国 コ ンピ ュー タ設 置台数

グ ラフに よ る各 国別 コンピ ュー タ設置台 数

1969年 ア メ リカにおけ る情報処 理産 業 の構造

米 国 に お け る コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 の推 移

米 国 コ ン ピ ュー タ市 場 の マ ー ケ ッ ト御 シ ェ ア

.IBM過 去10年 間の営業 成績

CDC過 去10年 間の営業成績

DEC売 上高推移

米 国主要 ハ ー ド ・メー カーの コン ピュー タ設 置金額推移

米 国主 要ハ ー ド ・メー カーの受注 額推 移

全 コ ンピ ュー タ ・シ ステム売 上高 に占 め る周辺 機器の割合

周辺機器種類別売上高の推移

種別入力装置の伸び率

コ ン ピュー タ ・システ ム総 売上 高に 占め る入力 装置 の割合

種 別 出力 装置 の伸 び率

コ ンピ ュー タ ・シス テムに占め る出力装置 の割合

COMの 概要

マ イ ク ロ フ イ ル ム を使 って い る産 業

磁 気 テ ー プ伝 送 売 上 の コ ン ビ 三 一 タ ・シ ス テ ム に 占 め る割 合

遠 隔 端 末 機 器 の コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムに 占 め る割 合

タ ー ミナ ル 用 ア プ リケ ー シ ョ ン

産業 別 各 ユ ーザ ーあ た り平均 ター ミナル保 有 台数

ユニ ザ 用 タ ー ミナ ル と ア プ リケ ー シ 。 ン

ター ミナルにお け る制約 条件

各 種周 辺 メモ リー売上高推移 と予 測

デー タ通信 及 び他の周 辺機器 が コ ンピ ュー タ システ ム

に占 め る割 合
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図27

図28

図29AmpexCorPの 純 利 益

図30AmpexCorpの 売 上

図31

図32

図 ・33

図34

図35

図36

図37:3MCompany.の 純 利 益

図383MCompanyの 売 上 高

図39MemorexCorpの 売 上 高

図 ・40MemorexCorpの 純 利 益

、図41

.図、,42計 算 セ ン タ ー総 売 一ヒ高 ㍉

図43計 算 セ ン タ ー売 上 高 別 分 類

図44米 因 州 別 計 算 セ ン タ ー数

図45

'図46
,

図47タ ー ミナ ル設 置 台 数 の 推 移

図48

図 ぐ49

図50

図 .51Leasco..の 合 併 に 関 す る状 況

図52

図53

周辺機器 市場 におけ る独立 メーtヵ一〇S'売上状 況

独 立周辺 機器 メー カーの周辺 機器 ・売 上状 況

SandersAssociatesIncの 売 上 高tt

SandersAs.sociatesIncの 純 利 益

ElectronicAssociat・s,Incの 売 上 高,

EleCtrOniCAssoCia.teS,Incの 純 利 益

MohawkDataSciencesCorPの 売 一ヒ 高

MohMohawk、DataSciehcesCorp事 業 部

計算 セ ンター本社 お よび支 社数

タ イ ム シ ェア リン グ会 社 設 立 の 経 緯

TSS用 コ ン ピ ュ ー タの 設 置 状 況

商用 タ イ ム シ ェア リ・ング 市場 の 勢 力 分 布

タ.イ ム シ ェ ア・リ ン グ ・シ ス テ ム の ピ ッ ク ユ ー ザ ー

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ シ ス テ ム の 、ア プ リ ケ ー シ ョ ン

リー ス会 社 の コ ン ピ ュー タ購 入 状 況

フ フ ンチ ャイ ス ・サ ー ビ スの 概 要
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図

c£

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス会 社 の 財 務 構 成

ソ フ トウ ェ ア会 社 の売 上 高推 移

ソ フ トウ ェ ア会 社 ビ ッグ8

各 メ ー カ ー 別 に み た パ ッケ ー ジ

使用言語

SDC契 約 プ ロジ ェ ク ト

Q-32お よ び36(》/67の サ ー ビ ス ・エ リア

SDCの 組織 図

SDCス ペ シ ャ リス トの 内 わ け

125

134

135

140

f41

143

144

14・5

14'5

SDCス ペ シ ャ・リス トの 仕 事 の 種 類 ・146

過 去10年 間 の 収 入 額 推 移146

SDC過 去10年 間 の 研 究 開 発 投 資推 移 一'1'48

ソ フ トウ ェア特 許 問 題 に 関 す る論 文 の 発 表 件 数 増 加 傾 向 『14.,9

1BMを め ぐ る力 関 係159

ヨ ー ロ ッパ の コ ン ピ ュー タ に 占 め る ア メ リ カ製 コ ン ビ ュー ・タの 割 合 ・:……'172

イ タ リアの コ ン ピ ュー タ ・マー ケ ッ トシ ェ ア',18.4

71,|,1



表1

表2

表3

表4CDC

表5個 々の装置別 の成長力

表6各 種入 力装置 の特 徴

表7

表8

表9

表10

表11

表123MCo皿pany事 業部

表13MemorexCorP事 業部

表14業 種 別 の主な会社 名

表15

表16

表17要 員の供 給

表18

表19

表20

.表21

表22

表23

表24

表25

合 衆 国 コ ン ピ ュー タ ・セ ンサ ス

1969年 に 発 表 され た各 社 の ニ ュー ・モ デ ル

コ ン ピ ュー タ ・メー カ ー市 場 ・状 況 予 測

6600と7600の 性 能 表

マ イ ク ロ フ イ ル ムの利 用 状 況

AmpexCorp,の 事 業 部

SandersAssociatesInc事 業 部

ElectronicAssociates,Inc事 業 部

MohakDateSciencesCo]rP事 業 部

計算 センターの規模別売上高

計 算 セ ンター関係 の人 員数(計 約7万 人)

計 算 セ ンターの サ ー ビスの種類

計 算 セ ン ター の 導 入 して い る メ ー カ ー別 コ ン ピ ュー タ

タ イ ム シ ェア リン グ用 と し て使 用 され て い る コ ン ピ ュー タ

タイ ムシ ェア リングで使 われ て い る言語

社 内 で の タ イ ム シ ェ ア リ ング ・シ ス テ ム設 置 を 計 画 して い る ユ ー ザ 一 日

タ イ ム シ ェア ・サ ー ビス に対 す る支 出額

タ イムシ ェア リング ・シス テ ム社 内導入 の計 画

リー ス用 コン ビ三一 タ購入金 額 の推移(推 定)

表26金 利 に よ る リース料金

表27

表28

ア メ リカの情 報提供 サ ー ビス会 社

コ ンピュー タ ・サ ー ビス産 業 の3っ の分 野の平均 的企 業像 とその比 較 ・
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表

表

表

表

表

表

表

表

表

表

表

表

表

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス ・ビ ジ ネ ス各 企 業 の特 性 比 較

デ ー タ処 理 サ ー ビス会 社 の サ ー ビス ・ア プ リケ ー シ 。ン

127

128

128

129

129

130

131

132

137

147

150

162

166

、

従業員構成

業 界の 問題点 の ランキ ング

デ ータ処理 サー ビス経 営歴 と各種パ ラメー ターの 関係

企 業規 模の大 小か らみた デー タ処 理 サ ー ビス ・ビジネスの特徴 一

従 業構 成 か らみ たデ ータ処 理 サー ビス ・ビジネス.の特徴

企業規 模別 にみ たデー タ処理 産業の特 徴

アメ リカにお け るソフ トウ ェア会社 の代 表的 プ ログ ラムパ ッケー ジ…

SDC本 部 お よび支社 の設 置 コンピ ュ一 夕

ソ フ.ト ウ ェ ア特 許 問 題 の 経 緯

ICPに 掲 載 を依 頼 して きた大 手ユ ーザ ー

ア ウ ト ・サ イダー(他 産 業企業)の 進 出
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禁 無 断 転 載

昭 和45年

財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東京都港区芝公園21号 地1番5

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

三 協 印 刷 株 式 会 社

東京都渋谷区渋谷3-11-11

TEL(407)7316

44-ROO2
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